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令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議会議録（第１号）  
招集年月日 令和４年１０月３日（月曜日） 

招集の場所 香美市議会議場  

会議の日時 １０月３日月曜日（審議期間第１日） 午前 ９時００分宣告 

出席の議員  
   １番  有 光 収 三      １０番  比与森 光 俊 

   ２番  公 文 直 樹      １１番  山 崎 晃 子 

   ３番  中 平 麻 衣      １２番  笹 岡   優 

   ４番  西 村 剛 治       １３番  濱 田 百合子 

   ５番  西 山   潤      １４番  山 﨑 龍太郎 

   ６番  森 田 雄 介      １５番  利 根 健 二 

   ７番  山 﨑 眞 幹      １６番  小 松 紀 夫 

   ８番  小 松   孝      １７番  村 田 珠 美 

   ９番  舟 谷 千 幸      １８番  山 本 芳 男 

欠席の議員  
 な  し 

説明のため会議に出席した者の職氏名  
 【市長部局】  

  市 長  依 光 晃一郎   農 林 課 長  川 島   進 

  総 務 課 長  川 田   学   商 工 観 光 課 長  石 元 幸 司 

  企 画 財 政 課 長  佐 竹 教 人   環 境 課 長  依 光 伸 枝 

  定 住 推 進 課 長  中 山 繁 美   上 下 水 道 局 長  西 村 安 史 

  防 災 対 策 課 長  日和佐 干 城   管 財 課 長  和 田 雅 充 

  税 務 収 納 課 長  猪 野 高 廣   ふれあい交流ｾﾝﾀｰ所長  植 田 佐 智 

  市 民 保 険 課 長  萩 野 貴 子   会計管理者兼会計課長  明 石 清 美 

  福 祉 事 務 所 長  中 山 泰 仁  《香北支所》  

  健康介護支援課地域包括支援班長   時 久 朝 子   支 所 長  前 田 哲 夫 

  建 設 課 参 事  近 藤 浩 伸  《物部支所》  

  建 設 課 長  井 上 雅 之   支 所 長  竹 﨑 澄 人 

 【教育委員会部局】  

  教 育 長  白 川 景 子   教 育 振 興 課 長  公 文   薫 

  教 育 次 長  秋 月 建 樹   生涯学習振興課長  黍 原 美貴子 

 【消防部局】 

  消 防 長  宮 地 義 之 

 【その他の部局】  

 な  し 
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職務のため会議に出席した者の職氏名  
  議 会 事 務 局 長  一 圓 幹 生   議会事務局書記  藤 川 典  子 

  議会事務局書記  横 田 恵 子 

市長提出議案の題目  
 議案第 ５９号 令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ６０号 令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ６１号 令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 議案第 ６２号 令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 議案第 ６３号 令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 議案第 ６４号 令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の

認定について  

 議案第 ６５号 令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の

認定について  

 議案第 ６６号 令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳

出決算の認定について  

 議案第 ６７号 令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 議案第 ６８号 令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳出

決算の認定について  

 議案第 ６９号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号） 

 議案第 ７０号 令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１

号） 

 議案第 ７１号 令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２

号） 

 議案第 ７２号 香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて  

 議案第 ７３号 香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制

定について  

 議案第 ７４号 香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について  

 議案第 ７５号 高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規約について  

議員提出議案の題目  
 な  し 

議事日程  
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令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議議事日程 

                        （審議期間第１日目 日程第１号） 

令和４年１０月３日（月） 午前９時開議 

 日程第１ 審議期間の決定について  

 日程第２ 会議録署名議員の指名  

 日程第３ 諸般の報告 

   １．議長の報告  

   ２．市長の報告  

     （１）報告第１０号 令和３年度香美市健全化判断比率の報告について  

        報告第１１号 令和３年度香美市資金不足比率の報告について  

     （２）行政の報告及び提案理由の説明  

 日程第４ 議案第 ５９号 令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について  

 日程第５ 議案第 ６０号 令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について  

 日程第６ 議案第 ６１号 令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について  

 日程第７ 議案第 ６２号 令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について  

 日程第８ 議案第 ６３号 令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 日程第９ 議案第 ６４号 令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算の認定について 

 日程第10 議案第 ６５号 令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入

歳出決算の認定について 

 日程第11 議案第 ６６号 令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘

定）歳入歳出決算の認定について  

 日程第12 議案第 ６７号 令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について  

 日程第13 議案第 ６８号 令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及

び歳入歳出決算の認定について  

 日程第14 議案第 ６９号  令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号）  

 日程第15 議案第 ７０号  令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第１号）  

 日程第16 議案第 ７１号  令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正

予算（第２号）  

 日程第17 議案第 ７２号 香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条
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例の制定について  

 日程第18 議案第 ７３号 香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について  

 日程第19 議案第 ７４号 香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 日程第20 議案第 ７５号 高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規

約について  

会議録署名議員  
 ３番、中平麻衣君、４番、西村剛治君（審議期間第１日目に審議期間を通じ指名）  
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議事の経過  
（午前 ９時００分 開会 開議） 

○議長（山本芳男君）   ただいまの出席議員は１８人です。定足数に達していますの

で、これから令和４年第２回香美市議会定例会を再開し、１０月定例会議を開会いたし

ます。 

  これから本日の会議を開きます。  

  議事に先立ちまして、一言御挨拶を申し上げます。  

  今年の夏は猛暑が続きましたが、朝夕少し寒さを感じ、めっきり秋の気配を思わせる

気候となってまいりました。議員各位、執行部におかれましては、公私ともに御多用の

折、１０月定例会議に出席をいただきまして誠にありがとうございます。  

  さて、去る９月１７日に発生いたしました大型台風１４号は、全国的な被害をもたら

しましたが、大型台風と言われる中、本市においては、中山間地域の市道・林道で風倒

木が道路を塞ぎ、通行できない箇所が何か所かありましたが、幸い予想より雨量が少な

かったため大きな災害はなく、安心したところでございます。  

  新型コロナ対応におきましては、９月３０日に県内感染者数が累計１０万人を超えた

と発表されました。そういう中、現状は落ち着いており、特別警戒から警戒に引き下げ

られていますが、クラスターが多く発生すれば一気に拡大する可能性があり、引き続き

感染予防を徹底し、いま一度引き締めていく必要があると言われています。  

  さて、１０月定例会議に市長から提出されています議案等は、報告２件、令和４年度

香美市一般会計補正予算（第６号）を含む議案１７件でございます。議員各位におかれ

ましては、慎重な審査と審議の上、それぞれの議案に対し適切に議決を賜りますよう、

お願い申し上げます。議会の品位を重んじ、円滑に議会運営に格段の御協力を賜ります

ようにお願いを申し上げまして、開会に当たっての御挨拶とさせていただきます。 

  議事日程は、タブレットに掲載したとおりです。  

  日程第１、審議期間の決定についてを議題とします。  

  本件につきましては、９月２６日の議会運営委員会で協議いただいております。 

  協議結果につきましては、議会運営委員会委員長、小松紀夫君から協議結果報告書が

提出されていますので、御覧いただきたいと思います。  

  お諮りします。報告書のとおり、今定例会議の審議期間は、本日から１０月２１日ま

での１９日間にしたいと思います。これ異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、今定例会議の審議期間は、本

日から１０月２１日までの１９日間と決定しました。  

  なお、審議期間の会議の予定につきましては、タブレットに掲載しております予定の

とおりでございます。 

【審議期間予定表  巻末に掲載】  
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  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。  

  会議録署名議員は、会議規則の定めるところにより、今定例会議を通じて、３番、中

平麻衣さん、４番、西村剛治君を指名します。両名はよろしくお願いいたします。 

  日程第３、諸般の報告を行います。 

  初めに、議長の報告を行います。  

  まず、市長から、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２

条第１項の規定による、報告第１０号及び報告第１１号の報告がありました。  

  次に、監査委員から、令和３年度香美市一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見

書、令和３年度香美市水道事業会計決算審査意見書、令和３年度財政健全化判断比率及

び資金不足比率の審査意見が提出されています。  

  その他の報告事項につきましては、タブレットに掲載しました議長報告のとおりでご

ざいます。 

  日程第４、議案第５９号、令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定についてか

ら、日程第２０、議案第７５号、高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更す

る規約についてまで、以上１７件を一括議題とします。  

  行政の報告及び議案第５９号から議案第７５号までの提案理由の説明を求めます。市

長、依光晃一郎君。 

○市長（依光晃一郎君）   本日、議員の皆様の御出席をいただき、令和４年第２回香

美市議会定例会１０月定例会議が開かれますことに厚く御礼を申し上げます。  

  先週の９月開会会議と同様に、私が掲げる５つの基本政策と４つの横断的な政策に基

づく香美市づくりについて、以下本日提案の議案にも触れながら御説明させていただき、

議員の皆様並びに市民の皆様の御理解と御協力をお願いできればと考えております。  

  最初に、５つの基本政策の１つ目、経済の活性化についてであります。  

  長期化するコロナ禍に加え、食料品価格やガソリン価格の高騰などにより、市民生活

にも大きな影響が出ているところです。今議会ではコロナ禍で苦境にある観光産業を活

性化させるため、宿泊者に対して宿泊割引プランを実施できるように、宿泊施設に補助

を出す予算を計上させていただいております。加えて、今後の燃油価格高騰に備え、施

設園芸農業者に対する補助も計上させていただいております。具体的には、セーフティ

ネットの構築事業に加入している農業者に対し、補塡金額の８分の１を補助するという

ものです。今後とも香美市内事業者や農業者が事業を継続し、雇用を維持できるよう、

市として取り組んでまいります。  

  次に、基本政策２つ目の健康長寿の香美市づくりです。  

  新型コロナワクチンについては、現在３回目、４回目の接種を行っているところであ

り、希望する市民の方々にはトラブルなく接種が行えていると認識しております。今議

会では、５回目接種に向けて予算を計上させていただいております。長引くコロナ禍の

中で、頑張ってくれている医療従事者や関係する方々に、心よりの感謝を申し上げます。
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また、手前みそではありますが、休日にワクチン接種業務に従事してくれている香美市

職員にも、市長として感謝しております。コロナウイルス感染症について、香美市の状

況を高知県や国に伝えるなど、よりよいウィズコロナ社会の在り方について、香美市と

しても模索してまいります。  

  次に、基本政策３つ目の教育の充実です。  

  いよいよ１１月３日に新香美市立図書館かみーるが開館いたします。現在、書籍の移

動、雑誌スポンサーの募集など、開館に向けての準備を行っています。私は、このかみ

ーる開館に合わせて、香美市で学ぶ児童・生徒の探究学習を深める拠点として、また、

社会人やシニア世代の学び直しや新しい趣味との出会いの場となるよう、多くの方々に

愛される施設に育てていきたいと考えています。特に、つながるーむを活用し、市民の

取組・チャレンジを応援する施設にして、住民のパワーを引き出すことに努力していき

ます。 

  また、美良布保育園の建替えにつきましては、香美市立美良布保育園建設検討委員会

より建設基本計画書の内容について審議していただき、パブリックコメントも実施しま

したが、特に御意見がなかったことから、プロポーザル方式による設計業者決定に係る

準備を進めておりました。しかし、昨今の資材価格高騰などを受けて、私自身の考えで

建設庁内検討会を新たに組織し、予算や財源の再検討を行いました。９月２７日に庁内

検討会で検討した内容を基に、建設に関する手順について再検討した内容を説明し、香

美市立美良布保育園建設検討委員会で意見などをいただきました。今後、変更した建設

基本計画書について、パブリックコメントを経て計画を進めてまいります。  

  私としましては、香美市木材の地産地消を実現し、脱炭素社会を念頭に置いた建築物

とすること、将来のメンテナンス費用を考慮した設計にすること、また、総事業費を工

法や建替え手順の工夫などによりできる限り削減し、今後の財政運営に無理のない範囲

で実施することを３つの条件にして、プロポーザルを実施したいと考えております。特

に、設計コンペにならないよう、設計者がどういったコンセプトで建物を建てるのか、

あるいは建設移転などに関して効率的な提案ができるかという考え方で、設計者を選び

たいと考えております。当初の計画よりも完成時期が大幅に遅れておりますが、できる

だけ早く完成できるよう努力し、香美市の子供たちが誇りに思えるような、例えば、香

美市の森を生かした脱炭素社会のシンボルになるような建物を建設できればと思ってお

ります。  

  次に、基本政策４つ目の市民を守る災害対策について、風水害と地震災害に分けて申

し上げます。  

  まず、１つ目は風水害対策です。  

  ９月定例会議でもお話ししましたが、改めて台風第１４号について振り返りたいと思

います。大型の台風１４号は、過去に経験のないような危険な台風とされ、その勢力は

災害対策基本法制定の契機となった伊勢湾台風を上回るおそれがあるとも言われ、九州
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に甚大な被害をもたらし、非常に強い勢力を保ったまま本県に接近することとなりまし

た。 

  香美市においては、熱帯低気圧であるときからその動向の把握に努めており、災害対

応の準備に着手しておりましたが、連日にわたり九州の被害情報が相次いで流れ、また、

線状降水帯や、警戒レベル５緊急安全確保というキーワードが飛び交う中での災害対応

でありました。結果としては、台風１４号の災害対応において、本市は本県で最も遅く

避難情報の解除と避難所の閉鎖をしました。これはとりわけ人命を守ることを最優先す

ることを念頭に、最善の災害対応と判断しての決断であります。一方で、本市のみ避難

情報を解除しないがゆえに、市民が不安を覚えることもあるということに気づき、非常

に大きな経験となりました。今後とも人命を守るという重責を果たすため、気づきだけ

で終わらせることなく学び、そして、災害対応で見出された課題について改善に向けて

しっかりと取り組んでまいります。  

  ２つ目は、地震災害対策です。  

  過去の南海トラフ地震についての経験では、東海地方などの東側、四国地方などの西

側で時間差の地震が起こるということがありました。そのため令和元年から南海トラフ

地震臨時情報という仕組みが設けられ、南海トラフ上で地震が起こった際には連動する

地震に備えることとなりました。この仕組みは、南海トラフ地震臨時情報が気象庁より

最短２時間で発表された後、最長２週間、地震の発生に注意しながら通常の生活を行う

というものです。最近では、１月２２日午前１時８分に日向灘で地震が起こり、本県で

も宿毛市で震度５弱を観測しました。南海トラフ地震の想定震源域内で発生した地震と

いうこともあり、本市も防災対策課が情報収集に当たったとのことです。幸いにも、こ

のときは南海トラフ地震臨時情報調査中の発表には至りませんでした。この南海トラフ

地震臨時情報については、私自身、住民の理解が進んでいないと考えており、この課題

に向けて今後市役所内での議論を深めてまいります。併せて、住宅の耐震化や自主防災

組織の育成など、防災・減災対策につきましても引き続き推進してまいります。  

  最後に、基本政策５つ目のインフラの充実と有効活用です。  

  今議会でも香美市道の改良工事について計上させていただいておりますが、今回の台

風を受けて、改めて災害時の生活道の重要性を認識したところです。国や県にもこれま

で以上に要望して、道路予算の確保に取り組んでまいります。また、これまで予算不足

でできていなかった、林業との関係が強い林道の維持修繕についても、今回森林環境譲

与税を活用することとして計上させていただいております。生活道ではない民家よりも

奥地の林道についても、しっかりと維持管理に努力してまいります。  

  続いて、４つの横断的な政策についてです。  

  １つ目は、親しまれ信頼される行政窓口への継続的な改善です。  

  県内国民健康保険料水準の統一につきまして、８月２２日開催の知事・市町村長会議

において基本方針を確認いたしました。国保制度は、構造的な課題により財政運営が厳
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しい状況にありますが、その解決に向け、保険料水準統一の必要性などについて、県と

市町村で意見交換や慎重な議論を行ってきました。今後は、基本方針に基づき、県内ど

の市町村に住んでいても、同じ所得、同じ世帯構成であれば同じ保険料とするよう、令

和６年度から６年間の経過措置期間を設けた上で、令和１２年度の保険料水準統一に向

け、県と市町村で丁寧な議論を行い、具体的な制度設計の作業を行っていくこととなり

ます。香美市としましても、被保険者の皆様が安心して国保制度を利用できるよう、し

っかりと取り組んでまいります。  

  また、マイナンバーカードについては、現在、国のマイナンバーカード取得促進につ

いての方針に従い、香美市でも休日窓口の設置、出張受付会を開催するなど、取組を進

めています。最新の情報では、香美市民の取得率は３２ .７％の見込みとなります。６

月末の取得率が２８.２％であったことから、３か月で４ .５％伸びたということになり

ます。休日に申請窓口をつくるなど努力していただいた職員に、手前みそではあります

が感謝いたします。今議会では、マイナンバーカードを保有している住民が、マイナポ

ータルを利用して妊娠の届出をオンライン手続できるようにする、システム改修の予算

を計上しております。また、マイナンバーカードを健康保険証の代わりとして利用でき

る、香美市内の病院や薬局も増えてきました。香美市内の病院、診療所、薬局を合わせ

て、現在１６施設となっております。今後も、マイナンバーカードを住民が活用する場

面は着実に増えることと思います。市民サービス向上のためのマイナンバーカード取得

について、しっかりと取り組んでまいります。  

  ２つ目は、中山間対策の充実強化です。  

  私が中山間対策のために香美市でまず取り組むべきは、住宅政策であると思っており

ます。今議会では、空き家改修補助金についての補正予算を計上させていただいており

ます。幸いにも、香美市は中山間地域も含めて移住者ニーズが高い地域です。さらなる

要望があれば、県に要望して予算確保に取り組んでまいります。来年度４月からは、空

き家を１０年間香美市が借り上げて、移住者に貸し出すという空き家活用促進事業を導

入したいと思っており、準備を進めているところです。他の自治体の取組も調べながら、

新たな取組にチャレンジし、空き家改修と集落の活性化に取り組んでまいります。  

  ３つ目は、子供施策の充実と女性活躍の場の拡大です。  

  私は、香美市政において女性活躍という視点も大切にしていきたいと考えております。

頼もしいことに、香美市役所において若手職員を中心に女性職員が増えています。ちな

みに、１０月１日採用の職員を含め、今年１９歳から３０歳になる一般事務と技術職員

４６人中、女性は２８人、６１％が女性職員となっています。この比率は、全国的に見

ても高いのではと思っております。私は、香美市役所のレベルを上げていくことで、市

民サービスを充実させていきたいと思っておりますが、そのためには、女性が能力を最

大限発揮できるような職場づくりが、何としても必要であると思っております。高知県

では、「高知県職員子育てサポートプラン～みんなでつくろう！お互いに理解し合える
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職場環境～」という取組を行い、育児休業取得率、配偶者の出産休暇、男性職員の育児

参加休暇率の数値目標を定めていますが、香美市においても仕事と子育ての両立が実現

する職場となるよう取り組む必要があります。また、窓口業務を抱える市役所では難し

い面があることは承知していますが、部署によっては早出・遅出勤務が選べるような制

度の研究も進めたいと思っております。女性や子育て世代が活躍できる職場をつくり出

して、香美市役所のレベルを上げ、結果市民サービスにつなげていくように努力してま

いります。  

  最後に、４つ目の文化芸術とスポーツの振興です。  

  １１月１日に、市営バスあけぼの街道線、通称ぐるりんバスが、毎週火曜日、木曜日、

土曜日の週３回運行されます。この新たな路線は、ＪＲ土佐山田駅から東本町、百石町

を経由し、新図書館かみーる、美術館のあるプラザ八王子を西進して栄町で折り返し、

またＪＲ土佐山田駅に戻ってくるという周遊バスです。私は、このぐるりんバス開設を

機に、香美市の文化施設を身近にしていただきたいと思っていて、香美市の皆さんが、

新図書館かみーるや美術館に、もっと足を運んでいただくきっかけにしていただければ

と思っております。このぐるりんバスの取組を大いにＰＲして、施設の利用促進につな

げ、今後とも文化活動やスポーツを楽しむ市民を応援していきたいと思っております。  

  以上、５つの基本政策と４つの横断的な政策について御説明させていただきました。  

  続きまして、各課関連の行政報告を申し上げます。  

  定住推進課からは、香美市ものづくり会議について、姉妹都市交流についての２件。

健康介護支援課からは、新型コロナウイルスワクチン接種についての１件。商工観光課

からは、ｋａｍｉｃａマネーチャージキャンペーンについての１件。建設課からは、工

事関係について、都市計画関係について、国道１９５号大栃橋について、各種協議会に

ついての４件。教育振興課からは、香美市立大栃小学校及び大栃中学校の特認校制度の

認定についての１件。生涯学習課からは、新図書館の竣工についての１件。消防課から

は、令和４年１月１日から令和４年６月３０日までの火災、救急及び救助出動件数につ

いての１件であります。詳細につきましては、お手元の説明書を御参照ください。 

  続きまして、今会議に上程します議案について提案いたします。  

  報告第１０号は、令和３年度香美市健全化判断比率の報告についての報告です。  

  報告第１１号は、令和３年度香美市資金不足比率の報告についての報告です。 

  議案第５９号は、令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定についてです。 

  議案第６０号は、令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てです。 

  議案第６１号は、令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてです。 

  議案第６２号は、令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてです。 
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  議案第６３号は、令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてです。  

  議案第６４号は、令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

の認定についてです。  

  議案第６５号は、令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算

の認定についてです。  

  議案第６６号は、令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入

歳出決算の認定についてです。 

  議案第６７号は、令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてです。 

  議案第６８号は、令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳

出決算の認定についてです。  

  議案第６９号は、令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号）です。 

  議案第７０号は、令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第

１号）です。 

  議案第７１号は、令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第

２号）です。 

  議案第７２号は、香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてです。 

  議案第７３号は、香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてです。 

  議案第７４号は、香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定についてです。 

  議案第７５号は、高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規約につい

てにです。  

  以上、報告２件、議案１７件の提案となります。議案の詳細につきましては、お手元

の議案細部説明書を御参照いただき、何とぞ御審議の上、適切な議決を賜りますようお

願い申し上げます。 

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    以上で市長の行政の報告及び提案理由の説明を終わります。  

  これから、報告第１０号について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。以上で、報告第１０号についての質疑

を終わります。  

  次に、報告第１１号について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。以上で、報告第１１号についての質疑
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を終わります。  

  お諮りします。議案第７１号につきましては、本日、他の案件と分離し、会議規則第

３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。これに異議ありませ

んか。 

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、そのように決定しました。  

  これから、日程第１６、議案第７１号、令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事

業勘定）補正予算（第２号）を議題とします。 

  まず、執行部から提案理由の補足説明を求めます。健康介護支援課地域包括支援班長、

時久朝子さん。 

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）   補足説明はありません。  

○議長（山本芳男君）    補足説明はありません。  

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

  １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   議案書９ページでお伺いいたします。  

  歳入のほうですが、今回、介護保険事業運営基金繰入金は使わないということで、そ

して、前年度繰越金が２億５,８３５万７ ,０００円あるので結構金額が多いわけですけ

れども、これについての説明をお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課地域包括支援班長、時久朝子さん。  

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）    お答えします。  

  余剰金は、令和３年度に純粋に残った額となっております。２億５ ,９３６万円から

返還金等を除きまして、また先ほどの繰入金を相殺しました額を積み立てるようにいた

しまして、１億４,６００万円程度積み立てることにいたしておりますけれども、この

余剰金につきましては、令和２年度の介護給付金負担金の不足分が令和３年度に入って

きている関係ですとか、あと、令和３年度の保険給付金が純粋に残った分なんかを足し

合わせました。よろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   そうしますと、純粋に残った分というのは、サービスを利

用しなかったので残ったということでしょうか、それはどれくらいあるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課地域包括支援班長、時久朝子さん。  

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）    お答えします。  

  介護給付費負担金として令和２年度不足分と、調整交付金なんかで返ってきている分

のお金、あと地域支援事業、それから、保険給付費の分で残ったお金を足し合わせた部

分が、そのぐらいになっているということです。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  
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○１１番（山崎晃子君）   議案書１０ページの基金積立金が、先ほど言われましたよ

うに１億４,６００万円ほどあるということですが、そうしますと、基金は１億８ ,００

０万円ほど今あると思うんですけれども、全部足しますと３億２,０００万円ぐらいに

なるという認識でよろしいでしょうか。  

  また、基金は今後介護保険料の軽減策に使っていくということでよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課地域包括支援班長、時久朝子さん。  

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）    基金につきましては、来年度第

９期の計画策定になっておりますので、そのときに検討するようになっております。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ６番、森田雄介君。 

○６番（森田雄介君）   その一つ手前の話になるかもしれませんが、今２０２１年か

ら２０２３年にわたる第８期の計画が実行中なんですけれども、これは例年やっている

繰越金をまた基金に入れるという流れですので、議会初日にやるのはどんな理由があっ

たのか、お聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課地域包括支援班長、時久朝子さん。  

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）    令和３年度の返還締切りが１０

月半ばにありまして、それが間に合わない関係で今回初日にお願いさせていただきまし

た。 

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑がないようですから、これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、議案第７１号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    全員起立であります。よって、議案第７１号は原案のとおり

可決されました。  

  これで本日の日程は全て終了しました。  

  次の会議は１０月１２日午前９時から開会いたします。 

  本日はこれで終了いたします。  

（午前 ９時３９分 散会） 
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議事の経過  
（午前 ８時５９分 開議） 

○議長（山本芳男君）   おはようございます。ただいまの出席議員は１８人です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。  

  議事日程は、タブレットに掲載したとおりです。 

  日程第１、一般質問を行います。  

  ８番、小松 孝君。 

○８番（小松 孝君）   おはようございます。８番、小松 孝です。通告に従い、議

長の許可を得て、一問一答方式にて一般質問を行います。 

  市長は、選挙のときのパンフレットなどで、若い力で香美市を変える、過去の年配市

長では駄目だから、私が香美市のリーダーとして何とかするとの意気込みと思われます

が、過去、現在を通じて、若手と年寄りが力を合わせて同じ方向に進んできたと思いま

す。市長は今後どのように進んでいきたいのか、いろいろあると思いますが、私の気に

なることを質問します。 

  最初に①です。  

  ４月に就任し約半年がたち、現状把握などは行ったと思いますが、香美市の問題点、

解決方法などが決まっていれば、どこまで進んでいるのか、問います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   香美市の問題点に関しまして、今まさに私が対応策を考え

ていることにつきまして２つお答えいたします。  

  １つ目は、これまでもお話ししていたことですが、市役所での経験豊富な職員が早期

退職により少なくなっており、管理職の人材登用について苦労していること。２つ目は、

市民からの御指摘、クレーム処理について職員のマンパワーが多く割かれていることで

あります。  

  １つ目の解決策については、来年度の人事異動によって適材適所の人材配置を目指し、

検討を始めたところです。また、若手職員には将来管理職になることを想像しながら今

の仕事に取り組んでもらうなど、次代を担う人材育成にも努めるよう取り組んでまいり

ます。 

  ２つ目の市民からの御指摘、クレーム処理については、大前提として、市民から御指

摘、クレームをいただかないように行政運営を行うことはもちろんですが、市長就任以

来長期間にわたっている案件の対応に取り組んでいます。この長期間にわたっている案

件については、問題発生時の初動対応に問題がある場合、あるいは、そもそもクレーム

を言われている方の主張が理不尽なものである場合があると感じております。解決策と

しては、初動対応をきちんとやって、私自身も職員と一緒になって解決に取り組むこと。

また、理不尽に思われる要求については、一部の職員のみで対応するのではなく、市役

所組織として対応していくこと、また、私自身も当事者に御理解していただけるよう、
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直接お話しするなど努力していきます。  

  今後も、ごく一部の市民の方からの職員に対する理不尽な要求や、窓口で大声でどな

るなど職員を委縮させるような事例が発生することが予想されます。職員の負担軽減の

ための仕組みづくりを構築するなど、親しまれ、信頼される行政窓口への継続的な改善

に取り組んでまいります。  

○議長（山本芳男君）    ８番、小松 孝君。 

○８番（小松 孝君）   ある程度時間をかけて検討した結果が今の状態であると考え

ますが、今後、若い力でどんなにするのか、したいのか、具体策があればお願いしたい

です。でも、前回の新聞報道によると、記者のインタビューに対して、先ほどの市長の

答弁と一緒で、５０歳から５５歳までのベテラン職員の方が１４人辞められたというこ

とですが、これはもう市長が替われませんので、現在の職員を当てにしてやるというこ

とより、市長が若い力でやるということですので、もう３５歳でも十分だと思います。

結局、後が育っていないでしょう、今の現状では。そやから、市長はもうその場で決め

りゃあいいです。若い力というて、これだけ選挙前からずっと来た問題ですので。 

  それと同時に、市長・議員の任期はたった４年です。早く実行しなければ全部が終わ

ってしまいます。もうやっぱり半年たっていますから、前向きにしていただきたいと思

いますが。半年たって何か１件でも、どういうことをしたらええかということ、問題点、

市長の答弁は非常にいいですけど、単刀直入に言うてください。それがすっきりします

き。市長の言うことは全部合うてますけど、もうそれを長い長い答えにようびませんの

で、単刀直入にできんものはできんとはっきり言っていただきたいということです。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほどの繰り返しにもなるんですけれども、現状いろいろ

な課題に一生懸命取り組んでいるところです。おっしゃられるように、若い力というこ

とを言いましたので、できる限り職員の皆さんと一緒になって、自分自身のスタイルと

して、上からものを押しつけていくのではなくて、やっぱり一緒にやりたいと思ってい

るので、そういう意味で言うと、私も年齢が若いので自分よりも先輩の職員さんが多い

現状もあります。そういった中で、ちょっと小松議員からしてみれば頼りなく思うかも

しれんですが、自分としては、若い力という意味においては、一緒になってやっていく、

職員の皆さんにも助けられてやっているという現状であります。  

○議長（山本芳男君）    ８番、小松  孝君。 

○８番（小松  孝君）   ②の質問に移ります。  

  地域住民や市役所内部の意見の取りまとめには絶対に副市長が必要と考えるが、人事

案件なのでこの場で回答しにくいかもしれませんが、方向性や具体的な人選案などあれ

ば伺います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほどもお話ししたとおりではありますけれども、管理職
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に登用できる年次の人材不足が続いておりまして、今年度中に副市長の同意を議会にお

願いするということは、今の段階では考えておりません。来年度につきましては、外部

登用ということもあるのかもしれないですが、まずは現在の課長職の中からを軸にして

副市長をお願いしようと考えています。  

  また、新たな副市長には、私の市長としての政策実現をサポートしていただくと同時

に、市役所職員が持てる能力を最大限発揮できるような職場環境づくり、そして人材育

成に特に目を配っていただきたいと考えております。市役所職員が頼りにできる副市長

を選ばせていただいて、来年度からはさらに市政を前に進めていきたいと考えておりま

す。 

○議長（山本芳男君）    ８番、小松  孝君。 

○８番（小松  孝君）   前段でも言いましたが、市長・議員の任期はたった４年間で

す。早く実行しなければ終わってしまいます。先ほど言われましたように、年内という

てももう７か月、８か月になります。それから計画を立てて全部するやなしに、今現状

でよくないことがあるから市長に立候補されたと思います。その段階で、どこをどうい

うふうにすればえいかを考えて、私は市長に立候補したと思います。言われるように、

副市長を外部、内部から選んで、していただける人を探しておるかも分かりませんが、

やっぱりちょっと選挙どきのことを考えますと、スピード感がないです。私も偉そうな

ことは言えんけど、やっぱり１１年間外から見ていたら、香美市の今の状態がよくない

問題点が、１点や２点あると思います。それを現状で一つも直すところがないままで１

２月まで待ち、上下の関わりをしてくれる副市長も結構ですけど、要するにスピード感

を持ってやっていただかないと、４年間はすぐに来ます。もう半年たちました。まあぐ

ちゃぐちゃ言うてもしゃあないけど、本当にスピード感を持ってやっていただきたいと

思います。  

  ③の質問に移ります。  

  全部質問が市長に対してですみませんが、これから来年度に向けての予算編成となり

ます。市長の選挙公約でもある、若い力で香美市を変える３つのビジョンなどを進める

ため、目玉などは検討しているのか。何かあるとは思いますけど、何もないと、現状を

引き継いだまま繕いをして進んでいく予定でしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   来年度の予算編成は、市長として初めてということになり

ます。当然、私が掲げさせていただいている３つのビジョン、人づくり、絆づくり、夢

づくりに基づいて、予算編成を行ってまいります。  

  議員御指摘の目玉政策はと聞かれると、現状で答えられるのは、本当に申し訳ないで

すが、ないということですけれども、考え方としては、香美市民に香美市に住んでよか

ったと言ってもらえるように、今の香美市政の取組をしっかりとレベルアップすること

からスタートしたいと思っております。新しい政策に取り組む前に、今やっている政策
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の精度を上げて、最大限の成果が出せるように見直していくということであります。例

えて言うならば、私が定食屋の主人とすると、お客様に喜んでもらうために目玉メニュ

ーを開発するよりも、今提供しているメニューをおいしくするところからスタートした

いという考え方でおります。目玉政策を期待していただいていたと思いますけれども、

よいお答えができないことはちょっと残念ではありますが、私自身も今いろいろと来年

度に向けて、また、国の政策なども見ながら、しっかりと目玉になることも仕込んでま

いりたいとは思いますけれども、現状は足元を固めておるような現状であります。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ８番、小松  孝君。 

○８番（小松  孝君）   足元を固めるということですが、現状の香美市の補助金事業

は大変、僕はいろいろと反対もしてきたけど、補助金で全部が運営されとるじゃないで

すか。その補助金という部分がすごいじゃないですか。僕も調べてないから、利益を生

んどるもんが一つもないと言い切れるかは分かりませんが、大きな目玉商品は全部補助

金で運営されとると思います。僕は、若い力やき、そこを市長の突破力で一個一個全部

解決するかと。１２月までには考えられるということで、まあそれは市長の考えですの

で結構ですが、今までの継続事業やコロナ対策関係など重要な課題もたくさんあります

が、市長の言う若い力がどこまで出せるのかを市民は大変期待しています。当然、市長

に対する評価もあり、市長の進退にも関係することから、スピード感を持って実施し、

検証を行い、必ず公表などを行うようお願いします。この件についてはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員の御指摘に補助事業についてのお話がありましたが、

まさに私が思っていることでありまして、先ほど足元を固めると言わせていただきまし

たが、私も県議会を通じて県執行部と予算についていろいろ議論してまいりました。先

ほど言われた、本当に補助金が有効活用できておるのか、費用対効果の部分、少ない費

用で最大限の効果を上げられているのか、そのためには目的が何かということをしっか

りと押さえながらやっていかんといかんと思っております。  

  まず、新しい事業をやるにも、今職員がやっている仕事をそのままにした状況で目玉

政策をやるとなっても、冒頭申しましたとおり、人材不足、経験不足というのもありま

して、なかなかすぐにはいけないと。そういう意味では、スクラップ・アンド・ビルド

と言いますけれども、今やっている事業を見直してちょっと余裕を持たないと、新しい

事業ができないと思います。議員御指摘のような補助事業ということが、来年度予算を

組む中にあって本当に必要な予算なのかもしっかりと精査しながら、しっかりと目玉に

なるようなものも仕込んでいきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ８番、小松  孝君。 

○８番（小松  孝君）   最後に、今回、議会のメンバーも新しくなり、若手議員も増

えましたが、若い力だけではなく、年寄りの意見も聞き、過去の経過も参考にして進ん
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でいくことが大切です。予算などのいろいろな問題点もあることから、なかなか進まな

いことも多くあります。しかし、市民が楽しく過ごせ、地域経済が少しでも潤うよう進

んでください。今後を期待して年寄りからの意見ですが、若い力で香美市を変えるとの

意気込みで市長となったことですので、この半年、副市長も決まらず、何も進んでいな

いように思われても仕方ないと思います。若い力ですので、スピード感を持って、かち

っと、さっさとやっていただきたいと思います。この点に対して、市長、何かあります

か。 

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   御指摘いただきましてありがとうございます。若い人間だ

けでやろうということを言っているのではなくて、香美市民の幸せを考える中で、これ

まで御経験されてきた先輩方の御意見も当然聞いていきますし、また、今回、小松議員

が長老議員として小松節を聞かせていただけることは、本当に自分もありがたいと思っ

ております。議員の皆様方もそれぞれの幅広い年代、今回議員として新しい方も増えら

れましたが、各年代の代表者として、また、地域の代表者としていろいろな御意見を聞

かせていただきながら、若い者だけでやるということではなくて、いろいろな御意見を

聞きながら市政運営をさせていただきたいと思っております。  

  また、若さというものに年齢はあまり関係ないのかなと思っておりまして、先日、１

００歳の方々を御訪問させていただきまして本当にびっくりしたんですけれども、訪問

させていただいたときに玄関で待ってくれていた１００歳の方がいらっしゃいました。

最初その方が対象者と分からなくて案内の方かなと思ったんですけど、いや、私が本人

ですと言われて驚きました。１００歳でもお元気な方もいらっしゃるし、そういう意味

で言えば、意欲を持っている方全て若い方だと思っておりますので、年齢だけにこだわ

っているわけではないことを申し添えさせていただきたいと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ８番、小松  孝君。 

○８番（小松  孝君）   いろいろとありがとうございました。要するにスピード感を

持って、今現状たくさんいろいろな問題点があるけど、１点でも始めて頑張っていただ

きたいと思います。  

  以上で質問を終わります。  

○議長（山本芳男君）    小松 孝君の質問が終わりました。  

  暫時休憩いたします。  

（午前 ９時２１分 休憩） 

（午前 ９時２２分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、１３番、濱田百合子さん。 
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○１３番（濱田百合子君）   おはようございます。１３番、日本共産党の濱田百合子

でございます。通告に従い、一問一答で質問いたします。  

  最初に、１、平和を願う取組をについて質問をいたします。  

  私は、平和行政についてこれまで数回質問してまいりました。私は、小学４年生のと

きに広島県の原爆資料館に行ったときの衝撃を忘れることができません。一瞬にして普

通の日常が奪われるという戦争の理不尽さに、悲しみと怒りを覚えました。最悪の殺人、

環境破壊の武器、核兵器はなくさなければなりません。子供や孫たちが平和の中で暮ら

し続けていけるように、できることをしていかなければと思っています。  

  市民団体、香美市原水爆禁止対策協議会は、２０１２年度から２０１９年度まで８年

間、高知工科大学の大学祭の会場で「原爆と人間」パネル展を開催してまいりました。

毎年延べ３００人ほどの来場者がありました。２０２０年度と２０２１年度は、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大で大学祭は中止となりましたが、また再開できることを

期待しているところです。  

  ２０１７年、世界は核兵器廃絶へ新たな一歩を踏み出しました。７月７日、国連会議

で核兵器禁止条約が１２２か国の賛成で採択されました。非核国政府と市民社会が力を

合わせ、被爆者がその原動力となり、実を結んだ条約です。核兵器のもたらす残虐性や

非人道性を告発し、核兵器の使用はもとより、開発、実験、生産、製造、取得、貯蔵、

締約国の領土への配置、さらに使用の威嚇も含む全ての行為を禁止した画期的な内容で

す。また、平和・軍縮教育の重要性が明記されたことも重要です。  

  ２０２１年１月２２日、核兵器禁止条約は５０か国の批准で発効し、核兵器は国際法

上初めて違法化されました。タブレットに資料を掲示しております。①の資料でござい

ます。これはニューヨークで核兵器禁止条約に７か国が署名・批准した式典でございま

す。９月２２日現在、この条約に９１か国が署名し、６８か国が批准しています。大変

うれしいことに、本市は非核平和宣言を掲げており、平和首長会議のメンバーでありま

す。 

  そこで、質問をいたします。（１）です。 

  平和行政への市長の政治姿勢をお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   香美市民の生命と財産について責任を持つ市長として、日

本が平和であることについての願いは誰にも負けないつもりであります。また、本市と

しましても非核平和宣言を掲げており、市民による平和に向けたイベントなどの活動に

ついても、今後ともこれまでどおり応援していきたいと考えさせていただいております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    市民への平和活動を応援したい、本当にうれしいことで

す。 

  市長は、核兵器の使用について、人道上許せない、絶対悪であるという認識をお持ち
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でしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   当然そのように考えております。先ほど広島県に行かれた

というお話がありましたけれども、私自身の妻が、たまたまですけど広島市出身であり

まして、お墓参りに行ったときに、やはり原爆後に亡くなられた親戚も多いことも知っ

ております。そういった意味でも広島県に足を運ぶことも多いですし、私自身も同じよ

うな思いでおる、そのような認識であります。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    今現在、世界にはまだ１万２ ,７０５発の核兵器がござ

います。唯一の被爆国である日本は、率先して核兵器禁止条約に署名・批准すべきでは

ないかと思うところです。多くの被爆者の願いです。本市にも被爆者の方、被爆二世の

方がいらっしゃいます。市長として平和首長会議で、日本政府が核兵器禁止条約に署

名・批准することに対して発言もしていただきたいと思うところでございますが、いか

がでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   核兵器禁止条約に関しまして、国の立場が現在加入しない、

批准しないということですが、その理由はといいますと、今、原爆を持っている国々が

参加していない中で、日本政府としましては、その実効性、あるいは、本来持っておる

国に対して加入を求める立場であるということから、当時の外務大臣が現在の岸田総裁

であり、また広島出身であることから、私としては、現状、慎重な考え方ではおります

が、当然、世界から原子力の兵器をしっかりとなくしていくことについては、日本政府

としても努力すると思いますし、それについて、香美市としてもしっかりその方向性で

進んでいただけるよう努力してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、（２）に移ります。  

  毎年８月、原爆ポスター展を本庁と各支所で開催しています。市民団体からの平和の

絵手紙や折り鶴などの展示、やなせたかし氏の平和に対する思いの籠もった著書の展示、

コロナで２年間行えなかった市民団体による原爆詩の朗読、これは今年行うことができ

ました。この原爆ポスター展を御覧になった方の感想を少し紹介いたしますが、改めて

原爆の恐ろしさを実感できました。また、核兵器を使用すれば世界の国々がこういう状

態になるということを現実として知ってもらい、使用すれば勝負はなく、お互いの国が

最悪のことになるというシミュレーションを描き、恐ろしさを知ってもらいたいと書か

れてもいました。被爆の実相をアピールすることはとても大事です。  

  そこで、提案したいのですが、日本原水爆被害者団体協議会が作成しました「原爆と

人間」ミニパンフレット、これですけれども（資料を示しながら説明）、１０年前に被

爆者団体が作りました。このパンフレットは総務課長と市長、教育長に事前に手渡して
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いると思いますので御覧いただきたいと思います。説明書については、全て写真の説明

は振り仮名つきになっておりまして、小学生から十分読める内容になっております。１

０年前ですけれども、本当に被爆者の方が誠心誠意作られて、これはずっと引き継がれ

るものだと私は思っています。これを原爆ポスター展を開催しています８月に、この庁

舎、そして支所に置くことはできませんでしょうか。来られた方々が手に取って見るこ

とができるようにしていただきたいと思います。いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   濱田議員の御質問にお答えします。  

  原爆ポスター展は、より多くの市民に被爆の実相についての理解を深め、核兵器廃絶

への思いを共有してもらうため開催しているものです。その趣旨に沿った内容のもので

あれば、市民の皆さんに見てもらうなどの活用は可能と考えますが、お勧めいただきま

した「原爆と人間」というパンフレットには原発に関する文章なども一緒に掲載されて

おりますので、そのまま活用することはできないと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    確かにこのパンフレットの中には、３ .１１の原発の内

容が２５ページにあります。その辺を検討したということで理解いたしました。  

  市民団体がこのような形で展示はどうかなと思うものにつきましては、その都度担当

課と話合いをして、可能であれば展示できるという理解でよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   趣旨に沿ったものであれば喜んで展示をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、（３）に移ります。平和教育について質問い

たします。  

  ①です。  

  ロシアのウクライナ侵攻は、本市の児童・生徒に大きなダメージを与えているのでは

ないでしょうか。見解をお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   おはようございます。濱田議員の御質問にお答えいたしま

す。 

  大きなダメージがあるという報告は受けてございません。しかしながら、子供たちは、

テレビや新聞報道などでウクライナで起きている戦禍の惨状につきましては知っており

ます。平和学習や社会科の授業などで話題になることもございます。そうした中で、子

供たちは、世界が平和な世の中であってほしい、戦争は怖い、戦争が早く終わってほし

いという願いや思いを話すこともございます。現状としてはそのような状況でございま
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す。 

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    同じ地球でこのようなことが起こっている現状を、やは

り子供たちも大人以上にびっくりして、テレビの報道とかも見ていることだと私は思い

ます。どこに暮らしていても、恐怖や悲しみや不安や怒り、そういった感情が報道のた

びに起こってきます。子供たちは大人のようには上手に自分の思いを話すことはできな

いと思いますが、やはり何かの折にゆっくり話を聞いてあげることが大事だと思います。

ぜひ学校のほうでもそのような対応をしていただきたいと思うところです。  

  それでは、②に移ります。  

  小・中学校での平和教育について、各学校の取組状況をお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   香美市におきましては、教育は人格の完成を目指し、平和

で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育

成を期すという教育基本法の理念の実現に向けまして、香美市よってたかって教育によ

り、平和を願う教育の取組を進めておるところでございます。よってたかって教育とは、

市民の皆様みんなで関わり合って子供たちを育てていくという教育のありようを表した

言葉でございます。  

  学校におきましては、市内小・中学校各校の教育計画におきまして、特別活動や人権

教育、総合的な学習の時間、道徳の学習など、全ての教科・科目において平和の大切さ

について学ぶ機会を持っておるところでございます。国語の教科書には「一つの花」、

「ヒロシマのうた」などの文学作品が掲載されております。社会科におきましては、歴

史分野の中で「アジア・太平洋に広がる戦争」などの学習を行っております。特別活動

の中では、コロナ禍の影響が続く折ではございますけれども、学校行事として行ってお

ります修学旅行につきまして、本年度も４小学校１中学校が広島市の平和記念公園を修

学旅行先に決めまして、平和学習につきましては自分事として考え、しっかり平和につ

いて取り組む態度、それから気持ちを醸成する教育に取り組んでおるところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    広島県へ修学旅行にも行っているということで、実際に

戦争遺跡を見たりとか、やっぱり写真を見たりすることは本当に大事だと私も思ってお

ります。  

  私が調べました本の内容を一つ紹介したいのですが、この方は長崎大学核兵器廃絶研

究センターの特任研究員であります林田光弘さんという方なんですけれども（資料を示

しながら説明）、このときたまたま長崎県だったからかもしれませんけれども、小学校
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での貴重な体験が役立っていると語られています。例えば、小学６年生のときに図工の

先生の提案で、ピカソのゲルニカの長崎版を、被爆者の話を聞いて、それぞれが印象に

残っているシーンや想像したシーンを、教室いっぱいに模造紙をつなぎ合わせて大きな

絵を描いたこと。そしてまた、小学校５、６年生のときに平和人権委員会に参加し、月

１回の平和集会の企画運営を経験したことです。そして、平和活動をするコミュニティ

ーに所属していない方は、被爆者や戦争体験者の話を大人になって聞ける機会は少ない

と述べています。子供の頃に戦争体験を聞くのは、自分のベースをつくる意味ですごく

貴重な体験ですと語られております。  

  また、香美市の広報ですけれども、毎年８月には戦争体験者の手記が出ておりますが、

今年の８月、そして９月の広報香美の中にも、「太平洋戦争中の暮らし」というテーマ

で市内在住の４人の方の手記が掲載されております。私もとても感動して読ませていた

だきました。そのうち２人の方が香北町にいらっしゃいまして、私もすぐ広報を持って

会いに行ったら、読んでくれたかねと言うて喜んでくれたんですけれども、本当によか

ったと思います。  

  このように、戦争体験者の話を聞いたり、そして、こういう広報を教材にといいます

か、平和学習資料にして、学校でも平和学習の一環として取り組んでみたらどうかなと

思うところですが、その辺りはいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  大変貴重な御提言をいただきました。今後生かしてまいりたいというふうに思います

し、あわせまして、教員は皆それぞれに平和を願う気持ちを強く持っておりまして、そ

れぞれに教材を選択しながら、教科書教材以外にも様々な資料、あるいは、今御紹介し

ていただいた広報誌などの貴重な体験談などを使わせていただきながら、子供たちの平

和への取組を学習として進めていっております。今後も研究してまいりたいと思います。

ありがとうございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    先生方の思いや願いで平和学習をそれぞれがやっていら

っしゃるということは、本当にそうだと思います。  

  一つちょっと提案させてもらいたいのですが、広島県とか長崎県では戦災の後の様子

が分かるよう観光の一つにもなっておりますけれども、この高知県、南国市や香南市、

香美市にも戦跡がたくさんございます。そういった戦跡を、なかなか授業の中では難し

いかもしれませんけれども、写真で見るだけでなく、現地に行って子供たちと一緒に学

習するというような、近隣戦跡への視察学習なんかも今後取り入れるようなことを、ま

た一つ提案させていただきたいと思っているところなんですが、どうでしょうか。外へ

視察に行くことに関して、そんなことは可能なんでしょうかね。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  
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○教育長（白川景子君）   十分可能だと考えてございますし、実際に出かけている学

校もあろうかと存じます。ただ、冒頭に申し上げましたとおり、教育課程の編成という

中には、学校の中で行われる学習の時間が決められておりますので、年間計画に沿って、

そういった取組を年度当初から計画的に行っていくというところではございます。貴重

な御提案ありがとうございます。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）   ③です。  

  ５月２７日付の地元紙「読もっか」の紙面なんですけれども（以降、資料を示しなが

ら説明）、絵本に平和のメッセージと題して絵本の紹介がありました。この中で、私も

勉強になりましたけれども、子供たちに昔から、私の子供にも読み聞かせをしたんです

けれども、「おおきなかぶ」はロシアの昔話でございます。そして、「てぶくろ」も非

常に面白い絵本ですけれども、これはウクライナの民話を絵本にしたものです。そして、

日本の方が書かれておりますが、「へいわってどんなこと？」という本が２０１１年に

出版されております。これについては、資料②に載せております。「へいわってどんな

こと？ご飯、勉強、遊べるってことだよね」、本当に子供たちは素直にそう思っている

んじゃないかと思うところでございます。ここの中に、「へいわってぼくがうまれてよ

かったっていうこと」と書かれています。本当にそうだと私も読ませていただきました。

平和とは普通の生活や子供の幸せが守られることだと語りかけている絵本です。ほかに

もたくさんあろうかと思います。  

  今、平和を考える図書コーナーの設置、ロシアやウクライナ関連の図書も含めて、各

学校や市立図書館で必要ではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  各学校におきまして、図書室には常設の平和に関するコーナーを設けてございます。

常設と申しましても、新刊図書が入った際には新しい物と入れ替えたり、あるいは、現

状に即した内容の物も多く出版されますので、そういった物と入れ替えながら常設の平

和図書コーナーを設けてございます。児童・生徒の発達段階に応じまして図書や図書資

料を設置してございます。  

  また、市立図書館のほうでは、時事問題や様々な事象に常にアンテナを張り、その

時々の出来事に関連する展示を行ってございます。ロシア、ウクライナ関連の戦争をテ

ーマとした展示も行いました。また、終戦記念日に合わせた平和を願う展示も毎年行っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、次の大きな２番目の質問に移りたいと思いま

す。旧統一教会問題について質問いたします。  
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  旧統一教会（世界平和統一家庭連合）問題は、以前から集団結婚、霊感商法などで日

本国民は被害に遭ってまいりました。家庭も人生も壊された多くの方々がいます。その

反社会的な行為は決して許されることではありません。安倍元首相の銃撃以来、山上容

疑者の追い詰められた気持ちを思うと、彼を救えなかった社会を変えなければと思いま

す。親の入信で家族と自分の人生を破壊された二世の存在は、こうした事件が起きて初

めて社会の目に触れるということです。私たちの社会は、貧困、宗教、病気などで疎外

された人々が、なかなかはい上がれる社会ではないと痛感いたしました。  

  全国霊感商法対策弁護士連絡会は、４０年も被害が繰り返され、法令違反も明らかと

訴えています。  

  ９月３０日、旧統一教会問題に関する野党国対ヒアリングが国会内で開かれました。

政府が設置した合同電話相談窓口への相談内容と、消費者庁に寄せられた旧統一教会に

関する相談内容の資料が公表され、今なお続く被害の実態が浮き彫りになりました。法

務省の担当者によると、合同電話相談窓口への相談件数は、９月５日から２２日で

１,３１７件、そのうち約７０％が金銭トラブルに関するものと報告がありました。ま

た、９月２０日の第１回ヒアリングで、元二世信者の方が「被害は外側から見えないク

ローズな空間で生まれ、現在も続いている」と述べ、真摯な対応を求めたとの報道があ

りました。  

  タブレットにあります資料③から⑦は、９月３０日、消費者庁が提出しました旧統一

教会に関する消費生活相談の状況です。③の資料は相談件数で、データが残る２０１２

年度以降、計１ ,１６５件の相談があったことが分かります。安倍元首相銃撃事件が起

きた７月は５７件と急増し、８月は９８件、９月が１２３件と増加傾向にあります。④

の資料の契約当事者の性別・年齢別件数では、７０歳以上の女性が最も多くなっており

ます。⑤の資料では、相談者の５７％が家族ら当事者以外によるものということが分か

ります。⑥の資料です。⑥の資料は、販売購入方法についてです。⑦の資料は、統一教

会への平均既支払金額、２０２０年から２０２１年度は約２７０万円ということが分か

ります。  

  こういった状況の中で、私たち日本共産党市議団は、９月２０日、旧統一教会と市政

との関わりを調査し、そして、被害を根絶させ、不公正を正すよう求める要請文を提出

したところでございます。市長に提出いたしました。  

  そこで、①です。  

  旧統一教会問題に対しての市長の認識をお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   安倍元総理の襲撃以来、旧統一教会の問題がクローズアッ

プされ、霊感商法により苦しんでいる御家族、また、旧統一教会と政治の関わりなどに

ついて連日報道されております。私の考えは、そもそも人の苦しみを救うための宗教が

なぜ人を苦しめるのかという疑問があり、そして、霊感商法により収益を上げてきた宗
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教に対して、政治がお墨つきを与えたのであれば大きな問題であると考えています。  

  香美市においては、今のところ旧統一教会による被害や布教活動について、現在進行

形で発生しているという確認はできておりませんが、もし確認できた際には、県庁や県

警と情報交換をして、しっかりと対応してまいります。  

  また、私自身の旧統一教会との関係は全くございません。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    市長の答弁を聞き、そうだと思いますが、市長に一つ確

認したいと思うんですが、この旧統一教会は反社会的な団体だという認識と理解してよ

ろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   そのような認識でおります。今、現実に霊感商法であると

かいろんな問題がクローズアップされておりまして、その中で社会の認識もそういう形

に進んでいくものと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ②に移ります。  

  本市の消費者相談窓口への相談件数と内容についてお聞きします。先ほどの市長の御

答弁で本市はないということでしたけれども、改めて担当課長にお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    旧統一教会問題に関する消費者相談窓口への相談は

現時点ではございません。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    もしそういった相談が消費者相談窓口にあった場合、ど

のような対応をする予定でおりますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    今のところないのですが、もしあった場合は今まで

の事例から判断させていただいて、何とか被害を少なくできるように、また県へも相談

しながら対応していきたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ③に移ります。  

  地元紙では、９月２２日から２６日、５回シリーズで「高知と旧統一教会」の連載が

ございました。私も毎日切り取って読んでいたわけですけれども、この紙面によります

と、高知市と南国市に教会があるということでございます。四国で旧統一教会の被害者

支援を続けている日本基督教団の牧師は、政治家が旧統一教会の施設やイベントに顔を

出すことで信者は私たちは正しいと安心する。広告塔に使われることもあるのに政治家

は無頓着過ぎると訴えています。高知県では、１９９０年代からの相談は２０件ほどで

あったとのことです。被害者支援を行っている弁護士は、相談窓口で対応できる人材を
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育てるべきと呼びかけています。  

  本市としても、国や県と連携し、被害救済に向けて行政のあらゆる機能を生かして情

報発信し、被害根絶策を取るべきではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    現時点で相談はございませんが、実際に被害に遭わ

れている方が相談できるよう、市広報やホームページへ相談窓口の案内を掲載するなど、

情報発信に努めてまいりたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    今は相談がないということですけれども、やはり相談窓

口がここにもあるよということを市民の方に知らせること、情報提供することは非常に

大事じゃないかと思うんです。もし何かあったときに、相談者の方というのは、５７％

は当事者以外の方、家族の方とか二世の方だったりもするわけです。それから、当事者

の年齢は７０歳以上の女性が多いというデータもございますので、ホームページに載せ

る、また広報にということももちろんありますけれども、私、ホームページをまず開け

たときに、くらしの情報の中に防犯・安全・消費者安全というコーナーがあって、クリ

ックしますと消費者相談・支援に行きまして、そして消費生活相談窓口というところが

あります。それは２０２１年の３月１日なんですね、更新された日付が。これは、今回

の統一教会問題にもちろん特化したことではありませんが、２０２１年３月１日の更新

から変えていないことは、やはり変えるべきではないかなと思います。そして、その中

に外部リンクとして国民生活センター、高知県消費生活センターが貼られています。高

知県消費生活センターを開けたら、初めて法テラスのリンクに行きます。法テラスのリ

ンクを開けたときに、この合同電話相談窓口が出てくるんです。ここに行くまでに何度

も、私はそのとおりクリックしていったんですけれども、やはり今こういうことで報道

されているような状況の中では、香美市のホームページを開けたときにすぐ法テラスに

リンクできるとか、合同電話相談窓口はこの電話番号ですよと分かるようにしていただ

きたいと思います。もちろんホームページを見られない方もたくさんいらっしゃいます

ので、広報にチラシを入れる、また、一言案内を入れる、ここに相談してくださいとか、

市の消費者相談窓口に来ていただくと対応できますとか、そういったことが必要じゃな

いかと思います。法テラスの合同電話相談窓口に行きましたら、すごく分かりやすいＰ

ＤＦが出てきまして（資料を示しながら説明）、フリーダイヤルや、それ以外にも様々

な電話番号が書かれておりまして、本当に市民が見たときに、じゃあここへ電話してみ

ようとなると思うんですね。ぜひこれをお願いしたいと思います。 

  他市を見ましたら、県外の市町村ですけれども、もうホームページの一面にすぐリン

クできるよう貼っているところも何件かございました。本当にいろんな報道がある中で

市民の方も心配しておりますので、ぜひ情報は市民の方が分かるようにしていただきた
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いと思うところでございます。その辺りいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    旧統一教会問題の相談集中強化期間ということで、

当初は９月３０日まででこの合同電話相談窓口のほうが終わる予定だったんですが、そ

れがただいま延長されております。また、先ほど濱田議員から御提案がありましたよう

に、香美市のホームページからすぐそういったところへリンクできるように、実際に相

談したいと思われている方がすぐ目的のところへ行けるように、少しホームページ等を

改良してお知らせしていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、大きな３に移ります。  

  香北町のＡコープについてです。  

  高齢になれば、身体機能の衰えとともに行動範囲が限られてきます。その中でも、外

出し人と話す、買物に自分で行くことができ、食べ物を自分で選び、買物できる金額も

およそ計算しながらレジに行くことは、認知症予防や介護予防にもつながり、高齢者の

日常生活を維持するためにとても大事なことです。住み慣れた地域で住み慣れた家でで

きる限り生活するためには、地元の店が営業していることが必要です。  

  そこで、質問いたします。①です。  

  香北町内のＡコープが今年度末で閉店予定とお聞きしております。高齢になっても、

不便だからと美良布近辺でだけ車の運転をしている方がいます。今のところＡコープ、

良心市、農協は近いから車でも大丈夫と言っていた方、また、近所の方々はつえやシル

バーカーを使って農協のＡＴＭも利用し、Ａコープにも行っていますとおっしゃってい

ます。買物できるところがなくなったら困る、魚が買えんなる、国道の店まではよう行

かんなどの声を再三お聞きするところでございます。このような状況は把握しているで

しょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）   濱田百合子議員の御質問にお答えいたします。  

  香北町のＡコープ閉店につきましては、昨年９月から高知県農協側より相談を受けて

おりまして、４回にわたり来庁され協議を続けております。また、電話やメール等では

何度も協議しておりまして、閉店予定時期、また現在の利用状況等について把握してい

るところでございます。 

  現在の状況としては店舗後継事業者募集を行っておりまして、９月末までは地元の方

を中心とした募集を行いまして、今後は農協広報等を通じて広く一般向けの募集や、ま

た県内の量販店に店舗引継ぎの打診を行っていくとの連絡を受けております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    少し答弁の中にもあったように思いますけれども、②に
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行きます。  

  再三農協ともお話をされてるということで、農協も何とかしたいという思いは本当に

あるんだなということが、先ほどの御答弁からも分かりました。店舗の経営状況も含め

て、もう少し詳しく農協との話合いの経過や状況をお聞きしたいと思います。ちょっと

先ほどの答弁と重なる部分もあるかもしれませんけれども、お願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  昨年の相談以降、複数回の協議を行ってまいりました。市側といたしましては、当初

より店舗継続を求めてきておりますが、高知県農協によるＡコープ店舗としての継続は

困難とのことで、後継事業者を探す方向で話合いを続けております。店舗が高知県農協

香北支所の事務所建物の一部であるため、機械警備の取扱いやトイレ設備等の使用につ

いてなど複数課題はございましたが、現在は後継事業者募集に向けて、農協の広報での

募集に加えて、また、今後はいなかみライフなどでの掲載を通じて協力していきたいと

考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、③に移ります。  

  ７月８日の地元紙に大きく出ていたんですけれども（資料を示しながら説明）、「山

を見捨てないで 生活インフラ崩壊迫る」という記事でございました。私もすぐに読み

ましたけれども、この中に香北町谷相のことが載っておりました。その記事には、６１

世帯１１３人が暮らしています。２業者がそれぞれ週１回移動販売を行っています。Ａ

コープの移動販売がなくなれば週１回となります。谷相に住む女性は、どこも山を見捨

て始めゆうんやないかね。もうけにはならんかもしれんけど、弱い消費者も守ってと訴

えていますというような文面でございました。  

  ６月定例会議では、香北・物部地区で移動販売を行う業者間で情報を共有し、ＪＡの

販売ルートを引き継いでもらうよう相談したいとの御答弁をいただいております。その

後の経過をお聞きをいたします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  移動販売につきましても、販売ルートを引き継いでいただけますよう、ほかの移動販

売事業者と情報共有等を行っているところでございます。移動販売を行っている個人商

店等につきましては、人員的な問題から事業拡大は難しいとのことでございましたが、

規模の大きい事業者の方に問合せを行ってみましたところ、今後、移動販売車両の増便、

またルート変更を検討中ということで、前向きな回答をいただいておるところでござい

ます。 

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、④に移ります。  

  今までの御答弁の中で農協との懇談はずっとされてるということでしたので、同じ答

弁になるかと思います。私が少し期待を持っているのは、地元紙のこの新聞ですけれど

も（資料を示しながら説明）、６月１１日に室戸市羽根町にスーパーが復活というよう

な記事が載っておりまして、ここもＪＡ高知県羽根事務所店舗なんですね。ここなんか

も今年３月末で閉店していたけれども、呼びかけている中で、同じ地元の某会社が購入

し、市の補助金を活用して改装した。高齢者からは、品ぞろえ豊富で便利、歩いて行け

る距離にあるのはありがたいと喜びの声が上がったという内容の記事でございます。こ

れを見たときに、今、課長の答弁で、農協の広報にも載せて募集もかけてると、本当に

必死さが私にも伝わってきましたので、農協も頑張っていらっしゃいますし、市もこれ

を後押しできるようなこと、また、農協との懇談の中でそのようなことを要望いたしま

すけど、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  高知県農協との店舗継続に向けた協議につきましては、先ほども申しましたが、昨年

度より継続的に行われております。現在、後継事業者募集、また事業者への打診を具体

的に行っている段階でございまして、今後も協議の中で店舗継続を働きかけていくとと

もに、必要に応じまして全面的に協力もしていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、次の大きな４番目に移ります。子どもの権利

条約を生かす取組について質問いたします。  

  文部科学省は８月２６日、小・中学校や高校教職員向けの生徒指導提要の改訂案を取

りまとめました。国の生徒指導に関する基本文書、生徒指導提要は、１２年ぶりに改訂

されることになります。今後、改訂版が公表されるとのことです。生徒指導の取組上の

留意点として、児童の権利に関する条約が明記されました。また、４つの原則、差別の

禁止、児童の最善の利益、生命・生存・発達に関する権利、意見を表明する権利が明確

に記載されました。自治活動や学校の規律、いじめ対策など幅広い生徒指導に関わる国

の文書に、権利条約が明記されたことは重要です。  

  お手元のタブレットの資料⑧と⑨を御覧ください。  

  資料⑧は、日本ユニセフ協会が日本語訳で作成したもので、子どもの権利条約が１９

８９年１１月に国連総会で採択された後、３０周年を迎えた３年前の２０１９年に、ユ

ニセフが各条文のアイコンを発表いたしました。そして、資料⑨ですけれども、これは

「「子どもの権利条約」子どもの権利は大きく分けて４つ」というユニセフの資料でご

ざいます。皆様のタブレットでは説明文がぼやけていて大変申し訳ございません。簡単
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に説明をしておきます。生きる権利の下は「すべての子どもの命が守られること」、育

つ権利の下にあるのは「もって生まれた能力を十分に伸ばして成長できるよう、医療や

教育、生活への支援などを受け、友達と遊んだりすること」、守られる権利では「暴力

や搾取、有害な労働などから守られること」、参加する権利では「自由に意見を表した

り、団体を作ったりできること」と明記されております。  

  そこで、質問いたします。①です。  

  子どもの権利条約について、教職員、児童・生徒、保護者、地域で学び活用されるこ

とを期待しますが、見解をお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   濱田百合子議員の御質問にお答えいたします。  

  子どもの権利条約は、濱田議員の御紹介にございましたように、子供の基本的人権を

国際的に保障するために定められた条約でございます。この権利条約は大きく、生きる

権利、育つ権利、守られる権利、参加する権利の４つに整理されております。  

  香美市におきましては、香美市よってたかって教育の充実により、これらの権利が保

障され、児童・生徒が学習の主体者として、郷土を愛し未来を拓く人として力強く育っ

てもらうことを目標に取り組んでおります。それぞれの校区におきましては、皆様方の

おかげをもちまして、意欲的に取り組んでいただいているところでございます。濱田議

員の御指摘を踏まえ、再度、心を新たに前進してまいりたいと存じております。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    本当に大切な理念だと思います。今、子供の不登校やい

じめ、そして虐待などの問題を考えますと、子供の権利が守られていない環境にあるの

ではないかと心配しております。子供の生きづらさに気持ちを寄せて、きちっと向き合

うことが大事ではないでしょうか。先生のしんどさや保護者のしんどさは子供のしんど

さにつながります。子供を中心に周りの環境をよくしていかなければ、不登校やいじめ

や虐待はなくなりません。  

  厚生労働省の２０２０年度の自殺対策白書によると、２０歳未満の自殺率は最悪を更

新しているとのことで、日本の１５歳から３４歳を見ますと死因のトップは自殺、先進

７か国での自殺１位は日本のみです。病気や事故で生きたくても生きられず亡くなる子

供たちの報道があるたびに、せめて自殺はなくしたい、そんなことも思います。  

  ３月定例会議では子どもの基本条例制定についてを質問いたしましたが、御答弁では、

小・中学校でコミュニティスクール（ＣＳ）を立ち上げ、子供を市の宝として取り組ん

でいるとのことでした。ぜひ小・中学校のＣＳの会でも取り上げていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  
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  濱田議員のお話のとおり、ＣＳの会議は、地域の方々がそれぞれの校区の子供たちの

よいところ、それから弱いところを学校とともに考えておる組織でございます。本当に

ありがたい存在だと実感しておりまして、こういったことにつきましても議題に加え、

今後も一緒に考えて、子供たちを大切に育ててまいりたいと存じます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    再度ちょっと確認したいのですが、新しく生徒指導提要

ができ、そして子供の権利が明記されたことで、子供の権利について改めてみんなで学

習して、より子供たちが安全に学校生活を送れるようにしていくということを、このＣ

Ｓでやられると理解していいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   ＣＳにつきましては、それぞれの校区の中にある多様な子

供たちや各御家庭のことにつきまして、多様な課題あるいは成果といったようなところ

を議題にしております。一人一人の子供に寄り添い、より具体的な内容について協議さ

れる場面が多いかと存じております。  

  けれども、今、濱田議員がおっしゃいましたように、勉強会を開催することも一定予

定の中にあるＣＳの会もございます。ただ、その依頼につきましては、それぞれの校区

のＣＳの方々に任されておりますので、ここで私が約束しにくいことではございますけ

れども、そういったことを御紹介することはできると思います。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ぜひ子どもの権利条約についてこんなのもあるよと御紹

介いただくということで、またよろしくお願いしたいと思います。  

  それでは、②に移ります。  

○議長（山本芳男君）    暫時休憩いたします。  

（午前１０時２５分 休憩） 

（午前１０時４２分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）   それでは、②の質問に移ります。  

  子どもの権利条約への理解を広げるために、生徒手帳に記載することを検討してはい

かがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   香美市におきましては、現在、生徒手帳を使用している学

校はございません。今後は学校とも協議しながら研究してまいりたいと思います。重ね
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て申し上げますが、生徒手帳はもう使用してございません。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    失礼いたしました。私の認識不足で申し訳ありません。

今、中学校の子供たちに、何か学校の規則を明記している手帳はあるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  先ほど申し上げましたように、手帳は準備してございません。ただし、身分証明書を

発行してございまして、例えば定期を買う際だとか、そういったところで活用できるよ

うにしてございます。学校のルールや、それから、みんなでお互いが譲り合って楽しい

学校生活を送っていきましょうというようなことにつきましては、生徒手帳というより

も日々の学習の中で、あるいは、それぞれの学習活動の中におきまして、キャリアシー

トだとか様々な明記するものがございますので、そういった中で幅広く醸成をしておる

ところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    私は香北町に住んでおりまして、今年４月から、香北中

学校の制服で女子生徒がスラックスを着用するようになってたことをすばらしいと思っ

たところです。今までのことを続けていくのもいいけれども、やはり意見が出たときに、

みんなで考えて今に合った形で、ＳＤＧｓのことを生徒も御存じだと思いますし、そう

いった制服のリサイクルもあることに非常にびっくりしました。校則というか、いろい

ろ規約があるんじゃないかなと、それを皆さんが生徒手帳として持っているんじゃない

かなと思い込みました。失礼いたしました。  

  この学校の規律なんかについても、子どもの権利条約第２８条第２項で定めておりま

して、やはりジェンダーなどの多様性、人間の尊厳が守られることが大事だということ

が書かれております。そして、生徒指導の提要にも、校則の制定の際には少数派の意見

を尊重するとか、守らせることばかりにこだわらない、また、理由を説明できない校則

は本当に必要なのか絶えず見直していく、校則で悪影響を受けている子供がいないかな

どの検証をする、子供や保護者の意見を聴取する、見直しの手続は公開するなどに言及

しておりますので、こういったことを子供たち自身が知っておることが大事じゃないか

なと思いました。生徒会があると思うんですけれども、その中でこういうことも勉強し

ながら、自分たちが意見を言ったりすることができることをみんなが理解して、楽しい

学校生活がよりできればと思います。 

  この子どもの権利条約について、子供たちにも生徒会からまた呼びかけるなど、まず

は中心になっている生徒会のメンバーの人たちが勉強することも考えられるんじゃない

かなと思いますが、そんな形で生徒たちへも権利条約があることを伝えるということに

ついてはいかがでしょうか。  
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○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  香美市のよってたかって教育の中核をなす学びは、子供たちが自ら問いを持ち、探究

し続ける教育の実現を目指す中で、今起こっている社会のことでありますとか、あるい

は身近な課題につきまして、お互いに自分の考えを持って協働的に学び合う中で、より

よい最適解を見つけ行動に移していくという学習活動を行っておるところでございまし

て、そういった中で、子どもの権利条約に示されておりますようなことにつきましても、

十分とは申せませんかもしれませんけれども、それぞれの学校におきまして子供たちな

りに懸命に取り組んでおる状況にあると認識してございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    それでは、次の５番目の質問に移ります。保育の副食費

無償化をについて質問いたします。  

  令和元年度１０月からスタートした幼児教育・保育の無償化により、３歳から５歳の

保育料は無償になりました。しかし、副食費は保護者負担となりました。本来、保育料

は応能負担といって、所得に応じて決まっていました。副食費が家計の経済状況に関係

なく、もちろん今回では年収３６０万円未満の世帯は無償となりますけれども、それ以

上の家庭は一律子供１人につき月４ ,５００円の副食費がかかります。財源は消費税で

す。消費税は所得が低い人ほど家計が大変になる逆進性の高い税制です。この税を財源

に使っているなら、せめて経済的な負担なく、副食費も無償化すべきではないでしょう

か。制度が始まった３年前、令和元年１２月定例会で質問させていただきました。その

ときは検討すべき課題ではあるという答弁でございました。  

  手元のタブレットを御覧ください。資料⑩です。  

  これは私が電話で聞き取りした内容でございます。令和元年１０月、無償化が始まっ

た当初は、副食費について３市４町が徴収していました。令和４年度の状況です。高知

市は幼稚園や保育所に同時入所する第２子分は免除しています。多子世帯の負担軽減を

図っています。四万十市は、８月から来年３月まで、国の臨時交付金を使って月額

５,０００円を無償化しています。次年度は検討中とのことでした。佐川町と大豊町に

ついては、今年度から無償となっています。佐川町は学校給食費も無償化したそうです。

それぞれ財源は一財になっております。現在、副食費の徴収は高知市と本市、越知町と

津野町になっています。 

  そこで、①です。 

  制度改正で副食費実費徴収となった子供の数を施設ごとにお聞きいたします。今年度

の子供数でお願いします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   濱田百合子議員の御質問にお答えいたします。  
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  令和４年１０月１日現在で、市内公立のなかよし保育園１２０人、あけぼの保育園１

３９人、片地保育園２９人、新改保育園４１人、美良布保育園６０人、大栃保育園２人、

市内の土佐山田幼稚園３３人、第二土佐山田幼稚園５１人、市外の新木保育園２人、あ

たご幼稚園２人、認定こども園ひまわり１０人、認定こども園あとむ３人、芸術学園幼

稚園１人、高須第２幼稚園３人、一宮幼稚園１人、清和幼稚園１人、中村幼稚園１人、

びすた保育園１人、認定こども園丑之助学園１人、葛島保育園１人の計５０２人が対象

児です。このうち所得により免除対象者が１１４人おりますので、実費徴収となる子供

数は３８８人となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ３８８人ということでお伺いしました。  

  ②です。  

  副食費を無償化するために必要な金額と財源をお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  副食費徴収対象者を今年度１０月１日現在の園児数で見ますと、免除対象者を除く３

８８人を基に、私立施設についても副食費の額を公立と同額の４,５００円として算定

した場合、年間２,０９５万２,０００円となります。年度により免除対象者数や園児数

は変動するものですが、２ ,０００万円を超える額が必要になってくると思われます。

財源につきましては、該当する交付金等がなければ一般財源になります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    毎年２,０００万円を超える額で一財からということを

お聞きいたしました。  

  ③に移ります。 

  単刀直入に言いまして、これぐらいのお金は要りますけれども、他市がこのような状

況であるということを考えた上で副食費の無償化を求めたいと思いますが、いかがでし

ょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  財政状況の厳しい折ではありますが、庁内で協議・検討したいと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    庁内で検討とおっしゃいましたが、年度内に検討できる

のでしょうか。いつ頃検討を始めるのか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  
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○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  こういう状況ですので検討を進めてまいりたいとは思いますが、予算のこともありま

すので、そういうところも含めまして検討するということでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    よろしくお願いしたいと思います。 

  ④に移ります。  

  保育園などを利用する最年長の子供を第１子とカウントして、第２子以降を無償にで

きませんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  御質問の保育料の市町村独自の負担軽減につきましては、さきも申しましたように財

政状況が厳しい折ではありますが、子育て支援の施策として、他市の状況も確認し、研

究・検討してまいりたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ぜひ前向きな検討をしていただきたいと思います。 

  それでは、大きな６番目の小児科誘致をについて質問したいと思います。  

  ２０１６年３月定例会で小児科誘致の請願が採択されました。香美市に小児科（小児

アレルギー対応等を含む）を誘致をしていただくことの請願書です。請願者は市内の子

育て支援ネットワークろばみみで、紹介議員に当時の女性議員５人がなりました。夫の

都合で転入してきたが車は１台、小児科が欲しい、小児科への送迎はタクシーを利用し

ている、交通機関が不便、小児科がないため他の医療機関に行くしかないなど、子育て

中の方々が日々集まって会話の中で出された意見でした。  

  ２０１６年６月定例会で同僚議員が質問した際の答弁では、市長をはじめ上層部での

方針の検討、県福祉保健所、香美郡医師会の先生への相談を重ねてきた。また、南国市

の小児科医への個別相談、香美市内で小児科を併設していただけそうな機関に直接御相

談をさせていただいたが、残念ながら有効な情報はなく、現在のところ小児科誘致には

至っていないという御答弁でございました。  

  しかし、本市は、結婚新生活支援事業や子育て世帯新築住宅取得支援事業、子育て世

帯住宅リフォーム支援事業など、子育て世帯に支援をしてきています。第２次香美市振

興計画の令和４年度から令和８年度の基本計画には、施策２６医療体制の充実の内容に、

市内に専門医のいない小児科については、関係機関に相談し、確保に努めますと記述し

ています。  

  請願が採択され６年が経過いたしました。最近も、市なのに小児科がないのですか、

知らなかったと、本市に家を建てられた３０歳代の方から、子供は１歳頃でしたが、お
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聞きいたしました。これまでの経過状況、そして今後の取組についてお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   香美市におきまして、小児科の誘致は悲願であり、平成２

８年３月定例会にて請願が採択されたことについては重く受け止めております。また、

これまでの香美市政の中でも、この問題には執行部としても取り組んできたところでご

ざいます。私自身、小児科誘致に向けては、身近なルートを通じまして、高知大学医学

部附属病院の小児科医で香美市在住の４人の方の情報を収集しているところであります。

現状での開業は考えていないとのことですが、機会を捉えてお話もしていきたいと思い

ます。 

  言うまでもなく、人口推計によれば子供の数は減少傾向にあり、小児科医院を開業し

て経営を成り立たせるためには、香美市での子供の数が一定数維持されることが必要で

あると思っております。一方で、小児科があることは子育て世代が香美市に移住する決

め手となることも考えられます。引き続き小児科が香美市に開かれるよう、私としまし

ても努力してまいります。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    私たち日本共産党香美市くらしの相談所が、今年５月に

市民アンケートを行いました。自由記載の中に、３０歳代の方から小児科をぜひつくっ

てほしいという記述がありました。改めて要望があるんだなと思いました。  

  子育て安心の本市になるために、これから本市に移住を考えている方、既に本市に住

んでいる方にとって小児科誘致は大変重要な課題と思います。コロナ感染の状況を見ま

しても、市内に小児科があることで安心できます。現在もあけぼの街道周辺には子育て

世帯が転入してきていますし、今以上に交通事情がよくなれば、市内だけではなく、市

外から通院、受診に来る方もいると思います。小児科誘致について、まず庁舎内で検討

会の立ち上げはできないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   この件につきましては、実はコロナ禍の中で受診控えがあ

って、小児科自体が全国的に経営が厳しくなったという状況にあります。また、インフ

ルエンザワクチン接種というのも、小児科医院の収入源であったんですけれども、なぜ

かインフルエンザも発生せんということもあって、今、ある意味開業する環境としては

非常に厳しいと認識しています。  

  その中で、先ほど御提案のあった庁内の検討会というところですが、まずは、私自身

が身近に小児科医を知っておりますので、状況をしっかり把握した上で、既存の病院に

併設していただくということも、これまでの経緯として議論もあったと聞いております

ので、まずは情報収集から、そしてタイミングを見て検討会の立ち上げ、また、高知大

学医学部附属病院の小児科にもお話しに行きたいという流れで、まずはちょっと経営環

境も見ながら、私自身のほうの情報収集からスタートしたいと思います。  
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  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    今回、市長から御答弁をいただき、本当に市長自らが汗

をかいて頑張ってやるという姿勢が見受けられて、大変うれしく思っております。  

  この請願が上がりましたときに、私たちは隣の徳島県那賀町にちょっと視察に行って

まいりました。那賀町は、合併した２０１７年に透析をする診療所がなくなりました。

やっぱり透析するのに徳島市まで行くのは大変だということで、町長自らがトップセー

ルスといいますか、出向いていって、担当課と一緒に何とか那賀町に透析のできる医者

を見つけなければならないと、必死になって頑張ったということです。お医者様の家族

を丸ごと受け入れるためには、那賀町のよさを知ってもらわないといけないということ

で、お連れして、説明して、地域の魅力をアピールしたというようなことでありました。

ちょっと住んでもらってよさを分かってもらったと言っておりまして、ああやっぱり香

美市がいいなと思ってもらえるような小児科の先生やったら、長くいけるのかなという

ふうに思ったことなんです。  

  やっぱりトップ自らが汗をかいてやっていく、もちろん那賀町と香美市は全く違いま

す、小児科誘致とは全然違うところなんですけれども、やはり庁舎内で市長自らが汗を

かいてやっていく、議会もそれに向けて全力で一緒になってやっていくことが大事かと

思いますが、その辺りは再度いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほど御答弁申し上げたとおり、病院に併設という可能性

はあるのかなと思っています。開業となると土地を構えて建物建ててというような形で

すが、ただ、そうなったときにどれくらいの費用が発生するのか、また、実際に常勤と

して入ってくれるお医者さんがいるのか、そういったところも含めて、やはりもともと

高知県自体が小児科医が少ない中で、学生に奨学金を出しながら小児科医を増やしてき

たという経緯もあって、今、大体３０代から４０代くらい、開業となるとやっぱりそれ

なりの経験も必要ですので、そういったお医者さんのキャリアパスも含めて、先ほどお

話ししたとおり、幸いなことに香美市に実際小児科医が住んでることを自分自身も把握

しておりますが、当然、議会にも予算を諮らんといかんこともありますので、ちょっと

お時間をいただきながら、請願も採択されていることでもありますので、そのことはし

っかりと受け止めながら進めてまいりたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    以上で私の質問を終わります。  

○議長（山本芳男君）    濱田百合子さんの質問が終わりました。 

  消毒のため暫時休憩いたします。  

（午前１１時０７分 休憩） 

（午前１１時０９分 再開） 
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○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、４番、西村剛治君。 

○４番（西村剛治君）   ４番、子どもと町を明るくする会の西村剛治です。議長に許

可をいただきましたので、通告に沿って一問一答方式にて順次質問させていただきます。

新人議員のトップバッターということで少し緊張しております。多少戸惑うところもあ

るかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。  

  私は１７年前に、香美市のここにしかない美しい自然と豊かな自然があるまちが好き

になり、県外から移住してきたいわゆる移住者です。そして、このまちで家庭を構え、

２人の子供の子育てをしている現役の子育て世代でもあります。そういった移住者や子

育て目線というものを、ぜひ香美市のまちづくりに役立てたいと思っております。移住

から１７年がたち、まちも社会の様子も大分さま変わりしてきたなと感じておりますが、

私自身は今も変わらずこのまちが大好きです。そして、何とかこのすばらしい香美市の

まま子供たちが笑顔で育つ未来につなげ、若い世代が様々なチャレンジができる、たく

さんの選択肢のあるまちにしていきたいと考えております。そのためには、住民、行政

の区別なくコミュニケーションを大切にし、真摯に取り組んでいく所存ですので、どう

か前向きな御答弁をいただけたらと思います。よろしくお願いします。  

  さて、質問の１番目に移りたいと思います。９月４日に実施された香美市議会議員選

挙に関係するものを６項目に分けて質問いたします。  

  まず初めに、①の投票率低下について伺いたいと思います。  

  資料①－１の上の表を見ていただけたらと思います。  

  香美市では２００６年の３町村合併以降、市長選挙は２回、無投票が３回ありました。

市議選挙は５回実施されております。先日実施された市議選挙における投票率は５

１.６４％となり、５０％は何とか維持しましたが、前回を２ .３３％下回って過去最低

を記録しました。ちなみに、これまでの市長選挙、市議選挙ともに前回の投票率を毎回

下回る結果となっており、投票に行かない方、投票を棄権する方が増えていることが顕

著化している状況だと思います。  

  今回の市議選挙は、定数が２人減ったことに加え新人が多数立候補したことで、地元

新聞でも４人落ちの熱戦と書かれる選挙戦となりました。一部の住民の方々も非常に関

心が高く、投票日に心配された台風の影響もなかったことで、投票率が前回より上回る

のではないか、上がるのではないかと期待していました。しかし、残念ながら、今回も

マイナスとなってしまいました。  

  投票率の低下は誰の責任かというのは、ちょっと水かけ論的なことになってしまうの

で避けたいところではありますが、一義的には、投票は住民の義務であり、投票に行か

なかったことは住民の意思であり、また同時に、投票率の低下も住民の責任であるとい

う議論も成り立つと言う方もいらっしゃいますが、それはちょっとずるい考え方かなと
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思っておりまして、一般的には若い世代の政治への関心の低さが原因とされることが多

いです。確かに、人口の多い都市部ではそのような傾向が強いような気がします。ただ、

私たちの暮らす香美市のように、中山間地域を含む人口構成で見たときには、若者の政

治離れ云々という理由だけでこの投票率低下を片づけるのは、ちょっと納得できない気

がします。実際に、私の周囲の同年代の若い世代、自然と子育て世代ということになり

ますが、話をしていると政治やまちづくりに対して問題意識を強く持っており、政治に

積極的に伝えたい思いをたくさん持ってる方が多いようにも感じます。なので、若い年

代イコール政治に関心がないというのは、少なくとも香美市では当てはまらないのでは

ないかと感じております。  

  それでも投票率が落ち続けている原因をじっくり考えたときに思い至るのは、住民の

声や思いが行政に届かないことや、実感として政策に反映されないことへの不信感、不

満が募り、住民の直接行動である投票の際に投票棄権を選択し、低投票率の形で表れて

いるのではないかと私自身は考えております。もちろん選挙における投票行為は、行政

への期待度や関心度をはかる機会ではありません。とはいえ、二元代表制の両翼であり、

市民の暮らしに一番密接な存在である市長、市議会議員を選ぶ２つの選挙における投票

率の低さは、市民の行政への期待度の低下と決して無関係とは言えないと思います。  

  そこで、依光市長にお伺いしたいと思っております。御自身も多数の選挙を経験され

ており、投票率についてもこれまで様々に検証されてきたことと思います。香美市にお

ける低投票率が続いている状況についてどのようにお考えか、お伺いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   選挙のたびに投票率が減少することについては、私自身も

非常に危機感を持っております。特に若者の投票率が低いことから、何か対策を取らな

ければ、今後も投票率の減少には歯止めがかからないのだと思っております。  

  私が県議会議員のときに選挙権年齢が１８歳に引き下げられ、１８歳となっている高

校生にできるだけ選挙に行ってもらおうと、県議会として高校に出向き、パネルディス

カッションなどの授業に参加してきました。また、私自身が親として自分の子供には選

挙に行ってもらえるように、選挙のたびに子供を連れて投票所に行っております。選挙

権を得る前から投票所に親しんでもらおうという思いからでございます。私としても今

後ともできる限りの努力をしていきたいと思っております。政治や選挙は私には関係な

い、投票に行っても何も変わらないと思っている市民に、少しでも政治を身近なものと

して感じてもらえるよう、香美市政について市民に関心を持ってもらえるように、今後

とも努力してまいります。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    公人である市長、また子育てをしている父親としての思いと

いうのは非常に共感するところでして、選挙は選挙啓発が義務として選挙管理委員会な

どにも課せられていると思いますので、そういったものの影響もあり、さらに昨今は新
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型コロナの影響もあります。ただ、一方では、私たち市議会議員の日頃の議会以外での

活動、取組といったものも住民に見られているという意識も持たなければいけないと思

いますし、私自身も襟を正し、しっかりと住民の皆様とコミュニケーションを取って、

正しく行政や議会での取組を伝えていかなければならないと考えております。  

  とはいえ、選挙というのは定期的に、しかも必ず行われるものであり、投票率は重要

な指標として活用されるべきではないかと考えています。現在の香美市が行政を運営、

かじ取りをしていくに当たり、市民の期待度、関心度、信頼度といった見えないものを

投票率以外ではかるとしたら、どのような手段で把握し政策づくりに反映されているの

か、もし何かあればお伺いしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほど言われたように、住民の関心度をどうはかるかとい

うことは非常に難しいところがありまして、一般的に言われるのが、課題を持ってる方

については非常に政治に関心があり、また、こういうことを実現させるために議員の

方々に対して話をしていくこともあろうかと思います。なかなかそこについては難しい

課題というふうに思っておりまして、各国、当然、民主主義国家のいろんな国も、例え

ば義務制にしているとか、いろんな選挙制度があると認識しておりますので、日本の制

度の中でどういうような形でそういう思いを把握していくかは、また研究してまいりた

いと思っております。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    ②の質問、地域別投票率の差について伺いたいと思います。 

  資料①－１の下に移りたいと思います。選挙管理委員会で、これまでの選挙の各投票

所及び旧３町村ごとの投票率をまとめたものを作られておりまして、それを参考に資料

の表は自分が作っております。  

  実際に表を作ってみて驚いたというか、ちょっと理解できなかったのが、今回は５

１ .６４％が全体の投票率ですが、土佐山田地区は今回４７ .６０％、香北地区は６

２.２３％、物部地区は７１％と投票率の結果が出ております。土佐山田地域と香北地

域で１４.６３％、土佐山田地域と物部地域で２３ .４０％の差が出ております。ちょっ

と先ほど変な質問になってしまいましたが、見えないものというか、地域の思いという

ものが、この投票率の差からある程度読み取れるというか、感じ取れるのではないかな

と思っています。 

  実際、物部・香北地域は投票所への利便性もやはり土佐山田地域よりも劣り、高齢者

率も土佐山田地域に比べて高い状況であります。２３ .４％という投票率の差は、やは

り物部・香北地域の住民の思い、期待という観点で見て、決して軽視できる数字ではな

い、非常に重要なまちづくりの指標になるのではないかなという気もしております。こ

ういった大きな差が生まれることについて、行政としてどのように受け止めているか、

お伺いいたします。  
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○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   西村議員の御質問にお答えします。  

  一般的に選挙の投票率は若年層に比べ高年層のほうが高い傾向にあり、土佐山田地域

と比較し高齢化率の高い香北・物部地域の投票率が高くなっていると考えるところです

が、今回の市議会議員選挙では、土佐山田地域と物部地域での投票率の差、先ほど西村

議員が言われましたように、これまでの選挙よりも大きく開いていることでありますと

か、物部地域の投票率が前回よりも伸びているということから、中山間地域の過疎・高

齢化の進行であるとか、集落の維持などに関する危機感の表れではないかと考えており

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    根拠としては確かにちょっと弱い部分ではありますが、定期

的に行われる選挙の数字は、非常にまちづくりに役立つのではないかというのが僕の質

問の趣旨でございます。 

  ③に移ります。年代別投票率について、お伺いさせていただきます。  

  まず、現在、香美市では選挙、市長選挙、市議選挙において年代別投票率の集計は行

っていらっしゃいますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。 

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）   松尾です。よろしくお願いします。十分な

答えになるかどうか分かりませんが、順次お答えいたします。  

  年代別の調査というのは全国的にもぼつぼつ行われておりまして、それぞれのターゲ

ット年齢に絞った調査ですので、意義がもちろんあることは確かだと思います。ただ、

具体的にそれを拾い上げるというのは、実は全部機械処理をしてると結構可能なんです

が、現在やってる方式は全部選挙台帳にチェックしていく方式ですので、実はそれを全

部見て年齢を出して足し算するという方式しか現状では取れないわけです。ポイントポ

イントでやれと言えば割と早くできるんですけど、なかなかそれが出せないのはそうい

った理由です。  

  ただ、そうも言ってられんので、令和３年の衆議院議員選挙と令和４年の高知県議会

議員補欠選挙につきましては、合間の時期ですので、臨時さんなり、それから役所の職

員が手分けして集めた資料は今回作ってはおります。その結果について今言うのがいい

のかどうか分かりませんが、大体見てみますと１０代、２０代がぐっと低くて、衆議院

議員選挙ですと１０代が３７％の２０代が３８％、県議会議員選挙によると１８％と１

７％。これは約６０％と３９％の投票率なので差はかなりありますが、そういう調査は

しています。今後、市議会議員選挙につきましても、まだ次まで４年ほどございますの

で、手分けしてやる方式を少し考えてはおります。よろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  
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○４番（西村剛治君）    早速集計を試していただいたということで、ありがとうござ

いました。確かにデジタル化してないという問題点、仮にこれをデジタル化しろという

話になると、全然話が別になってくるのであれですが、ただ、ターゲットを絞ってとい

う話であれば、やっぱり１０代、２０代、３０代が実際どれくらい投票行動に移ってる

のかということに絞って調べるのも、十分労力的に可能な範囲であれば実現していただ

きたいですし、こういったデータというのは、１回、２回、３回と続けていくことによ

って、様々な変遷というか、時代ごとの変化が読み取れるものになってきます。今、時

代はＩＴ化によるビッグデータの時代と言われております。すごくアナログではありま

すが、こういった地域の実態を知る機会を逃さずにデータ収集し、データの蓄積と分析

を香美市もぜひやっていっていただきたいと思っております。そういった能力、ノウハ

ウと言うんでしょうかね、香美市もぜひ身につけていっていただいたらよいかと思って

おります。  

  続いて、④に移りたいと思います。  

  多少また関連しますが、投票率の低下は若い世代の政治への無関心をつくり、今後ま

すます世代間格差を大きくしていくのではないかという意見があります。今回の選挙で

は定員数が２人減る中で、様々な経験をした新しい議員が複数誕生し、年齢、性別、実

にバラエティーの富んだ議会になっておると思います。住民全体の代表者が集う議会に

こういった多様な経歴、年齢、性別を持った議員が選ばれることの意義をどのようにお

考えか、ぜひお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。 

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）   なかなか難しい御質問で答えにくいんです

が、選挙にかかわらず、今や多様性の時代と言われてまして、いろんな方々が生活され

てるということが世界的にも認識されております。その中でいろいろトラブルもあった

りということもありますので、当然、その多様性にずっと配慮しながら、選挙制度その

ものもやっていく必要があります。ジェンダーフリーだとかいろいろ問題点もあります

けど、多様性については私も評価をして、それに目が届くシステムにする必要があると

考えております。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    ちょっと抽象的な質問で申し訳ありませんでした。  

  この多様性というものをもうちょっと掘り下げたいと思っているんですが、住民の代

表、まちの縮図として健全で活発な議会が維持されていくためには、継続的に新しい人

材が育ち、議会の内部でもバトンタッチされるよい環境と、また、若い年齢が政治、ま

ちの仕組みをよく学ぶ教育の機会が重要だと考えております。  

  そこで、⑤主権者教育の取組についてお伺いさせていただきます。  

  現在、１８歳までが有権者となり、高校で模擬投票を実施したなどのニュースをよく

聞くことがありますが、先ほどの答弁にもありましたが、実際の投票行動にはまだまだ
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つながっていない印象を受けます。そのためにも、やっぱりこういう年代別投票率の集

計というのが重要なんだと思います。１８歳になったからじゃあ選挙を学ぼうというの

は、実はやっぱり遅いんだなと思っております。できれば小学校高学年から啓発の取組

をぜひ行っていただきたいと思っております。また、これは濱田議員の質問にもありま

したが、子供の権利を子供自身が考える、子供の成長の中で必要な部分でもありますの

で、例えば選挙のためとかではなくて、子供の成長も含めて考えたときに、まち全体と

して取り組むことができればいいなと思っております。  

  さて、香美市における主権者教育の実施状況というのはどうなっていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   西村議員の御質問にお答えいたします。  

  高等学校在籍中に選挙権を行使できることや、１８歳から１人で有効な契約をするこ

とができるようになるなど、高校生にとって政治や社会は一層身近なものになるととも

に、社会や政治に参画する教育環境が整いつつあるというところにつきまして、西村議

員と同感の思いを強く持ってございます。そういった状況から鑑みましても、義務教育

の段階から、主権者教育にはこれまで以上に積極的に取り組んでいく重要性を強く感じ

ております。 

  まず、現状におきましては、もう低学年の頃から生活科で地域を巡ったり、あるいは、

３、４年生の地域学習では、地域の商店街を商店街の方々にいろいろ教えていただきな

がら見て回ったり、あるいは高学年になりましたら、当然、政治ですとか経済ですとか、

そういった学習を行っていくわけでございます。そうした教育課程の中で何より大切な

のは、先ほどおっしゃっていただきましたように、子供が自らの課題として、自分事と

して、自分の権利として、こういうことは訴えることができる、あるいは行使していく

ことができるんだといったような、主権者意識をしっかり涵養することが、これまで以

上に学校教育の中で行われなくてはならないと強く感じておるところでございます。  

  文部科学省でも改めて「「主権者として求められる力」を子どもたちに育むために」

といった資料を作成いたしました。こういったものを学習指導要領に付け加えて、主権

者教育についてはこの資料などをしっかり活用し、より一層政治や社会に積極的に加わ

っていく態度や思いや願いを持って取り組む姿を、ぜひ涵養してほしいということでご

ざいます。  

  香美市におきましても、そういったことを受けまして着実に取組を進めておるところ

でございます。実際に選挙で使う投票箱を貸出しいたしましたり、投票を体験する模擬

投票等の活動も推奨するなどして取り組んできてございます。それ以外にも、総合的な

学習の時間に、例えば防災教育に取り組む中で、自分たちが地域とともに主権者として

しっかり取り組んでいくこと、あるいは、公的機関に訴えて可能にしてもらうような事

柄を自分たちで考えることなどについても、子供たちが一生懸命調べて取り組んでいく

といった状況がございます。いずれにしましても、こういった具体的な取組を通して、
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一層主権者意識の涵養を図ってまいりたいと思っております。  

  私、非常にうれしく思ったのは、先般の投票率が低かったのは残念ではございました

けれども、選挙に出かけました折に、先ほど市長の御答弁にもございましたように、割

合多くの親御さんが小学生ぐらいの子供を伴って選挙会場におみえになっていた光景、

幾組か私が行きましたときにも出会うことができまして、大変心強く思いましたし、御

指摘のとおり、意を一層強くしたところでございます。  

  少し長くなりましたが、以上でございます。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    香美市は非常に教育熱心なまちだと思っております。さっき

カリキュラムを増やすようなニュアンスがあったので、ちょっとどきっとしましたが、

実はお伝えしたいエピソードがありまして、市議会議員選挙が始まる直前ですが、ある

小学生から夏休みの課題として、日本はなぜ女性議員が少ないのかという疑問に答えて

くれとインタビューを受けました。これはいわゆるＳＤＧｓの掲げる１７の目標の中の

５番目にある、ジェンダー平等を実現しようというのをその児童が選んで調べていくう

ちに、ちょうど７月の参議院議員選挙がありました。それを見ていると、女性候補の少

なさ、当選する人も少ないよね、何でかなというところをすごく疑問に思い、自分のほ

うにちょっと話を聞かせてくれと言われて、大分困りました。ただ、これは恐らく今、

香美市が積極的に取り組んでいる探究学習の賜物であると思いますし、ある程度自主性

を生かしつつ、もっと言えば、楽しい学習の範囲内で主権者教育というものがなされて

いけば、きっと、香美市の将来も明るくなると思いますので、あまり押しつけないよう

にしてあげていただけたらなと親として思いました。  

  ある方もそうでしたし、ほかの方もそうでしたが、自分の子供のお友達なんかが、私

が出るということで、今まで選挙に行っていないけれども、何か急に関心を持って今回

は選挙行ったよとか、子供が入り口になって若い世代の親が選挙に行くということも、

実はかなりあるんじゃないかと思っております。ですので、しっかり目標といいますか、

それこそターゲットを狙って、何か力強い取組を打ち出していただけたらと思っており

ます。ただ、残念な部分もありまして、１８歳になり始めて投票所にお母さんと期日前

投票に行ったら、やり方が分からないのでお母さんに話しかけたら、そこにいるおんち

ゃんに黙ってやれとこっぴどく怒られて、もう選挙なんか私行かないわと言っていた子

もいました。何かそういうちぐはぐな部分もありますので、選挙だけのためではなく、

まち全体が子供に対して少し寛容になるべきではないかと思っておるところです。  

  一方で、健全で活発な議会を継続的に維持していくために必要なもう一つの要素であ

る、バトンタッチが実現できるような環境をつくっていくこともやはり重要だと考えて

います。私自身が今回新人でチャレンジいたしましたが、議員になるためには、現実的

に考えると様々なハードルがあるわけです。その中でもやはり選挙準備から選挙にかか

る費用の負担というのは、やはり若い新しい候補がチャレンジするのには大きなハード
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ルとなります。私自身も何度も家族会議を開き、最終的には大きな決断をし、チャレン

ジを決意いたしました。 

  そこで、⑥の質問になります。  

  現在、公職選挙法の改定などを経て、選挙公営による選挙運動費の公費負担制度を導

入する自治体が増えています。資料①－２の表に一覧を用意していただきました。これ

は県の選挙管理委員会が作成したもので、令和４年２月現在だと思います。ひょっと丸

が増えているところがあるかもしれませんが、現在、高知県内でも３４自治体のうち２

６自治体が自動車、ビラ、ポスターの何らかの公費負担制度を導入しております。  

  選挙公営制度は、お金のかからない選挙を実現するため、また、候補者間の選挙運動

の機会均等を図るために、選挙費用の一部を公費負担とする制度です。志のある若者、

子育て世代の政治参加、選挙への立候補のハードルを下げるために、近年は多数の県、

市町村で選挙運動費用の公費負担制度が設けられております。香美市も選挙運動費用の

公費負担制度を導入する時期に来ているのではないかと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    西村議員の質問にお答えいたします。  

  実は、この選挙公営制度の問題につきましては、香美市合併後の議会でも御質問をい

ただいています。そのときに私も答弁しておりますが、結果として、そのとき実施を図

ったのは、選挙公報を出すと決めてやらせていただきました。どうしてそういう判断だ

ったかという話をそのときもちょっとしておりますが、問題は、選挙にお金がかからな

いという考え方ですが、個人にかからないという考え方なのか、全体にかけないという

ことなのかが一つ争点になるわけです。  

  これ私のちょっと個人的な見解も含めてですが、選挙というのは、地域でいろいろ活

動している方が、その政策等をその人たちと一緒に実現するために、みこしで担いでい

ただいて議員になるというようなイメージがちょっとありますので、それが一番選挙費

用のかからない、いわゆるボランティア的選挙運動みたいなことが理想ではないかと思

っておりました。そういった部分が一つ。それと、もっと問題は、その当時町村は供託

金がなかったので、さっきの資料に出ています選挙公営制度は一切ありませんでした。

ですから、実際やっていたのは高知市、南国市とほか一部がやっていたぐらいで、まだ

私どもも時期尚早ではないかという判断で決定させていただいた次第です。  

  ただ、そのときに、選挙公報はやりましたけど、ほかの問題についても少し検討を加

えますという返事をしておりましたが、いろんな事情でその考えをなかなか出せなかっ

たので。実は、この令和２年に公職選挙法が大変わりしておりまして、町村も公営制度

が採用できるということで、見ていただいたとおりどっと出てきたわけです。本当はそ

の時期にもうちょっとおもんぱかって、香美市としても検討を加えるべきだったと今反

省しております。令和２年のときにやれば、ひょっと今回の選挙に何らかの公営ができ

た可能性はあります。中身の問題があるので一概には言えませんが、その点は少し反省
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しておわびしたいと思います。  

  ですから、結論としては、公営制度については少し再度検討させていただくと。ただ、

西村議員も多分お気づきだと思いますが、実際上、公営をしますと、例えばビラだとか

様々な部分で、その当時もありましたけど不正請求があったりして条例をなくしたとこ

ろもありました。それから、全体にやっぱりコストが上がると。皆さんお出しいただい

ています収支報告書を見ても、かなり努力してもちろん下げていらっしゃるんだと思い

ますが、すごい値段はポスターなんかも低く抑えられておりましてね。その上に、自動

車のほうは収支報告義務がございませんので詳しく分かりませんが、どっちにせよかな

りな金額が増えるのは間違いないです。国の制度でひょっと補助というか、全体的な中

であるのかもしれませんが、限度額をどの辺に置くとか、どれをやるとかいうことを再

度検討したいと思います。  

  議員の方々も御提案をいろいろいただければ、まず、企画財政課との話から始まると

は思いますが、個別に具体的にやって、次回には何とか、できる、できないを含めて検

討を加えたいと思っております。よろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    選挙公営、お金を選挙自体がかけないのか、選挙立候補する

人がかけないかという議論で膠着するのは、ちょっともったいないなと思ってまして、

そもそもこの令和２年に公職選挙法改定などによって、供託金が町村、小さいところも

かかるようになったというのは、ある程度バーター的な部分もあったと書かれているも

のもありましたので、香美市の場合は現在供託金をやっておりますので、選挙に冷やか

しですとか売名行為で出るということは防げるでしょうし、実際に公費負担を実施した

場合に、その制度を使う、使わないは選挙に立候補する方の自由でもあります。それを

ポリシーとしてやることもできる制度ですので、ただ、大事なのは、志がある若いチャ

レンジャーを香美市は遮るのか、それともチャレンジしてみいやと言えるのか、そのま

ず入り口の部分ですね。本当この入り口の部分で、これ丸が３つついたらもちろんベス

トだと思いますが、１つでも２つでもつく状況であると、香美市がちょっとそういうチ

ャレンジができるまちなのではないかなと見えてくると思いますので、ぜひ検討してい

ただけたらと思います。 

  では、質問の２番目に移らせていただきます。  

○議長（山本芳男君）    昼食のため暫時休憩いたします。  

（午前１１時４７分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ４番、西村剛治君。 

○４番（西村剛治君）    午前中に引き続きまして質問を続けさせていただきたいと思
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います。  

  質問の２番目に移ります。香美市の情報発信とプロモーションの考え方についてお伺

いします。  

  連日、テレビ、ネットなどの媒体を通じた兵庫県明石市の泉市長の情報発信が何かと

話題になっています。その背景には急速なデジタル化と社会全体が減少・縮小する時代

への転換があり、地方自治体自らが戦略的に自分たちのまちの魅力を宣伝、プロモーシ

ョンしていく能力が求められているという事情があると考えています。  

  まず、情報発信とプロモーション、ちょっと整理したいと思いますが、自分の定義で

すけれども、情報発信というのは各小出しの情報を提供していく状態でして、プロモー

ションというのは大きく統合的に、総合的に行う宣伝というふうに、ちょっと区別して

聞いていただけたらと思います。  

  香美市と明石市では人口も予算も、もちろん抱えている産業も大きく異なりますので

そのとおりにできるものでもありませんが、香美市としての政策やまちの魅力を積極的

にプロモーションしていく姿勢は必要であり、大いに参考にすべき事例であると考えて

います。  

  そこで、まず①です。  

  香美市として定期的に情報発信・発行している媒体の種類、また、そういった数はど

れだけあるか、お伺いします。観光関係や単発のチラシ類は除いていただいたものでお

願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   数は様々ございますので集計できておりませんけれども、

情報発信・発行している主なものとして、香美市公式ホームページ、香美市公式フェイ

スブック、広報香美がございます。広報香美と一緒に発送しているものとして、香美市

議会だよりであるとか、香美市人権広報あけぼの、各公民館からのお知らせ、農業委員

会広報、人権カレンダーなどがございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    確かに細かい部分になるとたくさんあると思います。実は一

つ漏れてるなと思いまして、例えば香美市のＡＩチャットボットというのがありますね。

ああいったものも実は香美市を検索していく中で出てきますので、情報発信のツールで

あると認識するべきではないかと考えています。  

  それぞれの広報、広報は発行委員会があると思いますが、ホームページ、フェイスブ

ック、あと、ちょっと先ほど触れましたが、ＡＩチャットボットの運営責任者というの

は誰になってるか、分かれば教えていただけますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   運営は総務課が責任を持っております。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    フェイスブックもＡＩチャットボットも、一応総務課が責任

者であるという認識だと思います。先日頂いている資料ではあるんですが、香美市の公

式ホームページガイドラインというものにも、ホームページの運営責任者は総務課長と

書かれておりまして、ただ、その中で実際に情報発信するのは、各課ごと独自にやって

いて、総務課が直接その内容をチェックしている状態ではないと聞いております。  

  ②です。  

  持論にはちょっとなりますが、市としての情報発信なので、私としてはある程度一元

的にトータルで把握しているポストが必要ではないかと思っています。もちろん責任者

という意味でもありますが、情報発信をいかにうまく地域住民、また地域外の香美市に

関心を持っている方に伝えていくかということは、かなり戦略的に取り組むべきものだ

と考えておりますので、ホームページを例えばブラッシュアップ、よくしていこう、変

えていこう、また今後こういう情報発信をしていこうといったことを考えるのは、どこ

が担ってると考えればいいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   今のところそういった部署はございませんでして、所管

課が総務課となっておりますので、必要に応じて関係各課を集め、内容によっては協議

していくというような状況でございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    今の段階ですと、戦略的にということが当てはまる役割とい

うか、ポストはないという認識でいいかと思います。  

  質問の③です。  

  確認になりますが、現在、市のホームページの管理運営体制は総務課が一応責任者で

やってるということですが、現在把握している問題点とか、今後の改善予定などは何か

ございますでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   ホームページがスマートフォンへの対応ができていない

ことであるとか、フェイスブックとの連携ができていないために、ホームページへ上げ

る記事、それからフェイスブックへ上げる記事、同じ記事であってもそれぞれ作成する

必要があるといったところが改善点かなと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    そうしましたら、資料をちょっと見ていただきたいと思って

おります。資料②－１に、香美市のホームページをスクリーンショットして、４枚レイ
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アウトしているものがあると思います。こちらですが、８月２２日、８月２８日、９月

４日、９月１２日のトップページのスクリーンショットになります。これを見て何か違

いが分かる方いらっしゃいますかね。答えを先に言いますが、写真が違うだけで、ずっ

と表示されてるものは実は同じです。重要なお知らせというものは、ずっとコロナがあ

りましたので、このように出ております。  

  ８月２２日、選挙告示の１週間前、トップページには特に出ていません。告示日の８

月２８日、特に出ませんでした。投票日９月４日、出ませんでした。この９月５日に、

僕の記憶が確かであれば投票結果がちょっと一日二日出ていたけれども、すぐ消えてし

まったような気がします。９月１２日現在、また元に戻っていると。この重要なお知ら

せって何だろうなというのをまずちょっと考えていただきたいなと。  

  続きまして、資料②－２は、香美市のホームページでいうところの新着情報を開いた

ときなんです。同じようにスクリーンショットしたものが並んでおります。８月２２日、

告示の１週間前です。投票所、期日前投票の案内というのが一つ出ております。上の３

つには防災無線の件とパブリックコメント、入札公示というのがおります。８月２８日

告示日、上の３つは変わらずに、この投票所、期日前投票の案内というのがどんどん下

がっていきます。９月４日投票日は、上の３つは変わりませんが、投票所、期日前投票

の案内はもう２ページ目まで落ちていました。上のほうに期日前投票状況というのが出

ておりますが、ここを仮にクリックしたとしても、投票案内等にはつながっておりませ

ん。投票所の案内、また投票の紹介には何もつながっていません。１０月７日現在、ち

ょっとたまたま上の３つの間に１つ入っておりますが、選挙の案内、期日前投票の情報

などはもう見れなくなっています。出てきません。このような仕組みになっているよう

です。 

  同様に、資料②－３にも続けて行きます。これは香美市公式フェイスブック、フォロ

ワーが５７８人、７月７日現在いらっしゃるんですが、８月１９日に投票に行きましょ

うという期日前投票等の案内がアップされましたが、それ以後一切選挙に関しての情報

発信はありません。リツイート等をして人目に触れるようにするといった工夫はありま

せん。ちょっとＡＩチャットボットも見つけたので検索しました。これは開発中という

こともあると思いますが、市議選挙と入れると前回の市議選挙が出たり、市長選挙が出

たり、投票日いつって言っても分かりませんというような感じで、残念ながら、ＡＩチ

ャットボットは、まだまだこれから頑張ってもらいたいなという状況でした。  

  今回こうやって選挙前にこんなことをやっていたのも、西村さんも暇やなという話な

んですが、自分が立候補しているというのもありますが、正直ちょっと気分が悪かった

ですね、この状況。  

  特に見てもらいたいのが資料②－４になりますが、８月１日、香美市議会議員選挙

（８月１日から９月５日）、右のほうに行きまして、９月５日、香美市議会議員選挙

（８月１日から９月５日）、９月４日には投票日の記載もありません。同様に、８月２
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８日告示日の記載もありません。これはトップページのカレンダー、市民がクリックす

るカレンダーを開いた結果がこれです。正直大丈夫かと。ちょっと聞かせていただけま

すか、こうなっているのに気づいていらっしゃいますか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   申し訳ございません。気づいておりませんでした。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    先に断っておきますが、これはたまたま選挙を例として挙げ

させていただいていますが、ちょっと言い方は雑ですけれども、一事が万事、ほかも同

様の状況が蔓延しているというのが現在の香美市のホームページです。これは一体誰の

ために情報発信しているのかを真剣に考えていただきたいということは、まず強く言っ

ておきます。その上で、その上でです。これは結局誰が上げてるんですか、この情報と

いうのは。上げた情報の責任者というのは誰ということになりますか。例えば最後のカ

レンダーの選挙がこういうふうに入力されているというチェックは、誰がするべきもの

だと考えますか。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   最終的な責任は、総務課長である私の責任となっており

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    実はこれを選挙期間中、選挙の情報を得ようとして開いた人

みんな見ていたわけです。もっと言えば、リンク切れしているものもありました、必要

な情報が出てこないのもありました。非常にたくさん、僕が把握している中でも、不具

合というか、問題があるなと思っております。ですので、こういったものを、もちろん

総務課長が責任者であるというのはポジションとしてそうなんですが、実際それをどの

ようにして改善していくのかという方向性がないと思うので、しっかり検討していただ

きたいと思います。その中でも、例えばこのフォーマットを統一するとか、すごく簡単

にできるものはあると思います。そのいい例が一つありまして、建設課の方が情報を新

着で上げるときに、必ず、上下水道局の方もそうでしょうかね、後ろに土木とか建築と

かを入れます。そうなっていることで、大分どこどこの情報なんだなというのが分かり

ますし、こういったものをどんどん全課共通フォーマットとして広げていくのは簡単な

ことですが、それだけでも効果はすごく大きいと思います。ちなみに、今はもう見れま

せんが、速報版って書いているだけの投稿もありました。何の速報版か開いてみなきゃ

分からないよというような、速報版って書いているのがあったりとか、何が書いている

か分からんようなのも正直いっぱいありますので、ちょっとこういうのはどうかなと思

います。  

  依光市長にお伺いしたいと思います。依光市長も県議会議員時代に高知県のトップセ
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ールスや地産地消、昔で言えば県庁おもてなし課だとか、そういったプロモーション的

な取組を間近に見てこられたかと思います。プロモーションやコマーシャルというのは、

非常にセンスや技術を必要とすることですので、安易に誰でもできるとは言いませんが、

それだけに、きちんと人材を配置し、予算を確保して運営した場合、非常に効果が大き

くなるのではないかと考えております。  

  香美市がどのようなものを今後プロモーションしていくかということは、ぜひリーダ

ーシップを発揮していただいて、情報発信意識を変えていっていただきたいところです

が、例えば須崎市なんかはゆるキャラを情報発信の柱にしています。例えば明石市なん

かは、完全に子育て政策というものをプロモーションの柱にしています。そういった点

でいくと、香美市がもし今後、情報発信を積極的にプロモーションという位置づけでや

っていくとしたときに、依光市長がちょっとぱっと思い浮かぶ、香美市の柱となるよう

な、プロモーションの柱となるようなものはどういったものを想像されるか、ちょっと

教えていただけますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほどプロモーションの柱というお話がありましたが、そ

の前に、まず、情報発信とプロモーションというお話がありましたので、そこからお話

しさせていただきたいと思います。  

  先ほど総務課長から御答弁させていただいたとおりではありますが、情報発信の部分

でも香美市には課題があるという御指摘で、私もそのように考えております。今、総務

課の広報でいきますと、広報香美という紙媒体の分にかなり力を注いでおりまして、内

容を御覧になられていたら、特集を組んだりとか、個人的にはいいものができていると

思っております。ただ、情報発信としてホームページ、フェイスブック、いろいろな新

しいところについて、なかなか情報発信できていないと思いますし、また、先ほど選挙

についての広報もありました。これ私自身もしっかり見ておったわけではなくて、非常

に申し訳なく思っております。この情報発信につきましては、できるところから改善さ

せていただきたいと思いますし、また御指摘をいただきたいと思います。  

  続きまして、プロモーションということに関しまして、須崎市のしんじょう君、ゆる

キャラを使ってというようなことがありました。現在、香美市においてそういった取組

ができるのかというと、今のところは考えておらない状況です。人材を登用したりとか、

専門の部署を設けるということは考えておらないわけですが、御指摘の香美市全体をプ

ロモーションしていくということは、重要であると思っています。  

  例えば観光においては、南国市、香南市と一緒になった広域のプロモーションという

形でスタートしておりまして、香美市だけで売り出すよりは、物部川流域で売ったほう

がいいだろうということで、ＤＭＯ協議会という外部組織を使って広報しているような

状況です。また、移住に関しましては、いなかみライフというホームページがございま

すが、私自身が作る際に関わったというか、作ったという形ではあるんですけれども、
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そういう外部に委託しているところもある中で、一元的な情報戦略は必要であると思っ

ています。個別には、私自身がラジオに呼んでもらって香美市をＰＲするというような

こともありますが、今後、しっかりと香美市をＰＲしていくことも、御指摘もいただき

ましたので、検討してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    ④の質問のほうもちょっと今答えていただいたんであれです

が、時代が変化していますので、行政の情報発信力は今後、自治体間で差が生まれると。

これはリアルな話で、プロモーションをやったからうまくいくというわけでももちろん

ありませんが、非常にこの情報発信というものが、例えば移住者を増やそうとした場合

の呼び水にもなりますし、それをうまく使えるかどうかは結局行政の運営手腕というこ

とになってきますので、個人的な提案ではありますが、香美市の情報発信を一元的に管

理・企画する宣伝プロモーション部門をつくってはどうかと考えております。ぜひ高い

専門性を持った人材を登用して、できれば何か市長の直下に配置して、市長の考え、市

長の取組というものを積極的に発信する中で、香美市は若くて元気あっていいまちやな

っていうのが伝わるようなプロモーションを、ぜひ香美市としてやっていただきたいと

思っていますので、こちらは提案とさせていただきます。  

  続きまして、質問の３番目に移らさせていただきます。香美市の図書館について伺い

ます。 

  実は先日、読み聞かせの勉強会に参加させていただきまして、１１月３日の開館を前

に一足先にかみーるへ足を運ばせていただきました。木を上手に使っているし、私自身

建築士なので、非常に建物が魅力的であるというのはよく分かります。また、この建物

は、香美市には今までにないような斬新なデザインの建物ですので、より多くの方に利

用してもらえるような取組を積極的に、大々的にやっていただきたいと考えているとこ

ろです。  

  ちょっと教育長に先にお伺いしたいんですが、小学校、中学校、また幼稚園にもあり

ますし、高知工科大学などにも図書室というのがあります。そういったものの役割と図

書館の役割というのはちょっと違うと思っておるんですが、御自身の御所見で構いませ

んので、まちにある図書館の役割というのは、どういったものだとお考えでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   西村剛治議員の御質問にお答えいたします。  

  １１月３日にかみーるの開館を予定してございまして、私自身も大変楽しみにしてご

ざいますし、これまで多くの市民の皆様をはじめ関係者の皆様に御尽力をいただき、こ

の日を迎えることができましたことに心より深く感謝を、この場をお借りして感謝を申

し上げたいと思います。 

  西村議員のおっしゃるように、この図書館には私は大きな夢を持っておるところでご

ざいます。世の中が大きく動いていく中で、この図書館は香美市の市民の皆様にとって
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知の拠点でありたいなと一つ考えておるところでございます。知識や、それから様々な

概念といったものも日々塗り替えられていかれるような昨今、市民の皆様お一人お一人

がそれぞれの人生観の中で、このことについて知りたい、このことについて新しい情報

を入手したいと考えたときに、一番頼りになる存在でありたいなと、精いっぱい努力し

てまいりたいと考えておるところでございます。これまでのように優れた文学作品のす

てきな世界を味わうですとか、それも私、楽しみにしておりますけれども、そういった

ところも大切にしながら、それから、お子様連れの保護者の皆様がよく図書館におみえ

になりますので、インターネットの世界もとても魅力的だとは思うんですけれども、特

に新しい本などは新しい本独特のすてきな香りのするものでございます。実際に絵本を

手に取り、作家さんたちが子供たちへの思いを寄せた作品に触れる機会にもなれば、非

常に香美市の教育にも貢献できるなと考えてございます。ですから、知の拠点の中では

特に課題解決型の図書館を目指してまいりたいと考えておるところでございます。  

  ２点目につきましては、香美市の皆様が交流する場となってもらいたい。もちろん静

かに読書に親しむことが楽しみだという方々も多くおられると思いますので、交流の場

と申しましてもイベント会場ではございませんので、そこのところはしっかりと健全を

保ちながら、図書館ならでは、かみーるならではの交流の場が持てるようにしたいと考

えてございます。したがいまして、西村議員にも見ていただきました図書館の中には、

小ホールではございますけれども、一部そういった少しイベントと申しますか、読書会

ですとか様々な課題や教養といったものにつきまして、みんなで語り合える、あるいは

勉強し合える、探究し合える場というものも準備してございますので、ぜひ交流の場と

しても御活用いただけたらありがたいと思っております。  

  ３点目は、発信の場として香美市の魅力を伝え広げたいと考えてございます。ＩＣＴ

の環境整備等々につきましても、まだまだ多くの方々からお力添えをいただき、また、

高知工科大学の学生ボランティアの皆さんにも御協力いただけることになってございま

すので、そういった活用等も考えながら、利用者の方々に活動意欲を持っていただくた

めの、活動成果発信の場を設けたいと考えておるところでございます。地域につきまし

ても、特に歴史と文化の伝統を誇る香美市でございますので、香美市独特の特色ある郷

土の取組、これまで受け継がれてきた深い文化、そういったものも発信の場としてしっ

かり提示してまいりたいと考えております。  

  いずれにしましても、皆様方からたくさんの御支援を賜り、御意見もいただき、その

中で更新し続ける図書館でありたいと願っておるところでございますので、どうぞまた

御支援のほどよろしくお願いいたします。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    かみーるについては非常に期待値が高いと思っています。ち

ょっと建築的な目線でいきますと、図書館って昔、僕が学校で学んでた頃というのは、
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本を借りて本を手に学ぶ場所という単機能だったんですが、最近ではもう非常に多面的

な機能を持つ施設の代表格となっております。それは言い換えると、様々な可能性を持

った施設になり得るということですので、例えば人件費の問題や課題があるかもしれま

せんが、できるだけ柔軟な対応をしていただきたいと思っております。  

  その上で、質問（１）と（２）を同時にさせていただきます。  

  かみーるは午後７時までの開館時間に今後変更すると伺っております。できればもう

一声という感じですかね、例えば週に一、二日でも夜間開館日、午後９時までとは言い

ませんが、午後８時までにするといった取組をしていただきたいと思いますし、また、

先ほど教育長のお話にもありましたが小スペース「つながるーむ」と言うんでしょうか

ね、あれの貸出スペースなどは、実際の利用を考えると夕方からが非常に多いと思って

います。また、非常にきれいで気持ちのいいところでした。僕も研修を受けたのがそこ

でしたので、ぜひあそこをみんなに利用していただいて、積極的に交流の場にしていく

ためには、中央公民館と同等の、例えば午後１０時まで利用可能とか、そういった何か

取組に早いうちに切り替えていただけたらなと思っております。  

  続きまして、（２）香美市立図書館香北分館について取り上げたいと思っております。  

  ６月２３日に市民有志によるアンパンマン図書館を考える会が開催され、１７人が参

加しました。その場では活発な意見交換が行われ、今後も継続的に会を開くことと、ま

た、行政とも意見交換を行いながら、自分たちの新しい図書館、香北町の新しいまちづ

くりの中心になるような図書館を造りたいといった思いを、みんなで共有いたしました。  

  ①です。  

  この会の存在について、行政は把握されていらっしゃいますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    お答えしますが、手前のかみーるの閉館時間

なんですけれども、火曜日から金曜日は午後７時まで、土曜日、日曜日については午後

６時までとなっております。その閉館時間に関しても、新図書館建設に関する市民アン

ケートを取った経過がございます。午後７時までというのが一番多い意見でしたという

ことを、ちょっと付け加えさせていただいておきます。  

  そのアンパンマン図書館を考える会、お名前までは聞いておりませんでしたけれども、

香北町で図書館についての会があったということは、ちょっと小耳に挟んでおりました。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    この会は住民有志が呼びかけ、声をかけ合って開催されたも

のですので、正式なものにはなっていませんが、今後もぜひやっていこうという話にな

っております。その中で、香北分館、旧アンパンマン図書館についての話合いというこ

とで１７人が集まりましたが、アンパンマン図書館を考える会というフレーズに引かれ

て集まった方たちが意識してた言葉、目的というのは実は３つに分かれていまして、一

つは、今後の新しい香北分館をどのようにするかということを話し合いたい人、もう一
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つは、旧香北分館、アンパンマン図書館、ピンク色のあの建物ですが、その建物を保存

または活用するべきではないかということを話し合いたい人、また、アンパンマンとい

うものがやなせたかし先生と香北町とのつながりを象徴するものであり、そういったも

のも一緒に文化として、また、やなせ先生の蔵書の扱いなんかも含めて検討するつもり

で来ている人が、実はちょうど３等分ぐらいでおりました。ちょっとこの３つを別々に

確認させていただきたいと思います。  

  まず、②になります。  

  新しい香北分館建設の検討状況は現在どうなっていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）   お答えいたします。  

  現在検討はしておりません。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    今あるのは仮の図書館というのは間違いないと思いますが、

住民はやはり結構手狭であると、また、きれいではあるけれど使い勝手が悪いというこ

とで、新しい図書館を待ち望んでおります。かみーるが一段落したらいよいよこっちか

ななんていうふうにみんなも言っていますが、実はこういう住民有志の集いが動いてい

ることも御理解いただいて、ぜひ住民と一緒に意見交換しながら、新しい図書館を考え

ていただくスケジュールを提示していただけたらなと思っております。  

  続いて、③ですね。 

  旧アンパンマン図書館、あのピンク色のアンパンマンが乗った図書館の建物の保存、

譲渡を希望する声がありますが、実際の検討状況は、どうも解体しようかなみたいな感

じで聞くところではありますが、旧アンパンマン図書館のほうについては現在の状況は

どのようになっていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   現在、市として旧アンパンマン図書館の保存や譲渡につい

て、最終決定をしているわけではございません。御提案のあった民間の力で有効活用で

きるというのであれば、市として検討させていただきたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    ④に移ります。  

  アンパンマン図書館周辺は、やなせ先生と香北町民のつながりを象徴するエリアであ

ります。例えば、やなせ先生の寄附、特例で設置することができた街灯、また人形、イ

ラスト、そういったものが非常にたくさんあります。ただ、その中の一部、例えば道路

の飾り模様なんかはもう剝げてしまっていたり、人形なんかもはげちょろげでいる状況

です。 

  そんな中で、皆さん御存じか分かりませんが、明日１０月１３日、やなせ先生の９年

目の命日になります。やなせ先生が香北町、また香美市に対して非常に貢献したことは
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誰もが認める部分であると思いますが、ちょっと正しく検証できていないという思いが

あります。私としては、これまでの貢献への感謝、そして住民との交流の記憶を刻んだ

まちづくりのシンボルとして、旧アンパンマン図書館を市の指定文化財としての登録を

検討してはどうかなと考えております。市の指定文化財指定を受けるにはどのようにす

ればよいか、ちょっとお伺いしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    ④の質問。 

○４番（西村剛治君）    今の質問ですか。④と⑤、すみません、⑤のほうに移ってお

ります。  

  指定文化財として建物を残すことはできないかということを伺います。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。 

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    お答えいたします。  

  図書館旧香北分館を香美市指定文化財として保存するためには、建物の価値と来歴を

精査した上で香美市文化財保護審議会に諮問し、審議会が今までの調査結果や現地調査

を行い、結論を出すこととなります。ただ、平成２４年度に国指定登録有形文化財の候

補として調査し、文化財保護審議会に答申いたしましたが、倒壊のおそれがあるという

ことで国に登録申請しなかった経緯はございます。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    国の登録文化財というのは確かにハードルがとても高くて、

それに加えて、単純に建物の価値、建物の状態の評価であって、やなせ先生がどうたら

こうたらとか、ここのまちの住民の思いどうたらこうたらというのは、あまり評価され

ないと聞いております。私が提案しているのは、香美市にも文化財保護条例というのが

ありますし、市の指定文化財として保存、登録することはできるかなと思っております。  

  先日の会においても、署名活動をしたらどうだという話もありましたが、仮に住民か

ら指定文化財として要望するような動きがあった場合、それは受付可能なものなんでし

ょうか。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    要望書を受け付けることは可能かと思います。

ただ、倒壊のおそれもありますので、香美市がこちらの建物を保存・活用というのはち

ょっと難しいかと思います。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    当たり前の話ではありますが、建築物の耐震性というのは、

極端な話を言えば、お金を出せば解決します。ただ、伝統、文化、歴史、そういった価

値のあるものは、一度壊してしまったら二度と戻りません。覆水盆に返らずという言葉

もありますが、安易な判断でうっかり壊してしまった、ごめんごめんみたいなことはぜ

ひ避けていただきたいので、しっかり住民との意見交換もしつつ、様々な選択肢を検討

しつつやるのが、やなせたかし先生への恩返し、誠意であると思います。  
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  最後になりますが、アンパンマン図書館という名称は、世界で香美市の香北町、あの

建物しか存在しません。仮に新しい図書館が建っても、恐らくアンパンマン図書館とい

う名称は使えません。それは、やなせ先生があの建物にその名称を許可したという経緯

があると聞いております。１００％とは言いませんけど、ほかの方法があるかもしれま

せんし、今後の交渉次第というところもあるとは思いますが、基本的にはそういうもの

が非常にたくさん香美市周辺にはあります。やなせ先生の功績を個一個丁寧に拾ってい

って、それを残す取組というのも事業化していただきたいなと考えておりますが、最後

に市長の見解をお願いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   旧アンパンマン図書館の保存に関しまして、市としての考

え方としては、先ほど課長から答弁させていただいたとおり、倒壊のおそれがあるとい

うことを前提にしております。ただ、先ほども御答弁したとおり、民間のお力で何か方

法があるのであれば、それは検討させていただきたいと思います。  

  今後、旧アンパンマン図書館の名称をというような話もあり、また、やなせ先生の愛

した美良布というお話もありましたので、お答えしますと、旧アンパンマン図書館のあ

る美良布地域は、大川上美良布神社とともに古くから歴史ある集落でありまして、今後

とも香北町の中心地として発展できるよう、私としても力を入れていきたいと思ってお

ります。現在、香美市立美良布保育園の現地建て替えということで整備しておりまして、

子育て世代に美良布地区に住んでいただけるように取り組んでいるところでもあります。  

  また、先ほど明日がやなせ先生没後９年ということですけれども、来年はやなせ先生

の没後１０年となりますし、また、フレーベル館の月刊絵本「キンダーおはなしえほん」

にアンパンマンを発表してから５０年という節目でもあります。公益財団法人やなせた

かし記念アンパンマンミュージアム振興財団におきまして、やなせ先生の展示館を造る

構想もあるとお聞きしておりますので、やなせ先生の思いをしっかりと受け継げるよう

なエリア整備も検討していきたいと思っております。美良布地域の活性化について、や

なせ先生の思いも受け継ぎながら、今後とも取り組んでまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    ちょっとくどいようですが、非常にあの建物は人を引きつけ

る魅力があると思います。きっとやなせ先生もそこに引かれたと思います。価値という

ものはお金ではかれる場合とはかれない場合があると思いますので、慎重に検討してい

ただいて、ぜひ香美市香北町の美良布地域振興のシンボルとして、あの建物が残ればい

いなと思っておりますので、今後も検討をよろしくお願いいたします。  

  以上で質問を終わります。  

○議長（山本芳男君）    西村剛治君の質問が終わりました。  

  消毒のため暫時休憩いたします。  

（午後 １時４５分 休憩） 
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（午後 １時４７分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）   ３番、市民クラブ、中平麻衣です。議長の許可を得ましたの

で、通告に従って質問をさせていただきます。  

  南海トラフ地震がいつ来てもおかしくないと言われて久しいです。地震ばかりでなく

風水害の懸念もあります。このような大きな災害の後に開設される避難所のスムーズな

運営と、必要な人に必要な支援が行き届くような仕組みづくりの提案をしてまいりたい

と思っています。  

  事前に避難者名簿を作成し、ＱＲコード等を活用したＤＸ化を行うことにより、受付

の事務を減らし、避難者のストレスも軽減できるのではないかということ、また、自治

会や自主防災組織に加入・所属していない世帯の防災意識を高め、地域としての防災力

を強化するためにできることについて考えております。災害が起こってからではなく、

平時にこそできることを全て進めておかなくてはなりません。そのために必要なことと

して、避難者情報の名簿化及び発災時の避難所運営についてお聞きします。  

  ①です。 

  香美市では、自治会と自主防災組織とがほぼイコールになっているのではないかと思

いますが、香美市の全世帯中、自治会及び自主防災組織への加入率はどの程度のものに

なっているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   お答えいたします。  

  令和４年４月１日現在の香美市全世帯数は１万３ ,０４０世帯です。自治会への加入

世帯は７ ,５９０世帯で、加入率は５８ .２％です。自主防災組織への加入世帯は８ ,０

３８世帯で、加入率は６１.６４％となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）   大体６割ぐらいだと思います。現在、避難訓練は主に自治会

や自主防災組織の単位で行われていると思います。自治会や自主防災組織に未加入の世

帯が、こういった避難訓練に参加できるような仕組みづくりはされているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   お答えします。  

  自治会や自主防災組織が行う避難訓練等に未加入世帯が参加できる仕組みづくりにつ

きましては、今のところ市としては特に行っておりません。自治会や自主防災組織が実

施する訓練につきましては、各組織が計画し、実施しております。参加者を見込んでの

計画や防災会の会費等で訓練の予算化をしている組織もあります。未加入世帯等には避
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難訓練を実施する自治会や自主防災組織からそれぞれ参加を促していただいていると思

いますが、広報やホームページなどで避難訓練等への参加の必要性もお知らせしていき

たいと考えております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）    未加入の方のためだけではなくて、自主防災組織内で、加入

していない人との間にもめごとが起こるんじゃないかという不安の声なんかも聞いてお

ります。私自身も地域の訓練に参加した際に、子供の姿が少ないなと思うんですけれど

も、子育て世帯の方々も訓練にぜひ参加していただきたいなと思います。参加を促すよ

うな取組は何かされているでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  特に子育て世帯の方等を対象にして避難訓練を実施したことはありません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）    いざ有事が起こりました際に避難所が開設されることになり

ますが、開設された避難所において、その場で避難者情報を記入して順に受付をすると

いう従来的なやり方だと、大変な時間がかかります。ただでさえ混乱しているのを、さ

らに混乱を助長するおそれがあると思います。  

  事前に発行されたＱＲコードの読み込みをもって受付できるシステムの活用によって、

受付作業が大幅に楽になることが考えられます。資料１枚目に、福知山公立大学が開発

したシステムの実証実験を紹介しております。資料２枚目の画像については、東本町旭

町２丁目の自主防災組織で、昨年の防災訓練より実際に活用しているＱＲコードつきの

避難所受付カードです。これを読み込むことで受付が完了するというものになっていま

す。香美市全域でこういった効率化ができるように、システムの導入をしていただきた

いと思っております。見解をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    中平さん、質問の番号を言ってから質問してください。混乱

していますので、よろしく。  

  防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  ④の質問かと思いますけれども、災害発生時及び災害発生のおそれがあるときの、避

難所での運用を想定したシステムは多数ありますけれども、本市ではそういったシステ

ムの導入については行っておりません。これは今後の課題となっております。避難所で

の受付のシステム化についても、課題の一つとして今後取り組んでいきたいと考えてお

ります。  

  デジタル庁では、災害時に地方自治体が開設する避難所運営に、デジタル技術を活用
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する実証事業に乗り出すということであります。今年１２月から３つの自治体を選定し

て順次実施し、将来は全国で実用化を目指すとのことです。導入を目指しているシステ

ムでは、個人が事前に自身のスマートフォンで氏名や年齢、性別、家族構成、アレルギ

ーや障害などの配慮が必要な事項、ペットの有無などを登録しておき、災害発災後には

避難した避難所名、体調、服薬の有無、支援物資の要望などの情報を入力するという内

容のようです。また、スマートフォンを持っていない人や紛失した人のための共用端末

を避難所に置くことも検討されるようです。今後、これらの情報を収集しながら、シス

テムについての研究をしていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）    香美市も先進的にやっていけたらいいなと思います。  

  ⑤に移ります。  

  避難所の受付で記入していただく内容について、今、課長からもありましたが、氏名、

年齢、性別や家族情報以外に、高齢者であるとか、障害者である、要介護者、乳幼児な

どといった、要支援者、要配慮者を早い段階で把握できれば、なおメリットが期待でき

ると考えています。持病や投薬の情報の提供を受け、管理ができないでしょうか。スム

ーズな受付ということだけではなく、災害による居住地へのダメージによっては、避難

所生活が長引くようなことも想定されます。その際、そういった情報が把握できていれ

ば非常に有用だと考えます。  

  氏名や年齢など、さらに詳しい情報についても全て個人情報ということになります。

この個人情報収集に当たってのコンセンサスを得るプロセス、いざというときによりス

ムーズに命を救うために、必要な情報を集めて管理しますということについて、同意を

得ることを行政主導で行うことは可能でしょうか。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  事前に情報収集等ができておれば、避難所の受付や運営に有効と考えますけれども、

まずはシステム導入について検討を深めていかなければならないと考えております。同

時に、システムを導入するための課題であります、情報の閲覧範囲や情報の秘匿性、本

人同意の取得方法など、個人情報の活用と課題について今後研究していきたいと考えて

おります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）    ⑥に移ります。  

  ちょっと資料につけさせていただいているＱＲコードが印刷されたカードといった、

特定の物を常に手元に置いておくのは難しいとも思っています。日和佐課長からもスマ

ートフォンのアプリというようなお話がありましたが、そういったものでありますとか、
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マイナンバーとのひもづけ、あと、香美市ではｋａｍｉｃａがありますが、もしかした

らその番号なんかも使えるのではないか、また、手元に常備しておける形にはいろんな

可能性が考えられます。スマートフォンあるいは財布といった物は、比較的常に携行し

ている方が多いのではないかと思います。あるいは、完全に物の形を取らずに、本人が

管理できるＩＤ、パスワード、名前と生年月日など、そういったものを入力するような

方法もいいのではないかと考えています。  

  いずれにしても、コストがかかることではありますが、市民の誰もが常に災害への備

えを携帯できる、それにより防災意識を高めることにもつながるというメリットもある

かと思います。早期のシステム導入に関する市の考えをお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   お答えします。  

  システム導入につきましては、今後の検討課題であります。避難所でシステムを運用

するためには、まず災害時の電力や通信確保等の基盤整備が必要であります。早期導入

についてはちょっと困難であるのかなと考えております。今後、先進事例の研究等をし

ていきたいと考えております。  

  なお、市民の防災意識の向上につきましては、広報誌や市のホームページなどで啓発

を続けていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ３番、中平麻衣さん。 

○３番（中平麻衣君）    災害は待ったなしです。できることを、できる備えをできる

だけ早くやっていくことが、行政にとっても市民にとっても必要なことだと思っており

ます。平時に備える取組がどれだけできているかで命を守れるかどうかが変わってきま

すので、官民一体となって、自分事として早期に取り組んでいけたらいいなと思ってお

ります。  

  以上で終わります。 

○議長（山本芳男君）    中平麻衣さんの質問が終わりました。  

  消毒のため暫時休憩いたします。  

（午後 ２時０１分 休憩） 

（午後 ２時０４分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、１０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）   １０番、比与森です。通告に従いまして一般質問を行い

ます。 

  質問事項１項目、新図書館の雑誌スポンサー制度について質問します。  

  新図書館かみーるオープンに合わせ、雑誌スポンサー制度が開始されました。広報香
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美９月号には、雑誌スポンサー募集が掲載されたところであります。  

  雑誌スポンサー制度につきましては、６年前、平成２８年９月定例会におきまして、

図書館の充実を目指し、書籍消毒機の設置導入や雑誌スポンサー制度導入を求め、一般

質問をさせていただきました。その後、書籍消毒機は設置されましたが、６年前、当時

既に雑誌スポンサー制度を導入していました宿毛市から実施要綱を取り寄せ、メリット

等を説明させていただいた経緯があります。  

  当時の課長からは、スポンサーがつかなかったことにより制度を中止している事例が

あるとか、都市部の図書館であればスポンサー確保や掲載効果が薄いといった問題は発

生しないと思うが、香美市にあっては相当ハードルが高いなど、やる気のないことが明

確な答弁であったことから、その後、スポンサー制度導入に関し触れることはございま

せんでした。  

  以上を述べまして、①です。  

  広報を見ればおおむね内容は理解できますが、今回募集の雑誌スポンサー制度の概要

をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    お答えいたします。  

  雑誌スポンサー制度は、雑誌に広告を表示するスポンサーが購入する雑誌最新号のカ

バーに広告を掲載し、図書館利用者の閲覧に供する制度です。こちらのように（資料を

示しながら説明）、雑誌の表に企業名、裏側に広告を挟むということになっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ②です。 

  先ほど述べましたように、６年前には全く無視された制度ですが、今回、どのような

メリットから制度導入を決められたのか。広報香美には制度のメリットとして３点掲載

されていますが、その他、今回導入に当たっての経緯、メリットをお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    雑誌スポンサーとなった事業者や団体のメリ

ットは、多くの来館者のある図書館で事業や活動などのＰＲができることです。また、

そうですね、社会貢献もできることも上げられると思います。図書館のメリットは、雑

誌の充実、図書館の魅力が増進して、雑誌購入費の削減にもつながります。また、かみ

ーるが香美市の企業などからたくさんの応援をいただいているということも、ＰＲでき

るのではないかと思っております。あと、図書館利用者のメリットは、より多くの雑誌

を閲覧できることと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    １点確認です。数多く閲覧できるということは、経費と

いう言葉がどうか、図書購入費というか、雑誌購入費に対して香美市のメリットも大き
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いということでよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    そのとおりです。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ③です。 

  スポンサーになっていただくための広報活動も大変だと思います。広報香美９月号に

は９５誌の雑誌が並ぶ予定とありますが、目標とするスポンサー件数と現在の応募件数

をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    現在のところスポンサー数は２３団体、雑誌

提供数は３２誌となっております。かみーるの雑誌架、先ほども比与森議員も言われて

おりますが、９５誌まで配架できるようになっておりますので、その全ての雑誌にスポ

ンサーがつくことを目標としております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    全てということは、そしたらこれ広報香美には９５誌と

書いてありますので、目標は９５社ということでよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    そのとおりです。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ④です。 

  スポンサー募集は、目標件数１００％の応募があるまで新図書館オープン後も継続さ

れると思いますが、現在の課題に対する今後の取組をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    この制度の課題は、継続的にスポンサーを獲

得していくところかと考えております。そのためには、図書館の利用者が十分に雑誌を

活用することができるよう、図書館への来館者数を増やす工夫などが必要だと考えてお

ります。今後も目標値である９５誌の雑誌にスポンサーを獲得できるよう、雑誌スポン

サー制度の周知や魅力のある図書館づくりに心がけたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    スポンサーの応募に対する啓発といいますか、広報活動

というか、どのような取組で企業に対してスポンサーのお願いをしているのか、その辺

をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    今まで行った広報活動は、広報香美に掲載さ

せてもらったものと、商工会のほうにチラシをお願いしております。それと、何件か私

も訪問させてもらって趣旨等を御説明し、スポンサーになっていただいている企業もあ
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ります。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    職員の方が応募のお願いに回るということは、これ致し

方ないとは思いますが、日頃の市役所での業務と異なり、一般会社で言えば営業活動、

本当に不慣れな作業を強いられると思うんです。そのときスポンサーになっていただき

たい企業に持参する物、先ほど見せていただいたような物は持っていって、実際こうい

う形でスポンサーお願いしますというようなことをやられているのか。市役所職員が営

業活動というのは大変と思いますけど、その辺どのような取組をされているか、お尋ね

します。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    こちらの雑誌はもちろん持っていって（資料

を示しながら説明）、こんな形ですと見せて説明もさせてもらっておりますし、携帯で

図書館の内部を写した画像や雑誌架などもお見せして、このような形でできていますと

いうことを説明させてもらっております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    言葉による説明も大事ですけど、実際に目で見ていただ

いて広報する、啓発していくということは本当に大切やと思いますので、また工夫をし

ながらやっていただきたいと思います。  

  それで、先ほどの答弁の中で商工会へもというお話がありました。議員１８人の中に

商工会商業部のリーダーが３人おります。自分もそうですけど、商工会から案内がいつ

来たかなと、これはあとの２人と違って私個人のことです。以前質問したときに、ちょ

うど商工会の理事会か何かがありまして、そのときは１０人弱のメンバーで会をしたわ

けですけど、そのときにスポンサー制度を話したら、その時点でもぜひそれは入りたい

という方が４人か５人いてたような自分のメモがありました。その辺もありますので、

商工会へのお願いにしても強制的ではないと思いますので、丁寧に。生涯学習振興課は

かみーるなんかで非常に多忙やと思いますけど、その辺の取組を再度お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    今後も説明させていただきたいと思いますし、

また紹介もしていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    それでは、質問事項２項目、衛生管理、公共施設男子ト

イレへのサニタリーボックス設置を求めて質問いたします。  

  国立がん研究センターの発表によりますと、４年前の数字ではありますが、がんと診

断された人数は、前立腺がん９万２ ,０２１人で、膀胱がんは男性１万７,５５５人、女

性５ ,６７５人となっています。膀胱がんは７５％が男性です。近年、前立腺がんや膀

胱がんなどの手術後、また高齢化に伴い、男性で尿漏れパッドや紙おむつを利用する人
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が増えています。皆さんの身近にも該当する友人、知人が１人や２人はいるのではない

かと推測するところです。  

  しかし、男子用個室トイレには汚物入れ、サニタリーボックスの設置があまりにも少

ないのではないかと思われます。使用済みの尿漏れパッドや紙おむつの捨て場所がない

場合、持って帰らなければなりません。ビニール袋を準備している方はよいのですが、

何の準備もされていない方は、使用済みの物をそのまま持ち帰らなければなりません。

外見では分かりませんが、御本人は本当に負担だと思われます。  

  以上を述べまして、①です。  

  前立腺がんや膀胱がんの手術後や、高齢化に伴い尿漏れパッドや紙おむつを利用する

男性が増加する現状に対し、どのような認識か、お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  高齢化や疾病に伴う介護等の負担軽減のために、多種多様なサニタリーグッズが発売

されております。議員御指摘のとおり、公共施設におきましては、そういった方への対

応は今後必要となってくるものと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    この答弁は健康介護支援課かなと推測していましたけど、

管財課長ということで、今の答弁は健康介護支援課とか、市民保険課までは行かんかな、

同じ認識ということで、市長、よろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   健康介護支援課とも答えはと一緒でありまして、先ほど課

長からお話しさせていただきましたが、高齢化に備えて香美市も対応を取っていかない

といけないと考えておりますし、また、高齢者の閉じ籠もりというものが、議員御指摘

のサニタリーボックスで解決するのであれば、やはりいろいろなところにも出歩いても

らいたいし、そのための対応は香美市としても必要であると認識しております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    埼玉県では今年１月、埼玉新聞に公共施設男子トイレ個

室にごみ箱がないことの寄稿があり、新聞に掲載されました。掲載されたことにより、

埼玉県議会が率先してこの問題に取り組み、サニタリーボックスの設置が推進されてい

るようです。現在、全国の自治体で設置が進められています。  

  ②です。  

  サニタリーボックス設置に対する見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  今後、トイレの種類や施設の規模、内容等にもよりますが、検討すべき内容と考えて

おります。  
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○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    お隣の南国市では、６月定例会一般質問でサニタリーボ

ックス設置の検討を進めていきたいと答弁されました。先日、南国市役所へお伺いしま

して、現在の状況をお聞きしたところでございます。答弁しました総務課では市役所本

庁舎など２８か所に、そして生涯学習課では公民館４９か所や体育館施設などに、総務

課と生涯学習課で１００か所ほどの男子トイレにサニタリーボックスの設置が完了して

います。  

  ③です。  

  本市での公共施設男子トイレへのサニタリーボックス設置状況をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  現在のところ、香美市の公共施設の中で設置されている箇所は３施設となっておりま

す。 

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ゼロでなくてよかったです。その３施設をお尋ねいたし

ます。 

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    べふ峡温泉本館に２か所、それから土佐山田給食センタ

ーに４か所、この前できました奥物部ふれあいプラザの公衆トイレに１か所ということ

になっております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    分かりました。  

  サニタリーボックスは品数も多く価格もいろいろですが、南国市では税込み１ ,００

０円ほどのボックスを購入、設置されています。総務課が設置されました２８か所の総

額は２万９ ,２６０円とのことでした。生涯学習課でも同じボックスが設置されていま

す。答弁しました都市整備課では公園を管理していますが、１１か所の公園への設置は

まだできていないが、来年度には設置するということでございました。  

  ④です。  

  本市での公共施設男子トイレへのサニタリーボックス設置を求め、今後の対応をお尋

ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  設置については今後検討いたしますが、トイレの規模、トイレブースの広さ、それか

ら、頻繁に清掃をしているトイレとか、そういうところも設置を検討するには考慮すべ

き内容となってきますので、いきなり全箇所というのは難しいかもしれませんが、私が

この前見ました金沢市の例を言いますと、まず１階、２階の男子トイレに調査員を設置
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して、利用状況がどうなのかということを検証しております。  

  先ほど３施設とお答えいたしましたが、今のところ利用はあまりないという報告も受

けております。何か所か設置いたしまして、邪魔にならないとか、苦情がないかとかい

うことも検討した上で、順次進めていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    先ほどの３施設ではまだ利用がないということをお聞き

しました。しかし、これはパッドとかおむつを使われる方が今まで施設になかったので、

利用もなかったのかもしれませんし、ぜひ設置に向けて、これからますます高齢化進む

中で、これに該当する高齢者は増加すると思いますので、お願いしたいと思います。  

  茨城県石岡市では、先ほど課長が言われたように、庁舎全部ではないことから、個室

トイレやトイレの入り口にサニタリーボックス設置トイレといった案内表示をして、市

民に利用していただいているという新聞記事も目にしたところです。それと併せて、香

美市が直接管理する施設以外、公共施設がほかにも市内にございますけど、その辺への

啓発もぜひ必要ではないかと思います。見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  今のところ多目的トイレにはサニタリーボックスがあるんですが、どちらかといいま

すと、女性向きの物を入れるボックスとなっておりますので、具体的にそういう物を設

置するというところについては、男性用のものであるとかいうような表記をしながら、

まずはトイレを整備していく前に、多目的トイレでありますとか、そういった広いトイ

レに設置して、議員もおっしゃられましたとおり、そういうものを設置したトイレであ

るというような表記で案内していきたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    課長は視察に行って見られたということですが、自分も

この前南国市で見たとき、これぐらいですので邪魔になるかなと、男子個室トイレでこ

れぐらいですね、高さがこれぐらいで１ ,０００円ぐらいのものを南国市は全てに設置

しました。先ほど言ったように１００か所近く。その辺も踏まえて、今後検討をよろし

くお願いしたいと思います。  

  それでは、次の質問に移ります。３項目、山田小学校正門から入ってすぐの前庭にで

きます水たまりへの対応を求め、質問いたします。  

  水たまりのできる前庭には滑り台など遊具もあり、低学年、特に１、２年生児童の遊

び場になっているようにお聞きしました。水たまりは広く、滑り台から下りた周辺は幅

７メートルほどの大きな水たまりになります。ほかにも小さな水たまりが５か所ほどあ

ります。前庭は少しではありますが、私が小学校当時の面影も残っている場所でもあり、

児童が何の心配もなく、休み時間に楽しく元気に遊べる場所であってほしいと望むとこ

ろであります。議員としての立場から一日も早く改修されることを望み質問しています
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が、山田小学校の卒業生として、後援会の立場からも一日も早い改修を望む次第です。

保護者からも小学校に対し改修の声が寄せられているとお聞きしました。  

  以上を述べまして、①です。  

  水たまりができますと、数日間は児童が楽しく滑り台などで遊ぶことができない山田

小学校前庭の現状に対し、どのような認識か、お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   御質問にお答えいたします。  

  前庭周りには低学年用の遊具があり、多くの児童が遊ぶ場所であるため、雨が降った

後でも利用できるように対策を図っていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ②です。 

  山田小学校から教育委員会に対し、水たまり改修の要望をしているとお聞きしました。

校長先生が自らバケツで水たまりの水を取り除く作業をされていることもお聞きしてい

ると思います。教育委員会ではこれまでどのような対応をされてきたのか、お尋ねいた

します。  

○議長（山本芳男君）   教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  校長先生からもお伺いしています。大変御苦労をおかけして申し訳ないという思いは

いっぱいございます。当初、児童クラブの送迎車の通行によるわだちなどにより、雨が

降った後、遊具下と一体となって大きな水たまりができていたため、車両通行部の舗装

を行ってほしいと学校から要望があり、見積書の徴取を行っております。  

  しかし、遊具周りは地盤が固く、水が浸透しなくなっており、車両通行部の舗装をし

ても、そこから遊具周りに向けて水が流れて入ってくるため、舗装ではなく、遊具周り

も含めた一体として地盤改良を行う必要があり、それを検討しております。当該見積書

の徴取を行っているところです。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    この後応急処置もお聞きするので、再度お聞きするよう

になるかもしれませんけど、今の答弁ですと、応急処置は考えずに、もうその硬い土地

を抜本的に改修するまで放置するということでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  放置するという意味ではなく、見積書を徴取しまして、今年できればしていきたいと

は思いますが、なかなか抜本的にするとなったら金額的にも大きくなりますので、後で

お答えするところにもつながっておりますが、来年度予算に計上するとかいうところも
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考えていかなければならないと思います。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    分かりました。後の答弁でも出てくるということで、こ

こで聞きたいことは自分も後へ回すようにしまして、雨天のため水たまりができ、どれ

くらいの日数で水が乾くか、雨天の後、毎日山田小学校に足を運びました。快晴、晴天

が続けば４日ほどで雨水は乾きます。４日です。４日で乾くのかと思うか、４日もかか

るのかと思うのか、判断はそれぞれだと思いますが、この間、児童が滑り台を滑り楽し

く遊べない事実は変わりません。  

  ③です。  

  砂利などを入れる応急処置であっても、その対応が求められると思いますが、見解を

お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   応急処置についてお答えいたします。  

  トンボやスコップにより土をならしたり、排水用ポンプを用いて水をはき出したりす

るなどの応急処置も試してみましたが、あまり効果が出ていない状況です。先ほど議員

がおっしゃられたように、晴天続きで４日も子供たちが遊べない状況が続いていること

は、大変心苦しいところではございます。ただ、効果が見込まれる応急処置につきまし

ては、費用も含めて対応を研究しているところでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    先ほど課長の答弁の中に、校長先生と児童クラブの関係

の方のバケツで水かきが抜けていましたので、その辺もぜひ認識しておいてください。

早う砂利を入れてもろたら、校長先生も腰の痛いが治ると言うていましたので、よろし

く。 

  応急処置として、あそこへ２トン車ぐらいで１車分の砂利を入れたら、盛るぐらいに

なると思うんですけど、そういう見積りというか、応急処置は考えられたのでしょうか、

お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  砂利を敷くということもいろいろと検討はしておりますので、そういうところも含め

て考えたいと思います。校長先生が大変御苦労されていることも理解しておりまして、

児童クラブの支援員さんにも御苦労をかけているというところは認識しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    ④です。 
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  大体お聞きしましたが、③まででほぼ答弁もされてきたと思いますけど、通告に従い、

抜本的な改修への取組も含め、今後の対応をお尋ねいたします。抜本的な改修という部

分も先ほどお聞きしましたが、応急処置で砂利を入れる場合の予算なんかももし分かれ

ば。砂利を入れれば、抜本的な工事に入るまでの応急処置として、児童があそこで遊ぶ

ことが可能ではないかと思いますけど、その辺は調べられているのか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  砂利とか砂のことについても検討は今しているところで、それをしたら子供たちが遊

べるようになるかというところも含めて、ちょっと研究しているところです。遊具周り

の浸透性確保のための地盤改良については、先ほども申しましたように、令和５年度予

算へ計上してまいりたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １０番、比与森光俊君。  

○１０番（比与森光俊君）    大体分かりました。ただ、一般の家庭とか自分の家庭に

しても、水たまりができて子供が遊べんとしたら、下水工事をして、パイプ通してする

間、遊ぶの辛抱しよってねと言うよりは、一月でも二月でも遊べるような状況にすると

思うんです。その辺も考慮しながら今後の対応をお願いして、一般質問を終わります。

ありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    比与森光俊君の質問が終わりました。  

  暫時休憩いたします。  

（午後 ２時３８分 休憩） 

（午後 ２時５７分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、１２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   １２番、日本共産党の笹岡 優です。政治の役割は市民の

生命と財産を守ることが第一義的な問題です。今回の質問は、本市のまちづくりの土台

に関わる問題を中心に据えてお聞きしますので、前向きで実効ある積極的な答弁を求め

るものです。  

  まず最初に、物部川の治水対策について質問します。  

  国土交通省は、物部川水系における流域治水の推進方針を発表しています。タブレッ

トの資料にもありますが、この上流部分の右端が山田堰の下です（モニターを示しなが

ら説明）。そこが決壊しますと、今、南国市の日章に造っていますが、南国日章産業団

地からグドラックの北にありますテクノ高知工業団地、空港、高知大学、高知高専も含

めて、大変広範囲に災害を受けると発表されました。  
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  ①です。 

  今回の推進方針の基本点が、どんな洪水が発生しても犠牲者ゼロを目指すとしていま

す。そのための施策として、氾濫を減らす、備えて住む、安全に逃げるの３方策による

被害の軽減策が中心的な柱になっています。この推進方針の全体計画についての本市の

見解をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    お答えいたします。  

  近年の気候変動等による水災害リスクの増大に備えるためには、これまでの河川管理

者中心の取組だけではなく、集水域から氾濫域にわたる流域に関わるあらゆる関係者が

対策に取り組む必要があります。このため、国や県及び流域自治体が連携し、物部川水

系流域治水協議会を令和２年８月に設立しております。本協議会では、施設能力を超え

る洪水が発生したことを前提に、どんな洪水が発生しても犠牲者ゼロを目標に上げ、氾

濫を減らす、備えて住む、安全に逃げるの３方策について検討を進め、物部川水系にお

ける流域治水の推進方針を取りまとめており、今後も引き続き連携して取り組むべき対

策などについて協議予定です。  

  物部川が氾濫すると、先ほども議員が言われたとおり、被害は甚大なものとなります。

そのため、物部川改修期成同盟会などを通じ、氾濫を減らすための治水対策の推進を国

に要望するとともに、香美市としても、備えて住む、安全に逃げるなどのソフト対策に

ついて、しっかりと取り組んでいかなければならないと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   本市も参加する物部川流域治水協議会ですが、協議として

提案された内容でして、現在進行形という認識でいいんでしょうか。これからこれを練

り上げていくというか、そこはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    ニュアンス的な感じの捉え方やと思いますが、方向性を

示されたものと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   まあ３つの方策で方向性が示された。これからどれぐらい

の頻度で協議会を開き、これをまとめ上げていく計画なのでしょうか。そこはスケジュ

ール等が出されていますか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    昨年度に第１版、本年度になって第２版が出されており

ます。１年かけた成果で変更、変更という形になっております。今後もある程度の変更

を重ねていく形にはなりますが、大体の方向性はそんなに大きく変わらないものと考え
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ています。年に２回とか３回とかの形になります。本年度も１回行っておって、方向性

の修正点があったり、各関係機関、特に各自治体での対応があれば発表して参考にし、

どのような形で各自治体が進むのか、方向性を決めていくものと認識しています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認なんですが、この内容を中心に据えた、この間、物部

川の濁水検討会もありました。その他いろいろ様々な組織や協議会がありましたが、基

本的に物部川流域治水協議会の方向性を核にして、他の組織も同じ方向を向いていくと

いう認識でいいんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    現在まで、あらゆる部門別に様々な組織、協議会があり、

その部門にて最善策を検討したものと考えられますが、横のつながりが薄く、治水担当

課としては苦慮していました。今回、国土交通省のお力もあると思いますが、横のつな

がりがなかったあらゆる協議会がまとまって、ある一定の方向性が示されたものと考え

ています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   次に、これが示された中身ですね（モニターを示しながら

説明）。河口から９キロメートルのところが決壊もしくは氾濫するということで、一番

最初に、氾濫したらこの青い線を真っ先に洪水の水が流れていく。それから後、このグ

リーンのところを流れていく。グリーンに行けば、南国市の後免町も含めてやられます。

これは空港からも含めて稲生へも行くわけですが、こういう形になっていくと。  

  ②に入ります。 

  物部川の右岸９キロメートルエリアの破堤、堤防が決壊する、２０１８年に決壊寸前

でした。線状降水帯が居座っとったら決壊していたということを国土交通省も認めてい

ますので、命の危険のある方が３,６３０人と予想し、これを３割軽減する、２,４３０

人に軽減するというのが第１版でした。今、第２版で見直しされて、家屋倒壊により約

２,９２０人の方々が危険にさらされ、プラス、最上階が浸水して約３,８２０人の合計

約６ ,７４０人もの住民が、命の危険がある人と位置づけられています。この点につい

て、本市はどのような見解をお持ちなのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    御指摘のとおり、令和２年度の検討では、物部川右岸９

キロメートル地点が破堤した場合には、現状のままでは約３ ,６３０人に命の危機があ

る一方、氾濫を減らす対策と備えて住む対策の実施により、約３割減の２ ,４３０人に

軽減することができると試算しています。  

  令和３年度に検討したところ、命の危険がある方が６ ,７４０人に増えましたが、氾
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濫を減らす対策、備えて住む対策の実施により、約５割減の３ ,３４０人まで軽減する

ことができるとの試算結果も得ています。この３ ,３４０人については、どんな洪水が

発生しても犠牲者ゼロとなるよう、安全に逃げる対策に取り組んでいくことが重要と認

識しています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ちょっとお聞きしますが、この協議会に本市としてはどう

いう意見を上げてきたのでしょうか、この内容も含めてですね。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）   治水部門であるハード、また、逃げてどうかとかいう、

備えるという形の防災面でのソフト、その両方についての方向性が示されました。それ

に向けて流域自治体がどのように持っていくのか、協議して進んでいかなければならな

いという形の中で、各自治体の協議が大事ですので、特に物部川流域３市の協議を大切

にしていくような形を取るようにしております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   次の資料③ですが、今回示されたのは、避難の方法として、

議論のたたき台ということで、右のほうに入ってるのは、立ち退き避難という設定、そ

して、左側の上にあるピンクの部分は２階に垂直避難できない平家の住宅、そして、そ

の必要のないところの３つに分類していますが、これを見て本当に大変な事態やなと。

この黒いところのほとんどが立ち退き避難、２階以上が浸水、浸水継続時間１２時間以

上、家屋倒壊等氾濫想定区域になると、この右のほうに書いていますね。左側も、２階

以上を有する建物がない場合は垂直避難が困難なわけで、これも立ち退き避難が必要な

地域も出てくるわけですが、これは協議会の中でかなり議論になったんじゃないかと思

うんですが、そこはどうですかね。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    当然、議論はしています。香美市につきましては主に調

整区域で、住居が少ないということもあります。ただし、それについても何らかの処置

を考えていかなければならないということで、たまたまその時期にマスタープランの委

員会を庁内で立ち上げていましたので、その中でも協議をしています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   本市として、この３分類に区分けしたことについての見解

はあるでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    あくまでも目安の３分類だと思っております。この中に
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は低いところ、高いところ、地形的な問題もありますので、一概にはいきませんが、こ

の色のついている方々には注意を願わなければならないし、今後、建て替えその他があ

れば、こういう形ですよと提言的なもの、指導はできませんが、提言的なものはしてい

かなければならない箇所と認識しています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ということは、この４月から例の都市計画内の市街化区域

等も、防災面も含めた要件が厳しくなってきて、広島県での災害関係も含めて、今、全

国で家を誘致する、進めてきた市街化区域内でも災害安全問題が考慮されるようになっ

ていますが、ここでちょっと聞きたいのは、この３分類も含めて、どこに避難するのか

いう深い協議はされているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    担当部署との協議は当然必要ですが、担当部署のほうで

香美市ハザードマップをつくってくれています。その中で、高台避難という指示は出て

いますので、安心しています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   担当課に振っても構いませんか、担当課からもお願いしま

す。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   お答えします。  

  下ノ村地区が破堤する地区になろうかと思いますけれども、その辺りで物部川右岸の

避難所としましては、主に楠目小学校、それから山田高等学校、土佐山田体育館、中央

公民館等、一段高いところにある大規模な避難所を大体想定しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   鏡野中学校は言われたかね、鏡野中学校は、この間私も指

摘したとおり、風水害というかね、水害被害の指定としては外れてるじゃないですか、

避難場所としては。大雨が降るときに鏡野中学校に避難させるのはまずいと思いますの

で、そこはよく検討していただきたいと思います。 

  ハザードマップをこういう形でつくっていただいています（資料を示しながら説明）。

この紫のところというのは、まさにこれ１０メートル浸水する地域となっていまして、

ここがこの前の２０１８年に５４３メートル、結局基礎から、川から集落を向いて水が

抜けていたと、本当に堤防が根底から破堤する危険性があったところがここなんですね。

私自身も今持ってきていますが、今でもこの状態というのは改善されてません。今、浸

食もされて、まだここの強度が担保できていませんので、ここが破堤する可能性もある
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わけですね。そうなってきた場合、こういう形になりますので、ちょっと質問なんです

けど、この防災マップに、先ほど言った資料③の黒いところを重ねることは可能でしょ

うか。結局、命の危険ということで指摘されて、立ち退きのところ、自分たちの住んで

いるところはどうかというのは、これだけでちょっと分からん。確かに紫のところは危

ないわけです。次のこれ、オレンジといいますか、これも危ないんですが、そこはどう

なんでしょうかね。この２つを合体させたハザードマップをつくる必要性はどうでしょ

うか。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   黒い部分を重ねるということにつきましては、次

の防災マップ更新の際には検討してみたいとは思いますけれども、データとしては取り

出すことができると思いますし、周知には２つ使えばできるかなと思いますので、今後

において検討課題としたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ③に移ります。 

  流域治水の推進方針は地域住民に知らされていません。市の責任において地域住民に

知らせ、協議する必要があるのではないでしょうか、見解をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    物部川水系における流域治水の推進方針（第２版）につ

いては、国土交通省において記者発表し、ホームページにも記載されていますが、この

取組が市民の皆様に十分伝わることが重要ではあるとは認識しています。香美市として

も今後、防災対策課の協力を願い、広報の防災特集などでＰＲできればと考えています

が、あわせて、自主防災組織や市の防災対策課などの関係機関へも十分な周知を行って

いかなければならないとは思います。やはり地域住民に知らせることは協議もしました

が、ハザードマップ、危険な状況の周知及びマイタイムライン、逃げ方等が一番重要で

あると考えていますので、そこら辺どうリンクさせていくのかが課題と考えています。  

  また、あわせまして、私どもはちょっと宣伝が下手というところもあって、あらゆる

機会では言っておりますが、今後も流域治水という言葉を宣伝していかなければならな

いと思います。そのために、今日は、市長にもつけていただいていますが、「流域治水」

バッジを流域で作ってくれたので、市長のほうは僕よりちょっとええ色で、色があまり

気に入りませんけんど、私この色好きではありませんが、このような形で機会があれば

流域治水を宣伝していきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   先日、水防団は国土交通省から説明を受けてるんじゃない

でしょうか。  
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○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    私のほうでそのことは聞いておりませんが、一応水防団

関係の防災対策課とは協議していますので、再度説明もしてくれるというふうに確認し

ております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ですから、確かにこういう形では出ています（資料を示し

ながら説明）。ところが、今回の発表された中身や方針を見たときに、あのエリアはち

ょっと深刻な対応が必要じゃないでしょうか。ですから、このエリアに特化した防災マ

ップと避難計画を含めた資料を作って対応しないと、確かに全体は分かりますが、やっ

ぱりこの物部川流域の防災マップ、先ほど言った命の危険のエリアの問題、同時に、逃

げる方法の問題を含めた手だてが必要じゃないんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    堤防の危険箇所につきましては、今年も国土交通

省が現地の危険箇所といいましょうか、修正している場所を、市長と一緒に説明して回

ってくれたことがあるんですけれども、そのときに消防職員も消防団の代表の方もおり

ました。どういったところに気をつけて確認するのかといった説明もされておりました

ので、今後におきましては、水防の関係、消防の関係とも協議を重ねて、提示できるも

のを作成するのかも検討していきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   推進方針の内容を市のホームページに貼りつけるというこ

とも含めて、国土交通省の高知河川国道事務所にアクセスするリンクを貼るとかで、こ

の内容を知らせる手だてというのは可能でしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    一応リンクを貼ることが可能ということは国土交通省に

確認取りました。あと、ホームページ上にどのような形で載せていったらいいのかとい

うがは、市の中の問題と考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ぜひちょっと特化した手だてを打てないものかなという。

これ市長、どうですか。この地域の今回出された方向というのはちょっと深刻な話なわ

けですから、全体的な防災マップやなしに、この物部川流域治水問題に特化した防災マ

ップも含めて、市民を守る手だてが必要ではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員御指摘のように、情報発信はしっかり届けることが重
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要であると、私も認識しております。今、国とも協議しながら情報をいただいておるわ

けではございますが、当然、先ほどからお話があったように、９キロメートルの破堤に

よってどれだけ影響が起こるのか、この問題は香美市だけではなく、南国市、香南市も

当然関わる話でもあります。協議会ができておりますので、３市とも連携しながら、情

報をどのように住民に届けていくかもしっかりと検討してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ④に移ります。 

  過去の最大規模な洪水に匹敵する雨量が見込まれた時点で情報提供するとしています。

それは香美市も含めた沿川自治体、高知地方気象台とウェブ会議を開催し、事務所から

情報提供することとなっています。この間ウェブ会議も４回開催されていますが、どの

ような内容だったのでしょうか。その詳細をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    台風などの災害が起こりそうなとき、災害時などには国

土交通省や気象庁などから防災担当課へ連絡があり、互いに情報共有しています。本年

９月の台風１４号時もウェブ会議による情報共有を行いました。内容の主なものは、今

後の気象情報や雨量、水位などの見通しとなります。今回は事前に報道されたような大

雨にはなりませんでしたが、状況によっては、避難指示の早期発令など、迅速な防災対

応につながるような取組であると考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認なんですが、その会議には当然、国土交通省、高知地

方気象台、それから香美市、香南市、南国市等も含めて、高知市が入るときもあるんで

すかね、それから同時に県も入るんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    今回の場合は、議員の言われるとおり、県も入っており

ました。気象庁、当然入ってます。国土交通省も入ってます。それと、流域関係者とし

て高知市も当然入ってますが、物部川関係と仁淀川関係の自治体も一緒に入ってくれて

いました。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   その場合の議長役というか、進行役というか、どういう形

になっていますか、その会議の内容ですね。ちょっと詳しくお願いします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    どこも同じような立場で参加していますので、議長とい

う言葉ではなく、進行役という形になろうかと思いますが、統率的な話で国土交通省が

執ってくれておりました。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   これ消えたけど構んかね。  

○議長（山本芳男君）    暫時休憩します。 

（午後 ３時２５分 休憩） 

（午後 ３時２６分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  １２番、笹岡  優君。  

○１２番（笹岡 優君）   資料④の図が物部川流域の全体的なあれですが、永瀬ダム

までを含めて奥行きが広いという、じょうごの役割をするような地形になってます。永

瀬ダムまで大体降った雨が４時間、永瀬ダムから、先ほど言った決壊寸前となったあの

下ノ村まで、大体１時間で来ると言われています。  

  ⑤です。  

  こういう地形を持っていますので、災害発生の危険度である警戒レベル１から警戒レ

ベル４まで、本当にこの物部川に降った雨なのか、香北町なのか、土佐山田町なのか、

どこに降った雨なのか、永瀬ダムの水位、物部川深渕の洪水などの判断指針が要るんじ

ゃないでしょうか。そこの判断指針に基づいて進めていかなければなりませんが、流域

治水協議会の協議はどういう形になっているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  警戒レベルとは、災害発生のおそれの高まりに応じて５段階に分類した、居住者等が

取るべき行動と、その行動を促す情報とを関連づけるもので、警戒レベル１及び警戒レ

ベル２は、気象庁から発表される早期注意情報、気象注意報であります。警戒レベル３、

高齢者等避難、レベル４、避難指示及びレベル５、緊急安全確保は、市町村長が発令す

る避難情報であります。 

  本市における避難情報の発令につきましては、その判断基準を香美市避難情報の判

断・伝達マニュアルに定めております。なお、判断基準につきましては、国や都道府県

から発表される警報、キキクル、水害リスクラインなどの警報レベル３、４または５に

相当する防災気象情報やそのときの気象、河川等の状況を目安とする内容となっており

ます。協議会の中でもこういった情報が協議事項に入っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ⑤の資料を見てください。左側の下の安全に逃げるのとこ

ろですね、ここの過去のデータを見ていただいたら分かるとおり、降った雨と最高水位

とが一致してないというか、比例的に上がらないんですよ。それが一つの判断の難しさ
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かもしれませんが、それを含めて、今後本当にどういう判断をしていくか、かなり国土

交通省も含めて知恵を出していかないと、そしたらぎっちり皆さん避難してくださいと

なるのか、この立ち退き避難の方々も含めて。 

  これ本当によく議論しないと、安全なところも、確かに土佐山田町のまちまで上がっ

てくれば安心なんですが、この判断で、高齢者の方々はそしたら誰が運ぶのかも含めて

全部かなり吟味しておかないと、大変な中身と思いますので、その辺をぜひ細部につい

てやる必要があります。物部川の場合は、香南市深渕の水位計を基準にしています。国

土交通省に確認したら、過去のデータがこの深渕しかないから、判断する場合に過去の

データとの関係をやるためにも、やっぱり深渕の水位をやっている。下ノ村にもこの間

水位計をつけました。それも含めて、そのときの上流域の豪雨強度、そして雨量が９キ

ロメートル地点に到達する時間や深渕の水位など、総合的に勘案した判断基準が要るん

じゃないかと思いますが、この点はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  物部川につきましては、国が管理する区域と県が管理する区域で判断基準が異なりま

す。まず、国が管理する区域につきましては、気象警報、キキクル、洪水予報、水害リ

スクライン、それから深渕観測所の水位などの情報を判断の目安としております。また、

県が管理する区域につきましては、気象警報やキキクルなどの情報を判断の目安として

おります。また、両区域の共通目安として、永瀬ダムの放流に関する情報があります。  

  物部川の国が管理する区間に関しまして発表される洪水予報や水防警報につきまして

は、深渕観測所の水位で判断されております。洪水予報の氾濫危険情報につきましては、

実況水位が氾濫危険水位に到達した場合に発表されてきましたが、見直しが行われまし

て、本年６月１３日以降は、これまでの運用のほかに、水位が急激に上昇し、３時間以

内に氾濫する可能性のある水位に到達する見通しとなった場合には、予測に基づいてそ

れぞれの情報が発表されることになっております。  

  平成３０年７月の豪雨で河川の氾濫が発生しました土佐山田加茂につきましては、氾

濫開始相当水位を避難情報の判断目安としております。氾濫開始相当水位とは、水位観

測所の水位で換算した水位を言いまして、物部川の国が管理する区間につきましては、

先ほどから出ております深渕観測所の水位で換算することになっております。具体的に

説明しますと、観測所における無堤防区間の水位が避難判断水位３メートル８０センチ

メートルに到達したときは、土佐山田町加茂では氾濫開始相当水位に達したことになり、

これは警戒レベル５相当の情報ですので、警戒レベル５、緊急安全確保の発令の目安と

なります。  

  先ほどちらっと出ました香美市避難情報の判断・伝達マニュアルでは、警戒レベルご

とに判断基準を定めておりますので、警戒レベル５だけではなく、レベル３、レベル４

の判断目安がそれぞれあります。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   加茂の堤防がないところは越流していくというのは分かり

ますけど、問題はこの９キロメートル地点の氾濫と破堤なんですね。と人的な被害が起

こる可能性が高いわけですので、ここでちょっともう一回確認しますが、物部川水系流

域治水協議会には防災対策課が関わることはできるんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    この協議会に関わることはできます。会議のとき

には参加もしております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ⑥に行きます。 

  氾濫を減らすとなっていますが、氾濫をなくすではないんですね。この氾濫による被

害を受けるエリアには、本市の大切な水道水源の施設があります。また、高知県の食料

を支える香長平野、高知平野の農業従事者、産業、経済に甚大な被害をもたらすことに

なります。この認識はあると思いますが、そこで、伺います。河川整備計画の見直しで、

堤防強度策を講じる必要性についてどのような見解をお持ちなのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    気候変動により洪水時の河川流量が増加することから、

気候変動に対応した河川整備基本方針や河川整備計画を見直すことが必要とは認識して

います。これまでも国のほうには要望しているところです。その中で、氾濫を減らす対

策として、洪水時の水位を下げるための対策である河道掘削などと同時に、堤防等強化

を行う必要があると考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   以前、私もこういうインプラント堤防の内容も含めて提案

しました（資料を示しながら説明）。本当に堤防強度の手だてを打つためには、河川整

備計画の見直しのためにも、先ほど言った基本方針そのものの、深渕のところは１秒間

でどればあ流すかという根本を、やっぱり変えなければなりません。 

  国土交通省の資料を見ますと、地球温暖化であと２度上昇したら、これまでの降雨強

度、雨が１.１倍になる。また、流量は１ .２倍になる。そして、洪水発生頻度は２倍に

なるという資料なわけですね。ですから、今の河川整備の方針だけでは対応できなくな

っていますので、市長、本当にこの強度の問題、見直しの問題、ぜひ声を上げてくださ

い。９キロメートル地点は被害も含めて絶対決壊させたらいかんのです。それはどうで

しょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  
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○市長（依光晃一郎君）   議員がおっしゃるように、右岸の９キロメートルが重要で

あるということは、私自身も現場を見させていただきました。また、国土交通省のほう

とはやり取りもさせていただいておりまして、本当に恐縮なんですけれども、所長が何

回か市長室まで来られて、いろんなお話もしてくださっています。その中で、まさに言

われるように、これからの気象条件、温暖化の影響もあるんでしょう。いろいろな意味

で洪水が発生するということを国のほうも理解しております。私も市長としまして、国

土交通省あるいは財務省も含めて、予算の獲得というような形で、一緒になって、言わ

れたような広報も含めて検討すべきであると考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ぜひ県のほうにも動いていただいて、これ高知県経済の大

打撃になる話ですので。これが先ほど言った９キロメートル地点の堤防の底がどんどん

洗われている状態で（資料を示しながら説明）、これがまだ改善できていません。それ

から、河川整備計画の見直しは住民の意見を聞くことになっていますので、ぜひ、先ほ

ど言ったこの実態というのをやっぱり知らせていくと同時に、住民参加をお願いしたい

と思います。  

  そうしたら、⑦です。  

  南海トラフ巨大地震による津波遡上で堤防が壊れる破堤、また越流などの検討はされ

ているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    津波対策においてですが、２つのレベルの津波を想定す

るとされています。一つは住民避難により命を守ることを目的とした最大クラスの津波、

Ｌ２津波と言いますが、もう一つは、海岸堤防などによって津波の浸食を防ぐことを目

的とする比較的発生頻度の高い津波、Ｌ１津波です。香美市においては、最大クラスの

Ｌ２津波の場合も浸食被害は発生しないとなっております。なお、物部川河口部におい

ては、国土交通省により、比較的発生頻度の高い津波、Ｌ１津波への対策は完了してい

るとのことです。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ⑧に行きます。 

  永瀬ダムの改良については、どういう議論になっていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    先ほど来の流域治水の推進方針、また物部川濁水対策検

討会の取りまとめ報告書などに、永瀬ダムを含む３つのダムの連携を行うとともに、ダ

ムの改良などの抜本的な対策も記載されています。今後、山林の荒廃や濁水の長期化、

ダム貯水池への堆積、また川堤防の洗掘や川床の上昇や低下、河床材料の変化及びアユ

などの産卵場の減少など、山から海まで一体となった環境変化などの諸問題を根本的に
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解決するため、物部川流域の関係者全員で永瀬ダムを含めた３つのダムの連携を行うと

ともに、ダムの根本的な対策を検討、実施すべきと考えています。ダムの根本的な対策

については今後の課題となりますが、永瀬ダムを含めた３つのダムは香美市にあること

から、国・県、香美市が中心となり、今後検討は進めていかなければならないと思いま

す。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   以前も指摘しましたが、今、永瀬ダムの上流部で、表に出

てる堆砂を運んでいって、安芸市方面の海に投入しているんですね。ところが、ダム湖

にたまっている土砂というのは取れていないんです。ですから、洪水調整機能がどんど

ん落ちてきているということですから、今考えられるのは、これが徳島県の那賀川長安

口ダムですが（資料を示しながら説明）、こういうクレストを下げていますけど、こう

下げて事前放流する方向でやると。今どうしても永瀬ダムはクレストが高くて出せない

んですね。だから、その事前放流ができる形にやっていくのか、愛媛県の肱川の鹿野川

ダムの洪水吐けトンネル（資料を示しながら説明）、こういう形でやるしか今はないの

かなと。なぜかといえば、吉野ダム、杉田ダムも含めて土砂が下流域に行かないから、

河床洗掘されていってダムの破堤につながるという悪循環が、もともと日本の中でも物

部川は最も勾配のきつい、短い、ほとんど直線の川ということで、こういう川に負荷を

かけ過ぎてきたんやないかということも含めて、今本当に見直しをしないといけないと

思いますが、こういうことも含めてやるということでいいですかね。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    工法については今後の課題と考えております。あくまで

も地形等の問題と用地、それとどういう形で一番先に流したらいいのかという問題もあ

ろうかと思います。それに対する環境もありますし、また、下に２つの県公営企業局の

ダムもあります。それも含めての検討という特殊要素があるので、今後どのような形で

いくかはまだ見えていません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ⑨に移ります。 

  その２つの下流域のダム問題ですが、治水ダムやなしに、利水ダムとしての杉田ダム、

吉野ダムの在り方が今問われています。県の公営企業局が発電で得た利益、お金ですね、

これを物部川の再生や社会貢献に生かすように求めていくときではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    県公営企業局の発電等利益については把握していません。

ただし、現在でも高知県公営企業局ダム周辺環境整備事業交付金として、令和３年度よ

り年２ ,５００万円程度の交付があり、ダム周辺地域の生活環境整備に利用しています。
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今後、公営企業局交付金要綱上利用が可能であれば、物部川再生や社会貢献に特化する

ことは可能となりますが、その分環境整備ができなくなり、地域要望に応えられなくな

ることから、現状では難しいと考えています。  

  県公営企業局においても、周辺整備事業については現地に出向き協議対応してくれて

おり、何か特化する案件があれば協議しております。あわせて、交付金の追加などにつ

いては、毎年担当課より要望しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   市長も県公営企業局の件は知っていると思いますが、県の

公営企業局が発電した収益は、県の財政に繰り入れる仕組みになっていないんですね。

ところが、これ資料見てみると、川口にある住友共同電力は、使ってる水は１秒間に

４.２トンで常時１,４００キロワット発電しています。住友共同電力のもう一つの五王

堂は、３.８トンで２,３００キロワットやっています。ところが、吉野ダムは３７トン、

杉田ダムは４０トンと１０倍以上あって、実際発電しているのは、吉野ダムが９８０キ

ロワット、そして杉田ダムが２ ,７００キロワットということですから、今の物部川の

実態も含めて落差もないから、あのダムでの発電というのは本当に今見直しを考えんと

いかんのやないかと。ぜひここは農業用水の在り方も含めて検討が必要と思います。こ

の点で何かありましたら。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   ダムの発電効率につきまして、私も詳細に承知しておるわ

けではございませんが、県の公営企業局の考え方としては、四国電力に売電して、その

利益でもっていろいろな設備を更新しているということは私自身も存じております。  

  今回お話にあったように、物部川の治水について、公営企業局の利益をそこに出せる

のかどうかというと、私自身も厳しいというふうには思っておりますが、いろいろな技

術の進歩も含めて、県から永瀬ダムや吉野ダムを含めた改良ということがあるのであれ

ば、しっかりと香美市としても協力して、治水にも利水にも使えるような、住民サービ

スの向上につながるような施設として、しっかりと維持管理していきたいと考えており

ます。 

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   その公営企業局が得た利益が地域の社会貢献に生かされて

いないというか、本当に弱いというか、けれども片一方で、やっぱり物部川は大変大き

な臭いの問題、濁水問題も含めて深刻になっていますので、ぜひこれは研究いただきた

いと思います。  

  大きな２番目の質問に移りたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会と

したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、本日の会議は延会することに

決定いたしました。  

  次の会議は１０月１３日午前９時から開会いたします。  

  本日の会議はこれで延会します。  

（午後 ３時４９分 延会）  
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議事の経過  
（午前 ８時５９分 開議） 

○議長（山本芳男君）    おはようございます。ただいまの出席議員は１８人です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。  

  議事日程は、タブレットに掲載したとおりです。 

  日程第１、一般質問を行います。通告順に従いまして順次質問を許可します。  

  １２番、笹岡 優君。  

○１２番（笹岡 優君）   おはようございます。昨日に続きまして一般質問を行いま

す。 

  ２番目の食料自給率向上策と食の安全について質問します。  

  タブレット、スクリーンに載っていますけど、６月定例会議でも提案しましたが、今

１反（１０アール）当たりお米を作るのに、どれくらいのお金がかかっているかという

内容です。これは南国農業機械銀行推進協議会の農作業料金に基づいて作っています。

次の表は、政府が示しています農地面積の減少、その減少率ですが、本当にこのまま推

移すれば深刻な事態になります。それから、基幹的農業従事者の減少関係の推移も示し

ています。このまま推移すれば、本当に日本の状況はどうなるのでしょうか。  

  ①です。 

  ６月定例会議での質問で、１反（１０アール）当たりの稲作にかかる経費を示し、低

迷する米価と肥料・飼料高騰で広大な農地の保全が困難になっていることを指摘しまし

た。今年の米価も深刻です。６０キログラム当たり９ ,０００円から１万円弱でした。

来年は稲作をやめるなど、放棄せざるを得ない農業従事者の苦悩があります。農地を持

つ方々の努力で乗り切れる状態ではなくなっています。本市としてここに必要な手だて

を打つ必要性について、どのような認識をお持ちなのでしょうか、お聞きします。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   おはようございます。お答えいたします。  

  近年、コロナウイルス感染症の拡大に伴う外食産業の低迷や、主食用米需要減少など

の影響により、米価は下落傾向にあります。また、ロシアによるウクライナ侵攻や円安

の影響を受けまして、燃料や肥料、飼料の高騰なども相まって、農家を取り巻く環境は

これまで以上に厳しい状況であると認識しております。  

  本議会の補正予算に計上しております燃油高騰対策を初めとして、肥料や飼料に係る

高騰についても、早期に実効性のある支援策を講じることを検討しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認なんですが、広大な農地保全には稲作を守る手だてが

必要との認識はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  



－4－ 

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  広大な農地の保全を図るためには、農業経営の安定化を図り、農業を継続していただ

くことが重要となります。農家の過半を占める稲作農家の多くが離農することになれば、

耕作放棄地が増大することとなり、農地の保全に支障を来すことになります。このため、

国においては、米の需給安定、稲作農家の経営安定を図るために、水田活用直接支払交

付金や収入保険などの事業を実施しております。  

  稲作農家の皆様におかれましては、これらの事業を効果的に御活用いただき、農業経

営の安定化につなげていただければと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   そのやり方でこうなっているわけですね。  

  ここにペットボトルがありますが、お水を買ったら１００円から１１０円するんです

ね。ところが、これに米をいっぱい詰めたら８３円なんです。これは６００ミリリット

ルですが、５００ミリリットルでは６９円、これでやっていけるはずがないじゃないで

すか。だから、需要競争では絶対に農地が守れないというのは、もう明らかになってい

るわけですよ。今の施策では絶対守れませんので、２０１９年１２月定例会で、香美市

のダム周辺環境整備事業、また電源立地地域対策交付金事業等の財源を使った支援策が

できないか検討をお願いしましたが、この点はどうなったんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  農業従事者への支援につきましては、農業を対象とした農林水産省などによる各種施

策を優先的に活用することとしております。現時点では、ダム周辺環境整備事業や電源

立地地域対策交付金を農業従事者への取組に活用することは検討しておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   先ほどの答弁でありましたが、肥料等の高騰に対して何か

支援策を検討するというのは、いつ頃までにやるんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   燃油や肥料・飼料や生産資材などの物価高騰に対しまし

て、今議会の補正予算に計上しております燃油高騰対策の補助のほか、肥料・飼料への

対策については、県の９月補正予算の事業も踏まえまして、現在支援を検討していると

ころでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   いつ頃までに示せるでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  
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○農林課長（川島  進君）   今度の１２月補正予算に計上しようかと検討中でござい

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   タブレットにもありますように、日本の食料自給率は減り

続けていって、カロリーベースで今３８％という状況です。ただ、資料⑦に書いていま

すように、日本の食料輸入依存度は、小麦は８５％、大豆は９５％、飼料は７５％、そ

して、牛肉６４％、豚肉は５０％、鶏肉も３７％ということで、もうほとんどが外国に

依存しています。  

  ②の質問です。 

  本当にこういう中で、日本の食料自給率の低さは危機的ではないでしょうか。この点

についての認識は一致しているんじゃないでしょうか。まずここが第一点です。このま

まいったら食料が本当に大変なことになるという点はどうでしょうか。  

  四国は自給率が低いんです。一番高い高知県でも４２％、あとの３県は低いんです。

高知県も米を含めて他県から輸入、買い取っています。物流はトラック輸送に頼ってい

ますが、これは高知新聞に出ていましたね、もうトラック輸送は本当に悲鳴を上げてい

ます。運転手もいないし、燃料の高騰を含めて、これからまだ燃料が上がってきます。

そういう中で、物流はトラック輸送ですので、南海トラフ巨大地震等で３つの瀬戸内海

の大橋が通れなくなった場合は、真っ先に四国は食料不足に陥る地域であることをまず

認識することが必要です。南海トラフ地震が起こったときには、当然港も使えません。

今こそ地域から食料自給率を高める具体的な取組が必要ではないでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  日本の食料自給率は３８％で、食料の多くを海外からの輸入に頼っています。現在の

食生活に必要な食料全てを国内生産で賄うことは困難でありますが、一方で、輸入につ

いても異常気象や自然災害、政情不安など、様々な要因による不安定な要素が存在して

います。  

  このため、食料・農業・農村基本法において、国内の農業生産の増大を図ることを基

本としつつ、安定的な輸入といざというときの備蓄と適切に組み合わせることにより、

食料安全保障を確保することとしています。  

  香美市におきましても、国の方針に基づき、地域の食料自給率を高める取組を推進す

ることは重要であると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   政府は２０２５年、あと３年ですね、４５％の目標を掲げ

てきたわけですが、もう不可能です。今国連も、２０６０年には世界の人口が１０２億
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人になると指摘しています。ですから、ぜひ今大切なことは、先ほど指摘したとおり、

お米を中心に農地を保全しながら、食料自給率をどう高めるかということを考えなけれ

ばなりません。  

  そこで、地域で支える仕組みというのはＣＯ２削減にもなります。フードマイレージ

の関係も含めて、それから流通を通せば通すほど消費税がかかります。地域循環型経済

システムの観点からもこれは重要ではないでしょうか、この視点はどうでしょうか。地

域で食料を支えていく、昔からの身土不二、三里四方、旬の味という原点に立った関係

はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   お話がありましたとおり、世界の情勢も含めて食料危機、

これから世界で食料の奪い合いが起こるであろうということは私も認識しております。

その際には、まず、日本においての国策として、どういった形で食料を確保していくの

か、国の中で決めていくべきものであろうと思います。もう１つは、環境のところから、

日本はいろいろな食料を捨てている実態もございます。そういった意味で、地産地消、

先ほどフードマイレージのお話もありましたが、国策自体がそういうふうなエコ、また、

食料問題をしっかりと考えていく形で進んでいってほしいと思います。  

  まず、香美市ができることとしては、やはり地産地消を高めていく。香美市にはいろ

いろなマーケットも最近ありまして、少量ではありますが、自分たちで作った野菜であ

ったり、いろいろな加工品を販売しながら、地域で自家消費しようというような運動が

あることも知っておりますので、そういった考え方も市として応援しながら、大きな枠

組みは国で考えていただかんといかんところではありますが、香美市としても、環境に

も優しく、また、食料自給率を高める政策は、しっかりと検討してまいりたいと思いま

す。 

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡  優君）   良心市では白米が５キロ１ ,５００円で売られているんで

すね。ということは、１俵当たり１万８ ,０００円、今年は１俵当たり１万円でしょう。

道の駅では、１俵当たり大体２万６ ,４００円、白米５キロ２,２００円で売られていま

す。スーパーではそれぐらいで皆さん買っていると思うんです。ですから、米を買うと

いう仕組みはあるんですよ。ただ、問題は、生産者のところにその補償がある仕組みに

なっていないため大変苦労していますので、そこをぜひ考える必要があると思います。  

  今、本当に農政を預かるセクションとして大事なのは、現状認識の一致、このままい

ったら食料不足になる、農地が荒れてくる、耕作放棄地が増えるという一致点を埋めた

ら、方向性をまず決めて、取組の一致を求めていって、実践での協働と情報の共有をし

て、地域の集団づくりを進めていく。それをやっぱり次の子供たちに継承していく、担

い手をつくっていくという循環型をどうするかが必要じゃないかと思うんです。残念で

すが、今国はなかなかまだその方向性に向いていない、ベクトルが向いていない状況な
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んですよ。ですから、先ほど言ったように、あと３年後に４５％にする目標はもう本当

に不可能になっていますので、この点を含めてどうでしょうか。この方向性、認識の一

致、方向性の一致も含めて取組を方針化していくということはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   おっしゃるように、私も水稲をしっかりと国において維持

できる体制をつくっていきたいと思っておりまして、これは我が自民党が、私も自民党

の所属でおったんですが、ずっと地方から声を上げている現状です。  

  ちょっと例として、お米の産地東北なんですが、実は自民党は東北が最近弱いんです。

それは何かというと、自民党に裏切られたというようなこともあって、なかなか東北の

自民党は苦労しておるところであります。また、地方の国会議員議席もだんだん減って

くる中で、都会中心の政治になりつつあるところに、自分自身も地方から声を上げてい

るような状態です。 

  国策となると、国会議員、あるいは国政の中で決めていかないかんところはあると思

いますが、その中で、やはり高知県、あるいは香美市の中でどうやって農地を守ってい

くのかといったところでは、１つには水路の維持管理も含めたいろいろな要素があると

思うので、少しでも農家の皆さんに頑張っていただけるような香美市政をしっかり行っ

てまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ぜひこの手だてを研究し、私も提案しますので、お願いし

ます。 

  ③です。 

  ６月定例会議でも、集落営農組織の申請、実績報告など、事務的処理に人的な支援策

を検討してもらうよう提案しました。また、デジタル化なども含め、事務簡素化の協議

はしてきたのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  集落営農組織での事務的処理に係る人的支援策につきましては、御相談いただければ

県と市で連携を図りながら支援を行うことが可能でありますが、あくまでも側面的な支

援となります。地域をどのように支えていくのか、継続して活動を続けていくのかは、

組織構成員の皆様で主体的に考えて行動していただく必要がありますことは、御認識い

ただきたいと考えます。 

  事務の簡素化につきましては、補助金であります以上、一定の書類整備への御理解い

ただきたいとは思いますが、省ける書類や様式の簡素化など、今後も見直しを検討して

いきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 
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○１２番（笹岡 優君）   タブレットやスマホなどを活用して、必要なデータを入れ

てただ送信すれば可能ということを本当にやらないと、これを何ぼ必死でつくったとし

ても農家の方の所得になりませんので。この簡素化については、具体的な協議をすると

いうことでいいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  農業部門では、農林水産省所管事業以外のオンライン化に対応したシステムが開発さ

れておらず、従来どおり紙媒体での申請となりますが、本年６月に施行しました、申請

書等の押印の特例に関する規則により、押印を省略できる様式を定めておりますので、

補助事業等も、申請者からの電子メールなどにより、インターネット経由で申請手続が

完了するものも増えてきております。デジタル化を含めた事務の簡素化につきましては、

市民の皆様の負担軽減と利便性向上を図るため、今後も引き続き検討を進めていきたい

と考えます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   これは、明治・岩村地域の航空写真のデータです（資料を

示しながら説明）。これに、農家の方々の持っている農地と聞き取りを含めて落として

みましたら、かなり飛んでいます。  

  そこで、④の質問です。 

  人・農地プランが市町村に義務化されまして、農業委員会を実動部隊として農地の集

約・集積し、この目標地図をつくることが求められているのではないでしょうか。この

一方的なやり方に対して、全国の市町村で困惑が広がっていますが、この点についてど

ういう形で推進していく考えなのか、まずそこをお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    農林課長兼農業委員会事務局長、川島  進君。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（川島  進君）   お答えします。  

  人・農地など関連施策の見直しに係る説明会が農林水産省主催で開催され、目標地図

を含む地域計画を令和 6 年度末までに策定との説明がありました。目標地図は農業委員

会が素案作成を担うこととされ、農地利用最適化推進委員やＪＡなど関係者の協力を得

ながら、タブレット等で収集した農地の出し手、受け手の意向を基本に、人・農地プラ

ンで作成した地図をベースとしまして調整を行い、素案作成を進めることとされており

ます。 

  素案完成後は、農林課が中心となりまして、地域計画の案と併せて関係者へ意見聴取

や説明会を行った後、目標地図を含む地域計画を策定、公表することとなります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   令和６年度末までは結構大変ですよね。農業委員の方々は、
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自分の農地保全というか、自分の都合でいっぱいなんです。ですから、かなり農業委員

会の力がなければ進めることができませんし、集積と集約の関係の案づくりをしていく

わけでしょう。これは大変な作業になると思うんですが、それについて体制的にも大変

という認識はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   国の政策として、未来の農業の在り方を考えていくために

計画を立てるということでありまして、私自身はこの方向性をしっかりと香美市でも進

めていきたいと思っています。  

  ただ、その意向調査も含めて相当のマンパワーが必要であると思っていますし、また、

農業者の皆様方の御協力も当然頂かんといかんと思っております。その中で、どういっ

たやり方がいいのかということに関しましては、いろいろな市町村、全国的にもやる事

業でありますので、しっかりと情報収集しながら、できるだけ効率的な形で、職員のマ

ンパワーも限られておりますので、そういったところにも私としては気を配りながら、

この計画自体を進めてまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確かにそれはそうですけど、大変なこれがね、先ほど見せ

たとおり、飛んでいるやつをうまく適地適作でやっていくということは、すごくいい方

向ではあるかもしれませんけど、やり方はすごく大変と思いますので。  

  ⑤に移りたいと思います。 

  今突きつけられているのは、食料、種、肥料、飼料などを海外に過度に依存している

事実だと思います。種、肥料、飼料などを勘案すれば、日本の食料自給率は１０％から

２０％まで低くなるんじゃないでしょうか。  

  お手元の資料⑥の下側を見ていただいたら分かるとおり、カロリーベースの食料率は

３８％ですが、飼料とか種を含めた自給率は極めて低いんです。一方で、輸入小麦に対

する脳神経を冒す除草剤、グリホサートなどが検出されております。そして、農薬、遺

伝子組換え食品の問題、ゲノム編集食料の安全問題。以前ありましたが、私たちの学校

給食は脱脂粉乳を飲みました。ところが、高知県議会でも問題になりましたが、セシウ

ム、ストロンチウム量、アメリカの核実験関係等ということで、学校の先生までが飲ん

だ後下痢するということもありました。日本人のがん発生との関係等も含めて、因果関

係は分かりませんが、そういうことがありました。ぜひ本市として、児童の権利に関す

る条約（子どもの権利条約）、昨日同僚議員からもありましたが、第３条、第６条から

も学校給食への対応も含めて、有機農業を促進する里づくりに取り組む考えはないでし

ょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  国のみどりの食料システム戦略でも、２０５０年までに耕地面積に占める有機農業の
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割合を、２５％に拡大することを目指す方向が示されております。有機農業は、消費者

の安全・安心な農産物への需要や、農業生産活動における自然環境への負荷軽減につな

がり、また、肥料の高騰による農業経営への影響を緩和するためにも、化学肥料の使用

低減は重要な取組であると考えております。  

  一方で、通常の栽培方法に比べて防除対策が難しく、作業時間の増加、収量減少のリ

スク、有機農業に適した種苗の確保、土壌管理等が必要となり、適正な価格での販路確

保などが課題であると考えますし、学校給食への有機農産物の対応につきましても、一

定の食材費のもとで行うために、大量かつ安価な有機農産物の確保など、現状では課題

があると認識しています。  

  本市におきましては、国の環境保全型農業直接支払交付金事業を活用し、有機農業・

環境保全型農業に取り組む農業者団体への支援を引き続き行っていきたいと考えており、

こうした団体が広がっていくことで里づくりにつながるものと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ちょっと御紹介しますが、大分県臼杵市は、こういう基本

条例をつくっています。「ほんまもんの里、みんなでつくる臼杵市食と農業基本条例、

私たちは、農業を通し大地からの恵みを受けて命を与えられています。未来の臼杵市が

正しいふるさとになるためには、持続可能な農業の発展を抜きには考えられません。市

民の食卓に本来の味がする安全な農産物が安定的に届き、健全な食生活をしていくこと。

また、自立し自信にあふれる生産者と、食と農業に関して高い認識を持つ消費者とが、

常に強い信頼関係で結ばれ、豊かで健康な市民が住む臼杵市になっていくこと。すべて

の臼杵市民が食と農業の大切さを知り、お互いの役割を理解、尊重し、協力しながら臼

杵市の農業を魅力ある産業に育てていきます。」と、こういう形で言っているわけです。

まさにすばらしい。  

  舟入小学校にも貼っています給食ニュースにも、ちゃんと書いています。「世界では、

約７億人が飢餓で苦しんでいますが、日本は食料自給率が３８％で多くの食べ物を輸入

し、そして捨てています。」、先ほど市長も言われましたね、食品ロス。私も以前この

問題では提案しています。香川県三豊市でやっている生ごみを堆肥化するトンネルコン

ポスト方式、そして、ＮＴＴフィールドテクノがやっている地域食品資源循環ソリュー

ションの関係で、食品ロスをなくして堆肥化させる資源循環社会をつくることを提案し

ています。今、この臼杵市でもやっているのは、シルバー人材センター等を活用して、

剪定した枝とか間伐材等を集め、同時に豚のふん等を混ぜて堆肥を造っていると。だか

ら、土壌づくりも含めてやっているわけですね。本当に今議論が必要じゃないでしょう

か。この有機農業に対する市長の考え方がありましたら、お願いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   有機農業につきまして、まず、先ほど課長から答弁申し上
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げましたとおり、１００％有機農業の作物で給食をというのは、なかなか難しいという

現状があります。  

  先ほど言われた、香美市で、例えば生ごみとかを使った形で堆肥を造って循環させよ

うということなんですが、有機農業は、もう皆さん御存じのとおり、草をどう防除する

か、草刈りですね、そこになかなか手をとられたりとか、ある意味技術が確立されてい

ないこともあって、有機肥料を使えばいいものができるというわけでもなくて、せっか

く土壌改良したつもりでも虫にやられてしまうとか、なかなか難しい面もあります。苦

労した有機農業の野菜が高く売れるかというと、そうでもないこともあって、実際問題、

有機農業を志している農家の中には、なかなか経営状況としてうまくいっていないとこ

ろもあると聞いています。そういう意味でいえば、堆肥造りにはかなり技術が要るんだ

ろうと思っています。有機農業をして香美市で資源を循環させていくという方向性は非

常に重要であると思っておりますが、直ちに今できるかというと、先ほど申し上げたと

おり、技術的な面、あるいはコスト面とか、いろいろな課題があるんだろうと思ってお

ります。臼杵市のことも教えていただきましたので、いろいろな市町村の状況も見なが

ら、有機農業ということもしっかり頭に入れて取り組んでまいりたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡  優君）   奈良県橿原市も学校給食に２ ,５００食ぐらいかな、臼杵

市も２ ,５００食ぐらいですけど、香美市の給食センター方式と同じぐらいと思うんで

す。農林水産省もみどりの食料システム戦略で、２０１８年の２.４万ヘクタールを１

００万ヘクタールまで上げていくと、４２倍にしていくという方針を持っています。  

  これは、今、アメリカ等がもう取り組んでいる中身です（資料を示しながら説明）。

もともと農地が持っている力を生かしていく、耕さない、微生物も含めて土壌改良をや

っていく方向に世界はもう動いてきています。ですから、化学肥料を使ったこれまでの

日本の農業等を本当に見直して、こうやることによって草も逆に生えないんです。雑草

が生えないというか、除草剤も必要なくなっていくことも含めて今研究されています。

こういう方向に今、先進地が動いていますので、先ほど言ったように、香美市の農地を

守っていくときに大きなメッセージ性があるんじゃないかなと思いますので、ぜひ研究

していただきたいと思います。それが、今後私たちの農地を本当に守るためには水田農

家を守らなければ、水田、まず米から有機農業を含めてできないものなのか。そこにち

ょっと提案なんですが、飼料米を今作ったものを、畜産、酪農農家に提供し、そのふん

も含めた堆肥をまた土壌に返していく循環型をやっていくことによって、やっぱり農地

の土壌改良は生まれてきます。そういうのを含めて、まず学校給食に有機米から、お米

からということもあると思いますので、ぜひ研究いただきたいと思いますが、この点は

どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   学校給食の場合は、やはりコストの問題がありますし、安
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定的なものという部分ではどうかというところはありますが、今、自給自足みたいな形

で、例えば大宮小学校であれば、有機農業ではないかもしれないですけど、安全・安心

な地域の野菜を給食に使っておる事例も承知しておりますので、私自身が考えておるの

は、有機農業ということではなくて、先ほど言われた顔の見える関係、作っている人が

見える関係で、しっかりと学校給食ができないか、そこから考えていきたいと思ってお

ります。自分は、有機農業が全ていいということではなくて、やはり御苦労されながら

農業をやられている方を、子供たちも含めて知ってもらうところからスタートしていき

たいと考えております。 

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   先ほど言ったように、飼料とか肥料が高騰していますので、

やっぱり地域で循環型をぜひ考えていただけたらと思います。  

  ⑥です。 

  明治・岩村地域は、野中兼山さんが切り開いた、高知県一大産業拠点としての香長平

野（高知平野）の入り口に当たる地域になります。本市のまちづくり、産業基盤として

どのような位置づけとなっているのでしょうか。この地域の農業等を絶やすようなこと

は絶対あってはならないと思いますが、その辺の認識と見解をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  物部川右岸に広がる明治・岩村地区は、圃場整備が完了した農地が多く、水利条件が

整備された平たんで集団的な優良農地を有する地域であり、水稲、施設野菜、露地野菜

の栽培が盛んです。  

  今後も、引き続き集団性のある土地利用を推進するとともに、農地の基盤整備や流動

化などの推進を図り、優良農地を保全していくように努めてまいります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   私も調べてびっくりしたんですが、ある方は４０町歩を引

き受けています。もう一人の方は２０町歩、２人だけで６０町歩をこの地域で受けてや

っているんです。この状態について本当に実態調査をしないと、この地域の農地が本当

に守れるのか、これぐらい肥料が上がる大変な状態の中で、来年本当に作ってくれるの

か、そこの調査はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  

  現時点で実態調査を実施することは考えておりませんが、燃油、肥料、生産資材、飼

料などの高騰を受けて、経営に影響を受けている農家に対して経営の安定化を図る支援

が必要であると認識しています。  

  このため、早期に実行性の高い支援を講じることを考えており、今議会の補正予算に
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計上しております燃油高騰対策の補助金を初めとして、肥料・飼料への対策についても

現在支援策を検討中でございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ぜひ市として積極的な支援策も含めて、集落営農組織づく

り、先ほど言った食の自給率向上の一つの拠点とした有機農業問題、香美市は一番恵ま

れているし、市場も近いという利便性もあるわけですので、ここをやっぱり位置づけと

して考えていただきたいと思いますが、どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   明治・岩村地域は野中兼山が切り開きというお話もしてい

ただきましたが、もともとこの地域が豊かであったがゆえに高知県、土佐藩も豊かであ

ったと。高知県はお米が２度とれると、よさこい節に歌われたところもここであると認

識しておりますし、伝統ある集落であると思っておりますので、しっかりと農業者の経

営が成り立つかどうかといったところは、私個人としても農業者とお話をしながら、い

い対策をつくってまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   地域モデル事業じゃないですけど、半農半業というサラリ

ーマンの方々も援助するとか、地域おこし協力隊とか、新しい参入も含めて、ぜひこの

地域の検討をいただきたいと思います。  

  次に、大きな３つ目の質問に移りたいと思います。  

  土佐山田駅へのエレベーター設置の問題ですが、さきの市民からの請願を受けて、土

佐山田駅にエレベーター設置の可能性を調査してきました。高松市にあります国土交通

省鉄道局からは、こういう指摘を受けました。全国に数多くある鉄道駅のバリアフリー

化を円滑に進めるためには、各地方公共団体の意識と熱意が大きな鍵を握っていますと

いう指摘です。２０１０年に超高齢化に突入し、今後さらに高齢化が進んでいく中で、

障害者の方々も含め、あらゆる人が活力ある日常生活を送る、社会活動に参加できるユ

ニバーサル社会づくりは当たり前だと思います。ちょうど明日が鉄道開業１５０年とい

う一つの節目、記念の日ですので、ぜひこの問題に積極的な答弁を求めるものです。  

  そこで、①です。 

  本市のまちづくりの顔としても、土佐山田駅のバリアフリー化は喫緊の課題と思いま

すが、本市の考え方、見解をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    まちづくりの顔が道路整備という形にもなってきますの

で、道路整備担当課としての回答となります。  

  現在、都市計画道路新町西町線整備に全力を尽くしています。整備後となりますが、

まちづくりの核として、県道前浜植野線からＪＲ土佐山田駅及び駅南中心地への連絡を
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どうするかを課題とし、ＪＲ土讃線をまたぐ自由通路を含む道路整備を計画しなければ

ならないと考えています。  

  自由通路についてですが、予算面や維持管理なども含んでの計画を行い、身の丈に合

ったものとしなければなりません。その中で、駅のバリアフリー化についてはこれまで

も議論されていますが、乗降者数の問題、財政面や維持管理等もあって実施に至ってい

ません。自由通路などの計画の中で、ＪＲを含む関係機関などが、どのような形で土佐

山田駅バリアフリー化を進めていくのかなどを課題とし、協議を進めていかなければな

らないと考えています。併せ、本市まちづくりの顔として、土佐山田駅及び駅前広場な

どの周辺施設、ユニバーサル社会に対応するように、道路整備・まちづくりの担当課と

して要望し、計画していかなければならないと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ２０２１年１１月、ＮＨＫで土佐山田駅が取り上げられま

した。電動車椅子に乗っている利用者の方で、ヘルパー１人と２０年ぶりに公共交通機

関を使って１泊２日旅行をした方からの投稿でした。１日目は、松山市から宿毛市を回

り香美市に来て、土佐山田駅から香北町のアンパンマンミュージアムまで行って折り返

し、帰ってきたところが土佐山田駅には駅員もいない。そして、向こうの２番、３番ホ

ームに列車が止まっていますので、乗ることができなかった。来たときには駅員がいた

し、降りたときには貼り紙を見ていない。前日までに連絡をくれれば対応できるともあ

るが、当日だと対応できないことになる。車椅子ユーザーは自由に旅ができない。車椅

子ユーザーは事前連絡なくして公共交通機関を使うことができない。トラブルになるこ

とが多い。誰のための公共交通機関かということなわけです。  

  ８月に私も片地地域から聞いたのですが、その女性の方は自分の子供が障害を持って

いて、体が不自由になって分かると。バリアフリー化、エレベーターは当たり前、弱い

立場の方々の視点を持ってと言われました。そのとおりと思います。  

  私も調べたんですが、土佐山田駅の１番ホームに止まって後免、高知の方面へ行くの

は、午前７時４２分、午前８時５７分しかないんです、西へ向いていく。そして、帰り

は午後４時４３分、午後６時４６分しかない。１番ホームに止まるのは７時間以上あく。

もう今病院通いは、山田駅へ来てからＪＡ高知病院や高知大学医学部附属病院に行くた

めには、後免まで行ってバスで行くしかない。土佐山田駅から後免へ行く。帰りはこの

便を使うか、もしくは西町駅で降りてタクシーで帰っているというのが今の実態なわけ

です。土佐山田町は、本当にどんどん今お医者さんの高齢化も含めて病院機能がなくな

ってきています。ですから、それに対してこの間同僚議員からも、病院に通うようなバ

スの必要性をずっと訴えてまいりました。しかし、それができないのであれば、ＪＲを

使って行くしかありません。その方々を応援するためにも、１番ホームに止まる便がこ

れしかないことで大変苦労していると思うんですが、駅のバリアフリー化当たり前、移
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動の自由を保障する必要性について、どのような認識と見解をお持ちなのか、まずお聞

きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    当然バリアフリー化は考えなければならないし、しなけ

ればならないものと考えています。その中で、先ほども述べましたが、ＪＲを含む関係

機関と協議をして結果を出さないと、単独で動くものでもないし、まちづくりの担当課

として要望もしていかなければならない。協議をしていかなければならない案件と考え

ています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認なんですが、現在駅員は正規職員１人と臨時職員１人

の計２人で、２４時間体制でおりますが、ＪＲ四国は土佐山田駅を無人化する方針とい

う方向性の確認はしているのでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    直接的に無人化にする方向性というのはまだ出ていない

と認識しています。ＪＲ四国高知保全区なんかともいろいろ、企画部とも話しておりま

すが、そこまでの話はないです。ただし、使い勝手のえいような形で新型の自動販売機

も入っていますが、その内容を見れば２４時間対応、駅員がいなくても対応できるよう

な機械になっているのかなという感覚は持っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ②に移りますが、ＪＲ四国との協議で、２番、３番ホーム

の幅は６.1 メートルから６.３メートルあり、１１人乗りのエレベーターは現在の跨線

橋に設置することが可能との回答をいただいています。そして、県の公共交通活性化支

援事業費補助金（補助率２分の 1 以内）も活用できます。早急に実現し、バリアフリー

化を図る考えはないでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    前段でも回答しましたが、自由通路については予算面や

維持管理を含んでの計画を行い、身の丈に合ったものとしなければなりません。また、

現状、ホーム間連絡の跨線橋上り面へのエレベーターは可能と思われますが、１番、２

番、３番ホームとも、着くのは上り方面だと思いますが、上り方面から下り方面へのホ

ーム移動時に跨線橋基礎や階段などがあり、通行スペースも狭く、通常の通行も大変危

険であるという認識でおります。  

  今後の計画となりますが、自由通路へホーム昇降用エレベーター及びエレベーターホ

ール等の仕様などの検討、同時期、施工後も含め設置可能なのか、設置する予定も含め

て、今後の協議課題と考えています。また、ホームへの設置となることから、当然ＪＲ
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四国所有となり、設置や維持管理費用等の問題も検討しなければならないと考えていま

す。 

  現在、まちづくりの核、顔としての自由通路などを計画していることもあり、ホーム

へのエレベーター設置は市として考えてはいませんが、今後も今まで同様、先ほど議員

から指摘があったような補助金などの活用も含め、関係機関などへも要望し、協議して

いかなければならないと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認ですが、県公共交通活性化支援事業費補助金は使える

という、これはどうですか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    補助金も含め、ちょっとお答えいたします。  

  エレベーター設置は駅施設内の工事でございまして、事業実施主体がＪＲ四国となり

ます。本市では、これまで２度にわたりＪＲ四国にエレベーター設置に向けた要望書を

提出いたしまして、早期実現に向けて働きかけを行ってきたところでございますが、国

のバリアフリー基準に基づき、バリアフリー基本構想で生活関連施設と位置づけられて

いる箇所から、順次整備を進めていくとの回答でございまして、ＪＲ土佐山田駅は基準

に満たないので現段階では難しいとの回答をいただいております。  

  ただし、高知県公共交通活性化支援事業費補助金につきましては、駅舎バリアフリー

化への活用は可能でございまして、その事業費のうち最大２分の１の補助を受けられる

ようになっております。今後、ＪＲ四国とエレベーター設置についての協議も重ねなが

ら、先ほど建設課長が申しましたように、車椅子通行の安全対策や跨線橋の強度、また、

維持管理やメンテナンスなど、財源も含めて様々な問題がございますので、検討してい

きたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ここに写真がありますが（資料を示しながら説明）、跨線

橋の東側につけたらどうですかという話なんです、両方に。自由通路の問題は自由通路

ですので、北と南をつなぐ自由通路から、２番、３番に降りるエレベーターをつければ

いけるわけですから、それを含めて可能かどうかは、まだＪＲ四国と話はしていないわ

けでしょう。自由通路問題とエレベーター問題をあまり一緒にしたら、議論がおかしく

なっていくと思います。分けて考えていただきたい。東側、自由通路につけるとしても

ここしかないわけです、２番、３番にエレベーターをつける場合。  

  そこで、田野町の実績について、１基３ ,４７６万円で田野町はつけています。香美

市の跨線橋はそれより高さは低いんです。それを２基つける、上り線と下り線に。田野

町のメンテナンスも調べました。月５ ,０００人、５万２ ,０００円ですね。そして、あ
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と電気代が１か月１万円ぐらい。ですから、１基に６万２ ,０００円ぐらいのメンテナ

ンス費用が要ります、確かに。年間で言って、２基つけても１５０万円。令和３年度決

算では約１億６ ,６００万円のふるさと納税が入ってきていますよね。そういう費用も

含めて、エレベーター設置はできないのかどうか。維持管理の問題は当然ありますが、

どうでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    県の補助金も可能ということでございますが、後々

設置をしても後々の維持管理面とか、メンテナンス面がかなり問題になってくると思い

ます。先ほど申しましたように、車椅子の通行も狭く、測ってきましたけれどなかなか

やっぱり狭いですので、その辺の安全対策とかもかなり重要になってくると思います。

ＪＲ四国とも設置するのかどうかを今後一緒に協議していく、そこが一番の課題と思い

ます。 

  ふるさと納税につきましては、市長お任せコースとか、企業版ふるさと納税とかいろ

いろありますので、それは可能と思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   田野駅の写真がこれなんですね（資料を示しながら説明）。

こういうエレベーターを造っていますけど、こういう感じですが、維持管理費は基本的

にＪＲ四国が持つべきなんです。建設までは香美市もやると。  

  ぜひ市長にお伺いしたいですが、ＪＲ四国と県にも入っていただいて、そして、本市

も入って協議し、この可能性。先ほど安全問題も言われました、確かに１番ホーム。今

は転倒防止柵をＪＲは全国でやっているんです。自動開閉というか高架も含めて、全部

ホームに設置していますので、あの場所も転倒防止柵は可能なわけです。そういう安全

対策もできますので、その点も含めてどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   土佐山田駅のエレベーター設置問題につきましては、私も

ある意味、横から眺めておったというようなことですが、市長選挙におきましてもいろ

いろな方々から設置の要望もいただきました。私の考え方としては、これまでずっと市

議会、あるいは執行部のほうで検討してきたことは大切にしたいと思っています。特に、

香美市議会において請願を否決したとも聞いておりますので、方針を変えるのは慎重に

したいという思いがあります。  

  その中で、先ほど田野町の事例も教えていただきました。これは検討のときにはなか

った情報ではないかと思っておりますので、しっかりとメンテナンス費用、安全面、い

ろいろなところをもう一度調べたい思いはありますので、この問題、今自由通路という

話の中で進んでおる状況にはあります。その中で、私としてもちょっと調べてみたいと

思いますので、お時間をいただきたいと思います。今現状、香美市の方針として、造る
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というところまではまだ決めかねておるような状況であります。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ぜひ定住推進課としても、ちょっと利用されている方々の

声を聞かないといかんわけですね。利用できない方々もいるわけです。もう避けていま

す。後免駅まで行って乗っている方もおりますので、本当に市民の声、市民がそういう

苦労をしているという実態をつかむ必要があると思います。市長におかれては、実績に

向けた検討をしていただいて、こうこうで不可能ですという結論をつけるのか、いや、

可能ですとするのか。そのためにこの間協議すると言っていましたけど、本当にＪＲ四

国等も含めて、ＪＲ四国との協議でこの間言ってきたのは、国のバリアフリー化推進の

予算を使うことは困難です。私も調べましたら、国土交通省四国地方整備局に予算があ

るわけじゃないんです。日本全国のバリアフリーを兼ねているわけですので、優先順位

で振り分けられます。ですから、先ほど読んだように、意思、熱意にかかっているわけ

ですので、ぜひお願いしたいと思います。  

  それでは、大きな４番目の質問です。 

  本県の空き家率は全国トップです。本市としても深刻な問題ですが、今後も増え続け

るという予想も含めて攻勢的・計画的な手だてが必要だと思います。  

  最初に、①です。  

  空き家問題に対するまず認識をお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  まず、タブレットの資料一番最後でございますが、地区別空き家率表（２０２２年４

月現在）がありますので、それを御覧になっていただきたいと思います。御質問のとお

り、本市におきましても空き家率の上昇は喫緊の課題となっております。定住推進課調

べによります香美市全域における空き家戸数は、令和４年４月時点で１ ,９１３戸、全

体の１７ .５％にも及び、小規模な集落では集落を維持していくことが厳しいといった

状況にもございます。  

  今後も定住推進課といたしましては、空き家バンクの推進とともに、市外からの移住

促進に取り組んでまいりたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   確認ですが、今後とも空き家は増え続けるという認識なの

か。そして、移住を希望しても増える傾向にあると。しかし、一方で、供給する物件が

不足している点の認識はどうでしょう。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    そのとおりでございます。今まで空き家バンクには
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１１８件の登録がございまして、現在ホームページ上に２４件アップしております。空

き家バンクも人気がございまして、新しく登録しましたらすぐにニーズがあり、現在交

渉中が７件となっております。内訳としましては、土佐山田町が３件、香北町が４件で、

登録いたしましたらすぐ交渉となり、現在物件が不足している状態でございます。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   空き家でも、物件状況のランク区分と同時に、土佐山田町

なのか、香北町なのか、物部町なのか、中心街なのか、中心街周辺なのか、また、中山

間地域なのかという、地域特性も加味して分ける必要性についてはどうでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    先に移住相談でございますが、移住相談につきまし

ては土佐山田町は町、香北町は里、物部町は山という形で、ライフスタイルに合わせて

希望に沿った案内をしておりまして、空き家相談につきましても希望に沿った案内をし

ております。若い子育て世代の方、また、カフェやレストランを開業したい方は、土佐

山田町、香北町を希望する方が多くなっております。また、４０代、５０代以降で自然

を満喫したい、農業をしたい、ユズをしたいとかいう方は香北町、物部町を希望される

方がございます。  

  空き家バンクの登録につきましては、賃貸と売買で区分分けをしておりますが、今後

地域特性を生かした区分分けをするかどうか、また調査研究していきたいと考えており

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ここに高知県空き家再生・活用マニュアルというのがあり

ます（資料を示しながら説明）。これを見たら、これは東京と大阪の高知暮らしフェア

ということで、移住希望者にアンケートをとった内容が載っています。やっぱり豊かな

自然ということで自然を求めると同時に、スーパーが近いとか、子供の学校が近いとか、

病院が近いとかいうことも含めて加味しています。その中で、やっぱり空き家バンクの

関係も含めて市町村の役割は大きいとあります。こういうニーズに基づく手だてを、本

当に工夫する必要性はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    現在、ＮＰＯ法人いなかみと定住推進課におきまし

ては、移住希望者の住宅ニーズに応じまして空き家バンクを紹介しております。若い子

育て世代の方は、学校やスーパー、病院に近い場所を希望いたしますし、特に現在は大

宮小学校のバカロレア教育が人気となっておりまして、県外、また海外からの問合せも

多くなっております。また、家族が多い方につきましては、母屋と離れなどの２世帯向

け空き家バンクを希望する方もございまして、既に香北地区の空き家バンクで交渉中と

なっております。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ②に移ります。 

  ６月定例会議での質問で、高知県空き家再生・活用促進専門家グループとの連携を求

めました。本格的な推進が必要と思いますが、もう一つ、本市に在住する方で、既存住

宅状況調査技術者がいらっしゃいます。こういう方々の力も借りて、特化した推進体制

の必要性についてはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  ６月定例会議におきまして、高知県空き家再生・活用促進専門家グループと連携しな

がら、今後空き家問題に取り組んでいくと回答いたしました。本市にはこのグループに

所属いたします企業が１社ございまして、その企業の従業員に御質問の既存住宅状況調

査技術者の資格を持った方がおります。  

  今後の推進体制といたしましては、この専門的な知識で市の空き家問題解決のために

御協力していただき、香美市移住定住推進協議会へ参加していただくなど、検討してい

きたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   タブレット入っていますが、⑧の資料が先ほど言った冊子

の中に出てきます。市町村等の信用力と民間活力という問題で、強化のポイントとして、

市町村の体制強化の問題と同時に、専門家育成の問題が書かれています。しかし、その

下に、個人情報の関係もあるし守秘義務の問題もあって、アウトソーシングの限界も指

摘されています。  

  そこで、アウトソーシングの限界を言われていますので、個人情報の保護が担保され、

一方で有効活用促進としてのスピード感のためには、公的な機能と専門的なノウハウが

求められます。市職員のスキルアップも必要ですけど、市の職員はどうしても異動があ

ります。その継続性と継承の問題があると思うんですが、この指摘も含めてどういう認

識を。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  職員のスキルアップにつきましては、法改正や空き家対策などの様々な対策につきま

して、県の説明会、また、研修会が年に数回あり、それには参加しております。  

  地域づくり支援員である空き家調査員がおりますので、空き家の調査をしておりまし

て、必要に応じて法務局や不動産会社などと協議したり、アドバイスももらっておりま

す。また、ＮＰＯ法人いなかみも、ｋｕｚｕｍｅ Ｂａｓｅ．の中にございます古民家

再生のデザイン事務所とも連携しながら、空き家活用について必要に応じ協議を重ねて
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おります。  

  人事異動による継続性、また継承につきましては、職員同士十分に引継ぎもなされて

おりますので、移住定住業務が滞りなく実施できる体制をとっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   手元のタブレットで⑨の資料を見ていただければ、これが

先ほど言った専門グループの機能です。こういう形の香美市版が要るんじゃないでしょ

うか。先ほど言われた資格を持っている方には入っていただくとなったわけですが、ぜ

ひこの構想も含めて必要性はどうでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  何か問合せ等がございましたら、高知県空き家再生・活用促進専門家グループの司法

書士会に御相談することもございますし、今後、香美市移住定住推進協議会へ建築士、

または工務店の方に参加していただければ、宅建業者の方は既に委員に委嘱しておりま

すので、専門家グループの方が委員としてそろうことになります。  

  今後、必要に応じて部会などを開催すれば、香美市版の専門家グループが構築できる

と考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   次の⑩の資料ですが、これが先ほど言ったこの中について

います（資料を示しながら説明）。この空き家リフォーム工事の参考単価表を参考に、

こういう形でつけるというのはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  この県の参考単価表を参考にいたしまして、香美市版空き家リフォーム工事の参考単

価表も作成しておりますので、必要に応じてそれぞれ提供したいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ここにありますが、先ほど市街地でも２１９棟の再生可能

空き家があると。調整区域でも３０４棟あるということですので、ここをどうやって生

かしていくかということの戦略が要ると思います。ぜひ今後考えていただきたいと思い

ます。 

  ③の質問です。 

  空き家マップをつくり、宅地建築の取引の資格を有する方々に情報提供する考えはな

いでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  
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○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  本市では、平成２６年度より市独自に空き家調査を実施しておりまして、市内全域の

空き家を住宅地図に登録して、電子データとして保存しております。ただし、現状では

外部への提供は一切行っておらず、今後についても空き巣、または不法侵入などの被害

のおそれがあるため、外部に提供する予定はありません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   相手がそれなりに資格を持った方々でも無理でしょうかね。

民民同士の促進から、空き家解消につながると思うんですが。  

  今持っている空き家マップはどのようなものを持っているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  ゼンリン社の住宅地図が基本となっておりまして、地域科学ＴＯＷＮという電子マッ

プでございます。市役所内のパソコンに入っておりまして、必要に応じて防災対策課、

また各課が見れるようになっております。写真データもございますし、ハザードマップ

と重ねることもできます。フラッグを立てて家ごとに分かるようになっており、クリッ

クすると、空き家の詳細、空き家の状態とか庭、付近や電柱等の調査記録などの様子も

分かるようになっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ④に移ります。 

  ２０２４年から相続登記が義務化され、３年以内に登記しないと罰金が科せられるこ

とになります。この機会に市民からの相談窓口を定期的に開設して、空き家をつくらな

い、つくらせない、先手の手だてが必要ではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  ２０２４年以降から始まる相続登記の義務化につきまして、本制度についての周知や

相談は法務局での対応となります。ただし、市民の所有する土地や建物が現在どういう

状況にあり、どこに相談すればいいのかといった場合につきましては、定住推進課で随

時対応させていただいております。  

  来年度は、空き家問題解消のために、土佐山田町、香北町、物部町の３か所におきま

して空き家相談会の開催を検討しており、相続登記の義務化についてなどの概要をお伝

えいたしまして、さらに詳しく知りたい方につきましては、法務局へつなぐような形で

対応していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 
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○１２番（笹岡 優君）   ある意味、この時期が空き家対策の一つの節目というか、

チャンスとして捉えて手だてを打っていくことが大事と思いますが、その辺はどうでし

ょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  法改正で相続登記の義務化によりまして、相続登記をする方は増えてくると思います。

空き家問題で今一番ネックとなっているのがやはり相続登記でございますので、今後こ

の相続登記を促すよい機会になると考えられます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   先ほど言ったこのチャンスに、市として戦略的にもって、

中心街の本当に町なかにある空き家なのか、先ほど地域特性と言いましたね、そういう

内容も含めた戦略によって進めていくことが必要と思います。ぜひ研究してください。

そして、そこに能動的に、攻勢的に対応していくことが必要と思いますので。  

  ⑤に移りたいと思います。  

  倒壊などの危険度、街の景観などを考慮した、特定空き家の特例措置、特別法ができ

ましたが、活用した事例はあるのでしょうか。そのとき、建築士や専門家など、危険度

判定のシステムはどうなっているのでしょうか、まずこれをお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  空き家等対策の推進に関する特別措置法に基づく特定空き家等に対する措置につきま

しては、除却、修繕、立木竹の伐採、その他周辺の生活環境保全を図るために必要な措

置を取るよう、助言、または指導、勧告、命令の手続を順を経て行い、その措置を命じ

られた者がその措置を履行しないとき、履行しても十分でないとき、または、履行して

も期限までに完了する見込みがないときは、行政代執行法の定めるところに従い、代執

行の措置を取ることができるようになります。本市では、勧告までの手続をとった事例

は２件ありますが、命令や行政代執行法の定めるところによる代執行の措置に至った事

例はありません。  

  なお、空き家等の物的状況の調査につきましては、外観目視による調査だけではなく、

法に基づく立入調査を行うことも考えられます。この立入調査は防災対策課の職員全員

が市長からその命を受けておりますが、建築士や専門家などへの調査委託はしておりま

せん。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   そうしたら、危険度判定の専門グループはないということ

になるんですか。  
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○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  専門的なグループといいましょうか、仕組みはつくっておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   分かりました。そうしたら、代執行までの一連の流れとし

てはどういう形になっていくのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）   代執行に至るまでの流れを簡単に御説明します。  

  まず、特定空き家の指定から始まりまして、市役所職員が空き家の現地調査をします。

まず、特定空き家の条件といいましょうか、それに当てはまる状態が何点かありまして、

１点目としまして、倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態、老朽化とか、損

壊といった状況にある建物。それから、２点目として、著しく衛生上有害となるおそれ

のある状態、悪臭であったり、虫やネズミの発生などを誘発するような状態にあるもの。

３点目としまして、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている

状態、木や雑草が伸びたままになっておったり、ごみが放置されているような状況にな

っているもの。４点目としまして、その他周辺の生活環境保全を図るために放置するこ

とが不適切であるような状態、不審者の出入りを誘発するような状態になっておるもの

が、特定空き家に指定される建物になっています。  

  その次に、指定された建物に対しまして、行政から所有者に助言や指導を行います。

行政から助言があったにもかかわらず状況が変わらない場合は、より強い勧告というこ

とになります。この勧告が出ますと、固定資産税の住宅用地の特例というところで、デ

メリットが発生するようになります。固定資産税は、２００平方メートルまでの部分に

つきましては、特例で６分の１に減額されておりますが、勧告をされてしまいますとこ

れがなくなってしまいますので、固定資産税が最大で６倍になる可能性がある、元に戻

るというような格好になるんですけど、６倍になる可能性があります。  

  勧告の次になりますと、今度は命令ということになります。勧告を受けた所有者が正

当な理由なくその勧告で指示された措置を取らなかった場合には、もう一段強い命令と

いうことになります。最終通告が命令になりますけれども、この命令にも従わなかった

場合には行政代執行に入っていきます。  

  命令にも従わず放置されたままの空き家については、自治体からの文書によりまして

戒告を行います。改善義務を履行するまでの期限と、期限までに履行されない場合に代

執行が行われるという旨が記載されたものが戒告になります。戒告に応じない場合は代

執行令書を通知するようになりまして、代執行の時期、代執行の責任者名、執行に要す

る費用の見積額等を記載した令書が通知されます。期限が来たら、自治体が選定した業

者が空き家の取り壊しを行うようになります。代執行にかかった費用につきましては、
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一旦自治体が負担しますけれども、後日所有者に対して文書で請求するようになります。  

  簡単に言いますと、こういった流れになります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ⑥に移ります。 

  空き家で再利用が困難な場合に、解体し更地化を促進する手だてとして、先ほどあり

ました固定資産税の６分の１の減免制度がありますが、４倍ぐらいに支払いが増えるん

じゃないかと思います。家がなくなり家の分が減りますので６倍にはならないと思うん

ですが、期限を切って現状を据え置いた優遇策で、解体、更地化を促進するという考え

はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    税務収納課長、猪野高廣君。  

○税務収納課長（猪野高廣君）    お答えいたします。  

  固定資産税の期限付き優遇策という質問でございますけれども、現行制度では、空き

家であっても家屋があれば、住宅用地の特例で宅地分の税が減額されておりますが、除

却しますと特例の適用外となり減額がなくなるため、税が上がったと言われる要因とな

っております。  

  他自治体の例としまして、老朽化した空き家を除却した場合に、固定資産税を減免す

る施策を実施している自治体もありますけれども、本市におきましては、空き家対策と

して固定資産税を優遇する施策の検討や協議はされておりません。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   先ほどの相続登記義務化の関係からも、再生困難な廃屋が

４４０戸あると担当課の資料にもありましたが、１つ目に、この分析も必要ですが、特

に市街化地域の２５戸は、防災面と土地利用の観点からも、この廃屋の買い手を促進し

ていくことが必要じゃないかなと思うんですよね。２つ目に、調整区域の７７戸、これ

を含めて既存宅地としての建替えの推進も必要じゃないでしょうか。特に土佐山田町の

市街化地域は、地震火災の類焼危険地域に指定されていますので、この廃屋対策という

のは本当に必要な問題と思います。そして、香北町と物部町については、地域特性の分

析と期限を切った解体、更地化促進の必要性です。これを進めてそこの土地が利用され

れば、新たな方がそこに家を建てると、建てたら固定資産税がまた増えていきます。同

時に、市外から入ってきたら地方交付税交付金がきますので、税務収納課というよりは

企画財政課の答弁が必要かもしれませんが、これはかえって市の財政を潤すことになる

んですけど、市長も含めて答弁いただければありがたいですが、その検討は。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    おっしゃるような政策によって土地等の流動化を促

進することは、今後検討してまいりたいと思っております。税務収納課のほうで申しま
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したとおりで、この件については現在検討中ということになります。引き続き関係課も

踏まえて進めていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   私自身、この空き家の問題にはしっかりと力を入れさせて

いただくということで、議会冒頭にもお話をさせていただきました。 

  先ほど言われましたとおり、市街化区域における空き家の問題は、まさに何とかせね

ばというところでありまして、都市計画をつくっている以上、市街化区域にはやはり人

に住んでもらわんと区分けの意味がないと思っておりますので、県とも連携しながら、

また他県の事例も含めて研究し、来年度からしっかりと取り組んでいける体制もつくっ

てまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   定住促進の担当としてはどうでしょうか、この点は本当に

大事な視点と思いますけど。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    空き家問題は喫緊の課題でございますので、廃屋等

にならないように、先ほどの資料の表でもありますように、ランクがＡ、Ｂ、Ｃござい

ます。なるべく皆さんに空き家を活用していただくような形で、移住促進も進めながら

空き家活用問題に取り組んでいきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ランクＡ、Ｂ、Ｃは、時間がたてばたつほど廃屋になって

いくけれども、ここの手だてが遅れているという認識を言われましたが、やっぱりそこ

は本当に手だてが必要ですので、ぜひお願いしたいと思います。  

  ⑦に移ります。  

  南国市が粘り強く推進したと言っていいのか分かりませんが、こうした都市計画の調

整区域を含めた緩和策、立地基準の見直しを行ったのは事実なわけですね。ですから、

香美市民の中にも調整区域を何とかしてもらいたいという声もあるんですが、本市でも

具体的な検討というか、この点はどういう形でこの間進めてきたのでしょうか、その点

を含めてまずお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    南国市の立地基準については他市での案件となり、条例

等についても事業が異なる部分が多くあることから、どうなのかの回答は控えます。 

  当然、南国市だけではなく、広域にての協議決定となっています。その中で、香美市

都市計画マスタープランでは、まちづくりの基本理念と都市構造及びまちづくりの目標

を実現するために、将来的な土地利用の方向性や都市機能の強化などを検討しています。

そのため、ゾーン、エリア、拠点を設定し、区域区分の理念を尊重しながら、人口減少
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や少子高齢化の進行に対応するコンパクトな中心部の形成も推進しなければなりません。  

  市街化調整区域の規制緩和などにより、諸条件はありますが、調整区域内既存物件等

の賃貸までできるようになりました。そのことにより、地域に住んでなじんでいただき、

いずれは家を買ってという形で移住・定住も進めばと思っております。  

  しかし、現在、小学校の児童数、当然保育園児等も含めて減少しており、学校自体の

存続もままならない状況となっています。そのため、小学校やコミュニティセンターな

どを中心とした一定の範囲を、地域コミュニティエリアと位置づけて、特に小学校区エ

リア内、徒歩にて通学できる範囲などについて、諸条件はありますが、新築等ができれ

ばと協議、検討を行っています。今後、開発相談等が各関係機関などからあれば、個別

の事例ごとに対応、検討していかなければならないと考えています。調整区域の大部分

は、前段にもお話がありましたが、野中兼山などの先人が切り開き、開墾し、高知県の

一大農業拠点としての香長（高知）平野であることから、食料自給率向上策と食の安全

を守る農地を今後どう守っていくかということもあるため、相反する問題でもあること

ですから、一方的な議論でなく、今後も十分な検討、協議が必要と考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   昭和４５年に高知広域都市計画区域として高知市、南国市、

春野町、土佐山田町、伊野町が決定して、平成１０年には高知市が中核市となって開発

許可権限が移譲されました。そして、平成２８年には南国市に開発許可権限が移譲され

ました。この年に、県からは立地基準の新たな規制緩和についての検討が出されてきた

のではないでしょうか。本市としてはどのような検討をしてきたのでしょうか。まず、

この一連の高知広域都市計画区域内市町村や県も含めて、どういう議論をしてきたのか、

お聞かせ願いたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    当然、高知都市計画の一員として協議はしております。

その中で、やはりちょっと時間がたって遅れてしまいましたが、香美市都市計画マスタ

ープランでの検討という形で進んでおります。協議の中で、調整区域内既存宅地の売買

や賃貸までもが、一定進んでいったものと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   この都市計画マスタープランの内容も含めて、一つの香美

市の考え方としてはすばらしい中身であるかなと思っています。都市計画マスタープラ

ンでは、小学校を中心に、地域のコミュニティエリア及び既存集落エリアの多様なニー

ズに対して、規制緩和を検討すると書いています。どのような規制緩和を考えているの

でしょうか、もし具体的に言えるものがあればお願いします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  
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○建設課長（井上雅之君）    まだ今議論の途中となっておりますが、小学校へ生徒が

通える範囲、１キロメートルないし２キロメートルとかいう数値も具体的に建設課のほ

うでは挙げていますが、その円の中で都市整備的なもの、上下水道、ライフラインや接

道の道も整えれば、その辺りに関しては新築なり何なりが。ただし、農業を守る区域で

もあるため、農業との兼ね合いをどうしていくのかという問題はありますが、そこら辺

がクリアできれば何とかならないかなという議論を進めています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   そのときに立地基準の見直しも含めた規制緩和策を検討し

ていくという認識でいいのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    まだ立地基準をどうするかの検討まではいっていません。

各案件、おのおのの諸条件、諸事情があるため、個別対応がやはり一番やと考えていま

す。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   本市の場合、先ほど言った市街化区域での問題の１つ目は、

この間議会でも指摘しましたが都市排水問題です。そして、２つ目に、農業用水がやっ

ぱり大雨のときに明らかに雨を運んでくるという問題も指摘してまいりました。一方で、

地震火災でこの地域は類焼の危険性があるという指定を受けている問題と、水道水源確

保の問題もあります。これらの課題があります。  

  一方、調整区域については、小学校をどう守っていくか、特に片地小学校とか香長小

学校、それから、大栃小学校や大宮小学校も含めて、集落そのものに拠点があるわけで

すが、市長として、南国市の事例も含めてどういう見解をお持ちなのか、お聞かせ願い

たいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   この都市計画に関しまして、先ほど紹介があった南国市に

権限移譲という話は、自分自身が県議会でいろいろ議論を尽くす中でありまして、香美

市もやるのかなと思っていたんですけど、香美市はやらないままやった。ただ、これま

で香美市として積み上げてきた議論もあります。考え方としては、先ほど言われた小学

校の児童数が減っているような地域に関しては、やはり早急に対策を練っていかないと、

山田小学校や楠目小学校で増えておって、教室の増築みたいな話も起こっておると。私

としては、バランスよく香美市のまちづくりをしていきたいと思っておりまして、先ほ

ど立地基準の話もありましたけれども、ある意味家を建てる方が、例えば片地小学校に

通えるようなところに家を建ててみたいと思ったときには、しっかり情報提供ができる

ような、今できるところからスタートさせていただきたい。これは６月定例会議でもお
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話しさせていただいたとおりですけれども、そういう形で進めながら、また大きな枠組

みも当然検討していきたいと考えております。 

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   今回は、本市のまちづくりの将来の在り方について、大き

な影響のある問題について質問しました。市長を中心に庁舎内でよく協議していただい

て、市民への方向性を示していただきたいと思います。ぜひそういうことも含めて、こ

れからの未来ある子供たち、孫たちの世代も含めてのメッセージをお願いし、質問を終

わります。ありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    笹岡 優君の質問が終わりました。 

  暫時休憩いたします。  

（午前１０時３７分 休憩） 

（午前１０時５５分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。 

  次に、１５番、利根健二君。 

○１５番（利根健二君）   １５番、市民クラブの利根健二です。２年ちょっとぶりの

質問となりますので、非常に緊張しております。  

  それでは、早速順次質問してまいります。  

  数年前、依光晃一郎市長も大いに関係をしておりますＮＰＯ法人ＦＵＳＥセミナーで、

徳島県から委託を受けて、三好市でサテライトオフィス誘致の業務を行っている方のお

話を聞くことができました。私自身、神山町の視察には行っておりましたが、改めて香

美市も取り組むメリットが多いと判断し、現場視察を企画したところでございます。議

員、議会だけの視察では執行部にイメージが伝わらないと思いまして、市民クラブ主催

で他会派の議員や商工観光課をお誘いして、三好市阿波池田、美馬市脇町に視察に行っ

てまいりました。その後、参加していなかった同僚議員とも情報共有をしたいという思

いもありまして、議員研修プログラムに取り入れさせていただきました。これには、職

員の異動もあったので、執行部にも参加していただいたところでございます。  

  そうした中、２０２０年３月定例会議では、香美市もサテライトオフィス誘致に様々

な対応をとっていく必要があるのではないかという質問を行いました。当時の市長、担

当課長からは、かなり前向きな答弁をいただいたように記憶しておりますが、それから

２年以上たっても、なかなか成果が聞こえてこない現状でございます。  

  そこで、質問の大部分が再質問のような形になろうと思いますが、順次質問してまい

りますので、よろしくお願いいたします。  

  まず、①でございます。  

  サテライトオフィス誘致におきましては、空き家・空き店舗改修、起業、雇用などに
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対しまして、高知県及び香美市で行える支援事業補助金制度などを取りまとめたパンフ

レット作成やホームページでの案内など、積極的な動きが必要ではないか、また、賃貸

オフィスを想定した場合、家主に対しても助成制度のパンフレット等を作成して、空き

家・空き店舗を確保する必要があるのではないかとの提案をさせていただいておりまし

た。 

  そして、徳島県のホームページの例も示させていただきました。タブレットに通知を

送りますので御覧になってください。  

  その当時とは変わっておりますが、これが現在の徳島県のパンフレットです。インタ

ーネット上にこれが載っております。何枚かにわたっておりますが、こういったものが

現在もあります。そして、その次にありますのが三好市、サテライトオフィス誘致のト

ップページになっております。こういった形でやっております。現在も積極的なインフ

ォメーションの重要性は全く変わっておりません。この件に関しては２年間対応してい

ただいていないように思いますが、今後の取組を期待するところでございますが、いか

がでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    現在、サテライトオフィスの設置に係る補助金情報

を、ホームページで周知しております。御提案のありましたパンフレットや特設サイト

等による積極的な周知は、サテライトオフィス誘致につながる有効な手段と考えており

ますが、現状では紹介できる物件が市内に少ないという課題がございます。そのため、

まずはシェアオフィス等を整備し、受入れ体制を整える必要があると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   物件とセットで進めていくということで、順次これはお願

いしていきたいと思います。 

  ②にいきます。  

  前回、企業がサテライトオフィスを地方に開設する理由として、人材確保に有利であ

る、特に同条件においては首都圏で募集するより、地方で募集するほうがよい人材を集

めやすいという情報をお伝えしております。現在も同じ傾向が続いていると聞いており

ます。特に、香美市には高知工科大学がありまして、すばらしい人材を送り出すことが

できます。また、高知工科大学にとりましても、近くに就職先が確保でき、産学連携に

も弾みがつくと思われます。高知工科大学の卒業生の中でも就職した会社でそれなりの

地位についた方、また、起業した方などがいると思います。  

  香美市は開学以来、様々な形で連携をとってきております。そのＯＢと連携するなど、

その大切な資産を生かす時期が来ているのではないでしょうか。まさに依光市長が若い

頃にＦＵＳＥを立ち上げて活動してきたことが、ここで発揮できるのではないかと私は

思っております。  
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  誘致活動の対象者としてはもちろん、協力者として、高知工科大学関係企業、教職員、

ＯＢ等にもっと積極的にアプローチしてはどうでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  多くの自治体が取り組んでいる企業誘致で、優位性を確立するためには、地域資源を

生かして戦略的に進めていく必要がございます。高知工科大学に話を聞いたりといった

活動はしておりますが、企業誘致協力へのアプローチはまだできておりません。高知工

科大学は香美市としても大切な地域資源でございますので、大学側にもメリットがある

形で協力体制を今後築いていければと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ２年前の答弁でもそのようにしたいということでしたが、

その後なかなか現実的に進んでいないようなので、ぜひ強力にお願いしたいと思います。  

  市長、この辺で、ＦＵＳＥの頃の仲間というか、その辺の人脈とかを生かしていただ

きたいなと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   利根議員から、私の大学時代のお話もしていただきまして、

ありがとうございました。私、政治家ということでやっておりますが、もともとはおや

じも企業経営者ということで、東京にいたときにいろいろなベンチャービジネスの起業

群というか、そういうところに出入りしておりました。当時は、インターネットがスタ

ートする時期でもありまして、ウインドウズ９８とか。自分たちがセミナーを受けてい

たのがサイバーエージェントの藤田さんとか、あとはホリエモンさんとかが講師といっ

たところで、大学生が起業するというような時代を経て、気がついたらこういったとこ

ろに立っておるわけですが。 

  利根議員がおっしゃるように、高知工科大学の開学当初が自分たちの大体世代であり

まして、今４０代ということで、結構企業の中堅という形になっています。今回の市長

選挙で、地域外の方からもいろいろなお話、応援もあり、また、実際に市長就任後、市

役所や市長室に来てくれて、お話もさせてもらいました。その中で、ベンチャー通信と

いうのをやっていた明石さんという方が来られていて、その企業はベンチャー企業の雑

誌を作っている会社でもあったんですが、そういった方の人脈も今後使いながら、香美

市への企業誘致をしていきたいと思っています。  

  また、高知工科大学にもデータ＆イノベーション学群というのができまして、データ

サイエンスに強い大学生も増えてくることから、高知工科大学とも新しい時代を切り開

くデジタル化というようなところで、連携もさせていただきたいと思いますし、私自身

のこれまでの人脈も使いながら、香美市の発展につなげていけたらと考えております。  

  以上であります。  



－32－ 

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ちょっと関連しておりますので、③の質問に移ってまいり

ます。 

  先進地の成功例を見ますと、行政の力だけではなく、民間の方の力も必要不可欠でご

ざいます。強力に官民連携をとっていく必要があるのではないかと思っております。前

の質問でも出しました、高知工科大学、それに合わせまして商工会、法人会など、人脈

の豊富なメンバーを集めまして、サテライトオフィス誘致に向けたプロジェクトチーム

を組んで、誘致活動を行ってはと思っておりますが、どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  プロジェクトチームを立ち上げることは、現時点では想定しておりませんが、高知工

科大学や商工会などの関連機関と連携して、誘致活動を今後も積極的に行っていきたい

と思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ④に移ります。 

  人脈の活用、情報収集、戦略を練るとき、事業推進にはノウハウが必要でございます。

先ほどプロジェクトチームは組まないということでしたので、どうかなと思いますが、

徳島県では、この部分を県に強力にバックアップしていただいております。徳島県内３

ブロックそれぞれに対しまして、ノウハウのある事業者にサテライトオフィス誘致業務

を委託しております。県、自治体、地元有志、進出企業をつなぐ業務は、ノウハウに加

えましてフットワークが非常に大切でございます。市の職員だけでは対応できないこと

も多くあります。外部に委託するには、そこそこの費用がかかってまいります。その部

分につきましては、県に対しまして徳島型誘致活動を説明して、応援いただけるような

提案、要望をしてはと思いますが、いかがでしょうか。  

  資料写真の一番最初のほうにありますのでタブレットで通知します。  

  徳島県は、県を東部圏域、南部圏域、西部圏域の３つのブロックに分けて、これにつ

いての事業はそれぞれ県が多分費用を出して、コンサルというか、コンシェルジュと呼

んでいるのかな、企画をして、お手伝いをしていただいております。ここが、進出した

後のフォローとか戦略、全てということではないですね、それぞれの市の商工観光課系

統と連絡を取りながら進めている状況でございます。なかなかこのサイズの事業を市単

独では難しいと思いますので、これはぜひ県に対しまして強力に助成というか、協力を

お願いしたらどうかと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  昨年行われました議員研修会で、徳島県の有限会社データプロの取組とかも見まして、
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また、最近、担当職員が先進地の視察等を行う中で、やっぱり民間のノウハウを生かし

たソフト事業というのは、本当に行政にはない、スピーディで、また関連を生かした動

きがあるので、非常に重要であると認識しております。こうした事業に関しましても、

国のデジタル田園都市国家構想推進交付金の活用を検討するとともに、県の関係課にも

相談しながら、今後、積極的に実施していきたいと考えております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   まさに国のデジタル田園都市構想ですか、すごく地方にと

ってはいい風が吹いていると思いますので、今がこの事業のチャンスというか、時期と

思います。ぜひ乗り遅れのないようにしていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。  

  次、⑤にいきます。 

  また資料写真を見ていただきたいなと思います。皆さんのお手元に写真の情報を送り

ました。  

  これが、初期の頃に人気のあった進出先の神山町の風景でございます。この川に足を

つばけてノートパソコンで仕事をしているという、当時衝撃的な、ＮＨＫで放送されま

した。もうそれも随分昔の話になってしまいました。ここは、どちらかといえば地元雇

用型ではなく、中央から社員が入れ替わりで来るスタイルでございます。簡単に言えば、

田舎暮らし型の企業が多いと聞いております。香美市でいえば、香北町、物部町、土佐

山田町の山間部で取り組めるスタイルではないかと思っております。  

  その次の写真を御覧ください。  

  これは、三好市池田町の旅館跡を利用しております。ここは結構広いので、数社が同

居するスタイルです。中の写真はちょっと撮っておりませんので。そして、その次の写

真が脇町にあります個人の家を利用している例でございます。脇町ですので、古民家と

いうか、そういったところを利用した雰囲気のあるサテライトオフィスがつくられてお

ります。この池田町と脇町にあると御紹介しましたのが、最近伸びてきております、ほ

どよい田舎進出例でございます。ここは地元雇用も積極的に行っている企業が多いと聞

いております。まさに物部町、香北町、土佐山田町の旧商店街エリアが参考になるモデ

ルではないかと思っております。  

  このほかにも、徳島県には南町を中心としたリゾート型サテライトオフィスもござい

ます。このように、サテライトオフィスにも様々なスタイルがありますので、企業とし

ても地域にマッチするかどうかの判断も一定あると思います。三好市では、お試し住宅

ならぬお試し施設を準備しているようでございます。  

  香美市には、移住者向けのお試し住宅、店舗を持ちたい方のためのチャレンジショッ

プがございます。サテライトオフィス誘致に向けまして、お試し施設、コワーキングス

ペースをつくる考えはありませんでしょうか。 



－34－ 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  先進地視察を重ねることで、シェアオフィス等の整備に関しましては、オフィス機能

だけではなく、都市部等の企業が来たいと思える施設にする必要があると考えておりま

す。 

  企業の中には、サテライトオフィスを設置する前に、コワーキングスペース等で試験

的に業務を開始したいというニーズもございますので、利用促進につながる施設の整備

について検討しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ぜひ形にしていただきまして、サテライトオフィス誘致が

成功するように、お願いしたいと思います。  

  次、⑥にまいります。  

  市有財産の中で、サテライトオフィス誘致に使えるものはないかという質問でござい

ます。施設としましては、自分の知っている範囲で非常に恐縮ではございますが、旧佐

岡小学校、建設可能な土地としましては、繁藤のわかふじ団地、土佐山田町の旧図書館

と言っていいのか、現図書館と言っていいのか、図書館、あと、旧山田保育園、宝町に

あった児童クラブになっていたところです。そして、前山にあります旧前山団地などが

あるのではないかと思っております。また、香美市所有ではないですが、旧大栃高校な

どの施設も交渉次第では候補に挙げることができるのではないかと思っております。こ

の辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  市有財産の活用は、建物を有効活用でき、オフィス設置に要する経費を縮小できるメ

リットがございますが、既に別の用途で使用されていたり、駐車場が十分に確保できな

いなど、現在適当な施設が見つかっておらず、民間の土地も含めて検討しております。  

  なお、旧大栃高校の校舎につきましては、高知県市長会議において、県に対し利用要

望を提出しております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   なかなか市有財産の利用となりますと、担当課だけでは決

定もできないと思いますが、市長、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   私も市長就任以来、若者の雇用、女性の雇用をつくる際に、

こういうインターネットに関する企業というのは非常に有望であると思っておりますし、

また、県自体も今デジタル化ということでいろいろな企業誘致を進めています。香美市
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は非常に立地がいいと考えておりますし、香北町、物部町という地域は、先ほど御紹介

があったように、神山町に負けないような土地であるとも思っております。  

  その中で、先ほどお話がありましたとおり、大栃高校の利用ということで、先日室戸

市で市長会がありまして、県に要望させていただきました。こういう形をとったのには

ちょっと戦略的なことがあったんですけれども、市長会で要望を上げるときには、１１

市で議決して県に上げるというような形になっておりますので、他市の皆さんには、県

立高校が存続できるようにというのが本当ではあるけれども、今回なくなってしまった

高校の利活用を住民も求めておるので、ほかの市長の皆さんも御賛同くださいという形

で御賛同いただき、要望を上げさせていただきました。  

  具体的に、大栃高校に関しましてはこれからの施設整備というところで、耐震改修も

含めたいろいろな県との協議が必要ではありますが、財産の有効活用、県有財産ではあ

りますけれども、まずは大栃高校を考えております。  

  また、先ほどもお話しさせていただいたとおり、担当課も視察を重ねておりますので、

どこかのタイミングでは、香美市としてもこういった拠点をつくりたいという形で、お

示しもさせていただきたいと思っております。  

  以上であります。 

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   更地に建物を建てるとなかなか費用もかかりますので、全

国的にも休校では建てられないとは思いますが、廃校状態になった状態のえいやつにつ

きましては、積極的に利用している例がかなりありますので、また気をつけていただい

て、そんなものへも対応していただければと思います。  

  そうしたら、大きい２番目へいきます。地震対策の質問でございます。  

  実は、私が議員になって、自分のテーマであります災害対策のうち、地震対策関係の

質問だけで実に１１回の議会で１２個の質問をしてまいりました。  

  災害対策の重要性をまず自分自身が肌で感じたのは、１９９５年の阪神淡路大震災の

報道に接したことだなと、今思えば思っております。もちろん高知県にいた自分には影

響がなかったわけですが、神戸市在住のおじ、おば、いとこなどが被災いたしました。

被災後すぐの現場も間近で見ましたが、その被害の大きさを目の当たりにし、テレビ報

道では感じることのできないすさまじい破壊力に驚き、心に深く刻まれたことでござい

ました。そして、２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災でございます。これは、

福島県の妻の実家や兄弟の家が半壊などの被害に遭ったところでございます。  

  そこで、①家庭での食料備蓄計画について質問いたします。  

  妻の実家のある町では、沿岸部や原発近くの市町村から避難してきた人が増えまして、

併せて、地域の方のパニック買いが起きました。当然、燃料や食料も町から消えてしま

い、お年寄りを中心にひどい買い物難民が発生する状態でございました。商品、燃料が

日常程度に戻るのには１か月ほどかかったということも聞いております。  
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  ２０１２年３月議会におきまして、市内最大の備蓄倉庫は各家庭にあるそのストック

である、非常食３日分ではなく大幅に日数を増やしたアナウンスをしていくべきである、

これは当時非常食を３日分というアナウンスしかされておりませんでしたので提案させ

ていただきました。それと、車の燃料は早めの給油とか、冬場であれば灯油をもう一缶

予備にとか、きめ細やかな提案を住民にしていく必要があるのではないか、そして、広

域避難を想定した備蓄計画の必要があるのではないかというような形の質問をしており

ます。その後、２度ほど同じ備蓄食料の質問を繰り返しまして、やっと最低３日プラス

可能であれば一、二週間分とアナウンスされるようになったところでございます。広域

避難計画の必要性は、最近やっとクローズアップされたので、対応せんといかんような

ところにきたのではないかなという気がしております。  

  そこで、現在のこの「３」という数字で大丈夫でしょうか。少なくともこの「３」の

数字を外しまして、「最低１週間」とするべきではないでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えいたします。  

  物資につきましては、発災から３日間は市や県の公的備蓄、流通備蓄で対応し、４日

目から国や県外からの支援が届くとされています。  

  また、中央圏域１４市町村等により作成されました、中央圏域広域避難計画によりま

すと、広域避難者の避難生活に必要な物資等につきましては、原則避難元市町村が調達

し、持ち込むこととしております。  

  このようなこともありまして、家庭内備蓄は最低３日、可能であれば１週間の考え方

を基としまして、啓発としましては１週間分をより強く推奨するように取り組んでいき

たいと考えております。先日も、自主防災組織の訓練に出向くことがありました。その

際には、１週間分の備蓄への取組をお願いすると同時に、ローリングストックでの備蓄

品利用も周知しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   市が３日間、４日目以降には来るというのは、あくまでも

供給対象者の数をベースに考えているんだなという気がしております。供給対象者とい

うのはちょっと定義が曖昧なところがあって、後でまた質問しますが、供給対象者に対

して３日間では足らないわけですよね、市民全体が被災して食料がなくなる可能性があ

るので。そこはもう備蓄食料で何とか１週間ぐらいないと、現実的に困るんじゃないか

なと、福島県の状況を見たときに思います。それでずっとこの質問をしているんですけ

れども、このアナウンスによって市民に備蓄食料をもし１日分増やしていただければ、

人口２万５,０００人と想定しましたら７万５ ,０００食、２日分増やしていただければ

１５万食の備蓄食料が香美市内に増えることになりますよね。この量を市が追加準備し

てローリングストックしていくとなると、経費も手間もすごい大変なことになるし、配
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送業務もすごい大変なことになりますので、ぜひこれは今１週間を強く言ってくれとい

う話でしたが、可能であればもう「３」という数字があったら、前も言いましたけど

「３」でいいんじゃないかという安心感が出てしまうので、やっぱり地元ではもう。高

知県には特異性がありますので、先ほどの質問でもありましたように、本当に中央から

食料が供給できるのか。橋はどうなのか分からんけど、途中の道路の寸断は十分考えら

れることで、それを考えたときに、１週間分というのは最低必要じゃないかなと思いま

す。 

  特に、広域避難の対応も今後考えていかないといけない場合、やっぱり地元で皆さん

が食料を余分に備蓄していくことはすごく必要やと思うし、しかもそれは分散備蓄にな

って、いろんな場面で有利ですよね。そういったことも含めて、ぜひこれは「３」をの

けて今後１週間にしていただきたいと思いますので。前回、３日プラス１週間にしてく

れたのも、国の指針が変わってやっとしてくれたみたいな形ですので、国の指針を待た

ずに、ぜひ香美市は１週間にしていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいた

します。  

  続きまして、②へ行きます。香美市の備蓄する食料の備蓄計画です。  

  先ほどは家庭内の備蓄量を増やそうという計画でございました。それと併せまして、

家庭内の備蓄量も増やすことも大切でございますが、広域避難計画を考えたとき、市の

備蓄量も３日分でよいのか非常に心配しております。今、４日以降は県とか国対応に一

定なるようなこともお伺いしましたが、香美市自身の備蓄量を増やすか、広域避難対象

になると思われる高知・南国・香南各市と４市協定、共同で備蓄倉庫を設置するなど、

連携した計画の策定が必要ではないでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えいたします。  

  県の備蓄方針では、発災後１日目は市町村の公的備蓄で、２日、３日目は市や県の流

通備蓄で対応することになっていますが、本市におきましては、現在公的備蓄を３日分

整備しております。  

  また、１日目から３日目を補う形で県の公的備蓄があります。県は広域物資拠点の開

設や物資の不足している市町村への供給体制を立ち上げることとしております。加えま

して、中央圏域広域避難計画におきましては、広域避難者の避難生活に必要な物資等は、

先ほども申し上げましたが、原則として避難元の市町村が持ち込むこととなっているこ

とから、広域避難を想定して市の備蓄量を増やすことは考えておりません。今の備蓄は、

避難所への避難が５ ,１００人、避難所外避難をされる方が３ ,５００人で想定して、

７,７４０食分を３日分構えておる状況になっております。  

  ４市で連携した計画の策定が必要でないかというところですけれども、近隣４市間で

の広域避難の関係につきましては、県の協力をいただくなどして、足並みをそろえて話

合いを今後進めていきたいと考えております。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   なかなか４市横並びでというのは難しいと思いますので、

ぜひ最後の答弁にもあったように、県に音頭を取っていただきまして、広域での話がち

ゃんとできるようにお願いしたいと思います。  

  あと、県の広域備蓄計画というのが出ましたが、それはどこへ造るという計画は立っ

ていますか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    現状では、ちょっと具体的な場所は把握できてお

りません。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   もし決定していないようでしたら、多分香美市がかなり有

力な避難先になると思いますので、備蓄倉庫をぜひ誘致という表現がどうなのか、建て

ていただけるように県へ強力にお願いしていただきたいなと思います。ぜひよろしくお

願いいたします。  

  続きまして、③へ行きます。  

  在宅避難者や自治会防災会が開設した避難所への食料配布の件でございます。この件

も２度ほど質問しておりますが、対応がはっきりしていないので再度の質問となります。  

  避難所の開設訓練を行った防災会のメンバーと話をしますと、多くの方が、県の試算

を基にして計算された想定避難者数では、多分対応できないんじゃないかなというよう

な、これは肌感でございます。皆さんが訓練をしてスペースを見た中での肌感ですが、

そういった認識でおります。山田小学校での訓練では、複数の防災会が、この状況を見

ていたら山田小学校へ行くよりも自分たちで避難場所を構えたほうがよいんじゃないか

とか、そのようなちょっと計画も立ててみようかみたいなことも言っておりました。  

  避難所の混乱やペット同伴対応、コロナ等感染症対策などを考えたときに、こういっ

た分散避難はとてもありがたい話ではないかなと思います。これに対応するため、在宅

避難者や自治会防災会の設置する避難場所の管理者に対しまして、食料、飲み物等を配

給する体制を構築する必要があるんじゃないかなと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  現在、市の地域防災計画におきまして、被災者への食料や生活必需品の供給につきま

しては、指定避難所に供給拠点を設置して行うこととしています。もちろん在宅避難者

を含む、避難所外避難者についても供給対象となっているため、配給する際には住民に

対して広報・周知することが計画に定められております。このことから、在宅避難者や

自主避難者に対する食料の供給体制は準備されていると考えております。  

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   分かりました。今のはすごいえい回答かなと思っておりま

す。 

  実は、これは過去の一般質問や代々の職員との話の中で、避難所は避難した方のみの

食料で、在宅避難者はおのおのの備蓄食料でお願いしたいという話が聞こえてきたり、

そういった半面ある担当者は、実際そういった在宅避難の方とかが、食べる物がなくな

って避難所へ来たら、それは断ることはできないというような、ちょっとぶれがあると

いうか、直接の担当職員じゃないけど行政の方との複数の話では、そういうことになっ

ておりました。 

  今回確認の質問ではございましたが、実は先ほどの香美市地域防災計画の第２章、今

手元にありますか、第１３節、４８ページでございますが、供給対象者イコール避難者

（家屋被害による避難者、断水による避難者）及び災害救助従事者とすると書かれてお

りまして、避難場所についての供給は在宅避難者とか自主防災組織がやるような、第２

章を見る限り対応されていないように見えるがです。多分、一人の職員はそういうふう

な判断で、ここを見て言うたのかなという気がいたします。実は、同じ計画書の第３章、

災害応急対策計画の中の供給対象者は、（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）、（オ）とあ

りまして、この中に、供給機能が混乱し、通常の供給を受けることが不可能となった者、

帰宅困難者、市内通過者等で他に食料を得る手段のない者とあり、もう片方の職員の方

は、こっちを見て僕に言うた可能性があります。一つの行政の防災計画の中で、この辺

が多分ちょっと混乱を起こしているんじゃないかなと思いますので、ぜひここは防災計

画の中の供給対象者の定義をちょっとすり合わせして、しっかりといろんな話が交錯を

せんような形でつくり上げてもらいたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。

どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    御指摘がありましたように、あっちとこっちで違

うような状態では、十分な対応がとれなくなってしまいますので、避難された方全員が

供給を受けられるような内容に修正していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   在宅避難者も安心できるように、耐震診断や耐震補修とか

をして、ぜひ家で耐えていただいて、避難所はできるだけ避難した方がゆったり過ごせ

るようなことが大事やと思います。それでこそ在宅避難者とか自主防災組織がつくった

避難場所のありがたみがあると思いますので、その辺をしっかり対応していただければ

と思います。よろしくお願いいたします。  

  次が、④避難所開設訓練について質問いたします。  

  ２０１７年９月議会で、避難所の開設に当たっては、小学校の教職員、ＰＴＡを含め
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た連携が重要であると。特に、教職員在校時は、開設において教職員の指示に従うと当

時はなっておりました。ちょっと最近のやつは確認しておりませんが、その当時はなっ

ておりました。教職員の地震災害に対するスキルアップは必須でありますが、日頃から

教職員と地域の方のコミュニケーションをとっておく必要があるのではないかと質問し

たところでございます。 

  避難所開設訓練は、コロナの影響もありなかなか開催できない状況もあると思います

が、学校では地震を想定した訓練も最近したように聞いております。なかなかここも対

応していただけないようで再度の質問でございますが、少しでも混乱を少なくするため、

学校と地域とが連携した訓練を進める必要があるのではないかと思っておりますが、い

かがでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    防災対策課長、日和佐干城君。  

○防災対策課長（日和佐干城君）    お答えします。  

  学校と地域が連携した避難所開設訓練等は大変重要で必要と思います。訓練を重ねる

ことでお互いの意思疎通ができ、それぞれの役割の確認もできていくと思います。日頃

から、学校と地域が顔の見える関係づくりをしておくことで、災害発生時にはスムーズ

な連携のもと活動できる体制づくりにつながると思います。学校としても、地域との連

携は大いに必要とのことであります。今後におきまして、より連携を深めていく必要が

あると考えておりますので、防災対策課としても協力していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ぜひお願いいたします。特に感じたのは、山田小学校で開

設訓練を２回やったとき、実はまだ初期の開設訓練やったので、体育館だけでの訓練や

ったがです。質問にありました受付も含め非常に混乱いたしまして、なかなか改善をせ

んといかん状況でございました。その中で、自分も幾つか企画の中で提案もさせていた

だきましたが、体育館の中だけでまず収容しようという計画でありました。そのときの

話の中で、運営マニュアルでは教室が使えるようになっていますが、そこはすぐ使える

んと聞いたら、昼間やったら生徒がいるのでちょっとすぐには使えませんよとか、それ

も正式な答えかどうか分からないまま聞いております。多分それを聞いて、ここで訓練

をした自治会が、この中では絶対収まらんということで、自主防災組織で構えるという

話になったかもしれません。  

  そういったことも含めまして、学校と連携をとって、ここの教室はどういう段階でど

う開けるかとか、生徒は一旦どこかへまとめさせていただいて、教室は順次来た人のた

めに開けるとか、その辺の手順を確認しておかないと、多分計画上の人数のスペースっ

て教室が全部入っていますので、それを体育館だけで一時的に収容するというのはまず

無理な話です。それを機能させるためには、ぜひ一緒に訓練をして、教室の使い方、使

うタイミング、手順を、地域の方と小学校、高校やったら山田高校と共有していかない
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と、なかなか現場で混乱すると思います。その辺も含めて、訓練もそうですが会を開い

たら、そこまでのシミュレーションもできると思いますので。それで、かつ出た案を基

に訓練をするみたいな、ちょっと手順がかかりますが、事前準備しておいたほうが、実

際の発災時にはかなりいくんじゃないかなと思います。この辺は防災対策課だけの話で

はないと思います。市長か教育長か、一緒の話になりますので。 

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   まず、学校での訓練ということをお聞きしまして、実際に

その場にも立ち会われたということで、本当にありがとうございます。  

  言われるように、南海トラフ地震のＬ２想定ということになれば、小・中学校、高校

も含めて、公共の大きな建物には避難者が殺到するということも想定されておりますし、

また、私自身の考えですけれども、香南市、南国市、高知市からも、ある意味香美市民

のことだけの対応ではなくて、地域外からの避難もあるであろうと想定しております。  

  その際に、やはりそのイメージを市民の皆様にどれだけ持ってもらえるかが重要であ

りますが、東日本大震災の後は非常にみんな意識も高かったんですが、だんだん薄れて

くると。熊本県の地震であるとか、水害があったりとかすると、また高まってくるとい

うようなことなんですが、やはり継続的にシミュレーションしながらやり続けることが

重要であると思います。 

  特に学校現場では、防災教育というような形で授業に訓練を盛り込んでいく、また、

地域との連携で、今の探究学習の中でもいろいろなシミュレーションをやっていくこと

ができると思います。  

  香美市の中でも今議論しておって、香美市の若手職員とＨＵＧという避難所運営ゲー

ムで訓練を、静岡県発のボードゲームなんですけれども、実際に鏡野中学校の校舎など、

いろいろ施設を机の上に置いて、カードを一枚一枚めくると、ペットを連れてきた人が

来ましたとか、発熱した人が来ましたとあって、発熱がある人は隔離しましょうとか、

ペットを連れてきた人は運動場の倉庫にとか、いろいろなシミュレーションもやってい

ました。一つ言えるのは、防災対策課の６人だけでこの危機を乗り越えることは無理で

ございますので、自主防災組織の会でも、私自身がそれぞれの現場、現場でシミュレー

ションをして、やれることはやっていただくことが非常にありがたいというお話もさせ

ていただきました。その中で、先ほどからお話があるように、食料の問題であるとか、

いろいろな自主避難であるとか、ある方は車での車中泊ということを言われる方もおり

ますし、また、ビニールハウスも避難所で使えるんじゃないかなど、そういったアイデ

アにしっかりと行政もついていきながら、しっかりと住民の安心・安全を守っていける

香美市にしていきたい、住民との連携もしっかり深めていきたいと考えております。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   ぜひＨＵＧなんかも含めましてやっていただきたいと思い
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ます。ＨＵＧ自体は自分も２回か３回ぐらいやっておりまして、それをやった上で１回

質問したこともございます。ＨＵＧって、やっても正解がないまま終わるがですよね。

このグループではこうやった、このグループではこうやったというだけで終わっている

かなという気がちょっといたします。一定、皆さんの考えとか、定石というか、これは

誰が考えてもこうだろうということと違う答えが出たら、出たなりで終わってしまうの

はちょっとどうかなという気もいたします。後の総括のときに、もうちょっと方向性を

はっきり伝えるようなＨＵＧの締めくくりをしたらどうかという提案もしたことがござ

います。グループが出した間違ったやつがそのまま生き残っていたら、それも一つのル

ールやねと残ってしまうことがかえって怖い面もありますので、ぜひ適切な運営をお願

いいたしまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    利根健二君の質問が終わりました。  

  暫時、昼食のため休憩いたします。  

（午前 １１時４５分 休憩） 

（午後  １時００分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、２番、公文直樹君。 

○２番（公文直樹君）   ２番、市民クラブの公文直樹です。議長より許可をいただき

ましたので、一問一答方式により、通告書に従い、４点質問いたします。よろしくお願

いいたします。  

  ではまず、質問事項１つ目の中山間地域の集落維持についてです。  

  ①です。  

  市長は、今定例会議開会日の提案説明において、横断的な政策の一つとして、中山間

対策の充実・強化について述べられておりました。加えて、６月定例会議においても、

中山間対策はしっかりとした計画を立てて対応していくと答弁されておりました。  

  一方、県が７月に発行した高知県集落調査、こちらは概要版になりますが（資料を示

しながら説明）、この集落調査報告書によりますと、２０世帯未満の集落は県全体の約

３割を占める７４５集落という結果となっており、超高齢化社会と人口減少が加速する、

いわゆる２０２５年問題に直面している現在、小規模な集落や自治会においては、今後

数年のうちに自治機能停止、または廃止となる集落が多発すると私は推測しております。  

  そこで、本市における２０世帯未満の集落数は幾つか、併せて当該集落が機能停止、

または、廃止となるまでに残された時間はあと何年程度と推測されているのかを伺いま

す。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    公文直樹議員の御質問にお答えいたします。  

  令和３年度に実施いたしました集落調査は、中山間地域を中心としたおおむね５０世
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帯未満の集落を対象に実施され、香美市内の対象集落は７５集落です。そのうち２０世

帯未満の集落は２７集落となります。内訳としましては、土佐山田町が８集落、香北町

が８集落、物部町が１１集落となっております。  

  これらの集落の年齢別報告を参考に考察いたしますと、いずれの集落においても１世

帯当たりの平均人数は１.９５人以下となっており、そのうち世帯の平均人数が１ .５人

を下回る集落は９集落となっております。集落別の平均年齢はいずれの集落も５０歳を

上回っておりまして、そのうち平均年齢が７５歳を上回る後期高齢者の集落におきまし

ては６集落となり、その多くが集落内に５０歳を下回る年代が全くいない集落となって

おります。限界集落の基準といたしまして、６５歳以上が集落人口の５０％を上回る集

落と定義がございますが、それで算出した場合、対象となる集落数は２７集落のうち２

２集落となります。  

  御質問にございます、集落の機能停止や廃止の判断基準については、県にも確認いた

しましたが、明確な基準値はなく判断できないとのことで、香美市におきましても残さ

れた時間があと何年という形でお答えすることは難しゅうございますが、もう既に機能

限界にきていると感じている集落も多いのではないかと思います。今後、各集落の状況

に応じて検討していく必要があると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    正直な感想、思ったより多いというのが率直な意見でありま

す。限界集落が２２集落ということでありますけれども、この集落調査の中で、今後１

０年以内に集落の一部、または全体が消滅しているとの設問に対する回答は、約１３％、

１８６集落と報告があっております。この結果から、２０世帯未満の小規模集落の代表

者の方々が、一部、または全体が消滅していると回答しているのではないかと推察して

おります。  

  機能自体が限界に達しているということは感じられているということですけれども、

この調査結果から、１０年足らずという期間において、一部、または全体が消滅する小

規模集落が少なからずあるという認識は持たれているということでよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    先ほども述べましたように、現在でも限界集落がこ

の２７集落のうち２２集落ございます。農業用水や森林、道路の維持管理、冠婚葬祭、

神社のお祭りなど、共同の生活を維持することがもう限界に近づいております。１０年

以内で小集落が消滅することはあり得るという認識は持っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    それでは、②に移ります。  

  これまでの議会におきましても、中山間地域に残された時間は少ないという議論は交
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わされてきました。そして、このたび１０年以内に一部、または全体が消滅する集落が

少なからず発生するという共通の認識を得ることができました。しかしながら、先ほど

御答弁にありましたとおり、あと何年自治機能が維持できるかは定かではない、分から

ないという内容でありました。市長は、６月定例会議の御答弁において、中山間地域に

ある既存事業の所得向上につながる取組や、若者の職場づくりとしてＩＣＴ企業の誘致

などを挙げられておりましたが、これらの実現や効果を発揮するまでにはまだまだ時間

を要するのではないでしょうか。そして、この間にも先ほど伺った２７か所、限界集落

に至っては２２か所の小規模集落は疲弊し続け、限界が近づいています。  

  既に集落調査開始から１年以上が経過し、残された期間は９年足らずです。さらに今

後も２０世帯未満となる小規模集落は増加すると考えております。いずれにしましても、

市長がおっしゃられている、しっかりとした計画を立てるためには、いつまでに何を行

うかが大前提になろうかと思います。まずは、自治機能を維持できる最低限を設定すべ

きではないでしょうか。例えば、先ほど中山課長から年齢構成などの詳細をお伝えいた

だきましたが、集落に継続して居住している世帯が５世帯以下となり、その平均年齢が

８０歳を超えた時点で、当該集落の自治機能は限界となるなど、一定の基準を設けるこ

とで、それぞれの小規模集落があと何年で限界に達するか、およそ残された期間の見当

をつけることができるのではないでしょうか。これはあくまでも仮定ですけれども、既

にこの仮定を超えて自治会を解散している集落も現にあるわけです。  

  そこで、仮定ではありますがこの一定基準から逆算して、それぞれの小規模集落を継

承するために、中長期ロードマップの作成を基礎とする、集落別の人口減少に適応した

計画を策定する必要があるのではないでしょうか。むしろロードマップというよりは、

住民がいなくなるという危機的な状況に対するタイムラインの作成と表現したほうがよ

いのかもしれません。  

  さて、この当該計画の内容としましては、隣接する集落や自治会との合併や共同維持

の可能性の検討、移住者を受け入れるだけの包容力や空き家が残っているかの判断、公

共水道がない集落は水源地管理などを含めた水道施設維持を今後どのようにやっていく

か、有害鳥獣対策や耕作放棄地拡大の抑制、さらには先ほど中山課長もおっしゃられて

いました、神社や小さなほこらなどの歴史的背景の保存や文化施設の維持などについて、

その小集落を継承していくために検討すべき事項はたくさんあるわけですが、これらた

くさんの検討課題を、いつまでに何を整理して何を残していくか計画的に対応していか

ないと、現状のままではなし崩しといいますか、廃墟しか残らないのではないかと危惧

しております。  

  さらに申し上げれば、市長が目指される過疎・高齢化に打ち勝った先進的な自治体香

美市を実現するためには、地域の伝統文化継承が必要不可欠です。地域に協力する気の

ない、自己満足だけが目的の若者たちをただ集めればよいというものではありませんし、

何より中山間地域に魅力がなければ若者は帰ってきません。また、限られた時間の中、
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次の世代にバトンタッチしていく上で、今まで行ってきた各地域の行事や知的・文化的

財産などを、これまでどおりそのまま引き継ぐことには限界があります。  

  こうしたことからも、さきに申し上げた適応計画、これは仮称ですけれども、こうい

ったものを策定し確実に実行しなければ、次の世代に中山間地域を継承することはでき

ないと考えますが、見解を伺います。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  それぞれの集落における問題は、個々の集落状況によって内容は様々かと思います。

集落別に問題解決のための計画を策定することが望ましいとは思いますが、現時点にお

いて策定の予定は立っておりません。  

  しかし、香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略におきまして、人口減少対策につい

ての基本目標や、また具体的な施策・取組体制を掲げております。また、香美市移住定

住促進計画第３期アクションプランにおきまして、香北町、物部町を移住促進の重点地

域と定めて取り組んでおり、引き続き移住希望者への的確な情報提供、移住先となる空

き家の掘り起こしなどを進め、第４期アクションプランの策定準備を今行っているとこ

ろでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    先ほど御答弁にありました、移住定住促進計画第４期アクシ

ョンプランというのは、何年から何年を想定されておられますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  令和４年で３年が経過しますので、次が令和５年から令和７年の３年計画となってお

ります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    来年度から３年間の計画ということでありますけれども、先

ほど申し上げましたとおり、小規模集落、２０世帯未満の集落においては１０年以内に

一部、または全部が消滅する可能性があるという回答があっております。このことから

も数年しか時間が残されていないということですので、計画に基づいて総合的に取り組

むということは分かりますけれども、先ほどおっしゃっていただいたとおり、各集落に

よって事情がそれぞれ違いますので、優先順位もあろうかと思います。公共水道のない

集落におかれましては、もう水道は命の次に大事な施設になりますので、これをどう維

持していくかというのは、ほかの公共水道のある集落とは全然状況が変わってくると思

います。  

  そこで、やはり個別に計画を立てていくことは非常に重要であると思います。中山間
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地域として一くくりにされ、既存の事業や産業の所得向上、または企業誘致といっても、

既存産業がそもそも乏しく、農地も少ない、企業誘致に適当な宅地も確保が難しい急峻

な地形にある集落は、やはり周りの集落よりも衰退、消滅への時間が短いと考えており

ます。こういった小さな集落には、個別といいますか、一体いつまでにどういった支援

を行っていくのかの具体策はあるのでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  中山間の集落維持・活性化に向けて、県も一緒にやっております集落活動センターと

いう取組がございます。物部地区におきましては、今、集落活動センター準備会がござ

いまして、設立に向けて支援をしているところでございます。１０月８日に開催した奥

物部青空市では、約６００人の来場者があり大変にぎわい、集落活動センター事業につ

ながる事業ということで、地域住民の新たな集いの場、または地域内外の交流、また、

お互いに支え合っていく取組など、集落活動センターの開設につながればと考えており

ます。 

  今後も一地区、一地区での計画はなかなかちょっと難しいところはございますが、物

部地区であれば物部地区全体、また、ほかの中山間でも、難しいところがあれば個別に

それぞれ対応していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    集落活動センター事業ですけれども、先ほどお話にありまし

た物部町地区に至っては、数年前から準備会で検討を重ねられていることは私も承知し

ておりますが、現在に至っても、その活動組織がいつ立ち上がるかという見通しすらま

だ立っていない。また、美良布地区集落活動センター、平山地区集落活動センターは地

域限定で活動され、そのおのおのの活動はすごくいい内容で動かれているとは思うんで

すけれども、やはりほかにも集落活動センターがない小さな集落があります。そういっ

たところの支援が、今後大事になってくるのではないでしょうか。集落活動センター事

業は地域の方々が主体となってくると思いますが、小さな集落には、もう自治会長やリ

ーダーの不在、またはその事業を起こすだけの力が残っていない集落もあります。こう

した集落にこそ地域づくり支援員が必要なのではないでしょうか。  

  次に、③に移ります。  

  こうした余力の少ない小規模集落において、先ほど提案いたしました計画を実行する

ために、個々の計画は現在考えられていないということですけれども、今後必要になっ

てくると考えます。この計画を十分に実行・推進できる人材が必要ではないでしょうか。

各集落に地域づくり支援員を十分に配置し、その支援員を集落コーディネーターとして、

先ほど申し上げたような多岐にわたる検討課題を推進していく役目を持った、人材が必

要ではないでしょうか。 
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  また、２７か所の小規模集落に対しては、支援員が複数必要になってくると考えられ

ます。支援員が多数になってくれば、やはり支援員同士の問題共有や情報交換を行うと

ともに、しっかりとした協力体制を維持して、面的に対応できる統括組織が必要ではな

いかと考えますが、見解はいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  本市には現在１１人の地域づくり支援員がおりまして、うち７人が地域別の活動支援

や集落活動センター関係の業務に従事しております。平成２８年度に設立いたしました

香北町の美良布地区集落活動センターには２人、平成３０年度に設立いたしました土佐

山田町の平山地区集落活動センターにも２人の地域づくり支援員を配属しております。

物部地区では、平成３０年度から集落活動センター設立準備会が開始されており、現在

も２人の支援員を中心に準備会を運営しております。また、物部町久保・大西地区には、

平成２３年度から集落水源地の維持管理支援に１人の地域づくり支援員を配置しており

ます。十分な配置かという御質問に対しましては、関係各課、企画財政課とも協議を行

いながら、地域課題の解決に向けて検討していきたいと考えております。  

  地域づくり支援員同士の問題共有や情報交換の場については、以前は定期的に行って

おりましたが、現在は必要に応じて交流会を開催しております。定住推進課や各支所に

は、日々の報告や相談を受けつつ、月まとめの報告書も受けておりまして、地域課題を

共有しております。  

  また、御質問にございます統括組織につきましては、集落活動センターがその役割を

担うものと考えておりまして、それぞれの集落の問題に沿った形を協議しながら、地域

活動の支援を今後も継続して行っていきたいと考えております。  

  以上です。 

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    今活動されている地域づくり支援員の皆様は本当に頑張って

おられて、その活動内容は、自分も一部ではありますが拝見するのに、すごく頑張って

おられることを認識しております。特に、物部町久保地区で水源地管理をされている支

援員に関しましては、本当に急峻な地形を登っていって、水源地の管理には本当に御苦

労されているなと、現地に自分も一緒に同行したことがあるんですけれども、本当にそ

の支援員がいなければ、地域が大変な思いをされておるのではなかろうか。また、久保

地区の支援員の話を聞いて、ほかの地区でも水源地管理を望む声は実際にありますので、

やはり今の人数で十分かというところにつきましては、私としてはやっぱり足りていな

いと思っております。まずは、この２７地区全てに支援員が配置できればいいのではな

いかと考えております。いずれにしましても、こうした小規模集落への個別支援という

のは今後絶対に必要と考えておりますので、私としましても引き続き研究を重ねていき

たいと考えております。今後ともよろしくお願いします。  
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  それでは、質問事項２の中山間地域の空き家対策について伺います。  

  先ほど笹岡議員の御質問に対する答弁の中において、詳細な議論もありましたので、

重複する部分は除いて質問させていただきます。私は、中山間地域に的を絞った形で空

き家について質問させていただきます。よろしくお願いします。  

  ①です。  

  中山間地域において増え続ける空き家は、改修不可能な物件や多額の改修費がかかる

物件が多くあります。加えて、土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域、いわゆるイ

エローゾーン及びレッドゾーンが広くあります。当該区域にある空き家は、市が中間保

有して改修し移住希望者に提供することは、土砂災害防止法の観点からも難しいと考え

ます。同じく、空き家バンク登録に関しても、レッドゾーンにある空き家は一定の制限

があることから注意が必要となります。  

  以上のことから、イエロー・レッドゾーン及び都市計画区域以外の中山間にある、本

市の空き家調査によるＡ、Ｂランクの修繕が容易な空き家は、何件把握されているかを

伺います。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    本市の空き家調査におけます、土砂災害警戒区域、

特別警戒区域及び都市計画区域以外の空き家について、Ａランクの即入居生活可能、Ｂ

ランクの建物の簡易改修や家財道具の撤去等で入居生活が可能なランクに該当する物件

数を報告いたします。  

  土佐山田町でＡランクはゼロ件、Ｂランクが３件、香北町でＡランクが２件、Ｂラン

クが７０件、物部町でＡランクが１件、Ｂランクが２３件ということで、合計でＡラン

クが３件、Ｂランクが９６件の合計９９件になっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    市長が来年度から着手したいとおっしゃられている空き家の

中間保有に関しましても、１棟当たりの改修費に１,０００万円とか、２,０００万円と

かをかけて直して貸すという話にはならないと思います。そうなると、やっぱり新築し

たほうが、ランニングコストを考えても安価に建てて、準備できるのではないかと考え

ております。  

  そこで、先ほど状態のよい空き家が１００件程度ということですけれども、笹岡議員

の御答弁についての資料を拝見しましたが、市全体で把握されている空き家が１ ,９１

３件ですので、Ａ、Ｂランクの容易な改修で住めるようになる家は、全体の約５％程度

になろうかと思います。残りの９５％の改修が必要なＣランク、あとＤランクの廃屋同

等の空き家対策も考えていかなければならないとは思いますが、今回はこれ以上空き家

を増やさないという観点から、②に移ります。 

  本市の移住促進施策は、関係各課と地元ＮＰＯ法人の尽力により、目標に対して十分
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な成果を上げておりますが、土佐山田町や香北町美良布地区を中心とする里山地域と比

較して、山間地域への移住は難しい現状があります。これは、山間地域に状態のよい空

き家が全くないわけではなく、先ほど中山課長の御答弁にもありましたように、内訳ど

おり数件はあるということですけれども、ほとんどないことが一因であると考えており

ます。 

  本市の空き家バンクに登録されている２４物件をホームページで確認いたしましても、

物部町の奥地にあるような山間部の登録物件は状態が悪く、また、賃貸であったり、売

買という動きがないと感じております。  

  一方で、県住宅課は、空き家対策チームを結成し、空き家相談専用窓口も開設してお

ります。さらには、空き家決断シートと呼ばれる、こちらは物部支所でいただいたので

（資料を示しながら説明）、皆様も御覧になったことがあろうかと思いますが、空き家

のミライというリーフレットを配布されておりまして、住宅の所有者やその家族に対し

て、現在居住している住宅の将来像を検討するよう促しております。こうした県の積極

的な取組を参考に、中山間地域において状態のよい空き家を積極的に準備していくこと

を目的に、住人は住んでいるが数年内に空き家となる可能性が見込まれる、状態のよい

住宅を調査することを行ってはどうでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  空き家バンクの登録につきましては、現状では空き家の状態を確認して、問題なけれ

ば申請をいただいております。誓約書のほうはまだ言うていないですかね。もう一回質

問を構いませんか。 

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    通告書に同じ行で質問のように書いておりましたので混乱さ

せてしまいました、すみません。  

  今お伺いしているのは、状態のよい空き家を積極的に調査されてはどうかという点に

ついてお伺いします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    状態のよい空き家の調査につきましても、地域づく

り支援員の空き家調べもありますので、今後も積極的な掘り起こしは考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    調査結果をもって該当する住宅を空き家バンクへ誘導するた

めに、固定資産税優遇措置などが検討できればということをお伺いしたかったんですけ

れども、笹岡議員に対する御答弁の中で、固定資産税額の優遇措置というのは難しいと

言われましたので、できれば今後、そういったことも可能になるよう研究を続けていた

だければと、私のほうからもお願い申し上げます。  
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  固定資産税の優遇措置等が難しいということであれば、ちょっと見方を変えて、空き

家活用奨励金などとして、空き家バンク登録期間中において、固定資産税額相当額分の

ｋａｍｉｃａ（カミカ）ポイントをチャージすることなども検討してみてはいかがでし

ょうか。これも提案でございますので、ひとつ考えていただければありがたいです。  

  とにかく現状のままでは空き家は増え続けます。そして、その多くが老朽化しており

ます。その老朽化した空き家が老朽住宅除却事業の対象となれば、それはそれでまた多

額の補助金交付が発生します。こうした現状のサイクルを放置しておっても費用ばかり

かかりますので、何とか現状を打破するためにも、何らかの優遇措置や奨励制度は有効

と考えます。私としましても、引き続き研究を重ねていきたいと思っております。関係

各課におかれましても、積極的な御検討をいただきたいとお願いいたします。  

  それでは、質問事項３の公営施設の民営化促進について伺います。  

  ①です。  

  あけぼの保育園、なかよし保育園の公設民営化を議論するときではないでしょうか。

依然歯止めのかからない少子化に加え、コロナ禍による出生数減少により、待機児童数

は全国的に減少し、中山間地域では定員割れとなっている保育所もあります。本市にお

きましても同じ状況と考えられますが、あけぼの保育園となかよし保育園における入園

児数について、今後数年間の推計を伺います。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   公文議員の御質問にお答えいたします。  

  平成３０年度から令和４年度までの４月当初の入園者数で見ますと、なかよし保育園

では定員２００人のところ、５年間の平均で約１８４人、あけぼの保育園では定員２１

０人のところ、５年間平均約２００人となっております。両園ともに定員を大きく割り

込むことはない状況で推移しており、特にあけぼの保育園は、開所時間も他の園より長

いことから人気が高い状況です。今後数年間は同じ状況で推移するものと見込んでおり

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    なかよし保育園、あけぼの保育園の２園に関しては、今後も

定員に近いような入園希望があると、安定した運営が見込めるということではなかろう

かと思います。  

  それでは、②に移ります。  

  全国では、入園児不足により運営困難となる保育所が増加することが見込まれていま

す。昨年、厚生労働省の子ども・子育て支援推進調査研究事業による調査では、回答の

あった認可保育所等の５割以上が、人口減少の影響で今後施設の運営が難しくなる可能

性があると答えており、また、現在影響が生じていると答えた保育所は１割を超えてお

ります。一方で、保育所の多機能化について、厚生労働省の地域における保育所・保育
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士等の在り方に関する検討会の取りまとめによりましても、今後は全国的に保育所の多

機能化が推進されると考えております。  

  本市においては、学校法人土佐山田幼稚園が、幼稚園型認定こども園として令和５年

度の入園児募集を始めております。先週だったと記憶しておりますが、新聞折り込みに

こちらのチラシが入っておりました（資料を示しながら説明）。１１月１日から受付開

始と案内があっております。  

  このような状況からも、香美市立保育園の多機能化について、先進的に取り組んでい

く必要があると考えます。そこで、あけぼの保育園、なかよし保育園の保育サービスを

さらに向上するために、民営化による運営も視野に入れて議論をするときではないでし

ょうか、見解を伺います。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   御質問にお答えいたします。  

  公立保育園の民営化につきましては、今後研究していく必要があると認識しておりま

す。あけぼの保育園、なかよし保育園に限定した保育サービス向上につきましては、現

在両保育園の入園希望者が多く、希望に添えない状況があることを考えましても難しい

と考えます。しかし、保護者や市民の方のニーズに合った保育園多機能化の取組につき

ましては、今後研究していく必要があると思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    多機能化というのはもう時代の流れではなかろうかと思いま

すので、早め、早めに御検討いただいたほうがよろしいかと存じますが、民営化に関し

ても、時流といいますか、そういったことを検討されている市町村もございます。  

  県内では、四万十市において昨年春に公私連携幼保連携型認定こども園ひかりこども

園が開園しております。高知市も、先日報道にありましたとおり、保育園の統廃合と民

間委託などについて検討を始めております。さらには、来年度からこども家庭庁が設置

され、保育園に通っていない未就園児対応などをはじめとした、認可保育所に期待され

る役割というのはますます今後増えていくと考えます。  

  本市におきましても、多様化する保育ニーズに柔軟に対応するため、近い将来におい

て、独自サービスの充実した民営保育園、または、地域一体となって運営を行う香美市

立保育園、あるいは先ほど申し上げました幼稚園型認定こども園といったように、市民

の皆様の選択肢を増やすことにより住民サービス向上を図ることは、大変有意義である

と考えます。今こそ公設民営化や多機能化による保育サービスの向上について、効率化

やコスト面も併せて総合的な議論を始める時期ではないでしょうか、教育長の見解を伺

います。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   公文議員の御質問にお答えいたします。  
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  保育園の民営化等に関する保育サービス向上につきまして、総合的な議論を始める時

期ではないかという御質問でございます。現時点におきまして、議論を始めることにつ

きまして、具体的に予定しておったり、計画しておることはございません。けれども、

社会が急速に変化する中、保育ニーズも多様化しておるといった実情があるのも事実で

ございますので、今後研究していく必要性はあると認識しておるところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    年々子供の数が減少している現状から、今後絶対に避けては

通れない議論であると考えます。また、周囲に出遅れて議論を始めても、施設統廃合を

前提とした議論になるのではないでしょうか。選択肢がなくなる前に御検討いただくこ

とをお願いしまして、次に移ります。  

  ③です。  

  大栃保育園存続につきまして、物部町にたった一つの保育園であることから、あらゆ

る検討を行い、最適な形で存続させなければならないと考えております。  

  そこで、民営化も視野に入れて幅広く検討を行うことが必要ではないでしょうか。例

えば、病児病後児保育の実施、障害児の受入れ可能な団体、またはファミリーサポート

センターとの併設、あるいは施設の大部分が使用されていない現状から、未使用部分を

サテライトオフィスやワーキングスペースとして整備し、先ほど利根議員に対する市長

の御答弁にもありましたが、ＩＣＴやテレワークなどを推進する企業誘致を行い、大栃

保育園を企業主導型保育園として運営していただきながら、地元の子供たちにも地域枠

により入園を担保することなども検討できるのではないでしょうか、見解を伺います。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  大栃保育園の存続のためには園児の確保が喫緊の課題であります。園児の確保、存続

等も含め、地域の皆様方の御意見を踏まえながら検討していかなければならないと考え

ております。  

  また、園舎のうち使用されていない部分の活用につきましても、例えば、一時預かり

保育事業を活用し、お試し住宅に来られた方のお子様を一時的に預かるなども考えられ

ますので、まずは保育園としてできることを庁内関係部署等と協議しながら検討してい

きたいと考えます。議員の御意見も参考にさせていただきながら研究し、急ぎ検討して

いきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    ６月定例会議においても、大栃保育園存続のために、移住し

てきてくれる家族向けの住宅確保について質問がありましたが、大栃保育園だけの問題

ではなく、市全体の保育サービスの選択肢の一つとして、自然豊かな物部町にも小さな
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保育園があるという魅力を十分に生かしていただきたいと存じます。大栃保育園存続に

つきまして、私もさらに研究を重ねてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

  次に、④に移ります。  

  新図書館かみーるにおいて、飲食物販売やカフェテラスの併設、書籍や文房具販売な

どのスペースを併設することにより、住民サービス向上が図れるのではないでしょうか。

さらには、図書館内で専門分野の書籍コーナーを設けて、関連商品を屋内外で販売する

なども検討できるのではないでしょうか。例えば、防災やキャンプ関連の書籍を集めて

特設コーナーを設け、駐車場では防災用品やキャンプ道具の展示販売、または実演販売

を行うなども考えられるのではないでしょうか。ほかにも、専門書籍を参考として手芸

や各種クラフト教室を実施し、道具や材料などの関連商品を販売するなど、知の拠点、

交流の場、発信の場のみならず、にぎわいの場、またはものづくりの場としての活用も

期待できます。  

  こうした取組を柔軟に行える組織に運営してもらえるよう、指定管理者制度導入や民

営化を含めて議論できるのではないでしょうか、見解を伺います。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    お答えいたします。  

  新図書館は香美市立図書館建設等検討委員会で検討を重ねた香美市立図書館建設事業

基本計画に基づき建設を進めてまいりました。その計画の中で、図書館事業を有効に機

能させるためには、継続性と発展性を確保する必要があることから、図書館運営は直営

であることが重要とあり、直営による新図書館運営を確立すれば、住民サービスの維

持・向上にも配慮しつつ、指定管理の導入について検討していくとありますので、開館

前の現段階での議論等は考えておりません。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    大きな事業ですので、当然計画にのっとって進めていくこと

が重要であることは重々認識しておりますけれども、１１月からは市営バスによるあけ

ぼの街道線ぐるりんバスの運行も開始され、商店街や遠方からかみーるバス停へのアク

セスもよくなります。ぜひとも先ほどお話にもありましたとおり、継続性・発展性とい

う部分も踏まえた上で、たくさんの市民の皆様から末永く愛される図書館でありますよ

うに、今後の運営におかれましては幅広い検討と改善を重ねていただきたいと存じます。  

  それでは、⑤に移ります。  

  先ほどお伺いしました①から④のとおり、保育所や新図書館の民営化を行うことで、

住民サービス向上と各施設に関わる経費節減及び人員削減が見込まれます。ひいては、

今後市が行う新たな事業への予算確保や人材確保が可能になると思われます。加えて、

市長は、本定例会議の提案説明の中で、美良布保育園の建替え方法について予算や財源

の再検討を指示したとおっしゃられておりました。こうしたことも踏まえまして、公営
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施設民営化による効率化について総合的な見解をお伺いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員御指摘のように、保育施設や図書館の民営化について

は、経費削減と人員削減が可能になることも十分考えられると思います。一方で、民営

化となりますと、現在の施設は市が所有した上で民間企業に指定管理をお願いすること

になると思いますが、市の経費削減にどれだけ貢献するのかは慎重に検討しなければな

りません。また、質の面でも、これまでと同等か、それ以上の運営ができなければ民営

化のメリットはないものと思っております。  

  まずは、香美市と同規模の自治体で直営から民間委託した事例を探し出して、想定し

た経費削減のメリットが出たのかどうか、視察するなどしてヒアリングできればと思っ

ております。他自治体の事例を研究するところからスタートさせていただきたいと思い

ます。 

  また、先ほど大栃保育園の民営化というお話で、確かに大きな企業に来ていただいて、

その企業で働く方々の施設として大栃保育園、そして、地元の方も入らせていただくと

いうことも可能性としてはあるとは思います。一方で、今、べふ峡温泉が休館になって

おる原因というのが、働く人がなかなか見つからなくて、これから秋の紅葉シーズンと

いうこともあって本当は開けたいんですけれども、なかなかそうはならないと。過疎の

ジレンマというか、働き手がいないと民営化も難しいというようなこともあって、正直

なかなか難しい面もあろうかと思います。ただ、やはり魅力的な地域づくりをして、こ

こで子育てしたい方を増やすこともしながら、可能性はしっかりと検討してまいりたい

と考えております。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    民営化に限らず、全国的に全業種において働き手が少ない状

況は変わらないと思いますが、そんな中でも業績を伸ばしている企業というのはやはり

ありまして、そういった企業に、物部町の魅力であったり、香美市の魅力というのを十

分に伝えていけるような魅力のある地域づくりをしていかないと、そもそも少ない働き

手の取り合いといいますか、そういう状況ですので、先手、先手を打っていくことが大

事ではなかろうかと思います。これまでの答弁の中にもありましたが、地域の魅力づく

りというのは本当に重要ではないかと考えます。  

  そうした中ででも、本市の財政運営は今後におきましても大変厳しい状況にあると思

います。加えて、市長がおっしゃられる市役所の人材不足は深刻な状況であると私も拝

察いたします。市長が実施される５つの基本政策と４つの横断的な政策には、新たな予

算と経験豊富な人材が必要不可欠であると思います。昨日の御答弁においても、補助事

業の見直しであったり、スクラップ・アンド・ビルドというようなお話がありましたが、

山積する課題解決のために公営施設の民営化に限らず、身を切る改革というのは必要で

あると考えておりますので、改めて御検討いただけたらと思います。  
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  では、次の質問に移ります。質問事項４の副市長の不在についてであります。  

  昨日、小松議員の御質問に対する御答弁にもありましたので、重複する部分は除いて

お伺いいたします。  

  副市長の不在につきまして、９月１６日付の新聞報道に依光市長のお話として、今年

度中は諦めているとの記述がありました。この記事を御覧になった複数の市民の方から、

市政運営を心配される御意見も聞いております。  

  そこで、市政運営や各課事務処理において遅延や停滞はないか、現状をお伺いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   これまで副市長が担っていた内部会議等の会長や委員長の

役目は、いろんな課長に担っていただいておるということで、副市長がいたときと比べ

まして各課長に負担がかかっている現状があり、本当にこの点については申し訳なく思

っております。この点を除かせていただければ、私自身、副市長がいなことで行政運営

や各課事務処理、市民サービスにおいて、穴が開くような事態は起こっていないのでは

ないかと思っております。  

  一方で、もし副市長が今いらっしゃれば、私自身が今担っている部分で一定お渡しで

きることもあろうかと思いますので、私自身の体が空くことで、今取り組めていないよ

うなことも積極的にできたのではないかなと思っております。先ほどもありましたとお

り、現状はなかなか厳しいという認識でおりますので、今年度は申し訳ありませんがこ

のままいかせていただきたいと思っております。いない間しっかりと私自身も努力しま

して、市民サービスに穴が開かないよう努めてまいりたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    各課長の御負担は増えておられるようですけれども、市民の

方々の御不安はあろうかとは思いますが、弊害であったりとか、お待たせするようなこ

とがないように、ぜひとも御努力いただければと思います。  

  それでは、②へ移ります。  

  副市長となる人材についてでありますが、昨日の小松議員への御質問にも、職員から

信頼されるような人材を市役所内から登用していきたい旨の御答弁をされておられたと

思います。来年度まで時間をかけるということであれば、なおのこともっと幅広く人材

を模索すべきではないでしょうか。例えば、企業誘致に実績のある人材や、経営または

観光コンサルティングに精通している人材など、本市の地域活性化策を実現できる逸材

を市内外から公募してもよいのではないでしょうか、お伺いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   これまでもお話しさせていただいておりますけれども、副

市長は香美市役所の中を軸に選ばせていただきたいと思っておりますし、できれば内部

をまとめていただけるような方に１人いてほしいなと思っております。そして、先ほど

の専門性の高い副市長を１人ということで考えると実際に事例もあります。高知市で言
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えば副市長を２人置いておりまして、市役所出身の方、そして総務省から副市長として

お招きしています。その方は総務省で濵田知事とも一緒に仕事をしておったと聞いてお

りますけど、そういう意味では情報に強い副市長が来ておりますので、高知市において

はかなりデジタル化を進めていると思っております。また、須崎市も重要港湾がありま

すもので、副市長は１人なんですけれども、県庁からの交流人事という形でやっていま

す。南国市は２人体制ということで、やはり１人は県庁から来ていただいております。  

  香美市においても、先ほどありましたように、民営化のノウハウがあるような、例え

ば総務省とか、内閣府とか、そういった方に来ていただければ、かなり民営化における

ことをやっていただけると思いますし、また、都市計画であるとか、住宅政策とか、香

美市の課題についてできる人材に来ていただくことも考えられなくはないと思っており

ます。ただ、そういった場合にはやはり２人体制かなと思っています。そうなりますと、

やはり予算のこととかも議会に御相談せんといかんと思っております。今のところは、

できれば内部昇格というようなことを考えていますが、この答弁を考える中で、余り選

択肢を狭めてはいかんのではないかという意見も庁内からあがっておりますので、そこ

は皆さん方と庁内でもよく検討しながら進めてまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。  

○２番（公文直樹君）    まずは庁内、足場固めというのも大事だとは思います。２人

体制というお話もありましたが、おっしゃられるように厳しい財政の中ですので、予算

面も十分に御検討いただいて、御判断いただければと思いますけれども、いずれにしま

しても、早急に対応が必要な中山間対策をはじめ様々な課題が山積している中、もう間

もなく来年度の予算編成に各担当課は取りかかられるのではないでしょうか。来年度に

向けまして、市長の新たな政策を確実に実行できる能力を持ち合わせ、市民の皆様から

も信頼されるような人材を望み、私の全ての質問を以上で終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

○議長（山本芳男君）    公文直樹君の質問が終わりました。  

  消毒のため暫時休憩いたします。  

（午後 １時５４分 休憩） 

（午後 １時５６分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、１４番、山﨑龍太郎君。 

○１４番（山﨑龍太郎君）   １４番、山﨑龍太郎です。通告に従い、順次質問をいた

します。一問一答であります。 

  最初に、物価高騰下における事業者支援についてお尋ねしてまいります。  

  政府は、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を創設しました。交付金

の目的として、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に
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対し、地域の実情に合わせて必要な支援をきめ細やかに実施する地方公共団体の取組に、

より重点的・効果的に活用される仕組みへと見直しを図りつつ、対策を一層強化すると

しております。予算額は６ ,０００億円とのことであります。  

  内閣府は推奨事業メニューを地方自治体に示し、自治体は実施計画を策定し、施策を

具体的に講じていくこととなります。事業者支援のメニューでは、対象として医療・介

護・障害者施設等の価格高騰対策、農林水産業に係る分、中小企業に対する分、地域公

共交通や観光に対する分などに施策を講じることが可能となっております。  

  そこで、お尋ねします。①です。  

  本臨時交付金の本市への交付金額はいかほどになるのか、お尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    お答えいたします。  

  本市の交付限度額は８,９６８万５,０００円となっております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    思わく少ないと感じたところですが、前に原油高騰の関

係もありましたけれども、実際のところ物価高騰等に対して出されるわけですけど、そ

ういう部分の加算的なものはどれほどあるのかなと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    現実に算定の中身そのものは示されておりませんが、

人口や物価上昇率等を基礎として算定されたものということでございます。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）   それでは、現時点で生活者支援、事業者支援等に区分け

した場合、配分はどのように考えているのか、お尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    推奨事業メニューが示されております。議員おっし

ゃるとおり、生活者支援、それから、事業者支援という形でメニュー化はされておりま

すけれども、次の質問でもあるように日程の問題もございますことから、この交付金に

マッチする現時点で実現可能な事業を優先することになるかと思います。そうしたこと

もありますため、現時点で配分等は考えておりません。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ②です。  

  それでは、実施までのスケジュールについてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    この交付金に係る実施計画の提出期限は１０月１７

日となっていることから、各課に対し早急に事業を募集し、調整しているところでござ

います。現時点で繰越しは認められておりませんので、原課には大変大きな負担とはな

りますが、年度内に事業を完了する日程で進めているところでございます。  
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○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    予算的にも八千九百万何がしで、また１０月１７日が期

限ということで、非常にタイトなスケジュールであります。そうなってくるとなかなか

実現可能なことが、年度末で繰越しも許されないということになれば、現在行っている

施策を充実させていくような格好になるのかな、これは私の考えですけど、それじゃあ

ちょっとつまらんなと思ったりもするんです。実際原油価格の部分、物価高騰対応分と

して８ ,０００億円、繰入れが以前に出ていたと思うんですが、それで積算すると、香

美市は同じような感じやったら１億円ぐらい出ていたのかなという感じもするんですけ

ど、７月臨時会議において、ｋａｍｉｃａ（カミカ）を中心に様々補正も組んだところ

でありますけれども、実際そういう方向性が強いのかなというふうに感じますが、そこ

ら辺の御所見はいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    実際のところ事業者支援ということであれば、それ

なりの制度設計をした上で行う必要がありますので、今回のように期限が区切られ、１

０月１７日にはおおよその計画を定めて動き始める必要があることから、事業者支援と

いう方向で原課が起案してくることは、なかなか難しいだろうと考えております。生活

者支援がメインになると考えております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    そういう状況の中でありますが、今後のためにも聞いて

いただきたいと思います。  

  ③です。  

  推進事業メニューの事業者支援、中小企業に対するエネルギー価格高騰対策支援では、

エネルギー価格高騰の影響緩和や省エネ・賃上げ環境の整備などの支援が行われるとな

っております。私は、支援策が困っている多くの事業者・農業者に利用されることが重

要と考えております。内閣府は、中小企業に一律に給付金を配るという支援の在り方も

あり得るとも述べております。エネルギー価格高騰は全ての事業者に大きな負担を強い

ております。その点も踏まえて見解を伺います。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  コロナ禍において、エネルギー・食料品価格等の物価高騰による事業者への影響は大

きいものと考え、以前、コロナの影響により売上げが減少した事業者に対して実施した、

香美市持続化給付金のような支援は必要と考えます。しかし、検討・立案、要綱制定、

周知を行うには今回は時間が短く、事業者支援は困難と判断しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えします。  
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  農業者に関しましては、燃油高騰や肥料高騰に加え、畜産現場でも飼料価格が高騰し

ており、それぞれ現場には影響が及んでおります。こうしたことから、影響を受けた農

家や酪農家に対し支援を行うことにより、経営安定を図る必要があると認識しておりま

す。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    農業者のほうは笹岡議員の答弁にも出てきましたので、

後で若干聞きたいところもあるんですが、中小事業者に対しての部分で、先ほど内閣府

の見解を述べたけど、全て一律に事業者支援として、国のほうもエネルギー高騰につい

ては、皆さん影響を受けていることをもう分かっているんですね。そうしたら、最近の

ところは事業者数が本市でどれくらいおるか分かりませんけれども、そこら辺に直接支

援、給付金的に行うということが私はベストと思いますが、そこら辺の発想はないのか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    令和２年度には、直接支援として香美市持続化給付

金、あとウィズコロナ・アフターコロナの取組を支援する香美市事業者応援補助金を実

施しました。また、令和３年度にはもっと香美市事業者応援補助金を実施しました。エ

ネルギー等の物価高騰の影響を受けた事業者支援としましては、給付金制度になると思

いますが、給付金を実施する場合には、事業活動を行っていることを証明する書類や、

物価高騰の影響を受けていることを証明する書類の提出が必要となり、申請受付や書類

審査等に時間がかかり、今回のスケジュールでは事業実施が難しいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    私が申したいのは、事業をしている確認さえとれたら、

みんな事業をしていて廃業していなかったら、給付金の対象にしたらえいというふうに、

申請自体をすごく簡単にしてやったらどうかという提案です。現時点では考えておられ

ないということですが、実際問題、以前やった持続化給付金なんかもちょっと弱点が本

市の場合はありました。それなんかを教訓にして、今後そういう部分に対しては、やっ

ぱり前もっていつでも対応できる制度を持ち合わせておくことが、私は大事と思うんで

す。本当に今回は１０月末ぐらいまで余裕があるのかなと思ったけど、１７日が締切り

みたいなことを言われていましたので、それは難しいなと思いながら質問を続けている

ところですけど、そこのところはやっぱり日常的に他市等の例も参考にしながら、すぐ

対応できる、年度末までに終わらさんといかんスケジュールで難しいところもあるんで

すが、これはやっぱり市長が言われるスピード感を持ってやれるんやったら、もともと

計画があればできると私は思うんです。そこのところをもっともっと日頃から研究して

いただきたいと思いますが、見解を。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  
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○商工観光課長（石元幸司君）    他市で既にやっている制度等もございますので、そ

ういうのを参考にしながら、山﨑議員がおっしゃられたようにスピード感のある施策を

やりたいとは思っていますが、今回の追加というのが本当に突然でございまして、商工

観光課としましても、ｋａｍｉｃａによる追加キャンペーンとか、事業誘致の関係とか、

いろいろな施策を進めておりまして、なかなか新たな事業者支援に向けて、取り組める

ような配置ができていないというのも事実でございまして、もし、今後こういった予算

措置がありそうな場合は動けるように少し考えて、余裕のある体制をつくっていきたい

と思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    農林課長に少し伺います。  

  笹岡議員への答弁で大体分かったんですけれども、施設園芸燃油高騰緊急対策事業の

対象は３４件、それは燃油を使っているということですので。予算が２０６万円で、燃

油高騰関係の交付金を使ったと記憶しておりますけれども、今度は肥料代とか飼料代、

生産資材に対して行っていくと、もっと幅広く対象者が増えるという認識でよろしいん

でしょうか。畜産の方も対象になるみたいなことを言われて、１２月補正を目指すとい

うことですが、そこら辺は今のところ頭にあるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   燃油のほか、肥料・飼料の価格高騰につきましても、本

日答弁させてもらいましたとおり、県９月補正の動向を踏まえまして現在検討中ではご

ざいます。肥料で何件ぐらい、飼料で何件ぐらいというのはまだちょっとつかめており

ませんが、もうちょっとしたら件数とかも分かってくる状態になろうかと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    私が申し上げたいのは、幅広い農業者、農業者は大変と

いうことを先ほどの議論ですごく理解できたところですけど、それを念頭に置いた制度

設計、県から来る分も踏まえてやるのでしょうが、ぶっちゃけた話お金の部分もそうで

すわね。先ほど燃油高騰に対する３４件で２０６万円、１人当たり何件かは計算したら

分かると思うんですが、やはり農業者にしても中小事業者にしても、金額がこれじゃあ

合わんよと、様々申請しても合わんよというふうな頭もあると思うんですわ。そこのと

ころは、制度設計するときにやっぱりお金のことも踏まえてやっていただきたいと思い

ますが、それについてはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   お答えいたします。  

  一律ではどうかと捉えましたが、申請手続等を簡素化した一律といったこともあろう

かとは思うんですけれども、燃油、肥料に関しましては各農家が使っている量に違いも
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ありますし、また、影響度も差があると思われるため、農林課の農業者支援としまして

は、全員に一律でといったことはちょっと考えておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ちょっと一律と言った記憶はないんです、私は幅広くと

言ったので。だから、幅広くという視点をどう持つか、もちろんそれは変動差があって

当然とは思うんですが、そこのところをよくお考えいただきたいです。  

  それでは、④です。 

  香南市では、中小事業者に対して原油価格等高騰対策給付金を創設しております。事

業者は様々な形態で仕事をしておりますし、ましてやコロナ禍において売上げが上がら

ない中、経費を削減しながら耐えているところです。しかしながら、エネルギー価格高

騰、物価高騰は厳然たる事実であり、その現実を直視すれば、全ての事業者を網羅した

支援メニューが必要と考えます。現在、検討、決定のメニューについてはいかがでしょ

うかということですが、生活者支援を中心に考えられているということですが、あれば

お答えをお願いします。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  国の推奨事業メニュー中にございます消費下支え等を通じた生活者支援を、ｋａｍｉ

ｃａを活用して行うことにより、市民生活の支援を行うとともに、消費拡大による地域

経済の支援を行いたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    農林課長、川島  進君。  

○農林課長（川島  進君）   農業者に対する今回の施設園芸燃油高騰緊急対策補助金

につきましては、国のセーフティネット構築事業に加入している農業者に対しまして、

事業の取りまとめを行う高知県農協を通じ、燃油高騰時に補塡される補塡金額の８分の

１を補助することにより、農家負担軽減を図る事業となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    実現可能なメニューということで、やっぱり行き着くと

ころはｋａｍｉｃａに今回はなってしまったと。悪くはないんですよ、実際ｋａｍｉｃ

ａは推奨せんといかんという部分も私どもの頭にあるんですけれども、幅広い市民、幅

広い事業者、幅広い農業者と考えたときに、行き届くといったら予算的な部分もあるん

ですが、確かに国におかれては非課税世帯等に５万円の給付金等を行うということも出

ています。それでも現実問題では足らないんですわね、生活している方々におかれては。

やっぱりそこのところを考えたときには裾野が広がるような、ｋａｍｉｃａも現実問題

全体に広がってはいないんです。早い者勝ちと言ったら失礼かもしれませんけど、そう
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いう理屈も存在するわけで、私は施策としてもっと充実させてもらいたいと思いますが、

市長は何か。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員から御指摘をいただいているところですが、今回、先

ほど担当課長から申し上げましたｋａｍｉｃａにつきましては、香美市民全員に５ ,０

００円を配る方向で検討しているところでありまして、チャージすれば入ってくるので

はなく、幅広く市民の皆様方に使っていただくことで香美市経済、商工会の皆さん方に

もお世話になりながらやっていきたいと考えております。また、先ほどありましたよう

に、個別で困っているところに必要なだけの支援ができるような体制もとっていきたい

と思いますが、これからの検討課題とさせていただければと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    市長から答弁をいただいてよかったです。市民全体に

５,０００円が行くという発想をお持ちということで、これは早急に取り組んでもらい

たいと申し添えておきます。  

  それでは、２番目に移ります。上下水道に関してであります。  

  議員選挙を行っている中で、多くの市民から上下水道料金の大幅値上げについて質

問・意見をいただいたところであります。条例の一部改正は令和２年１２月定例会議に

て賛成多数で可決され、本年４月から１５％以上の値上げで、市民の負担増となってい

るところです。この条例改正は、令和９年度にも１５％以上値上げすることが既に決ま

っており、都合１０年かけて３０％以上上げるというものであります。もちろん私たち

は市民負担が大き過ぎるという立場で討論も行ったところです。  

  上水道に関して言えば、黒字経営で推移してきており、健全経営を行ってきた中での

水道料金値上げ根拠として、送・配水管整備や老朽化した管の更新等で１０億円の事業

費が必要とのことでありました。１０億円の事業計画が具体化、実行されていない中で

の値上げは、市民に対して説明責任を果たせるものではないと考えます。市民は、水の

安定供給、耐震化等の事業が見えてこそ料金改正にも納得するのではないでしょうか。  

  そこで、数点伺ってまいります。①です。 

  平成３０年度までに戸板島の水源地更新工事が行われました。安定供給という点から

状況はどうなのか、お尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    お答えいたします。  

  市民生活に欠かすことのできないライフラインである水道の水源確保は、長年の課題

です。水道事業で重要な施設である戸板島の水源地は、平成２８年度から平成３０年度

までの３年間で工事を行い、新たに３か所目の井戸を整備しました。以前は、２か所の

井戸の取水ポンプを１日ほぼ２４時間稼働させていました。この更新工事により、３か
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所目のポンプからの取水が可能となり、常時２か所で交互運転を行っております。万が

一取水ポンプが故障しても残る２基により送水が可能で、安定的に送水できるようにな

っております。取水量につきましては、地元の３集落との取り決めで１日上限６ ,３０

０トンとなっており、その範囲内で運用を行っておるところです。 

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    常に１日６ ,３００トンを上げているという現状でしょ

うか。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    昨年の１日最大送水量は５ ,８００トンでした。な

かなか上限には達していない状況です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    上水道に関して水は足りているという認識でいいでしょ

うか。これから駅北地域の人口動向もあると思いますが、水の需要に応えることが今後

も可能なのか、その点をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    通常時においては水は足りておりますが、近年、物

部川の改修等により地下水が減少しております。冬場の渇水時期には井戸の水位が低下

し、必要な水量が確保できなくなってきています。昨年度は特に雨量が少なく、水位が

低下し、取水量が減少しました。渇水期には取水量の確保を危惧しておるところです。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    現時点で、新たな水源等の必要性はないということでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）   渇水時においては、補助水源である八王子浄水場を

活用し、何とか乗り切るようにしております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ②です。  

  新町西町線においては現在送・配水管工事が行われておりますが、進捗状況はいかが

でしょうか。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    お答えいたします。  

  新町西町線における送・配水管工事は、地震対策の水道管路耐震化事業である、戸板

島水源地から八王子配水池送・配水管布設工事の一区間として令和２年度から実施して

おり、この区間は来年度完成を予定しております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    雨水管の遅れから新町西町線の工事も遅れていると、今
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送・配水管の工事もされているけど、現状、予算的には計画内で収まっているのか、お

尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    この区間の予算は、４年間で総額約２億４ ,０００

万円を見込んでおります。今年度は、ＪＲ鉄道線路下への水道管布設のため立て坑工事

を行い、また、ＪＲと協定の上推進工事を行っているところです。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    先行して新町西町線関係のところをやっているんですが、

実際全体的にこの送・配水管工事、八王子からの配水管、戸板島からの送水管の工事は、

いつまでに完了する予定でしょうか。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    当初の基本計画では、事業期間が１１年間、令和２

年度開始、令和１２年度完了に向けて進めております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    それが今遅れているわけですよね、計画どおり行ってい

ますか、そこをちょっと確認します。この工事は令和１２年度に全て終わるのか。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    １年程度遅れております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ③です。  

  上水道をとってみても市民負担ありきで、事業自体は市民から見たら進んでいないよ

うにも感じているところなんです。令和３年度決算を見てみますと、給水収益は１億

８,２００万円です。１５％値上げで２ ,７３０万円の増収が令和４年度は見込まれます。

この負担増は市民生活を圧迫しております。市民に説明できるような見解を求めますが、

いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    お答えいたします。  

  命の水である水道の南海トラフ地震への対策は、喫緊の課題となっています。老朽化

している水道管の更新や、応急給水用貯水タンクの整備を行う必要があります。その中

でも重要な戸板島からの送水管は、レベル２の地震に対応した耐震化を行う必要があり、

工事費は約１０億円を見込んでいます。今回の料金改定は、財源確保のため必要な措置

でした。この値上げによって増額分は約４億円程度となります。耐震化工事には起債を

当て、不足分は将来にわたって料金収入から償還していくことになります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    実際それを私ども市民に説明するとなったときに、現実
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問題として先ほど申したとおり、市民にとってはまだ工事が見えていないと。そして、

言ったとおり工事費１０億円をかけて工事を行うために、起債を起こして据置期間があ

って払っていくと。将来負担はありますが、その前倒しの料金改正で、市民に１５％以

上の値上げをお願いしているということですわね。私はまだまだ説明不足と感じるんで

すわ。もちろん水の安定供給・耐震化等は大事ですけど、あちこちでやっているみたい

にも捉えますけど、上水道に関してはもともと収益が黒字でいっている中で、やはり負

担が早いん違うろうかと、説明も全部受けていないぞというのが市民感覚と思いますが、

そこのところは局長としていかがな見解をお持ちなのか。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    この工事は令和２年度から実施しておりまして、料

金改定はその年の令和２年１２月に改正、１年据え置いて今年度からの実施ということ

で、事業のほうが先行しているという認識を私は持っておるところです。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    担当課と市民との認識、私の認識も若干ずれるんですけ

ど、実際、ここらも賛成で通った議案ですが、特に今、この物価高騰のときには負担が

大きいという声を聞いたので伝えているわけです。そのことは御承知おきください。  

  ④です。  

  私は、１番目の質問でも述べました臨時交付金の生活者支援メニューにて、負担軽減

を図ることが可能じゃなかったのかと考えましたが、財源的にもなかなか少ない中で難

しいかなとも思いますが、見解を求めます。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    お答えいたします。  

  長期化するコロナ禍に加え、原油価格、物価高騰により、市民生活には大きな影響が

出ているところです。臨時交付金等を財源に、負担軽減策として水道料金の減免を実施

している市町村は、全国で約１０％程度と認識しています。高知県内では２市が実施し

ております。本市において水道料金の減免を実施した場合、住民登録のあるなしにかか

わらず対象者は利用者のみとなります。香美市の水道普及率は約９０％であり、全ての

市民が減免の対象とはなりません。また、給水区域内であっても受水槽の賃貸アパート

に住まわれている方、例えば、大学生などや井戸水を使用している方は対象から外れて

しまいます。公平性の観点から、交付金の使用目的としては課題があると考えています。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    そうでしょうか、私はそうは考えません。実際９０％の

方が利用している、そして、県下でも２市がやっているということで、これはやっぱり

負担軽減策として有効と私は考えるんです、見解の違いということでしょうが。実際、

今後こういう物価高騰がまだまだ続くという考えがあって、大きな交付金とかが来たと

きには、こういう水道料金を一旦下げて、市民の負担軽減を探っていくということは、
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施策として考えられないか、難しいのか。現時点の局長の答弁では難しそうに言われて

いたんですが、いかがでしょうか。再度聞きます。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    今後、臨時交付金の第四弾、第五弾があるかもとい

うことですが、国が示されるメニューに沿って検討していくことになります。第二弾の

ようなメニューであれば可能だと思います。今後は、全国的な市町村、また、県内の市

町村の動向にも注視しながら、全庁的な取組として検討していきたいと考えます。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）   ⑤です。  

  以前同僚議員への答弁で、簡易水道事業は福祉目的の事業であることは執行部サイド

も認識していると思います。採算性を原則として推進してきたものではありません。公

営企業会計への移行後もこの認識は大切にしなければなりません。今後の一般会計から

の繰入れはどのように推移していくのか、見解を求めます。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    水道事業の経営は、人口密度の大きな都市部ほど有

利であり、逆に人の少ない地方の水道ほど経営は不利であると言われています。現状で

は独立採算可能な水道事業体はごく一部に限られ、何らかの財政的支援が必要な事業体

が圧倒的に多くなっています。中山間部を含む簡易水道は維持管理のコストが大きいた

め、慢性的な赤字に陥っています。市からの繰入金がなければ運営できない状態です。

これに加え、将来は人口減少による料金収入減が予測されます。今後、市からの繰入金

を少しでも増やさないようにするため、料金改定は必要な措置でした。  

  今後の繰入額ですが、令和４年度からは３億５ ,０００万円程度で推移し、令和１０

年度からは２億７ ,０００万円程度で推移すると見込んでおり、その額が繰入れとして

必要となります。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    繰入れ自体は今後も必要で、令和４年は３億５ ,０００

万円で推移していくということですけれども、以前説明資料を頂いたときに、企業会計

移行後の今後の問題点として、固定資産による内部留保資金が毎年必要となり、さらな

る繰入金が必要と書かれておりましたが、このさらなる繰入金というがは、繰入金をも

っと増やさんといかんのか、途中から２億７ ,０００万円に減っていくということもあ

りましたが、そこはどうなのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    議員がおっしゃられますように、企業会計移行後は、

歳出では現金の支出を伴わない減価償却費の予算、また、歳入では長期前受金、以前の

補助金に当たりますが、この予算計上が必要となります。その差額が内部留保資金です

が、繰入れ自体は前段で申したとおり、それを含めた繰入額の推移が令和４年度は３億
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５,０００万円から推移し、令和１０年度は２億７,０００万円で推移するということで、

その中には減価償却費の分が含まれております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    逆に言えば、簡易水道も水道料金も一緒ですのであれで

すけど、そういう繰入れを安定的にしていくのであれば、料金値上げについては必要な

かったんちゃうろうかという部分はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    公営企業会計では独立採算性が原則ですので、市か

らの補助、繰入金は基本的には減らす方向に向かわないといけません。少しでも繰入金

を今後増やさないために料金改定は必要でありました。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    繰入れを増やさないためにも料金改定は必要やというこ

とで動いているわけですが。 

  ⑥です。下水道事業について伺います。  

  本年度からの値上げの根拠で述べていた点は、公共下水道事業、特定環境公共下水道

事業、農業集落排水事業とも基準外繰入れが膨らみ、独立採算の視点から、繰入金の解

消に取り組む必要があるとのことでありました。私どもは、本市のまちづくりの視点か

らいえば、事業投資による公債費払いは一般会計で支えて当然で、また、接続率アップ

を望めない要因は行政サイドにあるとも考えます。そこをひっくるめて利用者負担に持

っていったところであります。まず、今後の繰入れはどうなっていくのか、お尋ねしま

す。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    下水道事業において、今後の繰入額は令和４年度か

ら約４億円程度で推移し、令和９年度からは３億５ ,０００万円程度で推移すると見込

んでおります。この繰入額が今後必要となります。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    値上げの根拠としていました建設改良事業は、今後どう

展開していくのでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    下水道事業は現在も整備を行っている段階であり、

実施している神母ノ木地区の工事は令和７年度に完成予定です。令和８年度以降につき

ましては、汚水処理区域の全体計画を含め、計画決定区域の見直しを検討する必要があ

ると考えています。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ⑦です。  

  ④と同じ視点で負担軽減はできないのか、お尋ねします。  
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○議長（山本芳男君）    上下水道局長、西村安史君。  

○上下水道局長（西村安史君）    お答えいたします。  

  下水道料金について臨時交付金等を財源に減免も考えられますが、本市で実施した場

合、下水道処理人口は約１万３,０００人であり、約半分の市民が対象となりません。

公平性の観点から交付金使用目的として課題があると考えています。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    下水道料金についてですけれども、実際供給される水よ

り処理のほうが料金が高いんですわね。現状、基本料金が２ ,３００円と、水道に比べ

たらすごく高いわけです。１立米当たりも高いですわね、実際。今度令和９年度にも再

度値上げするとなれば、結構県下でも上位クラスの負担率になっていくと伺っているん

です。 

  ちょっと市長にお伺いしたいんですけれども、国の制度改正により公営企業会計化と

なって、３つの会計に移行して、本市も上下水道局となっても課題が多く残っておりま

す。その点は理解するんですけれども、必要な繰入れは行っていくと思いますが、繰入

れを減らす方向ということも言われています。それがイコール市民負担が増えていくこ

とになったら、本来市がすべき役割から考えたときにはどうなのかと思うんです。市民

負担を抑えて効率的な事業を行っていって、何かあったときには市がその責任を果たし

ていくという立場が大事と思いますが、実際先ほど言ったように、水道料金も下水道料

金も１０年間かけて３割上がるというがは、市民感覚ではすごく大きいんですわね。そ

このところを踏まえて、ちょっと見解をお尋ねしたいんですが。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   お話がありましたとおり、水道料金、下水道料金も方向性

としては上がっていくということで、本当に心苦しく思っております。市もできる限り

の努力ということもありまして、私自身の考え方としても繰入れは必要であろうと思っ

ております。  

  一方で、使った分だけ市民の皆様方に御負担いただくという面も必要であると思いま

すし、ある意味どこの世代が負担するかというようなお話にもなると思います。老朽化

したものをそのまま置いて、例えば地震が起きたら本当に壊滅的な状況になり、また、

水道が供給できんということは、今日も南海トラフ地震や災害のお話もさせてもらいま

したけれども、それが大変なことになると思いますので、できれば南海トラフ地震前に

一定管の更新もしておきたいという思いもあります。そういったときに、私自身は工事

もしっかりとスピード感を持ってやりたいと思っています。ある意味負担を先送りにし

ていくということもあろうかと思うんですが、今おる香美市民の皆様には申し訳ない部

分がありますが、値上げに関しては今の段階からやっていきたいと思っております。燃

油高騰とか、いろいろな物価高騰につきましては、先ほどもお話ししたとおり、ｋａｍ

ｉｃａを使いながら市民全員にポイント付与していく形で今回は考えております。  



－69－ 

  この下水道、あるいは上水道の問題はもう日本中の課題でありまして、人口が増える

にしたがって水道管もどんどん増やしてきたものの、人口減少によって減ってきておる

中で、香美市もいろいろな情報を集めながら、実際にいろいろなコンサルの方からもお

話をお聞きしておりますし、また、効果的な費用を削減できるような工事方法について

も考えながら、できるだけ市民生活に影響を与えないような形をしっかりと模索させて

いただきたいと思います。  

  料金値上げに関しましては、御理解いただけるように私もしっかりと説明させていた

だきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    私は、やっぱり料金値上げに対してはまだまだ疑義を持

っております。市民負担をいかに軽減していくかということは、今後もちょっと様々な

角度から聞いてまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。それと、

当面の課題として、様々な交付金が出たときには、水道料金を充てることも一つの対策

であろうということを申しておきたいと思います。  

  それでは、３番目に移ります。市道の整備についてであります。  

  私どもが選挙において候補者活動をしておりますと、日頃はあまり目に留まらないん

ですが、市道等における道路の陥没や段差等を結構目にしますし、市民からも修繕の要

望もお聞きしました。建設課においては迅速に対応いただき、感謝するところでありま

す。 

  また、この間、夏場の時期には珍しく、いつもやっていることなら申し訳ないんです

が、私にとってはちょっと珍しく映ったんです。あちらこちらで再舗装等もなされてき

たように実感しております。市民から感謝の声もあるんですが、中にはお待たせしてす

みませんと、市長に成り代わって謝らなければならなかった案件もございます。  

  そこで伺います。①です。  

  新市長就任後、市道修繕に要した予算等をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    お答えいたします。 

  本年度、市道等道路維持修繕費に関しまして、当初予算は１ ,６００万円、７月豪雨

に伴う災害等の補正で８月臨時議会にて約９００万円を補正させていただき、現行予算

として２ ,５００万円程度となっています。うち現在約５０％の予算を執行しています。

また、市道等道路維持修繕工事請負費になりますと、当初予算は４ ,１００万円程度、

うち現在約３０％の予算執行となっています。どちらも残額につきましては台風１４号

豪雨対応などの予算執行中及び入札等準備中で、実予算残高は大変少なくなっています。

今後、補正等も含めまして対応を予定しておるところでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  
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○１４番（山﨑龍太郎君）    維持修繕が大体３０％、工事請負が５０％ということで、

この時期においたら例年こんなものでしょうか。逆でしたか、維持修繕が５０％で工事

請負が３０％、すみません訂正してお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    台風などの豪雨による対応にもよりますが、大体この辺

りで推移しております。毎年になりますが、議会で補正対応をお願いしております。当

然、舗装等の工事も毎年同じようにやっていますので、選挙以外でも現地に出向いてい

ただければ大変ありがたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ②です。  

  市道補修等で積み残した要望件数についてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    地域からの要望書提出としまして、過去５年間平均をし

て、道路関係だけで約６０件程度となっています。新設道路などの改良や維持補修など

が入り乱れての要望となります。規模にもよりますが、要望年度に実施できているのが

約２割程度と考えております。実際要望書提出前に現地などへ出向き、すぐ対応してい

るものも多く、要望書の提出自体は近年少なくなっています。要望された箇所について

は、現地に出向き、併せて自治会長や地域関係者との協議を行い、緊急順位を定めて対

応しています。ただし、予算や緊急性・危険性も加味しての対応になることから、５年

以上待たせている箇所も多くあります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    ６０件ということで、２０％ぐらいしかできないんです

かね。５年で６０件なので３００件の２０％、２４０件もまだ残っていますか。そのこ

とをちょっと確認します。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    大なり小なりありますし、工事が点であったり面であっ

たり線であったりという問題もありますが、その程度残ってきております。それと、ま

だ一部しかできていない、全面の要望がどっさり出てきちょって、その一番危ないとこ

ろしかできていないような対応もありますので、そのくらいの件数が残っていると思っ

ております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    要望書なしでも早急な対応をしていることは、すごく緊

急性も踏まえていいことだと思いますが、５年以上待たせるとなれば、それこそ要望は

忘れた頃に実現されるということになります。こういうことではやっぱり行政の役割と
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しては、非常にできることはありがたいでしょうが、市民としては今かよみたいなとこ

ろもありますので。それから、一部しかできていないところもありますので。  

  ③に移ります。 

  そういうことを踏まえて、基本的には予算の増額が必要じゃないろうか、積み残しが

一向に減らないのは、補正対応でいくからではないのかとも考えます。事業規模にもよ

りますが、常に年６０件プラスアルファは確実に住民要望に応えていく姿勢が大事と思

いますが、見解を求めます。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    担当課としましては、現況予算の増額要望は必ず行って

います。当初予算についてですが、要望書の積み残し分も含め、前年度実績に合わせた

予算要求程度はしたいと思っておりますが、市全体の予算規模などもあり、必ずシーリ

ングもあることから確保できていません。ただし、豪雨などによる修繕等も追加にて多

くあることから、十分ではないですが補正対応もお願いしているところでございます。

やはり住民の要望的にもいろいろあるために、それぐらい残っていくところも多々ある

と考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    やっぱり減らす努力というのが大事なんですわね。減っ

ても増えてくる部分もありますけれども、そのところは予算ありきなのかという部分と、

現実的にシーリング、これは市長にも後で聞かんといかんと思いますけど、さっき上水

道のことでも言いましたが、市民からは道がすぐ直るというがはすごく感じよくとられ

るし、実際それで市民の安全を守ることになるんですわね。そういうことから言うと、

常にこのことについては頭に置いてもらいたいと思うんです。 

  ④に移ります。  

  自治会要望は要望書提出前に解決していく点も踏まえ、減少してきているということ

でありましたけれども、それならなおさら整備計画を短期的、中期的に分けて立てて、

自治会等に何年度には施工できますというような、めどをお知らせすることが大事と思

いますが、見解を求めます。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    自治会長からの要望のうち道路改良等、点ではなく線や

面にての整備についてとなりますが、交付金や補助金、起債などの予算確保もあること

から、整備計画を立てて進んでいかなければなりません。今後も今まで同様地域に出向

き、地域の協力を得ての道路整備、命の道づくりを進めていかなければならないと思っ

ています。また、その中で、内規の問題とはなりますが、住民からの多種多様な要望の

中で、より効率的な道路維持の推進に努めることから、統一的な見解、点数的なものも

現在つけてやっていますが、やはり残っていく実態はあります。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    点ではなくて線や面での整備となる件数は、結構多いの

でしょうか。併せて、一部はできているけど全体がまだ完了していないと、これはやっ

ぱり積み残しとして置いているけども、早急に対応するような計画になっているのか、

そこの点をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    線とか面での整備というのは、やはり年間一、二件は出

てきております。ただ、線とか面とかの整備になると、地域の方の用地等の御協力、そ

の他もあることから進んでいないような状況もあります。併せて、やはり予算的な問題

が一番と、国の予算、交付金枠の問題もあって、なかなか上がってこないということに

なります。  

  また、全面改修の中で一部しか工事ができていないところは、当然危ないところから

一番にやっています。それと、地域要望の多い、どこからしますかという形で地域の御

意見も聞いております。次は順番待ち的なところで、一応点数をつけておりますので、

その中でどのような形になるのかという進め方になってきています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    具体に聞きますと、プラザ八王子は指定避難所でもあり

ますけど、５年ぶりぐらいにやっと今年工事着手して、何分の１か半分近くできました

わね。そういう道路は、現実問題として次に着手してもらって、様子も見ていると思い

ますけどできるのはいつになるのかな。これは一つの例ですけどね、そういうのはやっ

ぱり課として計画をきれいに整備されてやっているのかなと。再度住民要望がない限り

動かんのかな。そこら辺はどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    当然予算要求時には資料も作って計画的なものを出して

おりますし、基礎資料があり、外圧にも屈しない命の道づくりを計画し、スピード感を

持って、今以上に地域との連携を密にして事業を進めなければならないとは思いますが

というところです。 

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    市長に伺います。  

  課長自体は、いっぱい積み残した部分もあるし、要望件数もまだ増えている状況があ

るということでの予算要望ですが、シーリングも踏まえると補正対応でということにな

っていくと。ここはやはり大幅改善をして、依光市長のカラーを見せるにはもう脱却し

てはどうでしょうかと私どもは思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  



－73－ 

○市長（依光晃一郎君）   議員がおっしゃられることはよく分かります。私も政治家

として、県議会議員のときに道の要望もさんざん聞かされてきて、今執行部のところに

立っておりますので、道ができんのは市長が悪いということになろうかと思います。  

  一方で、先ほど課長から話があったとおり、優先順位をつけさせてもらっていまして、

要望があれば付け加える形で一覧表を作っております。その中で、当然命の危険が及ぶ

緊急性の高いところは早急にやるということで、順番待ちの中で、ある意味追い越すよ

うな形で先にできるというのがあるのも事実であります。  

  あと、やっぱり一般財源をできるだけ小さくしながら効果的に少ない予算でというこ

とでいきますと、国の予算、県の予算も必要でありますので、全体的な道路要望につき

まして来月も東京へ陳情に行きたいと思っております。  

  先ほど言われたとおり、自治会からしてみたら、今頃造ったかよと言われると、それ

はやっぱりつらい思いもあります。タイミングよく土地を分けていただかんといかんと

か、地元の協力が得られることで進むのであれば、そこはもうちょっと考え方を変えな

がら、遅くなればなかなか用地交渉がまとまらんみたいな話があれば、そこはちょっと

早めにやるとか、今までのやり方に工夫は加えさせていただきたいと思いますが、先ほ

ど答弁があったとおり、大きく変えるということは難しいのかなと思っています。私自

身も自治会の皆さんと話しながら、しっかりと要望も聞いていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    以上で私の質問を終わります。  

○議長（山本芳男君）    山﨑龍太郎君の質問が終わりました。  

  暫時休憩いたします。  

（午後 ３時０３分 休憩） 

（午後 ３時１３分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ６番、森田雄介君。 

○６番（森田雄介君）   ６番、森田雄介です。議長の許可をいただきましたので、一

問一答方式で、今回４点にわたって質問させていただきたいと思います。  

  まず、１点目、コロナ感染軽症者への支援ということでお聞きいたします。  

  新型コロナウイルスは重症化すれば命を失う一方で、無症状者や症状発生前の患者か

ら他者への飛沫、エアロゾルでの感染力を持っており、幅と奥行きのある対応を求めら

れました。重症化した方へ医療資源を振り分ける必要から、軽症者にも療養施設を整備

しながら、自宅療養も選択してもらえるようになっていっております。重症者への医療

支援が逼迫しないように基準を定める一方で、波が来るたびに感染者数が拡大し、特に

この夏の第７波では自宅療養する軽症者の絶対数が増え、検査待ち、連絡待ち、また、

相談先がなくて支援につながれず孤立する状況が見られました。  
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  既に対応策として、オンライン診断の仕組みや保健所負担を軽減するフォローアップ

センターの仕組みが案内されております。これらの仕組みと併せて、家族や職場、近所

の付き合いで援助してもらえたり、宅配サービスを使えたりすればよいですけれども、

感染者数が増えれば、やはり様々な事情を抱えた方が出てくるのではないかと思ってお

ります。  

  そこで、①でお聞きいたします。  

  ９月２６日から運用が始まった県陽性者フォローアップセンターに関連してお聞きい

たします。この仕組みは資料にもつけさせていただきました。検査については、第７波

で仕組みができましたオンライン診療と従来の発熱外来で変わりはありません。発熱外

来の対応人数を増やすといった話は聞いておりませんので、今後第７波以上の感染者が

出るようになった場合、オンライン診療の診断能力には十分な許容量を持たせて、速や

かな診断につなげてもらいたいと思います。そして、陽性判定が出たならば、重症化リ

スクのない方には保健所からの連絡はなく、新たにできたフォローアップセンターに自

分で登録することになるといいます。これまでの見込みでは、約８割の方がこちらにな

るとのことでした。一般的な病気の一つになっていく過程とも解説されておりますけれ

ども、市町村ごとの発生件数集計がなくなり、多くの人が自宅で解熱剤などの一般的な

服薬で治ることになれば、予防意識の低下も懸念されております。当面の啓発などの対

応をお聞きいたします。 

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    森田雄介議員の御質問にお答え

いたします。  

  このフォローアップセンターの開設につきましては、香美市ホームページへ高知県陽

性者フォローアップセンターの開設についてという題名で載せており、このページから

県のホームページへリンクできるようにしております。その他の情報も随時更新しつつ、

県のホームページへのリンク等を貼らせていただいている状況です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    ホームページ等へ載せているということですが、情報を取ろ

うとした方はその情報を見ることができますけれども、どちらかというと、ぜひプッシ

ュしていくような形での情報提供もお願いしたいところでございます。  

  ②であります。  

  本市には工科大学の学生が多数おり、親元を離れて一人暮らしをしております。第７

波では、感染や濃厚接触した場合の検査、生活物資の確保に支障を来しておりました。

市や大学が窓口になって、自宅療養支援を行う必要があるのではないでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  基本的に感染者等の在宅療養につきましては県の管轄になっておりまして、個々の感
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染者状況は市へ情報が来ないようになっております。生活物資の配送も中央東福祉保健

所が主となって行っておりますが、県の配送が間に合わない場合は市でも対応すること

となっております。感染された方から相談の電話があった場合は、中央東福祉保健所と

連絡を取りつつ、個々に対応させていただいている状況です。  

  現在、行動制限の緩和もされ、無症状の方や、有症状の場合は症状が軽快してから２

４時間経過すれば、マスク着用等の感染予防をした上で、買い物をするため短時間外出

することが可能となっております。なお、９月１３日付の新聞折り込みにて備蓄の呼び

かけ等も行い、香美市ホームページへも同内容を掲載している状況です。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    この件につきまして、もう一点御配慮願いたいのが、特に大

学生に対しての配慮ということでお聞きしておりますが、御本人が発熱して、いろんな

制度も相談があれば対応ということでしたけれども、支援がないことに加えまして、例

えば生活のためにしているアルバイトなんかも行けなくなるといった、経済面でのマイ

ナスも起こり得ることも踏まえ、ある意味温かい対応をというお願いであります。その

点についてはいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   高知工科大学生が発熱した場合のフォロー体制ですが、先

ほど答弁を申し上げましたとおり、なかなか市では把握できないところであります。た

だ、かなり高知工科大学がフォローしておりまして、そういった情報があれば大学のほ

うとも一度、私自身まだ具体の話は聞いておりませんが、積極的に状況の把握はしてい

ると聞いておりますので、大学で一定フォローしていただけているものではないかと思

っております。  

  御指摘もありましたので、また協議もさせていただきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    市長の前向きな答弁、ありがとうございます。ぜひ対応をお

願いいたします。 

  ③です。  

  窓口はどういった形でできるのか、お聞きしたいところなんですけれども、県が窓口

になっているということでありますので、市に情報は入ってきにくいんですけれども、

以前新型インフルエンザが流行したときの対策行動計画は、全ての市町村が立てている

と思うんです。対策本部の設置ができましたら、この窓口開設も可能になるんじゃない

かなと思ってお聞きするところであります。本市の場合、感染の第８波、爆発が起こっ

て、本当にいろんな関係機関が窮迫し、対応に苦慮していることなどが前提になるんじ

ゃないかなと思うんですけれども、この対応はできるのでしょうか。その条件などをお

聞きいたします。  
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○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    香美市新型インフルエンザ等対

策行動計画は平成２７年２月にできておりますが、国が緊急事態宣言を発令した場合は

速やかに市対策本部を設置し、国及び県の基本的対処方針を踏まえつつ、一体となって

対策を進めることになっております。現在、市では設置された状況となっています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    分かりました。設置されておっても情報は入ってこないので、

実際の対応はなかなか困難であると理解いたしました。情報さえあれば対応する構えが

あるということを確認できましたので、この点はぜひとも対応をお願いいたします。 

  次の大きな２点目に移りたいと思います。給食の地産地消へ買取りの推進をというこ

とでお聞きいたします。 

  ①です。  

  世界では今、ウクライナ侵攻や新型コロナ対応を背景にした食料やエネルギーの高騰、

加えて日本では円安の進行でこれらの輸入価格がさらに上がっております。一方で、賃

金や年金など、生活のための収入は増えず、先々の見通しは大変厳しいものになってお

ります。  

  ６月定例会議の給食費負担軽減を求めた質問の答弁で、地場産物の使用割合が伸びて

いかない理由として、１ ,５００食の安定供給と食材費抑制を図る必要があるためとの

説明がありました。しかしながら、昨今、物価高騰の影響は確実に広がっており、食材

費をこれまでの調達方法の工夫だけで抑えることは、難しくなっているのではないでし

ょうか。  

  文部科学省の調べで、学校給食の値上げが保護者負担とならないように軽減措置を実

施した自治体が６７９自治体、また、実施予定としている自治体が８１２自治体と、合

わせて全国で１ ,４９１自治体、割合で言いましたら８３％に上ると発表されておりま

した。本市の場合はどうであったのか、費用不足で地場産物使用割合が減ったり、全体

の分量が減ったりはなかったのか、また、費用補塡を行った、行う予定があるのか、お

聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    お答えいたします。  

  値上がりが顕著である食用油を使用する揚げ物の回数を減らすなど、献立の工夫はし

ておりますが、地場産物の使用は減らしておらず、費用補塡もしておりません。また、

６月定例会議でお答えしたとおり、一部の食材を年度当初に競争入札し、１年間の値段

を固定することにより物価高騰の影響を抑制しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  
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○６番（森田雄介君）    影響がないということでお聞きいたしました。  

  それでは、②に移りたいと思います。  

  気候危機やコロナのパンデミックになる前から、世界はおかしなことになっておりま

す。地球は問題なく１２０億人を養えると、これは国連食糧農業機関（ＦＡＯ）が１９

８４年に出した宣言でありますけれども、こう言われながら、現在７８億人の世界人口

のうち、７億人から８億人が飢餓で苦しんでいると言われております。一方で、十数億

人が食べ過ぎによる不健康で寿命を縮め、さらには膨大な資源をつぎ込んで生産した食

料の３分の１が、世界で廃棄されているとも言われます。子供の頃、豊作になったキャ

ベツを畑に叩き込むニュースを見かけ、何てもったいないことを強く感じたものであり

ます。そうしなければ価格が守れない、出荷コストが上回って赤字になるともいいます。

世界においても日本においても、十分な食料が確保できないという飢餓の問題と、バラ

ンスの悪い高カロリーで安い食材に頼らざるを得ない貧困と健康の問題、これは生産の

問題というよりも分配の問題ではないのかという見方ができるのならば、現在の世界で

起こっている矛盾を、少しだけ変えていくことができるのではないかなと考えます。  

  今ある貧困は見えにくいといいます。安く高カロリーな食品で飢餓の状態ではなくな

っていますが、将来における病気のリスクを高めております。ファストフード、コンビ

ニ食の蔓延はストレスや長時間労働とも関係がありそうです。一方で、日本の食料自給

率は低いと言われますが、野菜類に限ると８割以上国内で生産・流通をしております。

先ほどのキャベツやレタス、ナスといった野菜は、１００％自給されているとも聞いて

おります。これらが、規格に合わないと廃棄されたり、過剰生産したときには市場に出

ずに廃棄されているとしたら、それらを有効活用できないものかと考えるところであり

ます。 

  リテラシーという言葉があります。情報を読み解き活用する力との意味で使われてお

り、フードリテラシーといえば、その食べ物がどこから来たのかを理解し、社会的影響

も、自分や子供たちに与える影響も想像できる力と言えます。まさに食育は、給食を教

材にフードリテラシーを高める取組であります。そして、地域の農業が持つ環境保全機

能やフードマイレージの考え方から、一人一人が健康に暮らす土台に地産地消の推進が

あると思います。今あるものを生かし、なければつくり出す目標が要るのではないでし

ょうか。具体的に、地元農家への作付依頼や産地デーの設定、規格外野菜の使用などを

増やしていけないのか、お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    産地デーは設定しておりません

が、行事献立や毎月の食育献立として、旬の食材や地場産物をできる限り使用するよう

にしております。また、毎月の給食だよりでは、その月に使用する高知県産や香美市産

の食材を紹介したり、学校での給食放送でも地場産物の紹介と、その食材に関する情報

を流しております。  
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  農家への作付依頼については、土佐山田町の１,５００食を毎日天候等に左右されず、

安定的に供給できるという観点から、地元の八百屋や実績のある組合等から仕入れてお

り、農家個人への作付依頼はしたことはありませんし、考えてもいません。規格外野菜

については使用したことがありますが、規格外ゆえの調理工程や確認作業が増えるため、

調理員との協議及び時間の調整が必要となりますが、今後も可能な範囲で検討したいと

考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    規格外におきましては、実際に取り組んで苦労もありながら

推進しているというお話もありました。ここに挙げたのは私が思いつく限りのことであ

りまして、具体的な方法を用いて地産地消、地元生産の野菜がさらに使われる工夫をお

願いしたいと思います。 

  次に、③に移ります。  

  今後の方向性としまして、地元食材を積極利用した結果食材費が高騰したとしても、

保護者負担にしない配慮を求めたいと思います。農業が持つ環境保全機能は、商品の価

格に転嫁されない価値であります。その恩恵を受けているのは、この地域に住んでいる

我々です。地域や行政の支援で地元の農業を応援する、この当たり前の支援の一環は市

民全体で負担していこうという考え方が必要だと思います。見解をお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    現在のところ給食費の値上げは

考えておりません。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    値上げは考えていないということは、本当に地元食材を今以

上に進めていこうとしたときにも同じような形でいられるのか、また、その方向性を持

っておられるのか、一度お聞きしておきます。 

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    高知県産、香美市産の地元食材

の割合は、令和５年度の目標値４０％と置いておりますが、なかなかそこまでは達して

いなく、３０％台で推移しておるところです。これからも、香美市産、高知県内産をな

るべく使用していきたい、現況のパーセンテージは下げずにいきたいと思っております

が、それによる給食費の値上げ等については考えておりません。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    ありがとうございます。  

  そうしたら、大きな３点目に移りたいと思います。ｋａｍｉｃａ（カミカ）について

お伺いしていきます。  

  （１）です。  
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  ｋａｍｉｃａの第一弾ポイント付与が８月２３日から実施されております。１人当た

り１万ポイントを上限に９ ,５００人分を予算化しております。開会日の諸般の報告で

は、９月２８日現在のポイント付与額が６ ,１０４万９,０００円と報告されました。今

回資料もつけていただいておりまして、その後の数字も入っているようでありました。

現在のポイント発行額は合計で６ ,４５１万４,７５０ポイントということで、順調に増

えていることが見てとれました。当初第一弾の予算は９ ,０００万円とお聞きしており

ました。もう少し予算額に近い利用があってほしいと思ったところではありますけれど

も、このマネーチャージキャンペーンの効果はどうだったのか、本年４月から現時点の

チャージ件数と金額の推移、資料も頂いておりますが、それに対して何か見解がありま

したらお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  令和４年４月から９月末までのｋａｍｉｃａ電子マネー及び期間限定ポイントの推移

は、タブレットに掲載した資料のとおりとなっております。８月２３日からポイント付

与キャンペーンを実施いたしましたので、８月、９月のチャージ額が大幅に増えており

ますが、先ほど森田議員が言われましたとおり、ちょっと予算額に対してまだまだ余裕

があったので、担当課としてはもう少し使ってポイントを獲得していただいて、それを

また市内加盟店で使って、もっと流通させていただきたかったかなというのが本音でご

ざいます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    今回使われなかった予算というのは、第二弾に回るというこ

とでよろしいでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    お答えいたします。  

  使われなかった予算というのは、通常分の新型コロナの交付金と物価原油高騰分とい

ろいろありますけれども、その通常分は物価原油高騰分のほうに充当可能であったりと

いうようなことで、相互に柔軟に財源の充当が可能であるということから、新たに出て

くる事業、それから、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用した事

業にも一応充当可能でありますので、先ほど市長が申し上げました、１人５ ,０００円

といったような事業に充当される可能性もございます。現時点ではまだ全体の実績が上

がっておりませんので、何に充当できるのかということは申し上げられませんが、財源

を動かすことは可能であると考えております。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    第二弾のほうが第一弾を上回る予算を組んでおりますので、

足りないというようなことにはなかなかならないだろうなとは思いながら、ちょっとお
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聞きいたしました。 

  あと、この表の見方で確認させてください。今回、電子マネー利用額の部分で合計が

一億一千二百万何がしと出ています。ポイント利用額の合計ですけれども五千二百二十

三万何がしと出ておりますが、これは利用額の内訳というのではなくて、それぞれで使

った個々の数字であって、これで言いますと、８月、９月だけでも電子マネー利用額が

約１億円あって、さらにそれとは別にポイント利用額の５ ,２００万円があったという

理解でよろしいのか、確認をお願いします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）   そのとおりでございます。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    それでは、（２）の質問に移ります。  

  １０月下旬から始まる第二弾のチャージは、１億８ ,０００万円の予算額ということ

で、より多くの人にチャージしてもらい、経済効果も多く出てもらいたいと思うところ

であります。また、新たにアプリをインストールする方へのポイント付与で、香美市に

住所がなくてもｋａｍｉｃａを使えるとＰＲできることで、事業者支援の意味合いも強

くなるのではないかなと感じております。  

  そこで①です。ＰＲの取組をお聞きいたします。  

  広報香美の１０月号では、刃物まつりでのポイント１０倍キャンペーンや、アプリで

大抽せん会などのイベント企画をＰＲされておりました。このほか、チャージ期間は１

２月２８日までと言われておりますけれども、この間に行われるイベント企画との連携

等はあるでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  第二弾ポイントキャンペーンの周知につきましては、広報１０月号裏面への掲載、ポ

スターの作成、あと香美市にお住まいの方全員にも届くタウンプラスの、今回ははがき

でやらせていただきたいと思っております。また、新聞折り込みチラシ等でも周知を行

っていきたいと思います。さらに、市外の方にも多く使っていただきたいということで、

今回は南国市及び香南市へも配布される情報誌こじゃんとへの掲載も予定しております。  

  先ほど森田議員からも紹介いただきましたが、刃物まつりにおいて、今回はくじ引き

などのイベント、また１０倍キャンペーンなども行い、香美市以外にお住まいの方にも

利用していただけるようにＰＲする予定ですが、それ以外のイベントについては今のと

ころ計画しておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    刃物まつりの後には香美バルとかもあったと思いますし、こ

の間あった奥ものべ青空市なんかも、秋のイベントになっております。急に言ってもい
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けないかもしれませんけれども、できるだけ連携して、チャージが進んで香美市でお買

い物を楽しんでいただくことにつながってほしいなと思います。  

  ②です。 

  住民票を移していない高知工科大学生も、アプリを使用してチャージできると思いま

す。大学の協力で学生への周知に取り組んではいかがかなと思っておりますが、取り組

んでいっているのでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  香美市に住民票のない学生にもｋａｍｉｃａの存在を知ってもらえるよう、新入生に

チラシを配布しております。また、これまでも高知工科大学に協力いただき、各キャン

ペーンの際には大学構内にポスターを掲示して周知を図っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    例年でありましたら、刃物まつりと大学祭が同日なんですけ

れども、今回は別の日程ともお聞きしております。そういった点では、ひょっとしたら

目にする機会がちょっとないのかなという気もいたします。ポスター等もあるというこ

とですけれども、大学のほうに呼びかけてもらうようなことはできないものかなと思っ

て申し上げました。  

  それでは、③に移ります。  

  ｋａｍｉｃａで買い物したことでもらえるスタンプやチケットを集めることで、サー

ビスポイントや特産品と交換ができる、いわゆるスタンプラリーなど、チャージした電

子マネーを使う機会を増やす取組はいかがでしょうか、そんな予定はありますでしょう

か。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  先ほども申しましたが、今年は刃物まつり会場で、ｋａｍｉｃａ電子マネー決済によ

るポイント１０倍付与を行います。特にそれ以外は、今のところ利用拡大に向けた取組

というのはございません。また、利用促進につながる活用方法につきましては、引き続

き商工会と協議してまいります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    最初の質問でもらいました資料を見ましても、割とチャージ

したからには電子マネー、またポイントも、ともに使っているなという感じもしており

ます。この推移も見ながら、必要であれば使用を刺激するような形の取組をお願いする

ところです。私、個人的に思いますのは、スタンプラリーの提案をいたしましたけど、

こういった機能が別にあるので、紙でスタンプを集めるというよりかはアプリで登録す
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る、例えばですけれども、１ ,０００円以上のお買い物をしたときにはスタンプがたま

っていきまして、自動的にポイントに換算できるといったことが、スムーズにできたら

非常にいいのかなと思います。そのほかにも、こういったお話をしている中で、ふだん

行き慣れているお店では買い物額が決まっておるので、たくさんチャージはしたけれど

もどこへ使おうかと、逆に悩んでいる方のお話も聞いたりします。使う先を広めるとい

う意味で、市内の例えばボランティア団体、僕が思ったのはクラウドファンディングの

ような形をｋａｍｉｃａでとることができないかなと。多少アプリを変更することで、

そういった取組もできるんじゃないかなと思いますけれども、また参考にしていただき

たいと思います。  

  ④に移ります。  

  香美市で長年生活しておりましても未知のお店は幾つかあるものです。アプリ機能で

マップを開き、お店の場所をタップしますと、店舗名と業種が表示をされ、さらにタッ

プすると営業時間や定休日、電話番号が表示されます。独自にホームページを持ってい

る店舗では、そこからさらにタップして開けられるようになっておりますけれども、準

備できている店舗の割合は多くないように見てとれます。お店の情報の連動性を高めら

れるよう、ホームページやＰＲ動画の作成支援が要るのではないでしょうか。もしくは、

商工会のホームページには市内店舗紹介ページがありますが、それらとの連動はできな

いものでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  昨年度、香美市商工会がホームページを作成した際、ｋａｍｉｃａに加盟する小規模

事業者を取材し、各加盟店の情報を掲載しております。ただ、ｋａｍｉｃａアプリと商

工会が載せている情報とが、今のところ連動できていないと思いますので、それについ

てはまたできるようにちょっと調整していきたいと考えております。  

  今年度は加盟店のガイドブックを作成しております。それこそ昨日ぐらいに冊子がで

きていますので、またお手にとって見ていただきたいと思います。また、加盟店に貸与

しています決済用のｉＰａｄで撮影した動画を、ｋａｍｉｃａアプリに簡単に投稿でき

るように、ただいまシステム改修を進めております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    様々に充実の手だてをされておるということですので、今後

もそれが進んでいくように願っております。  

  （３）に移ります。 

  原資である新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を使ってのｋａｍｉｃ

ａへの取組でありましたけれども、物価高の影響を強く受けている非課税世帯や子育て

世帯、年金生活者やコロナ支援制度利用者などへの生活支援の役割が果たされるべきだ
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と考え、質問をするところです。  

  先ほどの山﨑龍太郎議員へのお答えで、ｋａｍｉｃａへ５ ,０００円分のポイントチ

ャージがありましたので、この部分は非常にありがたいなと思ったところであります。

そういった制度が必要だと思っておりました。  

  今後、市が独自に非課税世帯や子育て世帯、今回は一斉チャージ５ ,０００円という

ことでしたけれども、手だてが必要だと思われるようなところへ部分的に支援しようと

したときに、その名簿なりが例えば福祉事務所などから示されるとしたら、ｋａｍｉｃ

ａポイントを名簿に沿ってつけることができるのか、お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  非課税者など特定の方へのｋａｍｉｃａを活用した支援につきましては、担当部署に

おいて予算を確保し、対象者リストを作成していただければ、対象者のｋａｍｉｃａカ

ードにポイント等を付与することは、システム上可能となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    今後もそういった支援にｋａｍｉｃａを使ってということで、

担当課のほうからもまた積極的な提案をお願いしたいと思います。  

  市長からは何かありますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   まず、ｋａｍｉｃａの利用については、いろいろな使い方

があると思っておりまして、議員の御提案も含めて、いろいろと進めていきたいと思い

ます。 

  これまでコロナ対策の国の補助というのは、非課税世帯という切り口で渡しておった

んですが、やはり今国のほうでも、それが本当に困っている人の支援になっているのか

という議論があります。市町村であれば、一定その課税状況、生活の状況、いろんなこ

とが分かるので、必要なところに今必要なものを届けるという意味も、ｋａｍｉｃａを

使っていくということは考えられると思います。凸版印刷の本社が飯田橋にあるんです

が、私もお伺いさせてもらって、凸版印刷はいろんなＤＸ、デジタル化の企業戦略の中

で、香美市のことを実は紹介してくれております。凸版印刷とも連携しながら、視察に

もどんどん来ていただけるような先進的な取組に育てていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    いろんな取組を広めて、また委託先の凸版印刷とも連携した

取組もぜひとも進めていただいて、視察がたくさん来るような取組にしていただけたら

と思いました。よろしくお願いいたします。  

  それでは、大きな４点目、マイナンバーカードについてお聞きいたします。  

  数日前から、健康保険証を２０２４年までに原則廃止し、マイナンバーカードと一体
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化する方向と報道され、事実上の義務化は反対する方へハレーションを起こしておりま

す。 

  情報漏えいの不安もさることながら、２０２０年の１０万円給付の際には、本人確認

機能ですら満足に機能しなかった現状では、利便性向上も担保されているとは言えない

のではないか。デジタル化は大手関連企業の受注なしでは成り立ちませんから、今後も

システム管理と更新に多くの税金が使われていくことになるのではないかと思います。

安全面でも、行政上のやり取りはインターネット回線と切り離したＬＧ－ＷＡＮ回線を

利用すると聞きましたけれども、医療機関やコンビニなどとの連携を進めれば、インタ

ーネット回線を経由することになり、情報流出や不具合による利用停止などの危険性は

より深刻になるのではないでしょうか。利便性のためのしっかりとしたシステム構築と、

安全・信頼のための情報発信が、まだまだできていないのではないかと思っております。  

  国は、このほかにも、２０２３年度に創設し、自治体に配分する予定のデジタル田園

都市国家構想交付金の一部について、住民のカード取得率が全国平均以上でなければ受

給できない仕組みにすると発表しました。今回の事業に限らず、総務省は自治体ごとの

カード交付率を地方交付税の算定に反映させる方針も示しております。  

  地方交付税は、国が地方に代わって徴収する地方税という性格を持っております。地

方自治体にとっては、大都市圏への人口集中が進むもと、都市と地方の格差是正、さら

に税収源の偏在から来る地方自治体間の財政力格差を是正する機能を発揮していく必要

があります。交付税の算定にカード交付率を反映させるとなれば、まず、この原則をゆ

がめることになります。また、補助事業を受注できないとすれば、住民サービスにマイ

ナスが生じることになり、意図しないペナルティーとなってしまいます。そしてまた、

マイナンバーカードの普及に力を入れた自治体ほど有利になり、デジタル化、カードの

普及により行政コストが下がるとするそもそもの理屈からすれば、既にメリットを受け

ている自治体にさらなる便益を与えることにもなります。今後、カード取得支援を強化

するとしたら、遅れている自治体は他の部署から人員を回したり、委託を増やしたりと、

行政コスト削減とも矛盾いたします。デジタル化のメリットとして、交付率の高い自治

体の経費削減効果を分析して公表すれば十分ではないかと考えます。  

  また、今回の交付金は第５世代（５Ｇ）移動通信システムなどのデジタル技術を活用

した地域活性化事業を支援するのが目的で、全国のモデルとなるような事業に配分する

との案になっております。そもそも、政府の示すカードのメリットでは住民が利便性を

感じていないから、その制度設計すらも地方に押し付けようということなのかと思えて

しまいます。加えて、繰り返しになるかもしれませんが、マイナンバーカード普及が進

んだ先の地域活性化とはいえ、地域活性化はどこの自治体も望むものであります。申請

すらできない不利益をもたらせば、住民間に分断をもたらすものになりかねないとの懸

念を持つものであります。  

  カードは、コンビニでの住民票発行や保険証や免許証の代わりに利用できるのが現時
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点で示されたメリットであり、それに対して紛失の危険や有効期限ごとの更新を煩わし

いと感じれば、取得を控えるのが住民心理と言われております。これも繰り返しになり

ますけれども、２０２０年には新型コロナウイルス感染症対策の定額給付金受取りに、

マイナンバーカードを使おうとしましたが、住民基本台帳や銀行口座とのひもづけがさ

れていなく、本人確認のみに使われたことに加え、設定した暗証番号を忘れたり、間違

って入力して再設定が必要になった人が増え、一時的にシステムがダウンする事態も起

こりました。  

  そういった前提に立って、今回カード取得を促すダイレクトメールが来たことについ

て、俯瞰的に眺めてみる必要があると思って質問いたします。  

  私のところにも届きました。封書には私の住所、氏名が書かれておりました。差出先

は総務省とＪ－ＬＩＳになっています。カードの取得は個人の裁量で個人情報にも当た

りますが、情報提供はどのような事務手続で行われたのか、法律の根拠も併せてお聞き

いたします。  

○議長（山本芳男君）    暫時時間を延長します。  

  市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  地方公共団体情報システム機構（Ｊ－ＬＩＳ）は、行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律第１６条の２第１項及び第２項に基づき、住民

基本台帳に記録されている者の申請に基づき、個人番号カードの発行を行い、作成及び

運用に関する状況の管理、その他総務省令で定める事務を行うものとなっております。  

  そして、今回のマイナンバーカード交付申請書は、長くなりますが、行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に規定する個人番号、個人番

号カード、特定個人情報の提供等に関する命令第２３条の２第１号に基づき、Ｊ－ＬＩ

Ｓが住民に対し直接送付しております。発送に当たって、香美市が未取得者の情報提供

をするといった手続はありません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    最後におっしゃったのは、香美市が情報提供したわけではな

くて、Ｊ－ＬＩＳそのものが行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律（番号法）に基づいて事務を行ったということで了解いたしました。  

  個人情報保護法と番号法の両方にわたる話じゃないかなと思うんですけども、原則は

本人の合意、または情報提供というところで、個人情報はその目的のみに使われるとい

うことが原則だと思います。先ほど、番号法の中にはカードとか特定個人情報の扱いに

ついての記載があるという説明でした。カード番号の扱いは番号法に基づいているのだ

と思うんですけれども、カードを取得するという本人の意思が介在する部分での情報、

するしないというのは個人の内面で決めたことであって、それを提供したつもりは何も
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ないものだと思うんです。そういったものが、本当に先ほどの事務手続の法律に基づい

てできるものなのかなと思ったところであります。この点について、何か確認できてお

ればちょっとお聞かせいただきたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  法律に基づいた手続というふうに認識しております。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   マイナンバーカードにつきまして、取得するせんというの

は個人の判断でありまして、市としてそこまで踏み込んだ対応をすることはございませ

ん。また、先ほど課長から申し上げましたとおり、香美市が取得したくない方について

何かやっているかというと、そういうこともありません。  

  私自身はマイナンバーカードの取得に関しましては積極的な姿勢でおります。いろい

ろな個人の財産とか情報、先ほどコンビニとかでインターネットに接続されてという話

がありましたが、イメージとしては、いろいろな情報が入った金庫があります。香美市

が持っている情報が金庫に入っており、国が持っている情報、いろいろな資産を持って

いる情報、それをひもづけするための番号、鍵であるということでありまして、誤解が

あるのが、マイナンバーカードに医療情報であったりとか、資産情報であったりとか、

個人に関する情報が入っているように皆さん感じられているかと思うんですけど、あれ

はただの鍵であって、例えば運転免許証をなくしても再発行すれば特に影響がないよう

な、写真もついているのでなりすましもなかなか難しいと思っております。  

  そういう意味でいくと、今回のマイナンバーカードの考え方、国の考え方というのは、

コロナが発生したときに欧米では金銭的給付が非常に速かったと。ただ、日本は紙ベー

スで送り、また先ほど言われたような手続の煩雑さがあり非常に遅かったと。欧米では

資産情報まで一定把握ができておるので、失業したら失業したことが分かったときすぐ

にお金が行くという、やはりコロナの最初の頃、自分も政調会長という形でいろいろな

要望も県議会のほうで聞いておりましたけれども、お金は本当に必要なところに届けら

れなかったと自分自身感じていました。今回、マイナンバーカードの取得を通じて預金

口座とのひもづけがあるので、これからの流れでは、必要なところにプッシュ型でお金

を振り込むことができるのではないかなと思います。当然、自分は要らんという方もい

るのかもしれないんですけれども、基本的には迅速に給付ができる体制を今後つくって

いくためには、必要ではないかと。  

  また、マイナポイントも期限が延長になりましたけれども、私自身はしっかりと情報

を届けたいと思っております。１万５ ,０００円は保険証と預金口座のひもづけで入っ

てくるお金、それと、５ ,０００円は２万円をカードに入れたらプラス、ｋａｍｉｃａ

と同じような仕組みですね、５ ,０００円チャージされるということですけれども、こ

の情報自体はお伝えする必要があると思っておりまして、担当課と一緒になって積極的
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に取り組んでおるところであります。  

  私の考え方は、繰り返しになりますけれども、必要と思っていない方に取れとまで命

令するような立場にはないし、そういったことは考えておりません。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ６番、森田雄介君。  

○６番（森田雄介君）    私も取りたい方がしっかりと取れるように、またその情報が

届いていないことによって不利益にならないようにと併せて思うところであります。こ

ういった事務手続がオープンな形で行われているということ、それによって強制でもな

ければ、また、一回仕組みをつくって、仕組みに合うように全ての生活が変えられてい

く端緒にならないようにと思ってもおります。しっかりとしたメリット、外国でありま

したように給付がスムーズにいくようなところがどんどん進んでいけば、逆に言うと自

然と皆さんが持ちたいと思うことになるのではなかろうかと思います。そういったこと

を申し添えて、私の質問を終わりたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    森田雄介君の質問が終わりました。  

  お諮りします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会にしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、本日の会議は延会とすること

に決定いたしました。次の会議は１０月１４日午前９時から開会します。本日の会議は

これで延会します。  

（午後 ４時０８分 延会）  
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議事の経過  
（午前 ９時００分 開議） 

○議長（山本芳男君）    おはようございます。ただいまの出席議員は１８人です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。  

  議事日程は、お手元にお配りしたとおりです。  

  日程第１、一般質問を行います。通告順に従いまして順次質問を許可します。  

  １７番、村田珠美さん。 

○１７番（村田珠美君）   おはようございます。１７番、自由クラブ、村田珠美でご

ざいます。議長の許可をいただきましたので、一問一答方式で質問をいたします。  

  まず１つ目の質問でございます。国道１９５号杉田ダム近くのその後の対策について

です。 

  昨年８月の豪雨時に、国道１９５号の杉田から香北までの一部が、冠水のため全面通

行止めとなり、市民の方々が大変不便な思いをされ、不安と心配をする声をたくさん聞

きました。昨年９月定例会議での質問後の経過について、どうなったのかという声があ

りますので、現状と今後の対策等について、お伺いいたします。  

  ①です。  

  現在、木の伐採等が行われ、側溝の枠組みができているようです。調査後の見解と対

策はどのようになるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    おはようございます。道路管理者である県中央東土木事

務所に確認を取っております。現在、木の伐採などを行っている工事は、落石等防止の

ためのストーンガード等を防災対策として約６０メートル実施しています。なお、山側

斜面からの湧水対策の目的で行っているものではないですが、山腹斜面湧水出水等によ

る転石等の落下を防ぐ効果はあります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   湧水等のためではなくて落石防止のための工事ということ

でございますね。  

  湧水等のことは②の質問と関連がありますので、②に参ります。  

  現在、整備をしてくださっている道路の辺りですが、道路が下がっている場所につい

ては調査等しているのかとの質問をいたしました。県において調査等業務発注準備をし

ており、市も協力していくとの御答弁でございましたが、どのような見解となったので

しょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    県土木事務所により、令和３年度冠水に至った現状把握

のための調査を実施しています。山側斜面からの湧水出水などにより、道路冠水等の影
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響があった約１ .５キロメートル区間の横断暗渠、道路側溝などについて、昨年度と同

様の降雨があった場合の検証を行った結果、国道横断暗渠は６か所のうち２か所が、道

路側溝についてはほぼ全ての区間において流下能力不足、断面不足があるとのことです。  

  なお、令和４年度において道路山留めのり面などから一番湧水出水の多かった箇所、

作業道から国道への流出水を防止するため、既存側溝の拡幅工事を実施するとともに、

横断暗渠１か所の改修設計委託業務を実施する予定とのことです。次年度以降には、国

道横断暗渠改修に必要となる用地買収後に工事を実施する予定と聞いております。市と

して早期の対応を今後も要望していきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   冠水後、早急に調査もしていただいたということで、検査

を行った結果を先ほどお話ししていただきました。国道横断暗渠の６か所中２か所にち

ょっと不具合があるということと、あと、側溝のほうも、多分ですけど、葉っぱがたま

ったり石がたまったりして水はけが大変悪くなっていたことも、湧水の原因の一つだと

思います。  

  令和４年度一番出水の多かった作業道というのが上にあるんですよね。作業道のほう

に水がたまって流れてきたという解釈でよろしいですかね。国道にあふれてくる水を防

止するために拡幅工事をして、あと、横断暗渠１か所の改修設計をするということでし

たが、もうちょっと詳しく教えていただいてよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    まず、一番多かった作業道からの出水がある部分につき、

下の側溝で一旦受けられるような断面を造ると聞いております。その後、道路側溝から

国道１９５号を横断する横断工の断面も太めて物部川へ落とすという形の、断面がやは

り小さいのと流れが悪いのを、取りあえずの処置という形になるかと思いますが、１か

所は今年度に改修したいと。今後続いて断面不足の箇所を随時設計その他、国道から物

部川までの距離もあるため、その部分民地があったりしますので、用地等の調査も行い、

買収も行って随時やっていくと聞いております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   今後、用地買収、そして設計委託等をされていくというお

話でしたが、大体の工期なんかは今のところ全く分からないでしょうか。確認です。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    現実問題としまして、予算と用地の問題、地域の協力等

もあるため、なかなかいつまでという形にもなりませんし、いざ工事となりますと、何

か所もというわけにはいかないと。部分的な工事もありますので、現行いつまでという

形での回答はできないとのことでした。ただ、早期に改修をお願いしたいという要望は、
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市が当然していかなければならないと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   プロの方が見て様々に調査もし、そして検討してくださっ

た結果、あそこの水対策についてはそれが一番だという見解であったと思いますので、

また今後とも、様々な面で大変だと思いますが、続けてよろしくお願いいたします。  

  それでは、③になります。  

  ガードレールはありますが、これも前回質問させていただいたところなんですけれど

も、茶色くさびが来ています。また、高さも低くて、車で通行するときや自転車通行時

には危険を感じると聞きます。自転車、歩行者が安心して通行できるように、安全確保

の整備をとの質問をいたしました。今後、迅速な対応を要望していくとの御答弁でござ

いました。要望後の計画はどのようになりましたか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    老朽化したガードレールの対応については、予算の状況

や土木管内の老朽化した施設の状況を見ながら、順次対応しているとのことです。なお、

令和３年度当該地区におけるガードレールにつきまして、一番ひどかったところやと思

いますが、約１５メートルの更新を実施してくれております。今後も市として早期の対

応を要望していかなければならないと思っています。併せて、国道１９５号改良促進期

成会などを通じても要望を行っていきます。  

  また、国道１９５号の当箇所については、通学路の危険箇所ではありませんが、今後、

通学路安全対策連絡協議会などでも、今まで同様、議論はしていかなければならないと

思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   状況を見ながら、予算のこととか様々な面があるというこ

とで、なかなかガードレールをすぐにというても、できるものではないなということは

よく分かりますが、この１５メートルのガードレールを取り付けた場所というのが、ち

ょっと私もいまいちよく分からなかったんですけれども、課長は御存じですか、どこの

辺りです。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    ガードレール自体が単体で何メートル間と、飛んだよう

な形になっています。一番老朽化のひどいところから随時という形の中で、一番下がっ

ちゅうところやったと記憶していますが、そこの施工からやっていくという確認を取っ

ております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  
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○１７番（村田珠美君）   また見に行ってみます。この場所のガードレールの危険な

状態等は前回もお伝えしていますので、課長も御理解いただいていると思います。先ほ

ど言ってくださった国道１９５号改良促進期成会や通学路安全対策連絡協議会のほう、

通学路といいましても、高校生はたまに私も見かけたりするんですけれども、自転車通

学をしている方が全くいないわけでもないし、また、一般のサイクリングをされている

方もいらっしゃいますので、そういったところも御配慮をいただき、検討していただき

たいと思います。  

  現在通行上は何の問題もありませんが、道路に覆いかぶさってきている木もたくさん

あると思います。加茂で１回木が道路のほうに倒れてきたことを、課長にも前に御報告

させていただきましたが、そういったことがなきにしもあらずでございますので、観察

を続けていただき、命の道を安全に通行できるようにお願いいたします。  

  それでは、２つ目のセレネ広場付近を快適にについてです。  

  前回の質問後、早急にベンチの補修や、国道側の休憩所のテーブル、椅子の改善をし

ていただきまして、誠にありがとうございました。週末や祝祭日にはセレネ広場で子供

たちが遊具や広場で元気に楽しく遊んでおります。改善について昨年質問いたしました。

市民の方々から、その後どのようになったのかとの声もあります。この場所を快適な施

設にすることを願っております。  

  この広場には手洗い場がございません。遊んだ後、または食事、おやつの前には手を

洗いたいのにない。コロナ禍ということもあり、早急に手洗い場が欲しいという声がご

ざいます。自動販売機の近くに水道があるので可能だという見解を前回はいただいてお

ります。  

  ①の質問に参ります。  

  自動販売機付近に手洗い場の設置をと質問いたしました。使いやすい手洗い場の整備

を検討するとの御答弁でございましたが、どのような検討をされたのか、伺います。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   おはようございます。お答えいた

します。  

  屋外プール横の自動販売機付近に水道がございますが、小さい水道でありますことか

ら、今年度中にもう少し分かりやすく、そして使いやすい手洗い場の設置を計画してお

ります。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   今年度中にということは、３月中にということでございま

すか。その手洗い場は、水道を大きくということでございましたが、手洗い場を一つだ

け設置の予定ですか。水をこう、何ていうんですかね、そのまま流すだけじゃなくて洗

えるスペース等どんな形になるのか、ちょっとお分かりでしたら教えてください。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 
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○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   ただいまセレネ広場の管理者と協

議をしておりまして、大きさ等については現在計画中でございます。一つ管理者のほう

から言われておりますのは、コロナでありますので、水が飲めるような設備はやめてい

ただきたいということで、それ以外でどれぐらいの規模にするかについては、ただいま

検討中でございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   よく公園等には足を洗うところもあったりするんですけれ

ども、そこまではちょっと厳しいのかもしれませんが、１つではなく、２つぐらい並べ

て使えるような形で、足元がぬれないようなのがいいかなと思いますので、ぜひ使いや

すい、子供たちに優しい手洗い場を、大人用と子供用で段差をつけることもできると思

いますので、そういった形で検討していただけたらありがたいです。よろしくお願いい

たします。  

  それでは、③の質問に参ります。  

  通告を提出した後に草刈りをしていただきまして、きれいになっています。今までこ

のように伸びているのを私は見たことがなかったものですから、ちょっと驚きました。

管理について伺いたく、質問いたします。そのまま読み上げさせていただきます。草が

伸びて草原のようになり、子供たちの腰の辺りまで伸びているところもあるので、非常

に歩きづらそうでした。また、草が伸びると害虫等が心配です。草刈り、そして清掃は

どのように実施しているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  ③の問いでよろしいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   誠に申し訳ございません。飛ばしてしまいました。してく

ださるということでしたので、うれしくて、もう次へ飛んでしまいました。  

  それでは、②の質問をさせていただきます。  

  前回から比較しますと、木の傷みが進んでいると思いましたので、安全面から早期に

と思いましてお伺いいたします。あずまやのテーブルと椅子等の老朽化が進んでいます。

安全対策が必要と思われますが、そのことについて、お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  あずまやの木製テーブル及び長椅子につきましては、議員御指摘のとおり、老朽化が

進んでおりますものもございますので、老朽化が進んでいるものにつきましては、取替

えなどで対応しております。安全対策につきましては、今後も適時必要な整備などを実

施していきたいと考えております。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   ぜひそのようによろしくお願いいたします。  

  それでは、先ほどの質問、③に移ります。  

  草が伸びて草原のようになり、子供たちの腰の辺りまで伸びているところもあるので、

非常に歩きづらそうでした。また、草が伸びると害虫等が心配でございます。草刈り、

そして清掃はどのように実施しているのでしょうか、お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  現在、広場につきましては、先週草刈りを実施してきれいになっております。草刈り、

清掃につきましては、健康センターセレネの指定管理者である香北ふるさとみらいが実

施しております。草刈りにつきましては年間６回程度、５月から１０月の間に実施して

おります。清掃につきましては、休館日などを除いて毎日実施しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   草があんなに生えたことは今まであまりないのかなと。今

年はすごく草が伸びる環境がよかったらしくて、結構どこの方も草が伸びるのが早いと

いうことをよく言われていました。あまり伸びると、アンパンマンミュージアムのほう

に谷川がございますよね、あの辺りとかにも毒ヘビが出てきたりすることがあるようで

すので、できるだけ、夏場は特にあまり草が伸びないうちに対策していただくように、

よろしくお願いいたします。  

  ④の質問でございます。  

  トイレを見ると、まちの様子が分かると言う方もいらっしゃいますし、いろんな冊子

なんかにも載っております。それだけトイレは大切な施設で、快適なトイレを誰もが願

うと思います。健康センターセレネ西側トイレの新設または改修をとの質問では、新設

について検討していくとの御答弁でございました。その後はどのような状況か、お伺い

いたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  健康センターセレネ西側屋外トイレにつきましては、汚れが目立っていましたことか

ら、壁などの改修と照明の一部ＬＥＤ化などを実施しております。ただし、建築から３

０年以上が経過しておりますことから、建物の老朽化が進んでいる状況にあると認識し

ております。屋外トイレの新設などにつきましては、予算の問題もありますことから、

現状では計画しておりませんが、今後の検討課題であると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  
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○１７番（村田珠美君）   ３０年以上たって老朽化していることはよく分かります。

今後の検討課題、確かに予算もかなりかかると思いますし、丸くて外から見るとトイレ

かどうか分からないという方もたくさんいらっしゃる中で、最近トイレのマークをつけ

てくれたりしているようでございます。  

  現在、御存じのように、女性用ですけれども和式トイレが２つ、入っていくと右のほ

うに縦に並んだ形であるんですけれども、リフォーム自体もできないことはないかなと

思うんですが、古いということで、もう新設の計画をしていただけたらありがたいです。

昼間でも暗いですし、お掃除は本当に一生懸命頑張ってやってくださっているのはよく

分かります。お掃除のしがいがないトイレというようなところで、ちょっと気の毒な気

もいたします。以前ほどのようなことはないですけれども、靴がぬれるぐらいの水はけ

の悪さもあったりいたしますので、できるだけ早く対応していただけたらと思いますが、

市長の見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   御指摘がありましたとおり、いろいろな不具合があること

は私も認識しております。うれしいことに、この間の三連休ですね、アンパンマンミュ

ージアムのほうを通ったり、お伺いもさせてもらいましたけれども、本当に子供たちが

楽しく遊んでいる様子が見られました。そういったときには、結構県外ナンバーも増え

てきたように感じております。議員おっしゃられるように、分かりにくいということで

あれば問題があると思っております。  

  ただ、先ほど御答弁させていただいたとおり、なかなか費用もかかりますことから、

改修がいいのか、また新築をするのか、そういうところも含めてしっかりと検討してい

きたいと思っております。重要性はしっかりと認識しております。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   県の大きいトイレもありますが、あちらのほうもいろいろ

と、消毒液がないとか、そんな声も聞いたりいたします。こちらのほうにもそういった

ものがありませんので、設置も必要なのかなと思ったりしました。  

  本当に全体をひっくるめて、セレネ広場は子供たちが市内で遊べる数少ない場所でご

ざいます。快適に遊び、様々な体験ができる場所となりますように、今後ともトイレを

含め、そして手洗い場、様々な点でまたいい場所になるように、よろしくお願いいたし

ます。 

  それでは、３つ目の質問に行きます。健康長寿につなげたい敬老会と自治会の運営に

ついてです。  

  健康で生き生きと生活できることはとても幸せなことです。仲間と楽しくおしゃべり

ができる場所が、コロナ禍で随分さま変わりをしてしまいました。人生１００年時代の

到来へ向けて、敬老会と自治会についてお伺いいたします。  
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  ①です。  

  令和４年度の敬老会対象者の人数をお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  香美市に住所を有し、令和４年９月３０日現在において満７５歳以上の高齢者５ ,９

９８人が対象となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   ５,９９８人、約６,０００人というところでございますね。  

  それでは、続けて②へ行きます。  

  敬老会が開催されたのは何か所で、参加人数をお伺いいたします。令和３年度と４年

度分をお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  令和３年度は１３か所で開催され１４２人が参加、１０９人に記念品を配布しており

ます。令和４年度は３１か所から６５９人の参加及び２４７人への記念品配布補助金交

付申請が提出されております。実績報告はまだ出そろっておりませんが、令和４年１０

月４日現在で１１か所が開催、１７８人が参加、７４人に記念品配布の実績報告が提出

されております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   記念品を一緒に言っていただいたわけですが、③はまた別

ですね。分かりました。 

  確認ですけど、令和４年度は３１か所で何人とおっしゃいましたか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えします。  

  ６５９人の参加になります。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   コロナ禍ではありますが、結構実施されたところが多いと

私は思いました。  

  ③に移ります。  

  記念品のみで敬老会をしなかった場所は何か所で、人数は何人でしょうか。令和３年

度、４年度を教えてください。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  令和３年度は７３か所が記念品配布のみで実施しており、２ ,９６５人に記念品を配
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布しております。令和４年度につきましては、６７か所から２ ,８５４人に記念品配布

のみで実施の補助金交付申請が提出されており、実績報告は出そろっておりませんが、

令和４年１０月４日現在、６２か所から２ ,５３２人に記念品配布の実績報告が提出さ

れております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   どこの地区でも本当にこの敬老会というものを大切にされ

て、実施するしないにかかわらず、自治会でお祝いしてくださったことはありがたいと

思います。人数的には随分足りませんけれども、入院されていたりとか、市外の施設に

入っているといった方もおいでると思いますので、この数字なのかなとも思います。  

  それでは、④の質問に参ります。  

  担当課内でもコロナ禍で様々な事業の見直し等が必要になっているのではないでしょ

うか、見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  コロナ禍によりまして様々な事業が影響を受けておりますが、介護予防事業などにつ

きましては、マスク着用や手指消毒、接触を伴う活動や食事等の制限などを行う、感染

症予防啓発や感染予防対策などを行いながら実施しております。今後も継続していきた

いと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   事業の見直しというか、事業についての対策はこんなこと

が増えたというお話だったと思います。そういった面でも、今までできていたことがで

きなかったりということがあると思います。  

  それでは、⑤の質問に移ります。  

  今までに敬老会を開催していた地域から御要望等はありましたか、お伺いします。 

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  記念品に対する補助金増額の要望があっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   記念品増額の要望というのはよく分かります。それ以外に、

申請方法や手続といったところではありませんでしたでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   現在のところ、記念品の補助金増

額以外での要望はあっておりません。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   分かりました。 

  それでは、⑥の質問です。  

  自治会等が敬老会を行う場合に補助金が出ています。補助対象は、経費または敬老会

に出席した対象者の人数に１ ,５００円を乗じて得た金額のいずれか低い金額と、敬老

会に欠席した対象者に記念品を配布した場合１人４００円を乗じて得た金額の、いずれ

か低い金額の補助金があります。香美市内に住んでいる対象者の方にお祝いをすること

で、各町内会では共に長寿を喜び合い、地域での触れ合いの場所となっております。敬

老会では自治会の方々が企画をし、数日前から計画、前日に準備をして、当日は一緒に

食事をしたり、楽しい催物をみんなで見るなどして、お祝いをしてまいりました。  

  しかし、コロナ禍で敬老会ができなくなり、せめてお祝いの記念品をということで準

備をして手渡した自治会が、今年も多くありました。先ほどの答弁を聞きますと、実施

されたところも結構あるということでしたので、よかったなと思います。記念品を各家

庭に渡しに回ったところ、とても喜んでくださったそうです。中には、敬老会より記念

品を頂くほうがいいとおっしゃる方もいたと聞きました。敬老会には行きたいけれども、

だんだん足腰が痛くて行きたくても行けない、コロナが心配などの理由で、記念品がよ

いとのことでした。このような方が今後も増えていくと自治会長はおっしゃいます。敬

老会を心待ちにしている方もたくさんいらっしゃいます。  

  コロナ禍などで実施できない自治会では、記念品に苦慮しています。実際、敬老会を

実施しているところでも、この記念品については本当に苦慮していると聞きます。４０

０円の記念品代では、物価も上がり厳しいと聞きます。ある地域では６００円、また３

００円など、負担は地域によって様々でしたけれども、人数によっては町内会の大きな

持ち出しとなっているところがございます。４００円では買えないとおっしゃってる自

治会長が結構いらっしゃいました。記念品代とした補助金の４００円では本当に限られ

てしまうけれども、高齢化と若い人の加入者も少なく、自治会の持ち出しはこれからま

すます厳しい状態であるとお聞きしました。  

  自治会からは、お世話してくださったスタッフの経費や、催物をしてくださった方に

お弁当を出しています。１ ,５００円の補助金は、ほとんど対象者の費用として使って

いるところが多かったです。スタッフの経費に幾らかでも補助が出ないのかという声は、

あちらこちらから聞きます。コロナ禍もあり、体調が悪かったりして参加者が少なくな

り、敬老会を開催しにくくなるところも増えるのではないでしょうか。ぜひとも金額の

見直しをしていただき、自治会の皆さん、スタッフの方々が運営しやすい敬老会にと願

い、このことを申し上げて、お尋ねいたします。  

  敬老会参加者の１人当たり１ ,５００円、欠席した対象者の４００円の補助金の見直

しと、敬老会実施地域のスタッフの方々への協力金等の補助について、検討できないで
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しょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  先ほどの記念品に対する補助金増額の要望を受けまして、県内自治体の敬老事業補助

実施状況などを情報収集いたしました。見直しにつきましては、現在検討しているとこ

ろであります。協力金につきましては、この事業は自治会の自主的な活動に市が補助金

を出しているものでありますので、その補助金の中で自治会で御相談していただけたら

と思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   先ほどの御答弁では、見直しをしてくださるということで

よろしいでしょうか。ありがとうございます。自治会長も御苦労されているので、本当

にありがたいと思います。  

  この見直しというのは、参加費１ ,５００円と記念品代４００円の両方なのでしょう

か、記念品代のほうだけなのでしょうか、お尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  現在のところ、記念品代を検討しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   記念品代のアップを計画してくださっているということで

すが、どれぐらいの範囲とかいうところまではまだ決まってもいないでしょうし、言え

ないと思いますが、できるだけ欠席者と出席者の差がないほうが望ましいという声もあ

りますので、そこのところはよく検討していただけたらありがたいです。  

  来年度から見直しをされた金額になるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  現在、各自治体等の補助事業費などを検討しておりまして、金額決めまして、来年度

の当初予算に計上させていただけたらと思いますが、やはり予算の都合もございますの

で、どの程度になるかというのはこれからでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   本当にありがとうございます。どうぞよろしくお願いいた

します。来年度からということで、行政連絡会でもいいお知らせができるのではないか

なと思いますので、よろしくお願いいたします。  

  この敬老会が開催されるようになると、催物をして一緒に楽しむということをやって
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いるところが多いんですけれども、どういったところなら、できるだけ無料に近い金額

でやってくださるか、催物をしに来てくださるかが、なかなか探しようがないというお

話を聞きます。行政のほうで、このようなことがありますよ、出前でお祝いのお手伝い

をしますよといったパンフレット等があれば、催物がすごく選びやすくていいので、そ

のようなサービスをしてほしいという声がありますが、見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   いろいろな催物を企画していただいている自治会の皆様方

に本当に感謝申し上げたいと思います。私が３つのビジョンで掲げている中で、絆づく

りということにはしっかりと心を配っていきたいと思っておりまして、できるだけ参加

者が行きたい、先ほど足が痛いとか御高齢でということで、なかなか参加できない方も

いらっしゃるとは思うんですけれども、本当に行きたくなる企画をしていただけるよう、

お手伝いをしたいと思っております。そんな中で、私自身も、他地域も含めてできるだ

け安く来ていただける方がいいんだろうと思いますので、そういった情報収集はさせて

いただいて、また情報提供できるような体制もつくっていきたいと思っております。  

  また、結構いろいろな催物というか、踊りの会であるとか、歌を歌われている方であ

るとか、香美市内でも非常にたくさんサークルや活動をされている方がいらっしゃいま

すので、今回、新図書館かみーるをいろいろと使っていただきたいというお知らせをす

る中で、敬老会にもぜひ参加していただけませんかという形で、来年度に向けてしっか

りと取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   このサービスについて、市長から本当に前向きな御答弁を

いただきまして、誠にありがとうございます。そのようにしていただけましたら、自治

会長の本当に御苦労も報われるのではないかなと思います。また、たくさんの方に手を

挙げていただけるような、一緒に長寿を喜ぶというまちづくりになっていけばと思いま

すので、どうぞまたよろしくお願いいたします。  

  それでは、⑦の質問に参ります。  

  最近は、自治会長の方々から加入者が減少してきたと聞きます。今まで加入していた

方は、地区内の係の仕事が高齢でできなくなったので、皆様に迷惑をかけるから脱会し

たいとか、若い方は自治会へ加入してもメリットがないから加入しないと言われるそう

です。いざというときに頼りになるのは自治会の方々の力だと思います。また、地域の

つながりを大切にしていただけるようになればと、本当に心から思います。自治会加入

のメリットは、広報等などの配布が以前にはありましたが、今、広報は量販店でももら

えるから自治会に入らなくてもいいと言われる方もいました。現状についての見解をお

聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    村田議員の御質問にお答えいたします。  
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  自治会の加入者につきまして、毎年世帯数で加入率を計算、記録していますが、その

数値は徐々に減少傾向にございまして、参考として、平成２６年度の加入率が土佐山田

地区で約５９％、香北地区８１％、物部地区が約９０％、香美市全体では約６５％でし

たが、令和４年３月末時点では土佐山田地区が約５２％で７％減、香北地区で約７３％

で８％減、物部地区約８７％で３％減、香美市全体では約５８％で７％減となっており

ます。 

  自治会加入者減少や担い手不足の問題は、香美市のみならず全国的な課題となってお

りますが、自治会は、地域で暮らす住民同士が助け合い、住みよい安心・安全な地域づ

くりを共につくり上げる住民の自治組織でございまして、自治会の意義や重要性を市民

の皆様に理解していただけますよう、引き続き広報活動を行い、何とかこの流れに歯止

めをかけるような支援を行っていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   やはりだんだん減少してきていると。声かけもしてくださ

っている地域もあるようですけれども、先ほどお話ししたようなことが理由の一つに上

げられているようです。ぜひ広報等で自治会の大切さというところもお話ししていただ

き、また、行政連絡会のときですとか様々なところでぜひ声かけをしていただいて、個

人的にも御近所の方とかには私たちも声をもちろんかけてもいきますので、そういった

ところでまた啓発をよろしくお願いいたします。  

  それでは、⑧の質問に参ります。  

  若い人を含む自治会加入者を増加させるための対策は、どのようにお考えでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  自治会の加入者増加につきましては、先ほど申しましたように、自治会の意義や重要

性を皆様に御理解していただけますよう、広報香美やくらしのガイド、また転入者向け

のチラシ、転入者の方には必ず配っていただいておりますが、自治会への加入啓発活動

を行っております。また、転入者の方と自治会長との連絡取次ぎ支援も定住推進課では

行っておりまして、ここ数年でも若い転入者の方の問合せに応じて、お住まいの地域の

自治会長を紹介する機会が何度かあったところでございます。定住推進課やＮＰＯ法人

いなかみを通じて転入してこられる移住者の方につきましては、移住支援の条件といた

しまして自治会加入を求めております。また、集会所の修繕や整備、地域活動、生活基

盤整備、給水施設設備等に活用できる地域活性化総合補助金などを通じて、自治会ごと

の活動にも支援を行っております。今後も地域自治会活動の活性化に向けまして、市と

して協力できることを研究していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  
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○１７番（村田珠美君）   様々な方法で加入者の増加を目指してくださっているとい

うことが分かりました。でも、なかなか加入していただけないという苦労があると思い

ます。このままでいきますと、自治会自体の存続が危ぶまれるのではないかと心配しま

す。７％減という、これからだんだん増加というのは厳しいかなとも思いますので、そ

こを何とかというところもあるんですけれども、ある地域では、転入のときに自治会に

加入することが義務ですというところもあるようですが、なかなか強制は難しいのかな

と思います。  

  そこで、自治会へ加入するとメリットがあるよという取組はできないでしょうか。こ

れはある方のお話ですけど、自治会に加入するとごみ袋がもらえるというのはどうかな

と言ってくださった方もおります。経費はかかりますが、少ない枚数でいいのかなと思

いますし、転入してきた方はごみ袋のことをあまりよく分からない方もおいでるみたい

です。思い切ったことを香美市もしたらいいのにねと、お話ししてくださいました。こ

のことについて見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  自治会の意義でございますが、ごみステーションとか、防犯灯の管理とか、高齢者の

地域の見守り、広報の配布、また一斉清掃など、いろいろ自治会も活動を行っておりま

すので、その意義は大切ということを皆さんには周知していきたいと思います。また、

ごみ袋をということも、予算の関係もありますが、今後検討ということになるかと思い

ます。あと、ｋａｍｉｃａ（カミカ）のポイントとか、いろんなことを今後どうしてい

くか、検討していきたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほど答弁申し上げたとおりで、市としてもいろいろと考

えているところではあります。そもそも自治会というのは助け合いであるので、入るの

が自分自身は当然であるのではないかと思っておりますが、メリットはと言われると、

非常につらいところもあります。  

  ただ、若い世代を中心に、人の役に立ちたいというような思いを持たれている方も多

いですし、もしかしたら働き盛りの世代よりは子供たちを巻き込んでいくような活動を

しながら、また、大人にも参加してもらえるような、何かそれぞれ工夫しながらやと思

いますので、自分自身も先進事例とかを含めていいものがあれば、また自治会で意欲の

あるところと一緒になってモデル的なものをやってみるとか、その中で、先ほど課長の

ほうから申し上げました、ごみ袋がいいのか、ポイントがいいのか分かりませんけれど

も、いろいろな可能性は探っていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）   様々な前向きな検討、御答弁をありがとうございました。

今後本当に検討していく価値があると思いますので、ぜひ減じゃなくて増になるように、
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加入率が上がったよというふうな報告ができるように、頑張っていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。  

  何歳になっても生き生きと自分らしく暮らし、希望を持ち、幸せを感じる敬老会の開

催を願って、以上で私の質問を終わります。どうもありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    村田珠美さんの質問が終わりました。  

  暫時消毒のため休憩いたします。  

（午前 ９時５２分 休憩） 

（午前 ９時５５分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ５番、西山 潤君。 

○５番（西山 潤君）   ５番、みんなの願いを届けたい、日本共産党の西山  潤です。

議長の許しを得ましたので、通告に従い、一問一答方式で質問させていただきます。教

えることは得意ですが、質問は苦手です。ちょっと不十分なところあると思いますが、

よろしくお願いします。 

  １番目、よりよい教育のための条件整備についてお尋ねいたします。  

  非常にタイミングよく、本日付の高知新聞１７面に、教職の専門性を問い直すという

記事が載っておりました。またお読みください。御存じの方もおられると思いますが、

私は山田小学校、大栃小学校、片地小学校などで３６年間教職員として勤務してまいり

ました。そして、９月の選挙戦の中でも学校の先生を増やしますということを訴えてま

いりまして、この選挙ポスターにまで学校の先生を増やすと書いておったわけでござい

ます（資料を示しながら説明）。先輩議員からは、あんたそんなに簡単にできるわけが

ないと、学校の先生を増やすように努力しますぐらいに言うちょかんかねと、注意され

たわけでございます。しかし、私といたしましては、現在の学校現場の状況を何とか改

善したい、それによって学校で学ぶ子供たちは行き届いた教育が受けられるはずだと、

そういう強い思いがあったわけです。皆さん方の御支持をいただき当選することができ

ましたので、まず、初質問の第１番は教育問題を取り上げたわけでございます。  

  こちらのボードを御覧ください（以下、資料を示しながら説明）。電子黒板やタブレ

ットに映すなどのデジタル化がまだされておりませんので、紙芝居方式です。見えにく

いところもありますが、御容赦ください。  

  これは２０１８年に厚生労働省が作った過労死白書、名前がすごいですが、これから

の引用です。少し前の資料になりますが、現在も状況は変わっていないと思います。過

重労働防止に必要な取組は何ですかという問いに対して、全国の教職員が答えたアンケ

ート結果です。複数回答になっておりますが、断トツの１位は教員の増員、７８％の教

職員が先生の数をもっと増やしてくれと訴えているわけです。以下、２位は行事の見直

し５４％、３位は教員同士のコミュニケーション円滑化４３％、４位は会議の短縮３
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８％、５位は管理職の声かけ３７％と続くわけです。何といっても先生の数を増やして

くれることが一番の解消策だと、先生たち自身が言っているわけです。  

  ところが、今年４月１日の高知新聞に出たわけですが、４月の始業日に全国の公立学

校１,８９７校で教員不足、２,５５８人が計画どおり配置されていなかったと。つまり

増やすどころか、先生の数が足らないまま学校の新学期がスタートしてしまったという

記事です。同じ記事では、多忙化敬遠、志望者減、休職補充困難と書いております。  

  かつて学校の先生は子供たちの憧れの職業だったと思います。大人になってなりたい

仕事の１位か２位に学校の先生というのは入っていたわけですが、今やこの実態の中で

どんどん人気が下がっていき、なり手不足で臨時教員も少ない悪循環に陥っているので

はないでしょうか。その結果、国の勤務実態調査２０１６年によると、小・中学校の先

生方の平均勤務時間は、１日約１２時間という異常な長時間勤務になっているわけです。

そのため、せっかく希望にあふれて教師になった新採の先生が、早々と早期退職してし

まう事例も起きています。兵庫県では、今年度４月に採用になった新任の先生が、その

働き方に絶望して３日間で退職した事例まで聞いております。  

  もちろん根本原因は国の教育政策にあります。ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のデー

タによると、教育予算はＯＥＣＤ３か国中最低レベルにあり、ＯＥＣＤ平均より金額に

して６兆円は教育予算が少ないということでございますので、まず国のほうで教育予算

を増やしてもらわんといかんと思います。さらに、教職員の採用は県がやっております

ので、県にも頑張ってもらわないといけないと思います。それらに対して、香美市の教

育行政が大変な御努力をされていることは分かっております。予算も近隣自治体を上回

るほどつけてくれていることも承知しております。その上で、５点質問させていただき

ます。 

  ①です。 

  市内教職員の勤務状況把握の方法と、その現状に対する認識をお伺いします。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   西山議員の御質問にお答えいたします。  

  その前に、西山議員の熱いお話をお伺いしておりまして、私も非常に胸が熱くなりま

した。ぜひ共に、学校の先生を増やすというところにつきましては、心強く前進してま

いりたいと思った次第でございます。  

  私も自分自身が小学校１年生のときに、私は小学校の先生になるんだということを決

めたものでございます。それはなぜかと申しますと、小学校１年生のときに出会った先

生の、実に温かく、そして厳しく、私ども家族も含めて共に育てようとしてくださった

熱い思いを、いまだに忘れることはございません。そのことによりまして、私自身が大

きく変わったとはっきりと認識してございます。  

  おじいちゃん子でございましたので、もともと何をするにも臆病で、今も本当はすご

く人見知りで、なかなか人前で話をすることにも努力を要する性格なのでございますけ
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れども、先生のおかげで、人の前に出て自分の思いを伝えることの大切さ、それから、

自分の思いを共に共有できる人たちがいることの、うれしさをその先生から小学校１年

生のときに教わりまして、教員という仕事のすばらしさ、あるいはすごさというものに、

小さな田舎の一女児が憧れを持ったというところでございました。  

  御紹介のございました高知新聞の朝刊にも、このような教員不足対策という記事でご

ざいますけれども、記事の後半のところに、言うまでもなく、教員には一定の専門性が

求められる。見過ごしそうな子供のわずかな言動の違いから異変を感じ取る力や、１足

す１が２になる理由をかみ砕いて説明できる教科への深い造詣は、教員ならではの技量

だ。社会もそうした専門性に敬意を払ってきたと。しかし、状況が社会の変化とともに

変わりつつあり、厳しい現状を迎えておるのではないかと存じます。 

  私も西山議員や、ここにおいでる議員の皆様方と力を合わせて、学校の先生という職

業のすばらしさ、それから尊さ、大切さ、そういったことをしっかりと伝えてまいりた

いし、知っていただけるように一層努力しなくてはならないと、西山議員の冒頭の御挨

拶の中で強く感じましたので、少し時間を取ってお話をさせていただきました。お許し

くださいませ。  

  それでは、御質問にお答えいたします。教職員の勤務状況把握につきましてでござい

ます。 

  現在、県で一括して統合型校務支援システムが構築されまして、そのシステムを使っ

て管理を行っておる状況にございます。  

  また、香美市におきましては、令和２年度に香美市教職員の働き方改革検討協議会を

開催、協議をいたしました。そして、同協議会からの意見書を基に、アンケート、学校

訪問等による現状把握とともに、県の指定事業でございます共同学校事務室における働

き方改革実践事業を導入いたしまして、教職員の長時間労働に伴う課題、問題点の解決、

改善に向けて取り組んでおるところでございます。  

  行政、学校、職員それぞれが課題意識を持って、改善に向けて、環境面などハード・

ソフト面での改善や意識改革などの取組を行っていただいておると認識してございます。

その結果として、資料にもお示しさせていただいておりますけれども、月４５時間以上

の労働、それから８０時間以上の労働時間の教職員につきましては、わずかではござい

ますけれども、特に８０時間を超えて超過勤務を行っておる教職員につきましては、少

し成果の兆しが見え始めているのかなというところではございます。  

  しかし、いずれにいたしましても、議員がおっしゃるように、教職員の皆様方にとり

ましても、結局そのことは子供たちの学校生活に直接関わってくることでもございます

ので、まだまだ改善の余地はたくさんあるという認識でおります。 

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   白川教育長の熱い思いも大変よく分かりました。資料も作っ
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ていただき、ありがとうございました。  

  私自身も学校で働いておりましたときは、午後７時を過ぎても平気で学校におったわ

けでございますが、退職して学校を一旦離れてみますと、午後７時、８時にまだまだ職

員室の電気がついているという状況は、外から見ますと異常だなと感じるようになった

わけでございます。内部で働いていたときはあまり感じなくて、これが普通だなと思っ

ていたわけです。  

  そこで、②です。  

  勤務状況改善に向けて、この働き方改革といいますか、具体的にどのような手だてを

されているか、教えてください。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えをいたします。  

  勤務状況改善に向けての取組といたしましては、行政、学校、職員がそれぞれに改善

に向けて取り組んでおりますし、それぞれの役割で取り組むべき内容も違いがあろうか

と思いますけれども、今、改善に向けて進んでおるところでございます。  

  まずは現状把握のために、統合型校務支援システムによる出退勤の把握、タイムカー

ドなどによって、何時に出勤して何時に退出しましたということを、毎日確認していく

システムがございます。西山議員や我々が勤めているときにはそのようなものはござい

ませんでしたので、お話のように、いつ帰っても、朝いつ来ても、特にそれがチェック

というか、１か月一体どういう勤務をしたのかということを、自分で認識できるような

システムはなかったわけですけれども、まずはそういったところで出退勤の把握を行っ

ておるところでございます。あわせて、年間２回の働き方アンケートを実施しておりま

す。また、直接学校訪問を行いまして、職場環境の点検や管理職等との面談による現状

把握も行っております。 

  香美市教育委員会としまして行っております具体的な取組事例といたしましては、夏

季・冬季休業中、夏季の場合は７日間、冬季休業期間中は１日でございますが、この期

間は学校閉庁日といたしまして、学校には誰もいないと。これは保護者の方々や地域の

皆様にも御理解、御協力をいただいて実現しておるところでございます。  

  あわせて、市内全小・中学校統一の定時退庁日の設定を行いました。これは月の第２、

第３水曜日、ただし、４月と７月、１２月、それから３月は除いております。４月と３

月は、御案内のとおり、卒業式でございますとか、入学式でございますとか、そういっ

た行事が多くございますので、そこはなかなか水曜日は帰ってくださいと言われても、

むしろ後に仕事が残るということもございますので、４月と３月、それから、７月と１

２月はそれぞれ休業期間が入るというところで除外してございますけれども、毎月第２、

第３水曜日には定時退庁日を設定してございまして、校長先生のほうからは非常にあり

がたいと、これは市のほうで決めたから、教職員にもすぐ帰りなさいと思い切って言え

るんだというお話を伺っております。  
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  あわせて、留守番電話機能、これは午後６時以降になりますと留守番電話に学校の電

話が切り替わります。それ以降の緊急電話につきましては、教育委員会のほうにかけて

いただくようになっておりますので、緊急対応につきましては滞りがないようにしてお

ります。 

  それから、市主催の会議、研修会等の見直しなども行っております。コロナ禍の中で

ございまして、校長会ですとか、それから研修会をもうほとんどリモートで行ってまい

りました。そうすると、物理的な時間のゆとりができてきた、リモートで十分会議がで

きる。しかし、そうはいっても、対面会議が必要な場合もございますので、必要に応じ

てリモート等の会議を行う。また、香美市のよってたかって教育につきましても、新し

い令和の日本型学校教育に向けまして、少しずつ課題を改善していくことに取り組んで

おります。そうした中で、思い切って市主催の研修会、国と県のは削るわけにまいりま

せんので、市の研修会については思い切って削っていこうではないかということを、今

検討しておるところでございますし、これまでにも幾つか減させていただいております。  

  また、部活動の地域移行に関しましても、中学校の部活動でございますが、本年度、

香美市立中学校部活動検討委員会を開催いたしまして、部活動の地域移行も含めた今後

の部活動の在り方についても、検討を行う予定となってございます。  

  その他、各学校におきましても、それぞれの学校で規模も違います、地域性も違いま

すので、働き方改革に関する研修会や、具体的な改善策を講じるなど、改善に向けた取

組を行っていただいておるところでございます。  

  こうした取組の継続により、子供と向き合う時間や、学ぶ喜びを実感できる授業づく

りのための教材研究等に活用する時間を充実させていただき、あわせて、教職員の皆様

御自身の生活につきましても、ゆとりを持って取り組んでいただく中で、効果的な教育

活動を行うことができるように、市教育委員会といたしましても、皆様方とも協議を重

ねながら、一層取り組む必要があると強く感じておるところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   資料を作ってくださりありがとうございました。この資料を

見ますと、今年６月に実施されたアンケートということでございますので、大変新しく、

まさに今の先生方の状況がよく分かる資料だと思います。  

  １枚目の速報と書かれているところを見ますと、先生方の充実感であるとか、やりが

いが大変多く分かります。ほとんど肯定的な回答が多いと思います。  

  ただ、ちょっと気になりましたのは２枚目でございます。左上の「職場で働き方改革

が進んでいると感じる」方が６９％、ちょっと少ないんじゃないかなと。その右側の

「働き方改革の取組は自分の求める仕事の進め方の実現に効果があった」は５６％、ち

ょっとこれもおやっと思ったわけでございます。一番おやっと思ったのが、右下にあり

ます「昨年と比べて超過勤務はどう変わったか」の問いに対して、３１％の方が「増え
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た」と答えているわけです。働き方改革に取り組んで増えたという回答はちょっと驚い

たわけです。もちろん「減った」も２６％おるわけでございますが、ちょっと再質問し

たいんですが、この増えた要因は何でございましょうか。ひょっと教育長がつかんでる

部分がありましたら、教えていただきたいんですが。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   できる範囲でお答えさせていただきたいと思います。  

  まず、コロナ禍の影響ということも考えられます。急激に第６波で感染者数が拡大い

たしまして、家庭内感染による学級閉鎖等で学級がストップする、学級の経営がストッ

プする間、先生方もそれぞれの学校でコロナに感染をしていくという中で、先生が３人

休まれると学校は大変なパニックになるというところで、お互い仕事を分け合ったり、

あるいは、その一定期間、１０日間なら１０日間でたまってきた仕事を、後へこかすわ

けにいかないんですね、学校の業務というのは。その都度その都度対応していくという

ことで、非常に御苦労をおかけして、校長先生からも時々大変だというお電話もいただ

いた状況がございました。  

  あわせて、この内容につきましては、校種によりましてもそれぞれ違いがあろうかと

いうふうに感じております。これも全体の数値でございますので、詳細のそれぞれの要

因につきましては、つぶさに学校訪問をさせていただいて、内容について聞き取りをさ

せていただいておるというところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   確かに、コロナの影響というのは非常に大きかったのではな

いかと思います。  

  それでは、③に移ります。  

  市内教職員の産育休・病休取得者への代替補充状況をお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  １０月末をもちましての予定でございますけれども、産育休・病休等の取得者は香美

市内で８人となっておりまして、代替補充は臨時的任用教職員や非常勤講師の配置によ

り全て行えておる状況で、代替の方々にも非常によく頑張っていただいており、それか

ら、組織的にもカバーしていただいておる状況でございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   安心いたしました。他県では、代替教員が見つからないため、

出産を控え休みに入る教員が、申し訳ありませんと涙ながらにみんなに挨拶したという

事例もあったそうです。祝福されるべき妊娠・出産が、こういうことになってはいけな

いと心配したわけですが、本市ではそのようなことはなかったということでございます
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ので、大変よかったです。  

  ④に移ります。  

  正規教職員が増えてくれれば一番いいわけですけれども、現状はなかなか急には難し

いと思います。この場合、支援員の方々の力というものが非常に大きなものがあります。

私自身、特別支援学級を受け持っていたとき、支援員に大変助けられたことを覚えてお

ります。そこで、各校ごとの支援員配置状況とその種類を聞きます。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   西山議員の御質問にお答えいたします。  

  別添の資料を御参照いただけたらと思います。小中学校等の支援員等配置数で、合計

ですが、図書支援員が実数で６人、教育支援員が１５人、学力向上学習支援員が２人、

事務の支援としまして学校事務補助員が７人となっております。そのほか、県の放課後

等における学習支援事業を活用して、日数や時間に制限はございますが、学習支援員４

５人の登録があり、必要に応じて支援していただいております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   それぞれの支援員の方がそれぞれのポジションで頑張られて

いると。さらに、たくさんの支援員の方をつけていただいているということも分かりま

した。私個人の感想といたしましては、子供に直接関わる支援員を最優先でもっと増や

していただきたいという思いがありますので、そのことを申し添えておきます。  

  ⑤へ移ります。不登校児童・生徒及びその傾向にある者に対する手だてを聞きます。  

  これは昨年１２月定例会議におきましても、同僚議員が質問で取り上げております。

そのときの議事録も読ませていただきまして、香美市として大変御努力されていること

も分かりました。その上で、今年度新しい状況も踏まえて御回答いただければと思いま

す。 

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   お答えいたします。  

  昨年度までの香美市におきます不登校等児童・生徒への取組を少し整理いたしまして、

もう少し一人一人の不登校の状況あるいは傾向の状況が、みんなで共有できるようにす

るための対策の、一つの方針を示させていただいたところでございます。タブレットに

資料でもお示しをさせていただいております。 

  まず、一人一人の児童・生徒に寄り添うことなくして、この事業はなかなか進みませ

んので、それぞれの子供が現在どういった状況にあって、そこへどういった手だてを行

うことが最もその子の助けになるのか、整理する必要がございます。そこで、ステージ

を大きく４つに区切りました。これは国や県の施策等を参考にしてステージを決めてご

ざいます。まずは未然防止の取組、そして初期対応、自立支援、さらには個別の支援と、

こういう大きな４つのステージに分けまして、じゃあ対象の子供たちはどういった状況
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にある子供たちなのかを明確に、なかなかこれがグレーゾーンといいますか、明確には

一応してはございますけれども、子供の中において、あるいは私どもの対応におきまし

て、幾つも重なり合ったり複合したりということはございますが、一応の目安としてこ

のように目盛りを当てておるところでございます。  

  このように、例えば未然防止の取組につきましては、下にございますように全ての児

童・生徒が対象と。それで、取組内容の柱は何かというと、魅力ある学校づくりの取組

でございます。魅力ある学校づくりの取組とは具体的に何かと、学校で何をするのかと

いうと、何といっても子供たちはやっぱり学校へは勉強しようと思って行っています。

小学校１年生になって入学してくる子供たちは、自分はもっともっと立派になりたいと。

それぞれ子供が思う立派な自分像というのには違いがあるわけですけれども、学校へ行

ったらすごく面白い本やクロムブック等もございますけれども、そういった中ですてき

な先生がいて、自分は立派になるんだという思いを持ってどの子も入学してまいります。

そういった子供たちの期待を裏切らない分かる授業、そこにいて楽しく、学ぶ喜びを感

じることができる授業に力を入れていきましょう、これ先ほどの働き方改革とも十分関

連は強いところでございますけれども、学ぶ意欲を引き出して、分かる楽しい授業づく

りを行っていきましょうと。そうはいっても、一斉の中ではその波に乗れないんだとい

うときには、補充指導も充実していくシステムも整えましょうと。一つ一つの説明は少

し省略しますけれども、こういった取組ができていますか、行っていきましょうという

ことで、それぞれのステージにおきまして、こういったことですよねという共有を図っ

ておるところでございます。  

  こういうことに取り組みながら、早期発見・早期対応の取組も非常に重要でございま

して、不登校担当の教員を中心とした兆し情報の収集や活用、欠席３日調べによる家庭

訪問等、早期対応の徹底などに組織的に取り組んでおるところでございます。各学校に

出向いていただければ、職員室の行事黒板がございますけれども、その周辺には、今日

はどの子がいてどの子がお休みしているんだよという一覧が、どちらの学校でもぱっと

一目で分かって、じゃああの子に対してどういう対応を取っていくのか、あの御家庭に

対してどういうふうに支援していくのかというところが共有できるように、一応工夫し

て動いていくような取組を行っておるところではございます。  

  こうした取組によりまして、昨年度は規模の大きい小学校におきましては、新規の不

登校児童はございませんでした。一生懸命本当に校長先生はじめ組織が一丸となって、

一人一人の子供に思いを寄せて取り組んでいただいた中で、そういった結果となりまし

た。中学校におきましても、こちらも大きな数の生徒がいる学校でございますけれども、

前年度の半数に抑えることができております。  

  ただ、不登校傾向、不登校状態にある児童・生徒への支援といたしましては、なかな

か早期対応よりやっぱりエネルギーが要ります、より一層の配慮が必要となります。そ

うしたこともございまして、本年度から高知県教育委員会の指定事業を取り入れまして、
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鏡野中学校に校内適応指導教室を設置いたしまして、１人の教員と１人の教育支援員が

常駐して、学習指導や相談活動を行っておるところでございます。また、中学校の各教

科の先生方も、時間割を決めて適応指導教室での指導支援を行う体制となってございま

す。月ごとに増えてまいりまして、子供たちが口コミで、あそこに行ったら勉強できる

よとか、やっぱり子供たちの口コミというのは非常に大きい成果があるなと思ったんで

すけれども、年度初めの登録者は１２人でございましたけれども、４人だったものがも

う一月たつと８人になり、現在では１０人が、その子なりの一生懸命の方法で活用する

ことができておる状況でございます。  

  学校に来られない児童・生徒さんにつきましては、教育支援センターふれんどるーむ

を活用し、学習に取り組んだり、レクリエーション活動を行ったりしてございます。さ

らに、長期にわたり不登校の状況が継続している児童・生徒への支援といたしましては、

医療ですとか福祉関係機関と綿密に連携をいたしまして、専門的なアセスメントに基づ

き、学校や教育支援センターへの指導、助言をいただきながら、家庭訪問等による支援

や指導を実施しておるところでございます。冒頭にも申し上げましたけれども、これら

の取組は複合的になされておりまして、医療の専門機関、福祉事務所等との連携が常に

必要な状況ではございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   適応指導教室についても積極的な取組がなされていることが

よく分かりました。子供たちの未来のために共に力を尽くしていきたいと思いますので、

今後もよろしくお願いします。  

  続いて、大きい２番に移ります。  

○議長（山本芳男君）    暫時休憩いたします。  

（午前１０時３５分 休憩） 

（午前１０時４７分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   それでは、大きい２番に移ります。子供の医療費窓口負担に

ついてお聞きします。  

  市長は６月定例会議におきまして、同僚議員の質問に、香美市の子育て支援に全力で

取り組むと答弁されており、大変心強く思っております。  

  その上で、①です。 

  市長の考える子育て支援目玉政策がありましたら教えてください。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   目玉政策という御質問に関しまして、多分金銭的な子育て
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世帯の負担を減らそうというようなことであろうかと思いますが、現状でそこまで私の

ほうでまだお答えできるものがないのが現状であります。ただ、子育て世帯にとって香

美市が子育てしやすい環境であるまちになるように、しっかりと今やっている政策をレ

ベルアップしてまいりたいと考えております。 

  それと、香美市自体が子育て力のある地域であると思っておりまして、この子育て力、

例えば小・中学生、高校生が地域に入って課題探究の活動をやったりしています。そう

いった子育て力があるということはＰＲしてまいりたいと思います。  

  また、来年度からこども家庭庁という新しい組織ができて、予算も増えるということ

をお聞きしておりますので、そういった国の政策もしっかり追い風にしながら、金銭負

担についても考えて、しっかりと子育て世帯を応援していけるような香美市にしてまい

りたいと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   ②に移ります。  

  現在、香美市におきましては、子供たちの医療費窓口負担が１５歳、中学３年生まで

無料になっており、大変保護者の方々に喜ばれているところです。これをさらにもう一

歩進めて、１８歳、高校３年生まで無料化することも子育て支援として大変大きいと私

は考えます。市長も言われておりますように、子育て、教育するなら香美市でというこ

とで、私はさらに移住者の方も増えるのではないかと思います。例えば、現在、高知市

は小学生までしか無料ではございません。もう香美市に行こうということで、高知市か

ら子連れの移住者が増えるんじゃないかとも思っておりますが、市長の見解をお願いい

たします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えさせていただきます。  

  医療費助成制度の拡充は住民サービスの向上にもつながりますが、一方で、財政面の

ことも考え合わせますと、財政規模に見合ったものにすべきと考えます。また、市町村

単独事業による医療費助成制度の取組についての実施状況や、医療給付の状況なども考

慮した検討の必要性も考えております。しかしながら、現段階で拡充の予定はございま

せん。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   ちょっと寂しかったんですけれども、③へ移ります。  

  香美市でもし実施した場合の金額と財源をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  １８歳まで拡充した場合に要する金額につきましては、年齢別の医療費算出が難しい
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ため、令和３年度の乳幼児・児童福祉医療費助成総額に中学生３学年分の人数割合を掛

けて試算した金額は１ ,４００万円となりました。令和３年の１２月定例会議で同様の

質問があり、その際にお答えした金額は１ ,２７０万円でした。なお、市町村が独自に

子供の医療費助成を行う場合、就学児以上については、国が市町村国保の国庫負担金減

額調整を行います。また、システム改修費も必要となることが考えられるため、かかる

費用は扶助費だけではありません。  

  財源につきましては、拡充分に当たる１５歳から１８歳までは県の補助基準に当たら

ないため、一般財源となります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）    ぜひ一歩進めていただきたいと思います。基本的な額で

１,４００万円という額を示していただいたわけでございますが、皆さん方も考えてい

ただいたら分かると思いますが、高校生の時期というのは人生におきましても大変元気

な時期でございます。少々無理をいたしましても、一晩寝たらすぐ回復する。私も懐か

しいわけでございますが、なかなか病院にかかること自体も少ない時期ではないかと。

元気がよ過ぎてけがをするというようなことあるかもしれませんが、見込額よりも私は

少ない金額で済むのではないかと、個人的には思っております。その上で、ぜひこの点

について検討をお願いしたいと思いますが、もしよかったら、市長、お願いします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   課長から御答弁させていただいたとおり、システム改修も

含めたいろいろなことを考えなければならないと思います。お話のあったように、高校

生まで無料になると、子育て世代の移住ということも考えられるのではないかとも思い

ますので、いろんな他県の状況とかも研究をさせていただければと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   分かりました。ぜひ検討をお願いします。  

  大きい３番へ移ります。加齢性難聴者への補聴器購入補助制度についてお尋ねします。  

  ２０１８年日本補聴器工業会の調査によりますと、６５歳以上の方のうち５７％が、

程度の差はあれ、難聴を訴えています。にもかかわらず、補聴器を所有している方は１

７％にとどまっています。難聴は社会生活を制約し、認知症の危険因子だと言われてい

ます。また、災害時に耳が聞こえにくければ、緊急放送が聞き取れず、命の危険にもつ

ながります。  

  ぜひ多くの方に自分に耳に合った補聴器をつけていただきたいのですが、ハードルと

なりますのがその価格の高さでございます。私、補聴器を売っている店で補聴器総合カ

タログというのを頂きまして調べましたが（資料を示しながら説明）、片方だけで一番

安いものが５万円、高いものは４８万円、４８万円の物を両耳につけると、９６万円と
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いう恐ろしい金額になるわけです。しかも保険適用が全くないという状況でございます。  

  この問題は、過去の香美市議会でもたびたび質問に取り上げられております。最近で

は、昨年９月定例会議で大岸眞弓議員が取り上げておりましたので、私も議事録を読ま

せていただきました。そのときの宗石こずゑ健康介護支援課長の御答弁は、難聴の補正

を行うことによる認知症予防の効果については、ＷＨＯ認知症予防ガイドラインにより

ますと、まだエビデンスが不十分ということでした。しかし、同じく宗石課長は、加齢

性難聴は本人が自覚しにくいことが多いので、コミュニケーションに不自由さが生じや

すい。また、社会的孤立など問題が多くあり、そのための注意喚起、耳の検査受診勧奨、

受診しなさいというのを進めていくことに努めたいという御答弁でした。  

  そこで、少しだけ脇道にそれてしまいますが、この認知症予防という問題です。この

本が、執行部の方皆さん御存じやと思いますが、「この町で暮らそう香美市認知症支援

ガイドブック」という物で、健康介護支援課が平成３０年９月に第１版を作られており

ます。大変分かりやすく、また地元に密着したつくりになっており、ぜひ多くの方に見

ていただきたいと思っております。もう一つこの本、県のほうも「知っちゅうかえ？認

知症のキホン」という冊子を作っておりまして、こちらも村岡マサヒロさんのイラスト

がたくさんあり、読みやすくていい内容だと思います。  

  この県の作った物と、こっちの香美市の作った物とは非常に関連しているわけですけ

れども、認知症予防について７つのポイントをこちらの本で上げております。それが認

知症予防７つのポイントというもので、①水分、②食事、③排便、④運動、⑤外出、⑥

趣味、⑦仲間と、この７つが大事であると、こちらの本で取り上げているわけです。  

  前の宗石課長の御答弁の中では、難聴と認知症の関係はエビデンスが不十分とのこと

でしたが、ここで上げられた７つのうち、まず下のほうから見ますと、⑦仲間、耳が聞

こえにくいと仲間とのコミュニケーションが難しくなるわけですね。それからまた、⑤

の外出も、ひょっとして道で誰かに話しかけられたらどうしようとなると、外出を控え

てしまうということにもなります。⑥趣味も仲間と一緒にやってこそ楽しいと思います。

それから、④運動、②食事も仲間と一緒にやる、おしゃべりしながらやるから楽しいわ

けでございます。ということは、難聴でも関係なくできるのは①水分補給と③排便だけ

になるわけですね。７つのうち５つは非常に認知症と難聴とが関わっているんじゃない

かと、私は考えております。  

  そこで、①の質問です。  

  高齢者の健康寿命を延ばすためにも補聴器は必要不可欠と考えますが、市長、御見解

はいかがでございましょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員御指摘のとおり、認知症予防の際に補聴器は非常に重

要であると、私自身理解しておるつもりでございます。日本音響学会のホームページに、

ヘレンケラーが語ったというエピソードがありますので、ちょっと御紹介したいと思い
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ます。以下、引用でございます。  

  ヘレンケラーが、自分の盲、目が見えないことですね、と聾、耳が聞こえないこと、

について、聾のほうがより大きな損失であると考えていたことは、間違いのない事実の

ようです。例えば、彼女は１９１０年に手紙で次のように書いています。「耳が聞こえ

ないことは、目が見えないことよりも、より痛切で、より複雑なことです。聾は盲目よ

り不運なことです。なぜなら、それは、最も重要な致命的刺激を失うことを意味してい

るからです。つまり、言語をもたらし、思考を活性化し、人間同士の知的交際を可能に

するのに欠かせない、声という最も重要な音刺激を失うことになるからです。」以上、

引用でございます。  

  香美市の高齢者の健康寿命を延ばすためには、認知症予防のためにも補聴器は有効な

手段であると、私はそのように考えております。ただ、議員御指摘のように、非常に高

額ということもありますので、このことについては、今、私としてもいろいろと研究を

しているところであります。また、国会議員のほうでも、いろいろと国の助成制度など

を検討しておるというような情報も入っておりますので、私自身は市長として、この助

成制度につきましてもしっかりと国に要望していきたいと考えております。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   大変明快な御見解をいただき、うれしく思います。  

  そこで、②へ移ります。  

  自治体独自の補聴器購入補助制度でございますが、私の調べたところでは、既に全国

７０自治体以上で、何らかの形でこの制度が導入されておると把握しております。少し

補足しますと、この７０自治体の制度は様々ありまして、補聴器の現物支給をするとい

うところもありますし、補助額、補助対象と様々なケースがありますが、とにかく加齢

性難聴者に対して補聴器取得を後押しする制度ということで、全てひっくるめたら７０

自治体以上あるのではないかと計算したわけでございます。  

  また、９月２２日付の地元紙によりますと、四万十町が補聴器購入助成独自制度を２

０２３年度から実施する方向で制度設計を進めているとありました。報道によりますと、

身体障害者手帳を持たない中等度の難聴者に、上限額を設け、１人１回限り助成する方

法とのことです。  

  香美市におきましても、市民の健康寿命を延ばす政策的効果は極めて高いと考えます

が、この制度を本市で導入する考えはないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課地域包括支援班長、時久朝子さん。  

○健康介護支援課地域包括支援班長（時久朝子君）   令和元年度に香美市内在住の６

５歳以上の方に実施した、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査によりまして、外出を控

えている方は全体の２１ .６％、有効回答数が４ ,７６８件でしたので、約１ ,０３０人

の方が外出を控えているとお答えされています。その理由が聞こえの問題など耳の障害
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と回答した方は、うち１１ .７％、約１２０人という結果でした。  

  加齢性難聴は本人が自覚しにくいことが多く、コミュニケーションに不自由さが生じ

やすいため、社会的孤立など問題があるとされています。今年度に実施予定をしている

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査において、耳の聞こえの状態等について調査し、実

態把握に努めます。その上で、今後の加齢性難聴への対策を検討していきたいと考えて

います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   実態把握と対策を進めていくといううれしい御回答でしたの

で、ぜひ進めていただきたいと思います。  

  私がこの補聴器のことで質問をすると近所の方に話しましたら、よっしゃ、補聴器を

買いに行くと言うた方がおりました。まだ制度はできていませんと言うてお断りをした

わけですが、補聴器を買いたい方は、実は潜在的にはたくさんおいでるのではないかと

思ったわけです。ですから、ぜひできるだけ早く、最初は補助額が少なくても構いませ

んので、そのきっかけづくりという点でも、この制度ができますことを期待いたしまし

て、私の全ての質問を終わります。ありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    西山 潤君の質問が終わりました。  

  暫時休憩いたします。  

（午前１１時０９分 休憩） 

（午前１１時１１分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ７番、山﨑眞幹君。 

○７番（山﨑眞幹君）   ７番、山﨑眞幹でございます。議長の許可をいただきました

ので、通告に従いまして、一問一答で順次お尋ねしたいと思います。久しぶりに来ると

囲まれて何か変な感じです。 

  それでは、まず１番目、ＧｋＨ（グロス香美市ハピネス）香美市で暮らす幸せ感をめ

ぐってでございますけれども、初めに、ＧｋＨとは一体何なのかを少し説明をしないと

真意が伝わらないと思いますので、前段説明させていただきたいと思います。  

  ＧｋＨというのは、土佐経済同友会が、高知県の幸福度を考える県民会議、通称ＧＫ

Ｈ県民会議とともに、世界一幸せな国と言われるブータンのＧＮＨ（グロス・ナショナ

ル・ハピネス）国民総幸福度に倣って提唱している、ＧＫＨになぞらえたものでござい

ます。 

  ちなみに、２０２２年度の高知県県民総幸福度に関しましては、人生満足度、健康や

人とのつながり、子育て・教育、働くこと、生活環境、文化や地域、安全や安全、お住

まいの都道府県のそれぞれの項目についてアンケート調査を行いまして、結果が１０月
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２日に公表されております。こういうもので公表されております（資料を示しながら説

明）。その中では、それぞれの項目について、性別、世帯別、年齢別等々で幸福度、幸

福実感、幸福実感度の様々なデータがまとめられています。  

  私の言っているＧｋＨというものは、この総幸福量の指標を、私自身がまちづくりを

考え、進める上で一番大切な指標ではないかと考える、香美市で暮らしていてよかった

という個々人の感想に置き換えて、個々人の日常的な幸せの総量が増えることによって

香美市で暮らす幸せ感が向上する、そして、香美市の好感度もアップするはずだと考え

ることから、この指標の向上に関すると思われる事柄について、前職の任期中にも２０

１５年の６月議会を皮切りにしまして、２０１８年の６月議会まで都合５回、同じタイ

トルで一般質問させていただいております。  

  個々人の幸せってなかなかはかりづらいかもしれませんけども、本当日常的な、この

一般質問の中でも言われてますけれども、香美市に小児科があってよかったねとか、近

くにコーヒーのおいしい喫茶店があってよかったとか、それから、自分のうちの前にち

ょっとした道のくぼみがあって、それが直ったと、これでくつろいだと、そういうふう

な日常的な幸せ感が積もると、みんなが幸せになれるんじゃないかということでござい

ます。 

  今回、私自身、新たに４年間の任期をいただきまして、いま一度自分がなぜこの立場

でここにいるのかということを考える必要がありました。それを再確認するために、し

ょっぱなの質問の中で、少し何か偉そうかもしれませんけど、私自身のいわゆる地方自

治というものに関する考え方、よって立つところを最初にお話をし、執行部の方にも御

理解いただいて、場合によっては、山﨑、俺のこと責めてるんじゃないかとか、何か言

ってるんじゃないかとか思われないためにも、少し説明しておく必要があるんじゃない

かということで、しょっぱなになります。  

  今言うように、私たちや皆さんがここに存在する根拠であるいわゆる地方自治法の第

１条では、この法律は、地方自治の本旨に基づいて、地方公共団体の区分並びに地方公

共団体の組織及び運営に関する事項の大綱を定め、併せて国と地方公共団体との間の基

本的関係を確立することにより、地方公共団体における民主的にして能率的な行政の確

保を図るとともに、地方公共団体の健全な発達を保障することを目的とするとして、続

く第１条の２第１項では、地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本として、

地域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を広く担うものとすると。これが

私たちがここにいる理由なんですよね。そして、地方自治の本旨である住民自治とは、

住民が自治体行政を民主的に統制して、十分な行政サービスを提供させることであると。

これは金井さんという人の説なんですけれども、つまり住民の福祉の増進を図るように

私たちは仰せつかっている、いわゆる公僕、この言い方はちょっと皆さん最近ではあま

り受けがよくないみたいなんですけども、というわけなんですね。  

  ここまで見たときに、ちょっと私自身、一体福祉ってじゃあ何だろうと改めて考えて
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みるとよく分からないということで、いろいろ調べますと、福祉というのはもともと日

本語ではないんですよね。憲法がそもそも英語で書かれたものを日本語訳して、その間

のやり取りの中で成り立っているということですから、もともとは英語の概念であると。

ネットでこれを検索すると、福祉はウェルフェアと言われてますね。オックスフォード

英語辞典の和訳では、幸せ、幸福、特に公的扶助による生活の安定や充足、また人々の

幸福で安定した生活を公的に達成しようとすることとされています。また、ウィキペデ

ィア、これは皆さんよく見るかもしれませんけれども、この中では、幸せや豊かさを意

味する言葉であり、全ての市民に最低限の幸福と社会的援助を提供するという理念、こ

れは本文に書いてありますシビルミニマムという概念につながるところなんですけども、

とされていました。つまり行政は住民の幸せの増進を図るという使命を持っているとい

うことで、再度この４年間をいただいたことによって、ここまでの確認を自分自身でし

ました。これをしなきゃいけないのはちょっと情けない気もするんですけれども、まあ

こういうことで４年間頑張っていこうかなと思いました。  

  以上のことを踏まえまして、順次お尋ねしていきたいと思います。  

  市長は９月開会会議の提案説明において、香美市民の幸せを実現するために不可欠な

ものとして、市役所職員のレベルアップを上げております。そして、職員の研修、視察

のための予算増についても触れられています。まあそこで私が考えるに、１００人の市

民がいれば１００通りの幸せがある。さっき言ったように、私が言っている幸せという

のは日常的な幸せに重きを置いているわけですから、要はシビルミニマムの行政サービ

スの提供、最低限の行政サービスは公平にみんなに行き届いてるという前提に立てばで

すね、それ以上のもの、誰かの幸せに資するような新たな行政ニーズに対応するために

は、まあ職員の何に対するレベルアップを図るのかということはもとよりですね、誰か

の幸せがいわゆるパーソナルとパブリックの境界にあると思われるような場合に、何を

もって行政ニーズと判断するのかということについて、行政組織としてのフローチャー

ト、取扱い手順ですね、やアルゴリズム、指標の重みづけを伴った計算式のようなもの

が必要ではないかと考えております。  

  そこで、質問の①です。  

  言われている研修・視察は、頻度のことなのか、それとも新たなニーズ等に向けての

ものなのか、まずお尋ねしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   非常に難しいテーマをいただききまして、ありがとうござ

います。先ほどＧＫＨの話がありました。私自身が土佐経済同友会に２００３年から入

会し、幹事を去年までやっておりました。経済団体が幸せを語るというのは結構異色で

ありまして、例えば製造品出荷額であるとか、売上げであるといった指標ではなくて、

幸せを打ち出したのは非常に面白いということで、全国大会を高知県でやり、そのとき

にブータンの首相を桂浜に呼んで「おきゃく」をしたという伝説があるんですけれども、
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そういったことで、私が感じるのが、高知県は非常に貧しくてどうしようもない地域だ

というふうに、数字だけを見たら見えるんですが、私自身はそうではないと思っている

し、経済同友会や経済界の先輩方もそう思っていて、そもそも高知って一番幸せなとこ

ろなので、その指標をつくってＰＲしようみたいな形でスタートしたと。ただ、なかな

か幸せというものが捉えにくいものであるので、今、アンケートを取っておるんですけ

れども、苦労しながらやっておるというような現状だと思っております。そして、私自

身、皆様方もそうであると思いますけれども、一定の理想をそれぞれが持ちながらこの

議場に立ち、そして、香美市民の幸せのために活動しているということで、私なりに考

えるお答えを議員にお伝えしたいと思います。 

  香美市の行政サービスについては、現在行われていることであっても、今のままでよ

いというのではなく、常によりよいサービスを目指すべきであると考えております。例

えばデジタル化の進展によりまして、これまでは対面で紙に記入するという形でしかで

きなかった手続が、例えばスマートフォンで手続できるようにもなってきております。  

  私としては、全国で同じ行政事務が行われているならば、香美市の職員には全国一の

取組を研究し、実際に視察をして、その仕組みをつくった方の話を聞いてもらいたいと

思っております。市民サービスを向上させるため、今あるサービスをよりよくするため

に、また、新たな住民ニーズを満たすために、しっかりと学べる体制を構築したいと考

えております。  

  私自身の思いでもありますが、市の職員が自発的にああいうものを見てみたい、うち

のサービスを向上させるために研修したいということであれば、積極的に応援していき

たい、一緒になってやっていきたいと思っておりますので、この視察を行けというよう

な形で、私が数を決めて指示していくものではないかなと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。 

○７番（山﨑眞幹君）   ということは、ニーズに対するサービス向上と頻度も含めた

ものというふうに理解していっていいですかね。  

  それでは、②に移ります。  

  様々な提案や要望が住民、市民、議員などなどからいろいろな窓口を通じて寄せられ

ると思いますけれども、それらが果たして、さっきも言いましたように、パブリックな

話なのかパーソナルな話なのかという、現状で行政ニーズであるかどうかをどのように

判断しておられるのか、お尋ねしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   私は県議会議員として１１年、そして市長として半年くら

いではありますが、これまで多くの住民の皆様から御提案をいただいておりました。そ

の際に、県がやるべきなのか、また市がやるべきである事業なのかということについて

は、やはり民業を圧迫するものでないものであり、また、多くの県民、市民にとって利

益が及ぶものかというような視点で判断しながら、県議会議員であったときには知事と
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か執行部にお伝えしておりました。  

  ある意味一部の方にとってしか及ばんサービスであっても、民間ができないようなも

のであればやるべきであると思っていますし、例えば公共交通のバスというものは、や

はり赤字だからといってやめてはいけない。だから、そこに対しては行政も補助を出し

ていくというような考え方も当然あると思っております。今後も行政がやるべきかどう

かの必要性については慎重に検討しながら、事業の立案に努めてまいりたいと考えてお

ります。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    ちょっとうまく趣旨が伝わっていないような気がしましたけ

れども、市長が言われたのは、いわゆる自治体のほかの原則に従ってやられているとい

うような、それぞれ分担に従ってね。まあ私がここでお聞きしたいのは、もっと日常的

な話、前にもお聞きした経過はあるんですけれども、例えば意見箱に寄せられた意見が

どうなるとかね、それから、担当課窓口で誰かのクレームみたいな話ですよね。受け取

る側がクレームとして受け取っても、言っていた方はそうじゃなくて、これはすごく自

分としては不満やから何とかしてほしいと、いわゆるそれは、その言った方の幸せに向

けての一つのニーズですから、そういうものをどのように判断しているのか。多分今の

御答弁からすると、それぞれの窓口でのやり方で慣例的に、このことについてはこうい

うふうにと多分やられているんじゃないかなと思いました。  

  そのことを前提に③の質問です。  

  担当者個々人の力量に頼ることなく、どの担当課にも当てはめることのできるフロー

チャート、こういう話がこの場面で来たときにはどこまで行ってどういう話になる、こ

の件についての重みづけとしてはマイナス１かな、プラス１かなみたいな、一つの例で

すよ、そういうふうな形にして判断をしていけばね、ちょっと分からんと言っている人

もいますけど、まあ全体的に香美市としての対応が割とできるんじゃないかなというこ

とです。  

  まあ一番重要なことは、情報をどの段階まで共有するかなんですよね。そのことによ

って、パブリックのニーズであるものがなくなってしまうということもあります。直近

では、うちの近所に公共交通を担っていた一つのタクシー会社があったんですけど、そ

れが廃業になって違う会社になってしまったと。どうも聞いていると、ちゃんとした情

報共有ができていなくて、何かしようと思ったときにはもう手後れだったみたいなこと

が一つの原因でした。そんなこともありますので、そういうものの必要性ですよね。今

すぐには思い浮かばなくても、そういうものの必要性についてどのようにお考えなのか、

お聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほどあったようなタクシー会社の廃業に係ることで、行

政が支援できんかったのかというところでいくと、私自身の考え方では、タクシーであ
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ったり地元のあらゆる商店で、住民にとって交通手段が失われる、あるいは買物できる

ところがなくなるというのは、やはり公共的な視点で支えることもできたのではないか

なと思います。一方で、民間企業にとっては、経営に行政支援をいただく、税金を会社

に投入していただくというところに遠慮があったのかもしれないので、そこら辺は分か

らないところですが、私自身の思いとしては、地域の産業であり、また住民サービスを

担っていただいているような事業者に関しては、しっかり応援していきたいと思います。

情報収集能力に欠ける部分があるのかもしれないですし、その部分はやはり議員の皆様

方に補っていただきながら、まさに執行部と議会とを両輪に、住民サービスの向上に努

めてまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    ちょっと例を出したのがまずかったかもしれないですけど、

私が聞いてるのはそういうことではなくて、そういうフローチャートやアルゴリズムの

ようなもの、全庁的に当てはめることのできるものの必要性を感じますか、感じません

かというお尋ねです。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   フローチャートの話は後から出てくるのかなと思っていた

んですが、ここでもう御答弁させていただきます。  

  通告の中で書かれておるフローチャートとか仕事の流れをしっかりと可視化していく

ことは、業務を進める際や引継ぎをする際にも非常に重要であると思っております。ま

た、一方で、フローチャートが当てはまる業務と当てはまらない業務があるのではない

かということも感じております。  

  私としては、職員にどういったことを話したいかというと、業務遂行に当たっての目

的は何かを問いながら仕事をしていただきたいと思っております。目的を達成するため

の方法は、先ほどもお話ししたように、技術の進歩などを最大限生かしながら進化すべ

きものであると思っております。まさに今、議員御指摘の課題を解決するための手順、

計算方法であるアルゴリズムを考え直すという作業を、目的は何か、それに対していろ

んな方法がある中でどれを選ぶのかというところまで、職員には考えていただきたいと

思っております。  

  まずはそれぞれの業務について、目的は何か、その目的を達成することが本当に住民

の幸せを向上させるのかということを常に考えながら仕事を行い、業務の効率化、組織

間での情報共有、後任担当者への引継ぎの場面で、議員御指摘のフローチャートやアル

ゴリズムを活用することについても、しっかり研究してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    目的は、一番最初に確認しましたけど、住民福祉の増進なん

ですね。私で言わせたらＧｋＨの増進でございます。いろんな公共サービスがあります。

そのうちの一端を私たちは担っているわけですけども、最終目標はそこになっています
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ので、それはもちろん分かってらっしゃると思いますが、目的はそこです。  

  それでは、（２）に行きます。  

  庁舎は公共サービスを担う拠点施設で、市民や職員をはじめとする全ての人にとって

使いやすく、便利で分かりやすい窓口サービスなど、誰にとってもウエルカムで、親切

でスピーディーな対応が可能な場所であることが求められると思います。市長も４つの

横断的な政策の１つ目として、親しまれ信頼される行政窓口への継続的な改善と言われ

ております。以下の質問は、今回の選挙に挑戦する際に、庁舎の在り方について、あま

り幸せを感じられない、不満があるという方々から伺ったものが大方でございます。そ

の趣旨はどういうことか、何で不満なのかというと、庁舎は市民の利便を第一に考えて

いるのかということでした。そこで、その方々の幸せに直結する組織と機能の微調整に

関連して、順次お尋ねしたいと思います。  

  まず①です。  

  本庁舎は駐車スペースが少なく、来庁のタイミングによっては駐車できない場合があ

ります。屋根つきで庁舎に一番近い場所を公用車が占有していますが、公用車は別の場

所に移動して、市民の利用できるスペースにしてはどうでしょうか。見解をお尋ねしま

す。 

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  来客駐車場、公用車駐車場ともに不足しているのが現状でございます。市民の皆様に

は、来庁される日時により駐車場が不足して、別のところを案内するとか、公用車をど

かしてといった御迷惑をかけて、時間を費やしているところもございます。この場を借

りましておわびを申し上げます。  

  御指摘の箇所につきましても、満車時には移動させたり、会議がある場合には出席者

の車を民間の借り上げ駐車場へ誘導するなど対応しておりますが、今後の庁舎及び駐車

場について政策調整会議で話合いを進めている案件もございますので、御指摘の件も含

めまして、今後検討させていただきたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    よろしくお願いします。  

  次、②です。 

  正面入り口は庁舎の顔ですから、誰に対してもウエルカムのしつらえがあるべきとこ

ろではないかと私自身は考えています。かつて議員研修でお邪魔した京丹後市の庁舎で

は、正面入り口を入ると、すぐさま丹後ちりめん姿の受付の女性が、いらっしゃいませ

と笑顔で声をかけてくれるんですね。いや、すごいウエルカムやと思いました。また、

同じときやったか忘れましたけど、島根県邑南町にも視察に行きまして、アプローチに

町の特産品がさも誇らしげに出迎えてくれるようなしつらえでした。  

  一方、本市の正面入り口は、現在、市民ホールとして位置づけられておりまして、展
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示会、税務相談、期日前投票所等にも使われているわけですが、そのことに違和感を持

つ市民が少なからずおいでになります。催事によっては、そこの催事をしている関係者

の方から声をかけられたりすることがあって、非常に嫌な思いをしたというふうな声も

ありました。  

  正面入り口は、やはり市民ホールとしての位置づけを廃して、廃してと言うとちょっ

ときついかもしれませんけれども、考え直して、正面玄関としての機能を強化すればよ

いのではないかと考えます。例えば今、市民保健課の前にガラスのいろんな展示をして

るところがあるじゃないですか。あんなところへと言うのは失礼ですけれども、ちまち

まとやらずにですよね、真っ正面入ったところにいらっしゃいませの受付があって、そ

の後ろにどかんと、例えばフラフだったらフラフがあるというふうな、ある種正面玄関

は、これが香美市だみたいな機能を強化すればよいのではないかと思いますけれども、

見解をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  市民ホールが玄関というふうに考えておりまして、来庁者が窓口を確認したり、待合

にしたり、各種展示物、イベント、期日前投票や納税相談といった、市民が多く来庁す

る際に執務をするスペースであったり、催物ができる多目的スペースとして、玄関のホ

ールである市民ホールを今のところ利用しております。  

  現在の利用形態を庁舎の配置上変更することは難しい状況でございますので、利用形

態の変更ということはちょっとできませんが、そのいらっしゃいませのメッセージとい

いますか、そういったものが発信できるようなレイアウトにつきましては、今後また再

検討させてもらいます。 

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    正面入り口は市民ホールじゃないです。玄関。そういう私は

認識です。だから、なぜそこに市民ホールが要るのか、自分もよく分かりませんけれど

も、ちなみに、一番新しく近所でできた香南市の庁舎へちょっとこの間行ってみました。

そしたら、入り口にミスト、今コロナですからね、ミストのくぐるところがあって、こ

っちに温度計あって、右に受付があるんですね。ばあんと広がっていまして、そこにホ

ールはなかったんですけど、ちょっと自分がきょろきょろしてると、受付の方が何か御

用ですかって声をかけてくれました。まあそんな感じでですね、玄関は玄関として、ホ

ールはまた別に考えたほうが私はいいと思いますね。  

  ③です。  

  職員の方々が職務以外で正面玄関を頻繁に出入りすることに、違和感を持つ市民の

方々が少なからずおいでになります。職員の方々は職務以外や職務であっても出入りの

際にはできるだけ西側の通用口を使うとともに、現在は使われていない正面玄関の南側

の出入口を使うこととし、正面玄関は基本的に来庁者をお迎えする場所としてはどうで
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しょうか。見解をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  現在、正面玄関を含め、主に３か所の職員出入口がございます。正面玄関が混雑する

のは昼休みと思われますが、正面玄関を利用させないということになりますと、２か所

の出入口が非常に混雑します。さらに、庁舎から東方向に進む職員が多いため、来客駐

車場や北側の市道を歩行する職員が増え、来客者の車に対しても進行の支障となりかね

ません。また、正面玄関南側の自動ドアは風除室もなく、ひさしもないため、雨天時等

には非常に雨風が入ってくるということで、通用口としては適しておりません。  

  住民の皆様の出入りに関しまして支障がないよう、正面玄関の昼休み利用時には、当

たり前のことではございますが、お客様優先意識を徹底するよう職員に注意をしていき

たいと考えております。 

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    別に正面玄関を使わせないと言った覚えはありませんので、

できるだけほかの玄関を使えと。南側はちょっと見ましたけど、これの倍ぐらいかな、

ありますね。今の受付のところにありますけど、考え方によってはいけるような気がす

るんやけどね。もうちょっと香美市を積極的に幸せにしたいとアピールする方向がいい

と思います。  

  ④です。 

  庁舎を訪れたりすると、やっぱり市民、住民の皆さんにはちょっとハードルが高かっ

たりして、緊張したり気後れしたりしがちになる方もいらっしゃいます。その来庁者に

とって、知っている顔が見えるということは、ある種の安心感や親しみを感じることが

できて、一歩目の緊張感が和らぎまして、目的の場所にスムーズに移動することができ

るようになるのではないかと考えております。  

  かつては管理職を含めた職員が交替で行っていた本庁の窓口業務を、ある意味ゼロか

ら試行錯誤を重ねながら取り組んでおられた方々が見えなくなってしまいまして、いな

いねということでお聞きしますと、総合案内業務が委託制へ変わったということでござ

いました。長年にわたって来庁者や職員とともに信頼関係を築いてきた担当者がいなく

なることは、ＧｋＨにとってはとても大きなマイナス要因であると考えることから、委

託業者を変更した理由をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   お答えします。  

  総合案内業務につきましては、平成２８年１０月から外部委託をしております。導入

時に入札を行い、１年契約で、毎年随意契約をして同じ業者に委託を行っておりました

が、価格の適正化を図ることや、委託業者に安定した運営を行ってもらうために、複数

年で契約することが望ましいと考えられることから、長期継続契約を新たに結ぶために
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令和３年度に入札を実施し、その結果、委託業者が変更になったものでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）   ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    サービス向上に役立っていますかね、新しい業者になって。  

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   前の業者と同じように、サービス向上といいますか、同

じレベルで業務を行っていただいていると考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    受付が変わったことで市民の方から何か御意見はなかったで

すか。 

○議長（山本芳男君）    総務課長、川田  学君。  

○総務課長（川田  学君）   直接自分のほうではお聞きしておりません。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    自分は幾つか聞いていますけれども、信頼関係、さっきも言

いましたようにね、１年ごとの契約とかをしても、そこで仕事されてた方は本当に一生

懸命されていました。この受付自体が、私自身強くお願いして実現したものだと思って

いますので、それなりに受付の方々に対して関心を持って、いろんなお話もお聞きして

たという状況もありますけれども、今回は時間がないので、そのことについてはまた別

の機会に譲りたいと思います。引き続き受付業務の向上に向けて努力していただきたい

とお伝えください。  

  幸福ということについてお話ししてきました。ちょっと関連ですけれども、御紹介し

ておきたいものがあります。この鏡野中学校のコミュニティスクールのチラシがすごい

んですよ（資料を示しながら説明）。日本一幸せの多い学校、日本一幸せの多い地域に

鏡野中学校コミュニティスクールです。ちょっと意味が分からないかもしれん。これを

言うのは物すごいことだと自分は思っています。最初自分がこれ見たときにね、幸せっ

てよく分からなかったんですね、漠然としてて。でも、その幸せっていうものの中身を

検索してみると、幸せっていうのは満ち足りていて不満がなく望ましい状態のこととあ

りました。そう言われると、ちょっと腑に落ちるなって。鏡野中学校もそういう意味で、

学校に行くことによって、本当に生徒みんなが満ち足りていて、不満がなくて望ましい

状態にいられるような学校を目指しますと、こう堂々と宣言をしているということに感

動しましたので、ちょっと御紹介させていただきたいと思います。  

  それでは、次、大きな２番目に移りたいと思います。高知工科大学とともに歩むまち

づくりをめぐってです。 

  高知工科大学とともに歩むまちづくりというのは、振興計画の中にも位置づけられて

おりまして、交流拠点としての充実であったり、地域産業振興の連携、教育機会での連

携が書き込まれています。一方で、それらの全ての施策が成立する前提条件は大学の存
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続であって、それに向けた運営管理や学びの環境整備であると思いますけれども、中で

も最優先されるべきはここで学ぶ者の安全・安心の確保であると考えています。以上の

ことを踏まえて、以下にお尋ねします。  

  ①です。  

  大学に向かう通学路の道路環境について、主に自転車、バイク等を利用している者に

とって危険であると認識している箇所をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    道路管理者の立場にての回答となります。  

  昨年６月、香美市・高知工科大学連携協議会にて大学通学路の安全対策について協議

を行っています。その中で、事前に各機関に懸念されている場所などをリストアップし、

現地等確認を行い、対策を考えることとなりました。その後となりますが、８月に高知

工科大学から「通学路の安全対策について」市内道路における安全対策についての検

討・対応の要望が出てきています。関係機関において協議検討、その件を行っています。

なお、高知工科大学から出てきた資料は、タブレットに掲載してありますので、参照願

います。また、同年６月２５日には、市議会から知事に交通災害から守るための国道１

９５号の安全対策を講じるよう求める意見書も提出していただいております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    皆さんはタブレットのほうで御覧になれると思います。ちょ

っと通知を送りたいと思いますので、御覧になってください。これが近くですね。Ａ、

Ｂ、Ｃ、Ｄのところが本当に特に危険な箇所が多いです。この後に続く資料の中にもそ

の方針が伝えられていますけれども、その前段に、これは高知工科大学との連携協議会

でということでしたけれども、この安心・安全性というのは、地元の人はこれに入って

いないの、その話の中に。聞き取りはしていないですか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    お答えいたします。  

  この時点では入っていないと聞いておりますが、高知工科大学への再度確認により、

地域の方からの意見もありますという確認は取れました。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    一応今のところ自分は地域の中の代表の一人ではありますけ

れども、そういう聞き合わせはなかったんですが、まあいいです。分からないですよね。

やっぱりね、そういう地元の人の感じてる意見というのも本当に必要だと思うんですね。

このリストの中はほぼ網羅されています。私も考えるところは網羅されていますが、１

か所、皆さんにもちょっと通知を送りますけれども、Ｂの場所ですね、この小学校から

下りてくるところ。これまあ課長にもいろいろと御指導いただきながら、止まれをやっ
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たりしているわけですけれども、ここについては、確かに学生も危険なんですけど、地

元の人たちもここ危険だから何とかしてくれっていう話、逆に言うと、そこを大学生が

通るのをちょっと止めてもらえないやろうかというお話もいただいています。そういう

お話も含めて検討していただくこともやっぱり必要じゃないかなと思います。この後に

何かそういう機会があれば、ちょっとそういう話も投げかけていただけたらありがたい

んですけど、どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    当然、後の回答にも出てきますが、香美市通学路プログ

ラムで当然この場所は、大学の通学路といいますか、大学に通学路はないので、小学校、

中学校の通学路と重なってきておりますところは、そちらのほうで協議検討すべきやし、

できると考えています。 

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    それでは、②に移ります。  

  それぞれの危険場所についてどのように対処しようとしているのか。改善要望等、危

険箇所の中で要望が出ていない場所もありますけれども、要望が出ている場所について

は基本的にどうなのかということで、ちなみに、先ほど送ったと思いますけど、Ａのと

ころはもう既に改良されていました。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    高知工科大学からの要望箇所についてですが、随時、各

担当部署が予算の範囲内で対応を行っています。ただし、用地など協力が絶対必要な箇

所もあることから、粘り強い対応が必要だと考えています。  

  なお、先ほども言いましたが、小・中学校の通学路でもあることから、本年度はまだ

開催しておりませんが、開催予定となっています香美市通学路プログラムにて検討・協

議・検証を行っていかなければならないと考えています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    地元の方をそこにお招きいただけるかどうか分からないので、

先に言っておきますけど、この自転車道について、地元の方は専用を造ってくれと。場

所としては、国際交流会館があるじゃないですか、あそこから国道に向けて行く道がね、

下に家屋がないところもあるのでちょっと切り開いて、そういうふうにしてくれるとあ

りがたいという意見もありますので、なおそういう場に地元の方がお招きいただければ、

そういう話も含めて、ほかの話も聞けると思いますけれども、お伝えしておきたいと思

います。  

  そもそもこの大学周辺の整備については、大学が始まる前の１９９４年に片地地区周

辺まちづくり調査報告書というのがあって、これがいわゆるソフィアポリス構想、この

地域一体を学園都市として開発し、一つの核として、起爆剤としてやりましょうという
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計画がありました。テクノパークと高知工科大学と、それからそれを支える周りの再開

発です。これが頓挫しまして、でも、そのときにお約束した公共下水道は、それから何

年ですか、二十何年たって始まっています。ただ、そのとき同じようにお約束された周

辺の整備が、一切行われていないという現実がありますので、ぜひそういうことも強く

要望しないと本当に改良されないなと思っていますので、そのことも含めてですね、担

当課としても、市長としてもね、そういう機会があれば、もう一回公共下水道もやりゆ

うわけやから、仕切り直して、それもお約束したやいかということで、議論の俎上にの

せていただければと思いますけど、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   ソフィアポリス構想のお話もありましたが、過去どういっ

た経緯で地元の方にお約束をしたのか、どんなお話をしていたのかも含めて、先ほど下

水道の話もありましたけれども、遅れた部分もありますが、ちょっといろいろと地域の

皆様方とお話ししてみたいと思いますし、また、地元の議員でもあられますので、また

御指導いただければと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）   ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    それでは、３番目です。。 

○議長（山本芳男君）    昼食のため午後１時まで休憩いたします。  

（午前１１時５９分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ７番、山﨑眞幹君。 

○７番（山﨑眞幹君）    それでは、午前中に引き続いて質問させていただきます。  

  大きな３番目の命の道をめぐってです。  

  私にとって８年ぶりの選挙でありまして、香美市全域をほぼくまなく回ってみたとこ

ろ、どのまちでも中心部を除いて過疎化が急激に進んでいることを実感することができ

ました。立派な道が出来上がっていますが、利用する人はほとんどいなくなってしまっ

たというようなところまで多々見受けられました。そこで、計画されてから進捗が遅々

として進まない命の道について質問です。  

  ①です。 

  入野佐岡線とあけぼの街道って書いていますけど、山田バイパスでございます。訂正

をお願いします。山田バイパス用地取得の現状についてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    まず最初に、入野佐岡線についてですが、令和４年度末

にて用地補償等取得率は約９０％を予定しています。  
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  続きまして、山田バイパスですが、本年６月定例会議でも答えており、時間もたって

いませんので変更はありません。ちなみに、５月に令和４年度高知県国道１９５号改良

促進期成会通常総会があり、県中央東土木事務所から山田バイパスなどについての事業

説明がありました。その中で、用地補償等取得率約７０％との説明でした。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    次、②です。 

  取得に至っていない場所がある場合は、その理由をお尋ねします。その１０％と３

０％についてです。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    まず、入野佐岡線についてですが、個人の方からの用地

補償等取得は令和４年度末にて完了予定ですが、ＪＲ用地等の鉄道等起業地につきまし

ては、工事完了後に登記となることから、現在、用地等取得には至っておりません。  

  続きまして、山田バイパスについてですが、物件移転を含んだ用地補償等が一番の問

題と考えています。ただ、楠目工区のあけぼの街道からの入り口付近についてですが、

県用地担当職員の粘り強い交渉により、間もなく契約になるとのことです。移転等の税

制上の問題もあることから、最終取得までもう少し時間がかかります。デリケートな問

題であることから、用地等取得に至るまで注意していきたいと思っています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    ③です。 

  今後の対応、ほぼ答えがあったような気もするがですけど、起業用地は工事完了後登

記する予定ということで、登記がないために取得に至ってないというお話でしたけれど

も、そういう意味では、これはもう取得のお約束ができていると受け取っていいのか、

それも含めてお願いします。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    実際のところ、用地等の使用というか、取得の合意は得

ていますが、ちょっと附属のものとか、まだ用地単価までについては最終の詰めに至っ

ていませんのが実情です。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    それは山田バイパスの話？両方言うて。 

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    先ほどのは入野佐岡線になります。山田バイパスにつき

ましては、やっぱり先ほども言いました入り口近くの移転を伴う用地補償が一番のメイ

ンとなりますが、何とかいきそうな形となります。そのほかにつきましては大体の了承
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は得ていますが、やはり税の問題、それと、はっきり言いますと単価。単価となります

と、ちょっと市はようタッチできない部分もありますが、できる限り間へ入っての交渉

を今後も続けていかなければならないと思っています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    確認ですが、入り口というのは佐岡側ですかね。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    楠目側になります。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    交渉の頻度みたいなものは、年間１回だけではなくて、その

ときに応じて数回と理解していいですか。  

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    過去におきましては、年に１回とかいう形でしか県は行

ってくれませんでした。ただ、用地のほうが進まなくなってからは、予算の都合もあり、

年度に計画しちゅうところに関しましては、平均的に一月に１回から２回行くときもあ

るし、積算をし直すのに時間がかかったりしますので、二月空いたりという形はありま

すが、定期的に行っております。ただ、それは楠目工区のほうになりまして、佐岡工区

につきましては、現在まだ算定の見直しを行っておりますので、その後にまた詰めてい

くような形と聞いております。必ずそのときには、今現在も市がついていって間へ入る

ようにはしております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    見直しの部分は、地権者の意見を聞いて見直しをしていると

いう認識でいいですか。 

○議長（山本芳男君）    建設課長、井上雅之君。  

○建設課長（井上雅之君）    原則からいきますとそのようなこともありますが、大ま

かに変わるのは、年度が替わったことによる補償等の見直しがメインとなっています。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    了解しました。  

  それでは、大きい４番目、観光振興をめぐってです。  

  市長の言われる５つの基本政策の１つの経済の活性化に資する観光振興は、やっぱり

裾野が広い分なかなか切り分けも難しいんですけれども、まず（１）です。  

  県の産業振興計画に位置づけられ、物部川流域観光の起爆剤として設立された観光活

性化ファンドが終期を迎えました。これまでの総括も含め、順次お尋ねしたいと思いま

す。 
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  ①です。  

  ファンドの現状をお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  高知県観光活性化ファンドは、高知県の特定地域において複数の目玉観光施設をてこ

入れし、魅力あふれる周遊観光地域にするとともに、組織的に情報発信、集客を行うこ

とで、さらなる観光消費額等の増大を目指す観光周遊活性化モデルの構築を目的として、

平成２７年１０月に四国銀行とＲＥＶＩＣにより設立されました。その後、当ファンド

等の出資により設立された株式会社ものべみらいを中心に、物部川地域において多くの

事業が行われてきました。  

  ものべみらいに確認したところ、当ファンドによる投融資は令和３年９月末で終了し、

本年９月末でファンドは解散する予定でしたが、コロナ禍で収益機会を大幅に失ったこ

と等も勘案し、四国銀行とＲＥＶＩＣが若干期限を延長して、よりよい形になるよう検

討中であると聞いているとのことです。また、専門家派遣は終了し、ＲＥＶＩＣによる

現場支援等は現在ございませんが、引き続き四国銀行グループからの支援があると聞い

ているとのことです。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    まず１年ぐらい延長されて、それが半年ぐらいもう一回延長

されるという認識でいいですかね。  

  最初お聞きした出資形態ですけれども、観光活性化ファンドは四国銀行とＲＥＶＩＣ

双方が負担した１億５,０００万円ぐらいのお金で、ものべみらいに対して４ ,６００万

円ぐらいの出資をしてということで、これを回収するときには半分半分と考えて、その

出資額を誰がどう負担するかということで、前職のときに一旦議員協議会の中で、四国

銀行とか、それからファンドの皆さんにお越しいただいて御意見をお聞きしました。そ

のときは、最終的には四国銀行のほうで引受けをしてというふうなお話をいただいてい

たと思いますけれども、今のお話の流れでいくと、そのスキームは取りあえず変わって

いないという認識でいいですかね。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  確実なことはちょっとお聞きしていないんですが、そのような流れで進んでいると私

のほうも認識しております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    それでは、①の答弁と重なるかもしれませんけども、②です。 

  ものべみらいを中心とした今後の展望、現在、香北ふるさとみらい、龍河洞みらい、
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ヤ・シィ、ヤ・シィは「みらい」がついていたかな、忘れた。それから山北みらいか。

それぐらいの株式をやり取りして、ホールディングカンパニーとしてものべみらいがあ

るという認識ですけれども、そのスキームと今後のそれぞれの展望についてお伺いした

いと思います。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  ものべみらい設立後、物部川地域において複数の事業を実施されております。こうい

った事業の実施もさることながら、やはり地元人材の育成、そして、そういった人材を

生かした地元運営体制への移行というのが、この期間に十分なされてきたと思っており

ます。今後もこれらの事業については変わらず行っていく考えであると聞いております。

コロナ禍で厳しい環境下が継続されておりますが、既存事業の磨き上げ、また、３市の

活性化につながる取組を継続して行っていくとのことですので、さらなる観光消費額等

の増大に向けて、これからも香美市はものべみらいと一緒に事業を進めていきたいと考

えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    取りあえずその仕組みは変わらないということで、人材につ

いてはね、確かにハンズオフされたときに、ハンズオンでいらしていたお二人の方が努

力されまして人材が育ったと、私自身もそのように認識しております。実際、自分が見

聞きしている香北ふるさとみらい、龍河洞みらいについても、しっかりと育った人材が

マーケティングを行い、それぞれを活用した様々な施策について頑張っていると認識し

ています。  

  （２）に移ります。 

  （１）の話とリンクするわけですけれども、先ほども少し言いましたように、観光と

いう事業は裾野がとても広くて、それを分かりやすく切り分けることができない分野だ

と思っています。そのことから、行政が支援する取組にも、何というかな、ここにもう

ちょっと欲しいけど少ないね、ここはちょっともういいんじゃないのみたいな過不足が

生じやすくてですね、行政用語でいういわゆる費用対効果の側面の継続的な見直しが欠

かせない分野だとも考えております。そこで、現在、本市が補助金、委託料、指定管理

料を拠出し、観光や交流人口増に向けた取組を委託している、いなかみ、香美市観光協

会、物部川ＤＭＯ協議会につき、順次お尋ねしたいと思います。  

  まず①です。  

  ３者それぞれに拠出し、及び拠出する予定の総額をお尋ねいたします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  香美市観光協会、物部川ＤＭＯ協議会への拠出金は添付資料のとおりとなっておりま
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す。なお、令和５年度、６年度の観光協会への補助金及び令和６年度のいんふぉめーし

ょんとべふ峡温泉の指定管理料につきましては、今後の協議となりますので、それぞれ

現時点では未定となっております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    山﨑眞幹議員の御質問にお答えいたします。  

  このタブレットの拠出金一覧表の中にございます、ＮＰＯ法人いなかみを見ていただ

きたいと思います。平成２９年度、３０年度が９７２万円で、平成３１年度が９７６万

５ ,０００円、令和２年度も同じく９７６万５ ,０００円でございます。令和３年度

１,６９６万５ ,０００円、令和４年度が１ ,５２０万円と多くなっておりますが、この

分は新事業であります「かみめぐり」の委託に係る増額となっております。ほかの主な

委託料の内訳といたしましては、人件費４人分、また、東京、大阪の移住相談会の旅費

等となっております。令和５年度と６年度はまだ未定となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    どうも内訳ありがとうございました。これは観光分野だけで、

何やったっけ、いなかみがやっているファミリーサポートセンターは入っていないね、

分かりました。拠出金の総額をお聞きしました。  

  いなかみが移住定住業務を受け始めた年度は分かりますかね、西暦でお願いします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    平成２７年度でございます。構いませんですかね、

２０１５年ですね。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    すみません、急にないことを聞いてしまいました。  

  それでは、②の質問に移ります。  

  先ほど前段で少し述べましたけれども、行政サービス全般からある政策を見た場合、

費用対効果の側面からの継続的な見直しというものは、限られた財源をほかの必要だと

思われるサービスに回すためにも欠かせないと、私自身もこのように認識しています。

３者のすみ分けは行政と団体との間でどのように共有されているのか、まず一旦もって

お尋ねしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  香美市観光協会は着地型・体験型観光を推進しており、地域の観光イベントであるシ

カニクの日や香美バルなどの実施や、きめ細やかな観光情報の発信、地域独自の観光商

品の発掘と素材の磨き上げを行っております。  

  物部川ＤＭＯ協議会は、南国市、香南市との３市を「ものべがわエリア」としてブラ
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ンディングし、誘客に力を入れ、地域の稼ぐ力を引き出すとともに、観光地経営の視点

に立った観光地域づくりのかじ取り役となっております。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  いなかみへの委託業務といたしましては、市外からの移住促進を図るために、空き家

バンク物件の案内や移住相談窓口などの業務を委託しております。また、昨年度からは

関係人口増加のために、地域体験型イベント「かみめぐり」を開催しておりまして、か

みめぐり実行委員会委員として、香美市観光協会や物部川ＤＭＯ協議会の方にも参加し

ていただいております。そのほか、移住体験ツアーなどで観光施設を紹介する際には、

観光協会や物部川ＤＭＯ協議会にも協力いただいております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    そういう担当課ごとの位置づけですけれども、３者の間でお

互いの役割分担みたいなやつを確認する機会はありますか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    定住推進課といたしましては、かみめぐり実行委員

会とか、それぞれの会のときに一緒に協議等はやっておるという段階でございます。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    断定的に言うと、その目的共有のための会はやっていないと

いうことですよね、分かりました。  

  そもそも今の３者の中で一番最初に設立されたのは観光協会、これが２０１２年です。

土佐山田町時代からあったんですけど、べふ峡温泉も含めて一般社団法人として独立さ

せたときに、観光協会としてはべふ峡温泉はもう指定管理を受けないほうがいいんじゃ

ないかというあれもありましたけど、その当時の判断で、やはりその時代もかなりの赤

字経営に苦しんでいたべふ峡温泉を、何とかしなきゃいけない、それと、その当時の物

部町の雇用も守らなきゃいけないというふうな様々な観点から、もう香美市になってい

たから、当時の門𦚰市長からの強い要請がありまして、一般社団法人として独立する際

に、いんふぉめーしょんとべふ峡温泉の指定管理を受けたというような事情があります。

それから、その次に古いというか、今お聞きしました、２０１５年にいなかみ、そして

２０１６年に物部川ＤＭＯ協議会という設立順になります。  

  普通、一般に考えてですよね、そもそも観光協会が設立されたときの定款によると、

いろんなことを網羅しています。例えば、事業の７番目にある旅行業法に基づく旅行業

とかも定款に入っていまして、職員に旅行業の免許を取らせたんですけど、取らせた途

端に辞められたみたいなこともあったりして、なかなか観光協会が幸せに運営できる状

況じゃない状態がずっと続きまして、前回、自分の最後の質問にわたって、とにかく旗

振り役というか、専務理事がおらんのはおかしいじゃないかという御指摘もさせていた
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だいたような経緯があります。  

  まあそれにしても、ちょっと今の状況で、このかみめぐりなんかにしましてもね、確

かに切り分けの中で着地型の観光を目指すみたいな話もありましたが、普通考えたら、

観光協会が手を挙げて委託を受けるというのが普通に考えられる。なぜそうなったのか

事情は知らないですけれども、そんなことも含めて一定のやっぱり見直し、特にべふ峡

温泉については今、様々な問題があって、営業もできないという状況になっていること

を思えば、最初に観光協会があれを受けたときの状況とは違うんですよね、随分違いま

す。地元雇用を守らなければいけないということで受けた一端もありますが、現在はそ

こに働きにいく人を見つけるのもなかなか難しいような状況もあります。だから、やっ

ぱり施設としてどのように活用していくかということも含めてね、何か違うことを考え

ないかんのじゃないかと私自身は思っています。  

  そういうことも含めて、③です。  

  ３者について今後どのようにしていくのか、その展望についてお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  香美市観光協会につきましては、ＳＮＳや高知市の日曜市、各種イベントでの物販及

び観光ＰＲなど香美市の観光情報の発信、また、協会内に設置した委員会で協議し、新

たな観光コンテンツの旅行商品化を図ること、香美市観光ガイドの会の事務局としてガ

イドへの研修を行い、ガイドツアーのコースを増やすなどして、香美市のファンを今後

もつくっていただきたいと考えております。香美市観光ガイドの会につきましては、Ｎ

ＨＫ連続ドラマ小説「らんまん」の来春放送決定に伴い、主人公である牧野富太郎博士

とゆかりのある香北の自然公園において、観光客に草花ガイドを行っていただくように

予定しております。  

  物部川ＤＭＯ協議会につきましては、当面は中期計画に基づき「ものべがわエリア」

へのインバウンドの獲得、修学旅行の受入れ強化を図り、ユニバーサルツーリズムの推

進、旅行商品の販売強化を行っていく予定となっております。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  香美市の人口は年々減少しておりまして、特に中山間での人口減少は顕著であり、小

規模な集落を維持していくことが厳しい状況にございます。その中で、移住促進や関係

人口増加に取り組み、中山間地域へ移住者を呼び込むためには、ＮＰＯ法人いなかみへ

の委託は必要不可欠でございまして、今後につきましても、情報を共有し、連携しなが

ら取り組んでまいりたいと考えております。また、地域体験型イベントかみめぐりにつ

きましても、市の魅力を発掘し、市外の方にも周知による関係人口の創出から、今後、

移住者の増加へとつなげられるように取り組んでいきたいと考えております。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    できるところがやるというのは一つ理解します。まあでも、

やっぱりそれだけで本当にいいのかなという気はしないでもないですよね。一番最初に

言いましたけど、限られた財源の中で同じような役割を担ってるわけですから、定期的

にある程度めり張りをつけるというか、まあやってる人のモチベーションを下げない程

度のですけどね、めり張りをつけていくような見直し、いわゆる行政用語で言うとＰＤ

ＣＡみたいな話になりますけれども、そういうことはやったほうがいいと思いますけど、

それについてはどうですかね、それぞれ答弁者の方。市長でもいいですけど。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   おっしゃられますように、連携してやったほうがいい部分

もあると思いますし、よその自治体の事例を見ますと、やはり観光を入り口にして地域

を知ってもらう、その次に移住体験ツアーとかいろいろなイベントに参加してもらって、

それから移住につなげていくというような、観光から移住までつながっておることも事

実であると思います。  

  目的をまさに明確にしながら、どういう形が最大限の効果を発揮できるのか、課が違

うことで、ちょっと情報共有がもしかしたらできていなかった部分もあろうかと思いま

すが、そこはしっかりと情報共有、目的は何かということを明確にしながら、精度を上

げていきたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    市長が答弁した後に、また同じところでもう一つというのは

ちょっとあれですけど、まあ実際物部川ＤＭＯ協議会についても、もう既に年間、３市

でしたっけ、同じ金額を拠出してると認識していますけれども、その拠出した分のある

意味見返りじゃないですけど、効果というのはどうなんでしょうね。自分は例えばかみ

めぐりは分かるし、例えば香美バルは分かるしみたいな、分かるところはあるんですね。

ただ、その物部川ＤＭＯ協議会が一体、確かに全体をマネジメントして何かをやるって

いう志は分かるけど、目に見えて何かあるのかなというのがすごく気になるんですよね。

それについて、課長。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  物部川ＤＭＯ協議会につきましては、物部川地域広域観光を目指すということで、こ

の物部川地域を日本中、もしくはインバウンド獲得ということで世界に向けて発信して

いくことを、まず一つの目的としてやっていただいております。  

  ただ、最近はやっぱりコロナ禍ということで、物部川ＤＭＯ協議会が本来力を発揮す

べき機会がなくなっているところは少し残念で、旅行商品の販売というものも、今、力

を発揮する機会が失われているというのが実情でございます。やはりアフターコロナに
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向けて準備を進めていただいて、まず高知県に来ていただく、そして、四万十川とかそ

っちへ行くのではなくて、物部川地域に人を呼んでいただくということを、物部川ＤＭ

Ｏ協議会が中心となって考えていただきたい。それが香美市として物部川ＤＭＯ協議会

にお願いするところと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    物部川ＤＭＯ協議会を構成しているのは、多分２４ぐらいの

ある種企業体みたいなところが構成していますよね。だから、その効果が一体どこにあ

るのかというのが、それぞれある意味分散しているからよく分からないんですけど、例

えば物部川ＤＭＯ協議会のパンフレットなり何なりね、何か形としてあったほうがみん

なに分かりやすいんじゃないかなという気は一旦しますので、もしそういう機会があれ

ば、もうちょっと分かりやすい何かがあったほうがいいんじゃないかと言っておった人

がいたと、お伝えいただければと思います。  

  それでは、５番目の質問に移りたいと思います。やなせたかし記念館のあるまちづく

り。 

  この件に関しましては、２０１１年、ちょうど東日本大震災があったときでした。あ

の年がちょうどうさぎ年でして、１月１日の高知新聞にいつもやなせたかし記念館の宣

伝というか、ＰＲを一面で出すんですけれども、それがうさぎ年ぴょんというやつでし

て、今年でアンパンマンミュージアムも１５年になりましたと。昔で言えば元服です。

成人になりました。これからも一生懸命やります。皆さんよろしく。うさぎ年ぴょんっ

ていうやつだったんですけど、それを見た途端にですね、私にやなせたかし先生が降り

てきまして、そうか、これはもうちょっと先生を顕彰することを一生懸命やらなきゃい

けないんじゃないかという気になりました。そういうことがあって、２０１１年３月定

例会から２０１８年の６月定例会にかけまして、１２回一般質問を行いました。２０１

８年６月定例会の最後の質問におきましても、やなせたかし先生の業績は言葉では語り

尽くせない。その業績を顕彰し、伝えていくことは本市の使命であることを考えること

から、以下に問うということで、このやなせたかし記念館のあるまちづくりに関連した

質問でした。今回、幸いにも新たな任期を４年いただきましたので、そしてまた、市長

もお替わりになったということから、前回と同様の質問を行いまして、その後の経過等

について順次お尋ねしていきたいと思っています。  

  ①です。  

  ＪＲ土佐山田駅の通称を「アンパンマンの生まれたまち駅」としたいことを、ＪＲ四

国に提案してはどうでしょうかという質問なんですけれども、ちなみに、前回の話をち

ょっと入れておいたほうが、皆さん分からんかもしれんので。もしかしたら答弁にもあ

るのかな、ないですか。前回の答弁は、駅に愛称をつけているところは現在ないと。社

内の関係部署で協議が必要、協議結果ができ次第報告してくれるということでしたが、
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その後の経過等についてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  ＪＲ四国は、列車ツアーといたしまして、アンパンマンミュージアムを目的とし、ア

ンパンマンキャラクターをラッピングした列車やバスによるツアー商品を売り出してお

り、コロナ禍ではございますが、関西方面から徐々に乗客が増えつつございます。  

  ＪＲ四国に問合せをしましたところ、四国内で愛称を設定している駅が５例ほどある

ということでございます。愛称設定の経過といたしましては、その駅が新設されるか、

もしくは大規模改修でリニューアルされる際に、地元自治体からの請願に応じて行った

ケースが多いとのことです。また、請願手続が決まっているわけではございませんが、

請願で提出される愛称は、いずれも一般公募もしくは地元小・中学生からの応募から選

抜された事例が多かったとのことでございます。  

  市として正式にＪＲ四国側に提案するのであれば、その愛称の選抜を公募等の手続を

経て行うか、または駅利用者や多くの市民が現にその愛称で呼んでいることが必要では

ないかと考えております。タイミングといたしましても、現在ＪＲ土佐山田駅のリニュ

ーアルが行われているわけではございませんので、そのままＪＲ四国へ提案ということ

はちょっと今のところ考えておりませんが、ただし、自治会や、また子供会など地域の

団体からの要望書として提出していただければ、ＪＲ四国へおつなぎすることは可能で

はないかと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    結果が出てき次第報告してくれるということでしたが、結局

は報告がなかったということかな。まあでも、ちょっとは進歩していますよね。４年前

は、つけているところは現在ないというにべもない答弁でしたからね。でも、ＪＲの言

い分は前と全然変わらないですよ、２０１１年と。そのときにもほぼ同じ質問をしたん

ですけど、そういう声がたくさんあったらやりますという話でした。そういうまちづく

りということもやっていないし、そういう力も自分自身にはなかったものですから、み

んなの声を集めることは私自身としてやれなかったんですけれども。まあでも何でしょ

うね、先日、同僚議員がエレベーターの話をやっていましたけど、結局、利用者が増え

れば、心配してたのは無人化、人がいなくなるんじゃないか、駅員さんがいなくなるん

じゃないかと。でも、何か人が集まれることを工夫すれば、そういう懸念は一旦なくな

るんじゃないかなと思うんですよね。南北の自由通路ということも言っていますけど、

そんなことも含めてね、ぜひこれやっぱり、アンパンマンミュージアムというのは全国

にあるんですよね、アンパンマンこどもミュージアムか。でも、やなせたかし記念館ア

ンパンマンミュージアムというのは、世界に一つしかないんですね、香美市にしかない。

そういうことを考えても、絶対に、アンパンマンの生まれたまち駅というのはここしか
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名乗れるところないんですよね。折に触れて、引き続き心に留めておいて、努力してい

ただきたいと思います。 

  ②に行きます。  

  香美市いんふぉめーしょんで、やなせ先生が関連する場所に特化した案内パンフレッ

トを配置するとともに、いんふぉめーしょんを出発点としたスタンプラリー等を実施し

てはどうでしょうか。前回の答弁は、観光協会に提案したいと考えていますということ

でしたが、その後の経過等についてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  やなせ先生に関する場所に特化した案内パンフレットの作成及びスタンプラリーは、

楽しみながらやなせ先生の業績を知ってもらえるいい機会になると思います。ただ、今

現在、それは観光協会で実施されておりません。ただ、最近ではスマートフォンでのス

タンプラリーが可能となっていると聞いておりますので、スポットにＱＲコードを置い

て、それを読み取ることで、業績等を確認しながらスタンプにもなるようなことができ

るのではないかと考えますので、その辺も確認しまして観光協会に提案し、共に協議し

ていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    これ僕、結果は聞いてないんでね、４年間ブランクがあった

ので、前回の最後の質問から結果は聞いていないので分からないですけれども、それを

聞くと、提案したのかな、してないのかなと思ったりもしますけど、繰り返しにはなり

ますけど、観光協会はもうちょっと何か地力をつけてほしいなという気はしますよね。  

  今、課長の言われたスタンプラリーはいいですよね、スマホのＱＲコードでぱっぱっ

ぱと行きながらね。そこに行くことによって、特別ｋａｍｉｃａ（カミカ）みたいな、

やなせｋａｍｉｃａみたいなやつはいかんかな。そういうふうなものができれば、きっ

と楽しく、やっぱりやなせ先生のいろんな業績のところを回ることによってね、香美市

のよさも感じていただけるようなことになるんじゃないかなと思いますね。  

  特に自分は、③にも出てきますけど、「手のひらを太陽に」の歌碑が青少年の家のと

ころにあるんですよね。みんな知ってるかどうか分からないけどね。立派な歌碑があっ

てですね、ぜひ皆さんにも行っていただきたいと思うんですけれども、なかなかそうい

うところを巡るチャンスがあるのかないのか、それから、朴ノ木公園とか朴ノ木の墓所

ですね、そういうところにもやっぱり行っていただけたら、そこにもいろんな詩碑があ

るしね、いいと思うんですけれども、ぜひ使えるように観光協会と鋭意御相談いただい

て、実現していただきたいと思います。  

  ③に移ります。  

  庁舎に１３キャラクターのカリヨン時計を設置し、「手のひらを太陽に」のメロディ
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ーとともに時を告げてはどうでしょうか。前回の答弁は、非常にハードルが今の現状で

は高いと考えておりますということでしたが、その後の経過等についてお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  以前の一般質問でも同様の御質問がございました。アイデアを募りながら、例えば合

併２０周年といった節目で実施を検討したいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    すばらしいですね。今の答弁感動しました、僕。あのですね、

この話も随分古いんですよね。まだ企画財政課というところが、３つあったんですよね、

何でしたっけ。政策企画財政課というところがあったときに、この話をしたんですよ。

そのときは、まだアンパンマンキャラクターをなかなか使うことができないということ

を、はっきりと自分が認識していなくて、アンパンマンのキャラクターが出てくる、は

りまや橋交差点のところにシャンシャンシャンって出てくるカリヨン時計があるじゃな

いですか、あんなやつを、庁舎の市民憲章、斜めになってよく見えない市民憲章がある

ところにやったらいいじゃないですかっていう話をしたらね、安芸駅のは３億円かかっ

たとかいうお金の話で最初は駄目と蹴られました。その次は、キャラクター使えないか

ら駄目ってやられました。今回の答弁は、２０周年で考えていただけるということでし

たので、これは本当にやなせ先生の聖地であるということをはっきりと顕彰する、大き

なモニュメントになると思いますので、ぜひ鋭意検討していただけたらと思います。  

  ④です。 

  やなせうさぎのキャラクターナンバープレートを公用車に取り付けてはどうでしょう

か。前回の答弁は、難しいかと思っていますとのことでしたが、その後の経過等につき

お尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  現在使用しております普通車の公用車につきましては、ナンバープレートの封印の関

係で取り外しができないことから、対応は難しいと思います。現在使用している軽自動

車の公用車あるいは今後購入する公用車ということになりますが、ナンバーフレームの

製作からということになりますと、費用面やＰＲする際の目立ち度合いを考えますと、

従来からございますようなマグネットシールやリアガラスへのシールといったほうが、

視認度は高いと思われます。  

  いずれにいたしましても、市としてやなせたかし記念館のあるまちづくりといったコ

ンセプトで事業を推進することが決まれば、公用車によるＰＲも何らかの方法で考えて

いきたいと思います。 

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    マグネットシートで思い出しましたけど、島根県邑南町へ行

ったときにね、たしかサンショウウオのキャラクターで「オオナン・ショウ」というキ

ャラクターを物すごく大事にしていまして、それはやなせさんが作ったやつじゃなかっ

たかもしれませんけど、いろんな部分に使っていました。そのことは議会でもお話しし

た経過があったかな、そういうことでもいいと思うんですよね。とにかく、やなせうさ

ぎは本当にやなせ先生の分身ですからね。キャラクターナンバープレートのときにもお

話しさせていただいたんですけど、結局、やなせうさぎをキャラクターナンバープレー

トにとお話ししたときに、当時の副市長は私に対する答弁で、やなせうさぎだからナン

バープレートは駄目だというお話でした。僕は、やなせうさぎだからナンバープレート

にしたい。すると、ここがやなせたかし先生の生まれた町、亡くなった町、聖地である

というふうにはっきりと主張できると思ったんですけれども、その当時の副市長のお話

は、やなせうさぎはやなせ先生の分身だから、その分身が排気ガスの当たるところにあ

ったら駄目ということで、非常に認識の違いを実感したわけですけれども、ぜひ、でき

たら、そういうマグネットシートでも全然問題ないと思います。そういう機会に考えて

いただければと思います。  

  次、⑤です。 

  市バスに、アンパンマンのキャラクターを描いたやなせたかし記念館の広告を掲載し

てはどうでしょうか。前回の答弁は、大変難しいと考えておりますということでしたが、

その後の結果等についてお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  香美市営バスとして運行している車両につきましては、利用者の方から市営バスとし

てすぐに認識してもらえますように、全ての車両に香美市の１３体キャラクターをプリ

ントしております。やなせたかし記念館の職員に問合せをいたしましたが、アンパンマ

ンのキャラクターと香美市の１３体のキャラクターを、同じ車両に並べて表示させるこ

とは認められないとのことでございました。また、掲載スペース的な課題も併せると、

なかなかスペースもございませんので、現時点での実現は困難であると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  市のマイクロバスを使って広告したいという要請がございましたら、許可について検

討いたしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    定住推進課のほうですけど、同じ車両じゃなきゃ大丈夫、一

緒にやらなきゃ大丈夫ということですか。  
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○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    同じ車両といいますか、市営バスですよね。路線バ

スの大きいバスや、１４人乗りのバスについては、１３体のキャラクターがありますの

で、龍河洞リューくんとかかりかりモモコちゃんとアンパンマンを、一緒に並べてラッ

ピングするのはちょっと認められないということでございます。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    買換えとかしたときには可能性はあるということですか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  現在はまだＪＲ四国にちょっと問合せはしていないんですけれども、以前、ＪＲ四国

に問合せをしたところ、アンパンマンロイヤリティーとかいろんな許可で、なかなか自

治体にアンパンマンとか、それからドキンちゃんとか、ああいうキャラクターというの

は難しいとお聞きしております。今後そういう機会があれば、また再度お聞きしたいと

考えております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    ライセンシーがＪＲということで、それはやなせスタジオと

か、そのライセンサーとは話せないんですか。 

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    やなせスタジオとかフレーベル館とは直接、今のと

ころ話はしていないです。アンパンマンミュージアムと話をしております。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    じゃあ、アンパンマンミュージアムのほうでＪＲという話が

出たんですか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   アンパンマンのキャラクターについての考え方ですが、私

自身もアンパンマンというキャラクターが香美市のまちづくりに使えればいいという話

で、いろいろ動いたこともありますが、簡単に言うと、アンパンマンのキャラクターに

関しては使うときにロイヤリティーフィー、いろいろな形でお金が発生しておるので、

そういう意味でいくと、ＪＲ四国は列車、バスに対してロイヤリティーを払ってるとい

うことで、ＪＲでやる分には問題なく扱えているということです。それと、香美市のや

なせキャラクターとアンパンマンのキャラクターを一緒に並べると、要するにアンパン

マンの世界観を壊すので認められないということではあります。  

  ただ、私自身も、来年やなせ先生が没後１０年であるとか、フレーベル館の親会社が

実は凸版印刷でして、ｋａｍｉｃａでもお世話になってることもありまして、いろいろ

な機会を通じて、香美市でやなせ先生を顕彰する形でのＰＲができないか、そこは今後

も引き続きお願いもしながら要望も上げていきたいと考えております。  
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○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    ⑥です。 

  ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾートの宿泊者だけが申し込める、部

屋ごとに違うキャラクターから届くグリーティングカードを用意してはどうか。前回の

答弁は、現状では考えていないとのことでしたが、その後どうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  ホテルのほうに確認しましたが、キャラクターの使用については権利関係もございま

して、キャラクターから届くグリーティングカードの用意は考えていないという返答を

いただいております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    変わりなしということですね。  

  ⑦です。 

  レストランでやなせ先生の考案した飲食物の提供を考えてはどうでしょうか。前回の

答弁は、現状ではサービス、商品提供の予定はないということでしたが、どうでしょう

か。 

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  やなせ先生の料理レシピにつきましては、以前「みんなのきょうの料理」に紹介され

たと伺いまして、ホームページ等を確認しましたところ、刻み野菜スープ、そば粉ドッ

グ、グリーンスープ、しまうま焼きの４品のレシピが紹介されておりました。こちらに

ついてもホテルに確認しましたが、今のところレストランにおいてやなせ先生の考案し

た料理を提供する予定はないとの回答をいただいております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    これも同じ、残念ですね。  

  ⑧です。 

  香北の自然公園に先生の詩碑を配置し、回遊性を高めてはどうでしょうか。前回の答

弁は、詩碑設置に関しては関係者と協議させていただきたいと思っておりますというこ

とでした。その後の経過等についてお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    香北支所長、前田哲夫君。  

○香北支所長（前田哲夫君）    御提案ありがとうございます。この公園は、若い方は

知らない人が多くなりましたが、香北町出身で元日本テレビアナウンサーの福留功男さ

んの寄附金を基に整備された自然公園です。たくさんの方に知ってもらい、来てもらい

たいと考えています。  



－58－ 

  やなせたかし先生の詩碑設置については、福留功男さんに承諾をもらっておりますが、

詩の使用、詩碑の設置については、アンパンマンミュージアム振興財団側に問い合わせ

ていますが、著作権などいろいろな制限があるため、協議させてもらっています。許可

が出ましても、福留さんの公園ですので、やなせたかし先生の詩碑は公園の中で公園を

見守っていくような形となるように考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ７番、山﨑眞幹君。  

○７番（山﨑眞幹君）    福留さんも了解済みということで、これは非常にめでたいな

と思います。以前は協議させていただきたいで終わっていますから、ちょっと一歩進ん

だかなと思います。  

  せっかくのいただいた公園を回遊していく、ただ、そこにしかない植物ということも

あれですけど、やっぱりよりインセンティブの効いた、場所が場所ですからね、ホテル

があって、記念館があって、その場所の裏にあるわけですから、そこにやなせ先生の

様々な詩碑があって、その詩碑の横に、例えばさっき出た聖地巡りのＱＲコードがあっ

て、それをピッとやると、またやなせポイントが加算されるみたいなことで、いくらで

も使い道があると思うんですよね。まあぜひそういうことで、詩碑については努力して

いただきたいと思います。  

  ここまでやなせたかし記念館のまちづくりについて述べさせていただきました。先ほ

ど管財課長から少しありましたように、やっぱりやなせたかし記念館のあるまちづくり

というものは、この第３次香美市振興計画策定時に、しっかりと政策として位置づける

姿勢が必要だと思いますけれども、それについての見解をお尋ねして、最後としておき

ます。 

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   おっしゃるように、香美市においてやなせたかし先生の御

功績というのをしっかりと受け継いでいけるような形で、私自身も市政を運営させてい

ただきたいと思っております。今議会では、美良布のまちづくりの話もありました、旧

アンパンマン図書館の話もありました、いろいろな積み残した課題があるのだと認識し

ております。来年度、何度も申し上げてあれですけれども、やなせ先生没後１０年とい

うことを機に、香美市だけではなくて、自分もいろいろな県議会あるいは自民党で全国

各地を訪れたときに、やなせ先生の御功績があったという話を聞いております。例えば、

国会議員が香美市を訪れたときに、やなせ先生の聖地が香美市にあったことを知らなか

ったと。実は埼玉県の浦和には「浦和うなこちゃん」というキャラクターをやなせ先生

が作られて、ちゃんと銅像もあるんだと。自分はまだ確認していないんですけれども、

そういった事例がいろいろなところにあると思いますので、来年度は、他地域との絆づ

くりという意味でも、何か今年度中に計画を立てて、来年度はしっかり動ける体制をつ

くりまして、やなせ先生の思いをしっかりと受け継げるまちづくりに取り組んでまいり
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たいと考えております。 

○議長（山本芳男君）    山﨑眞幹君の質問が終わりました。  

  消毒のため暫時休憩いたします。  

（午後 １時５９分 休憩） 

（午後 ２時００分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、９番、舟谷千幸さん。 

○９番（舟谷千幸君）   ９番、公明党の舟谷千幸です。議長の許可をいただきました

ので、一問一答方式で質問いたします。  

  初めに、１番目、マイナンバーカードの取得推進です。  

  マイナンバー制度は、行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実

現する社会基盤と総務省は説明しています。政府はマイナンバーカードを行政デジタル

化の基盤と位置づけ、本年度末までにほぼ全ての国民にカードを交付する目標を掲げて

います。国のカード交付率は１０月１０日時点で人口の４９ .６％にとどまっており、

普及推進に追い込みがかかっています。  

  政府は昨日、現行の健康保険証を２０２４年秋にも原則的に廃止し、マイナンバーカ

ードと一体化した保険証の利用へと切り替えることを明らかにしました。また、運転免

許証としての利用は、２０２４年度末までとしていた実施時期の前倒しを検討するとの

報道もありました。マイナンバーカードにポイントを付与する、マイナポイント第２弾

のカード交付申請を１２月末まで延長することを発表し、カードの新規取得をさらに進

めることを目指しています。マイナポイント第２弾は、カードの普及と消費喚起を目的

としたものです。カード取得時に、健康保険証としての利用申込みと公金受取口座登録

することで、合計最大２万円分がキャッシュレス決済の買物などに使えます。これらは

マイナンバーカードを普及促進するための施策でございますけれども、市長は９月開会

会議、１０月定例会議の提案説明で、マイナンバーカード取得推進は国の方針に従って

取組を進めていくと述べられました。  

  ①の質問です。  

  カード取得率は、１０月１０日時点で全国民の４９ .６％、本市の取得率は最新で３

２.７％とあります。国よりも大分低いわけですけれども、今後の目標はどのようにし

ているのか、お伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  市町村は、マイナンバーカードの円滑な交付につきまして、マイナンバーカード交付

円滑化計画を策定し、令和４年度末までにはほぼ全国民に行き渡ることを、つまり１０

０％を目指す観点から、普及促進に計画的に取り組んでおります。計画におきましては、
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令和５年３月末までの交付率を１００％としております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    国と同じ１００％という目標で、令和５年３月末までに行う

という力強い目標を立てているということでございます。  

  ②でございます。  

  カードの取得率がこの３か月間で４ .５％伸びたとあり、休日窓口の設置や出張受付

会の開催も効果があったと思います。市長も参加されていたということですけれども、

この取組でのマイナンバーカード新規取得や、マイナンバーカードのポイント申込み状

況をお伺いいたします。 

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    ７月から９月の３か月間に実施した休日出張申請受

付等の取組での申請者数は４３０人、マイナポイント申込者は９０人です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    この数は、この３か月間で見ますと多いと見られているんで

しょうか。そこをちょっと確認したいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    初めての取組でもあり、目標の数値を考えておりま

せんでしたので、この数字が多いのか少ないのかは少し判断が難しいところではありま

す。ただ、この期間につきましては、周知、そして窓口での対応は一生懸命やりました

ので、係の者にはこの数字はなかなか大きいものだよと伝えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。 

○９番（舟谷千幸君）    本当に私もこの数は大きいんじゃないかと考えておりました

けれども、やはり出向いていくことは市民の目に留まりやすくて、取得しようと思って

いた方とか、また、たまたまやっぱりやらないかんのやと思った方もおられるのではな

いかと思います。効果があったように思います。  

  申請期限が年末まで延長になったわけですけれども、今後もこういった出張とか休日

受付の予定はされているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    後半でもどのような形でという御質問がありますの

で、同じ回答になるかもしれませんが、今後も休日出張申請については計画をしておる

ところでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    ③です。  
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  カードの作成は任意ということになっておりますけれども、昨日、現行の健康保険証

廃止ということで、実質義務化という報道がありましたけれども、あくまで御本人の意

向で作成するものであると思っております。このマイナンバーカードの取得が進まない、

どうしても作りたくないと思って取得をちゅうちょしている方の理由というのは、市の

ほうではどのように把握されているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    カードの取得をちゅうちょされている方の理由につ

いては、私のほうで把握できておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    市のほうでは把握されていないということですけれども、私

も昨年作りまして、やはりこの流れ、今、デジタル化の時代ということなので、やって

みようかなという方にはお声をかけているところですけれども、その中には、やはりセ

キュリティーとか、それから、あまりメリットがないとかいうようなお声を聞くことが

ございます。市の相談窓口のほうとかにもないのでしょうか。もう一度確認いたします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    手続方法やお困り事などの幅広い質問についてです

が、来庁者の方でもお電話でもよくあります。来庁された方にはもちろん窓口、また、

お電話をいただいた方にはお電話での対応とはなりますが、なるべく分かりやすく易し

い言葉で回答するように心がけております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    それから、もう一点、ちょっと私のほうにあったのは、いろ

んな健康保険証とか公金受取口座とかがカードとひもづけられるということで、自分の

一つの口座の金額が国に全部知られてしまうんじゃないか、ちょっと少なかったら恥ず

かしいとか、そんな声もお聞きしたわけです。そんなことはないと自分では思ったんで

すけど、一応確認いたしましたところ、本当に全くそういうことはない、残高を知られ

るようなことはないということです。 

  ちょっと資料①を御覧ください。  

  これは、デジタル庁のマイナンバー制度における安全対策について、ネットから引い

たものでございますが、カードを取得してる方は御存じかもしれませんけれども、カー

ドには３つの役割があるということで、証明の役目、ナンバーもありますけれども、こ

のナンバーを読み取るのは、就職とか年金とか災害とか、本当に法令で決められたとき

に使う番号でございますし、写真もございますのでなりすましはできないと。そして、

このＩＣチップ部分には、プライバシー性の高い個人情報は、一切入っておらず、万全

のセキュリティーでここにございますように、３６５日２４時間体制での盗難とか紛失
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への対応があるということでございます。また詳しくは見ていただいたらいいかと思い

ますけれど、安全性に担保してマイナンバーカードが作られているわけでございます。

セキュリティーのことで取り沙汰されておりますけれども、安全性が高いということを

また周知していく必要があるかと思います。  

  先ほどとちょっと重なる部分があるかもしれませんけれども、このマイナンバーカー

ドに対する相談ですよね。出向いていたときにはそういう相談がひょっとあったかもし

れませんけれども、私のように、デジタル庁とかマイナンバーカード総合サイトから電

話で問い合わせることもできるわけです。先ほど細かい対応をしているということでし

たけれども、きちんとした相談体制は市として設けているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    特別に専門窓口としての設定はございません。繰り

返しになって申し訳ございませんが、係のほうでそれぞれの質問や相談について対応す

る体制になっております。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    特別にはないけれども、窓口や電話での対応ということでご

ざいます。  

  ④でございます。  

  この来年度末までに取得１００％の目標に向けていくわけですけれども、先ほどちら

っとまた出向いていくこともおっしゃっていましたが、それに向けての取組をお伺いい

たします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    市の取組といたしましては、引き続き量販店での休

日出張申請の実施を予定しております。また、全国市町村の普及促進取組例を参考にい

たしまして、ワクチン接種会場付近での申請受付も計画しております。国の取組と連携

しまして、申請サポートの実施や広報掲載、またチラシ配布などによる出張申請やマイ

ナポイントについての周知等を行っておりますが、今後も広く継続して実施し、普及促

進に取り組んでいきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    これからワクチン接種のときにも出向いていくということで

すので、新たな取組かと思います。ぜひ１００％に向かっての取組をよろしくお願いい

たします。  

  ⑤でございます。  

  カードを作ってもメリットがないと言う方がおられます。マイナンバーカード取得の

メリットは８つほど上げられておりまして、先ほど申しました本人確認の身分証明書に

なる、コンビニで各種証明書が取得できる、健康保険証としても使える、マイナポイン
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トももらえる、新型コロナワクチン接種証明書の電子交付にも利用でき、オンラインで

の行政手続、マイナポータルで情報確認ができ、また、民間サービスでも使えるという

多機能カードでございます。私が令和２年の９月定例会議でマイナンバーカード作成の

メリットである行政サービスの導入に対して質問いたしましたところ、当時の課長から

は、費用対効果が得られないといった理由で実現されませんでした。今回、市長からは

いろんなサービスのお話があったわけでございますが、改めて市長が今考えている行政

サービスについて、お伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   マイナンバーカードの利便性に関することは、大分進んで

きていると思っておりますし、また、これからも変わってくると思っております。  

  今回の予算に計上させていただいております、マイナポータルを使って妊娠の届出を

オンラインでできる仕組みは、妊婦さんにとっての選択肢を広げるという意味で非常に

意義深いと思っております。妊娠しても届出がないために行政支援が届かないこともあ

ると聞いておりますが、忙しい女性に周知することによりまして、御活用いただけるの

ではないかと思っておりますし、また、私自身は、今後郵便局で住民票などが取得でき

るなどの取組も、他の市町村の事例も研究しながら、デジタル技術を最大限生かした住

民サービスを目指し、積極的に検討していきたいと思っております。特に郵便局に関し

ましては、香美市には常駐で１０か所の郵便局、例えば安丸とか、繁藤であるとか、そ

ういったところでサービスが受けられるようになれば、かなり香美市民にとってはメリ

ットがあるのではないかと思っております。  

  それと、最近いろいろなセキュリティーに対して顔の入った身分証明書というところ

で、運転免許証が一般的ではありますけれども、免許を持たない方、返納された方につ

いては、このマイナンバーカードが代わりになるのではというお話を郵便局長からお聞

きしましたので、私としてはマイナンバーカードの利便性、安全性をしっかりとお伝え

することで、香美市民に取得していただくよう努力してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    今議会で妊娠の届出のシステム改修費が計上されております。

こういったサービスがあることでカードのメリットを感じていただけるようにと思いま

すけれども、このサービスのところを見ますと、ほかにも児童手当とか、あと障害児の

手続とか、そういったサービスもできるとなっておりますけれども、今後のこういった

ことへの拡充は考えておられるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   使い方については、いろいろと国のほうからも事例集とい

うような形で情報をいただいております。その中で、今は取得で手がいっぱいというよ

うな状況もありまして、いろいろな職員の状況も見ながら情報収集をしている段階です

が、できる限り利便性の高いものから導入していきたいと考えております。  
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○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    状況を見て、今後また拡充を考えておられるという認識でよ

ろしいでしょうか。  

  ⑥に移ります。  

  市長は、９月開会会議の提案説明で、郵便局でマイナンバーカードを使った利便性の

向上について、先ほどもお話がありましたけれども、住民票を交付していくということ

がありました。私もこのことに関しては、やっぱり山間地域の方にメリットがあるとい

うところで、大いに期待するものでございます。  

  ほかにもコンビニでの各種証明書交付というのはよく聞くことでございまして、近隣

の南国市、香南市はもう導入されております。コンビニでの各種証明書は、やっぱりお

仕事されている方は実際なかなか証明書を取りに行くことができない。それがコンビニ

でしたら時間も気にせず証明書の交付を受けることができるということで、利便性も広

がるのではないかと考えますけれども、この導入に関してのお考えをお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    高知県内でも、マイナンバーカードで各種証明書を

コンビニで取得できるサービスの実施が増えてきております。現在５市７町にお住まい

の方は、全国のコンビニで住民票の写しや印鑑証明書が取得できます。サービスの導入

は、おっしゃるとおり、住民の方の利便性向上となります。費用対効果の面も含めまし

て、今後検討したいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    地域的にもまた早めに導入していただくと、本当によかった

という利便性になるかと思いますので、よろしくお願いいたします。  

  ２番目の健康対策についての質問です。  

  ①です。  

  ９月２１日、厚生労働省の専門家部会で、新型コロナウイルス感染者が多くの地域で

減少している中ですけれども、この秋以降、インフルエンザが例年よりも早く流行し、

新型コロナ感染症との同時流行が懸念されるという報道がございます。日本感染症学会

からは積極的なインフルエンザワクチンの接種が推奨されていますけれども、推奨に対

して市としての対策はどのようにされているのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）   お答えいたします。  

  新型コロナウイルス感染症が発生以降、感染予防対策を皆さんが実施していただくよ

うになりまして、インフルエンザ感染症の報告はごくわずかになっております。これを

踏まえまして、今後も新しい生活様式に準じた生活をしていただき、感染予防を心がけ

ていただきたいと思います。  
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  なお、広報香美１０月号に、高齢者のインフルエンザ予防接種について載せさせてい

ただいております。その中でも触れておりますが、今期はインフルエンザワクチンと新

型コロナワクチンの同時接種が可能となっております。接種の際は、主治医の先生や接

種される医師の方と十分相談して接種していただきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    同時接種できるということでございますが、インフルエンザ

ワクチンの供給量確保というのは大丈夫なのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）   お答えします。  

  今のところ不足しているというお話は聞いていませんので、大丈夫なのではないかと

思われます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    ②の質問です。  

  ワクチンの周知については、先ほど答弁でありましたように、６５歳以上の方などの

予防接種法に基づく定期接種対象者には、１０月の広報でお知らせがありました。その

ほかの方にもやっぱりこのような流行があるという周知も必要かと考えます。  

  特にインフルエンザの流行が予想されるのは受験シーズンでございまして、以前、子

供のインフルエンザワクチン接種の助成について質問したわけでございますけれども、

今回は特に中学生や高校生の受験生が万全の状態で試験に臨めるように自治体が応援す

るべきではないかと、高知市はこの１年だけ、流行があるということで、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を使って助成したというようなこともございまし

たけれども、香美市においても、こういった受験生に対しての助成が必要じゃないかと

思いまして、また重ねて御検討を願いたいと思いまして質問いたしました。いかがでし

ょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えします。  

  受験生へのインフルエンザ予防接種の助成につきましては、現在、体制面等から実施

しておりません。実施するとなれば、請求書の取りまとめなどの事務手続を含めて、香

美郡医師会事務局への負担がかなり増えることが想定されます。また、インフルエンザ

ワクチンを市外で受ける御家庭もあることから、香美郡医師会以外の医師会との調整も

必要であり、現在、新型コロナワクチン接種でかなり医師会へは負担をお願いしている

ところでもありますので、早急の実施は難しいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  
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○９番（舟谷千幸君）    インフルエンザだけじゃなくコロナの時期でございますので、

確かに香美郡医師会には本当に負担をかけているかと思いますけれども、ぜひまた今後

検討願いたいと思います。  

  ③の質問です。  

  肺炎球菌ワクチンについてでございます。インフルエンザはウイルスですけれども、

肺炎球菌は細菌でございます。ウイルスよりもちょっと大きい細菌でございますけれど

も、この肺炎球菌のワクチンについてでございます。  

  肺炎は日本人の死因の第５位で、現在考えられている肺炎の原因菌というのは様々ご

ざいますけれども、４分の１から３分の１は肺炎球菌と言われております。ワクチン接

種によりまして命を守り、健康を増進させて、医療費の削減にも効果があります。  

  インフルエンザワクチンとか毎年やっているワクチンとは違って、定期接種は１回に

限り助成があるということで、６５歳以上の御高齢の方と、そして６０歳から６５歳ま

での様々な疾患を持っていらっしゃる方が対象になりまして、５年ごとに対象者が異な

るわけでございます。それ以外の方もできるわけですけれども、私も数年前にワクチン

接種の通知が来たので、行ったわけでございますが、そのときには１回に限り助成があ

るということで、２ ,０００円で接種することができました。この接種率は全国で４割

ぐらいやということですけれども、本市の状況をお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  香美市での接種率ですが、令和元年度は１９ .９％、令和２年度が１５.０％、令和３

年度２４.４％となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    新型コロナウイルス感染症の流行時期でもございましたので、

その関係もあるんでしょうけれども、全国から比べても低い状態かと思われます。先ほ

どのインフルエンザワクチン接種率と比べても低い状況なのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えします。  

  インフルエンザワクチンの接種率につきましては、ここ３年で大体平均６３％ほどと

伺っております。やはり高齢者肺炎球菌のほうはちょっと少ない状況です。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    やはり肺炎球菌のほうはかなり接種率が低いということでご

ざいますね。  

  ④の質問でございます。  

  ２回目以降からは任意接種となります。先ほど申しましたように、助成がありますの
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は１回限りでございまして、このワクチンには、私も知らなかったんですけれども、２

種類あるということです。２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン、略してＰＰ

ＳＶ２３と言いますけれども、それからあと、１３価肺炎球菌結合型ワクチン、ＰＣＶ

１３の２種類があるということでございます。このワクチンについて、市の認識はいか

がでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  高齢者肺炎球菌感染症の定期接種で使用しているワクチンは、おっしゃるとおり、２

３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンというのを使用しております。肺炎球菌ワ

クチンには乳幼児の定期予防接種で使用される１３価肺炎球菌結合ワクチンもあります。

つまり２３価と１３価があるのは舟谷議員のおっしゃったとおりです。  

  以下、２３価ワクチン、１３価ワクチンと言わせていただきますが、２３価ワクチン

は対応する血清型が２３種類と多いですが、活性化できる免疫系が限定されているため、

免疫系が未熟な乳幼児には使用することができません。また、免疫系の活性化が少ない

ため、接種から５年を経過すると十分な予防効果が見込めなくなるとされており、予防

効果を保つために、５年を超えると再度の接種が勧められているのが２３価ワクチンで

す。 

  対しまして、１３価ワクチンは対応する血清型が１３種類と少ないですが、多様な免

疫系を活性化させる効果があるため予防効果が強いと言われております。１３価ワクチ

ン自体の承認は得られていますが、５歳から６４歳への接種は認められていない状況で

す。高齢者への定期接種にこの１３価ワクチンを使用することに関しましては、現在も

検討が続けられている状況です。ゆえに、高齢者用の定期接種では２３価ワクチンしか

使えません。なお、１３価ワクチンを６５歳以上の高齢者へ使用するときは任意接種の

扱いとなっております。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    説明があったように、②の資料を見ていただきますと、６５

歳以上の成人に対する肺炎球菌ワクチン接種の考え方ということで、日本感染症学会が

提示したものでございまして、赤枠の２３価ワクチン定期接種には助成があって、

２,０００円で香美市はできます。一番左の端はきちんと通知が行く定期接種でござい

まして、中ほどにあります定期接種の場合には、御自分でやっておこうと先に受けたと

きで、これは助成の通知が行かない、すぐにやる場合は気がつかないということもござ

いますけれども、このように、１３価ワクチンを自分で先に打った場合でも、２回目に

２３価ワクチンをやるときには助成があるということでございます。知らずに真ん中に

黄色枠の任意接種で２３価ワクチンをやりますと、この定期接種の年齢ではないと助成

がないということになります。こういった方も実際この香美市にもおられまして、知ら
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んずくに接種したら助成がなかったということがございますので、やはりこういう肺炎

球菌、本当に少ないかもしれませんけれども、皆さんにこういった周知をしておくこと

も大事ではないかと思いました。  

  それで、⑤でございます。  

  この肺炎球菌のワクチンでございますけれども、市民に対しての周知といいますか、

肺炎球菌ワクチンの情報提供に関して、市としてはどのように対応しているのかをお伺

いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  現在、定期接種対象者には２３価ワクチンの情報を提供しております。１３価ワクチ

ンの情報提供はしていません。やはり舟谷議員のおっしゃったとおり、情報提供もして、

接種医と相談できる体制が必要だと考えております。今後は市民への情報提供の方法に

ついて、医師会の御意見を伺ったり、他市町村の情報も収集しながら研究検討していき

たいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    今後は検討していただけるということですので、よろしくお

願いいたします。１３価ワクチンのほうはあまり聞かないけど、先ほど説明があったよ

うに、免疫系を活性化させるということで、２３価ワクチンよりも免疫の病気の方なん

かにはすごく効果が高いとお聞きしております。お医者さんのほうからも説明があるか

と思いますけども、自分で知っておくことも大切かと思いますので、よろしくお願いい

たします。  

  ⑥でございます。  

  高齢者の肺炎は繰り返しやすく、入院すると医療費の負担増加や認知症の発症につな

がるため、予防が大事です。２回目以降のワクチン接種は任意接種のため、全額自己負

担です。接種料金は医療機関で多少違うと思いますけれども、２３価ワクチン、定期接

種の分ですけれども、これは８ ,０００円ぐらいということで、免疫透導効果の高い１

３価ワクチンのほうは１万２ ,０００円と、ちょっと１３価ワクチンのほうが高くなっ

ておりまして、いずれも庶民の感覚から言うと高額のワクチンでございます。  

  大豊町のほうでは７５歳以上の方に２回目以降も公費助成を行っているということで

して、問合せをしたところ、２３価ワクチン、１３価ワクチンとも１回につき、償還払

いだそうですけれども、５ ,０００円の助成を行っておりまして、接種率はおよそ７割

ということでございます。市と町とでは規模が違うわけでございますけれども、導入に

至った経緯をお聞きしますと、高齢化率が高く５８ .９％ということでございます。大

豊町ではこのように高齢化率が高いために、町の医師から助成に関する勧めがあったと

いうことで、平成２２年から助成を行っているということでございます。  
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  本市の高齢化率は３８ .２０％ということで、大豊町ほどではありませんけれども、

高齢化は着実に進んでおります。本市においてもワクチンの助成によって接種率の向上

につながりますし、そして、健康増進、医療費の削減が期待されるわけでございます。

今後助成の検討ができないか、お伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  現在の定期接種対象者以外への対象者拡大に関しましては、体制面、予算面等から実

施していない状況です。２回目以降につきましては、接種が必要な脾臓を摘出した方に

は、２３価ワクチンが肺炎球菌による感染症発症予防のために保険適用になっておりま

す。２回目以降の接種助成につきましては、国や県内他市町村の状況などの情報収集に

努め、研究をしたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）   ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    ぜひ検討していただくことと、それからあと、次の質問にも

関わってきますけれども、やはり１回目のワクチン接種率も低い状態ですので、この啓

発も進めていってほしいと思います。  

  ⑦でございます。  

  助成金以外でワクチン接種率の向上につながるということで、インターネットで調べ

たのでございますけれども、ソーシャルキャピタルという、私もあまり聞き慣れない言

葉ですけれども、その中身を見ますと、スポーツや趣味などの社会参加で地域の人々と

信用・信頼関係を築くというソーシャルキャピタルによって、個人的な社会参加がある

だけじゃなくて、その社会参加の多い地域に住んでいるだけで肺炎球菌ワクチン接種率

が高いという、新潟大学の研究結果がありました。こういった接種率向上というのも人

と人との地域力かなと考えました。これから高齢化率が高くなっていくわけでございま

すので、このソーシャルキャピタルという接種率の向上に対する考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課親子すこやか班長、川渕美香さん。  

○健康介護支援課親子すこやか班長（川渕美香君）    お答えいたします。  

  社会参加などで人と関わる機会のある方は感染予防も十分気をつけておられ、また、

人と関わることで情報も入りやすく、接種率向上につながっていると考えられます。今

後も個別通知と口コミ等で情報発信ができるように、広報やホームページ、折に触れい

ろいろな機会で接種勧奨を実施していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    よろしくお願いいたします。  

  次に、３番目の質問です。  
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○議長（山本芳男君）    暫時休憩します。 

（午後 ２時４６分 休憩） 

（午後 ３時０２分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）   ３番目の質問です。 

  視覚障害者の方から、新型コロナウイルスワクチン接種４回目の通知が届いているの

を知ったのは、１か月後だったとお聞きいたしました。通知方法について工夫ができな

いか、質問いたします。 

  ①です。  

  本市の視覚障害者は令和２年度１０４人です。この中で、自分では文書が見えない１

級、２級の視覚障害者で、文書を見てもらえる御家族がいない独り暮らしの方の人数を

お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。 

○福祉事務所長（中山泰仁君）   お答え申し上げます。  

  本市在住で視覚障害１級、２級の身体障害者手帳を所持している方は、現在４８人で

ございます。このうち全盲または全盲に近い方で、かつ独居の方は３人です。３人とも

に居宅介護、ホームヘルプサービスを利用しており、視覚から情報を得られなくても代

読による音声での情報入手は可能でございます。このことから、行政情報から遮断され

ている方はいないものと考えております。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    ３人の方がおられて、３人ともにヘルパーが通っていらっし

ゃるということですが、私が相談を受けた方は、もちろんヘルパーが来ておりますけれ

ども、この方の意向といいますか、来ているヘルパーよりも特定の、この方は所長とお

っしゃいましたけど、自分の信頼の置ける所長お一人だけに文書を見てもらいたいとい

うような方で、多少その時期が遅れたということもございますけれども、そういう方も

おられるということです。  

  ②の質問です。  

  点字を読める方の人数は何人いらっしゃるんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。 

○福祉事務所長（中山泰仁君）   お答え申し上げます。  

  市内に在住し、かつ点字を習得している方について、集計した統計データはありませ

んので、その人数は不明でございます。  

  なお、少し古いデータではありますが、厚生労働省実施の平成１８年身体障害児・者
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実態調査では、点字習得者の割合は、視覚障害による身体障害者手帳所持者全体の１

２.７％であるとの調査結果が示されております。これを引用すれば、１０人前後では

ないかと推計するところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    １０人前後がいらっしゃるんではないかということですけれ

ども、点字の読める方、また、もちろん読めない方もいらっしゃるわけです。  

  ③の質問です。  

  福祉事務所からは通知文書を送付前に、この方に関してですけれども、電話で知らせ

てくれているということでございますが、コロナワクチン接種の健康介護支援課のほう

からは連絡がなかったと。こういう全盲の障害者の方の通知に関して、庁舎内の連携と

いうのはどういうふうになっているのか、お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。 

○福祉事務所長（中山泰仁君）   お答え申し上げます。  

  議員御紹介の方につきましては、福祉事務所に事前告知の要請があり、障害を持つ方

への合理的配慮の提供として対応してきたものでございます。これまで他課の業務への

拡大を必要としているとの意思は伝えられておらず、全庁的に情報を共有する体制は取

っておりません。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    福祉事務所だけだったというようなことでございます。  

  ④でございます。  

  封筒の一部に点字で表示するという方法は取れないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。 

○福祉事務所長（中山泰仁君）   お答え申し上げます。  

  点字は視覚障害のある方にとって重要なコミュニケーション手段であるものの、全て

の方が点字の読み書きができるわけではございません。前述のとおり、点字習得者の割

合は視覚障害での身体障害者手帳所持者全体の１２ .７％にとどまるとのデータもござ

います。したがって、視覚障害者に配慮した文書等を送付する際は、点字だけに限定せ

ず、その個人ごとに適した形態を確認することが望ましいと言えます。御指摘の事例が

どのような原因で発生したのか、対策はどうあるべきか、可能な限り調査、検討したい

と考えております。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    可能な限り調査、検討ということでございますけども、他市

なんかはどのように行っているのか。大きいですけれども、高知市は点字での文書を送
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られているということでございましたが、他市のことがお分かりでしたら、お聞きいた

します。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    お答え申し上げます。  

  議員御紹介の高知市につきましては、各課で対応は違うけれども、障がい福祉課では

点字シールを貼りつけているということでした。これに加えまして、南国市、香南市、

安芸市、四万十市と聞き取り調査を行いましたが、各市とも対応は取られてないという

ことでございました。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    調べていただいているということで、いろんな配慮をしてく

ださっていることが感じられました。  

  ⑤の質問でございます。  

  香美市障害者基本計画には、障害の有無によって分け隔てることがないようにとござ

いますし、国の障害者差別解消法にもこのようなことがございます。点字を読めない方

ももちろんおられますし、この方のように本当に障害をお持ちの方が一人でも文書の通

知が分かるような、困ってる方がおられるという状況にはいろんな改善が必要ではない

かと考えますけれども、市長のお考えをお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    お答え申し上げます。  

  私たちは日常生活の中で様々な情報のやり取りを行い、コミュニケーションを図って

おります。その多くは文字、音声、映像によって行われますが、障害のある方が必要な

情報を円滑かつ正確に入手でき、また、自分の意思を伝えられるようにするには、手段

や方法などに様々な配慮が必要でございます。  

  視覚障害者には、全く見えない人、文字がぼやけて読めない人、不規則に見えない部

分がある人などがおり、見え方は個人によって異なります。また、生まれつきの障害か、

病気や事故などでの障害か、専門的な訓練を受けているか否かによっても必要となる配

慮は違います。情報入手方法についても、点字を利用する人、パソコンやスマートフォ

ンの音声読み上げ機能を利用する人などがおり、それぞれの特性と場面に応じた配慮が

必要です。  

  第３次香美市障害者計画の基本理念は、「障害のある人もない人も、一人ひとりの人

格と個性を尊重し合う共生のまち・香美市の実現」です。そして、５つの基本目標の一

つに「住み慣れた地域で自立し、安心して暮らせるまちをめざして」を設定し、これを

達成するための施策展開として、情報提供体制やコミュニケーション支援の充実を図る

こととしております。誰もが暮らしやすい社会を築いていくために、障害の有無にかか

わらず必要な情報を確実に得られるよう、課題解決に継続して取り組んでまいりたいと
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考えます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    そしたら、この事例の方については、今後どのような体制を

組んでいただけるんでしょうか。最後にお聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    お答え申し上げます。  

  まずはこういった事例が発生した原因を調査した上で、それがそもそも障害自体に起

因するものなのか、また、それを補う手段がほかにないのかを究明いたしまして、適切

な対応を取ってまいりたいと考えます。  

○議長（山本芳男君）    ９番、舟谷千幸さん。  

○９番（舟谷千幸君）    障害者の方がコミュニケーション手段がないということがな

いように、本当に住み慣れたまちで安心して暮らせる香美市でありますように、ぜひと

も体制づくりをよろしくお願い申し上げます。  

  以上で私の質問を終わります。  

○議長（山本芳男君）    舟谷千幸さんの質問が終わりました。  

  暫時休憩いたします。  

（午後 ３時１３分 休憩） 

（午後 ３時１４分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  次に、１１番、山崎晃子さん。 

○１１番（山崎晃子君）   １１番、くらしと福祉を守る会の山崎晃子です。今定例会

議一般質問の最後となりました。よろしくお願いいたします。私は住民の皆さんの声を

大切にし、その思いを真っすぐ届けられるよう、丁寧な質問に努力いたします。率直で

誠実な答弁をいただきますよう求めまして、通告に従い質問いたします。  

  本日の質問は、国民健康保険の保険料統一について、選挙に関して、べふ峡温泉につ

いて、繁藤地区の活性化策について、旧大栃高校の利活用についての５項目をお伺いい

たします。  

  初めに、国民健康保険の保険料統一についてお伺いいたします。  

  ①です。  

  国民健康保険事業は財政安定化のため、２０１８年４月から運営主体が市町村から都

道府県に移管されましたが、保険料の統一に関しては見送られてきています。現在は毎

年医療費や所得水準を反映させて市町村ごとに事業費納付金を算定し、それに基づき各

市町村の保険料が決められています。 

  県内では年金生活者や自営業者など約１６万５ ,０００人が国保に加入していますが、



－74－ 

人口減少などで加入者が減り続けています。その一方で、高齢化が進み、１人当たりの

医療費は増加しており、小規模自治体で高額医療が必要な人が出た場合、保険料は跳ね

上がるリスクもはらんでいます。こうした背景から、県は２０２１年度から２０２３年

度の第２期県国保運営方針に、保険料水準の統一を目指した議論を行うとして協議して

きた経過があります。そして、今年８月２２日に、３４市町村が２０３０年度に完全統

一することで正式に合意したとの報道がありました。  

  県の現時点での試算によると、統一後の１人当たりの平均保険料は、土佐市を除く３

３市町村で、年額にして約９００円から６万５ ,０００円ほど上昇すると試算されてい

ます。本市の場合は９ ,３０４円の負担増になると聞いています。合意した基本方針に

よると、２０２４年度に統一保険料を導入するとしていますが、急激な負担増を抑える

ため、６年間の激変緩和措置が講じられ、２０３０年度からは、県内のどこに住んでい

ても所得と世帯構成が同じなら保険料は同じになると聞きました。  

  先ほども述べたように、国保加入者は年金生活者や自営業者、非正規労働者などです。

今現在でも多くの加入者から国保の保険料負担が厳しいとの声を聞きます。私もそう思

っている一人です。保険料が高額なため、現実に保険料の支払いに苦慮している方もお

いでる現状ですが、国保料の統一によって加入者負担が今以上に重くなることについて、

どのような認識をお持ちか、お聞かせください。あわせて、基金を活用して、急激な保

険料の引上げにつながらないような対策を積極的に検討するべきではないかと思います

が、見解をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。 

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  報道にありました試算につきましては、統一保険料の導入について今後具体的な検討

に入るには、将来の保険料がどうなっていくのか、つまり導入を見据えた試算が必要と

して行ったものであり、その内容につきましての認識はしております。  

  基金の活用につきましては、令和６年度から６年間の経過措置期間に、被保険者負担

の急激な変化を抑制するための激変緩和措置として、活用は可能です。今後の状況を見

据えた具体的な対策の検討が重要であり、必要であると考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   保険料の急激な引上げに関して、県の基金を使って激変緩

和をされるかなと思ったんですけれども、県の基金と市の基金、どういうふうな形で保

険料の引上げにつながらないような対策になるでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    先ほどお答えしました基金の活用というのは、市の

基金の活用でございます。保険料水準の統一を図るまでの６年間の間に、市の基金を活

用した激変緩和をすることは可能ということです。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   できるだけ基金を活用して、引上げにつながらないような

対策を講じていただきたいと思います。  

  今までは保険料に関して各市町村で様々な対策を取ってきて、保険料の抑制につなげ

てきた部分があるかと思うんですけれども、今度、県に一元化になった場合、そうした

市町村の努力が反映できない仕組みになるのではないかと思うがですけれども、その点

についてはどのような認識をお持ちでしょうか。  

○議長（山本芳男君）   市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  国保制度は構造的な課題があり、財政運営が厳しい状況にあります。その解決に向け、

今回、県内国保保険料水準統一の必要性について、県と市町村で意見交換や慎重な議論

を行ってきております。今後も県と市町村が一体的に被保険者負担の抑制に努めて、安

心して国保制度を利用できるように、しっかり取り組むことが重要と考えておりますし、

市の努力を当然、県内国保全てにインセンティブがかかるような形で取組をしたい、ま

た、していくと捉えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   分かりました。インセンティブがかかる、後の質問にもあ

ります健康づくりにも関わってくると思いますが、その健康づくりがこれから大事にな

ってくるかと思うんですけれども、医療の高度化などもあって、今後、かなり頑張って

取り組まないと、保険料が上がり続けるのではないかと危惧しておるわけですけれども、

今回の国保料統一に関して、市長の認識等をお伺いいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   この保険料統一につきましては、県内市町村からいろいろ

な声がある中ではあります。私としては、今回、高知県全体で統一するということは賛

成の立場で、また、先日、市町村長集まっての会でも全市町村一致した形で統一しよう

ということが決まりました。その間、当然県が主導しながら、高知県民がしっかり健康

づくりを行うことによって、医療費を高知県全体で下げるということが必要であります。  

  私自身の思いとしては、香美市の健康づくりを進めていく中で、本来であれば、統一

しなかったら安くいけたということもあろうかとは思いますが、私自身もしっかり御説

明しながら、高知県全体で統一したことも住民の皆様方にお伝えして、御理解いただけ

るよう努力してまいりたいと考えております。 

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それでは、②の質問に移ります。  

  保険料を統一し、国保加入者に今以上の負担を強いるのであれば、まず国保加入者へ
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の丁寧な説明など、加入者の理解を得ることが大切だと考えます。また、保険料あって

医療なしとならないよう、どこに住んでいても安心して医療が受けられる体制の構築は

欠かせないと思います。今後、取組を進めるに当たって、どのような対策が重要になる

と考えておられるか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  今後は基本方針に基づき、県内どの市町村に住んでいても同じ所得、同じ世帯構成で

あれば同じ保険料とするように、令和６年度から６年間の経過措置期間を設けた上で、

令和１２年度の保険料水準の統一に向けて、具体的な制度設計の作業を行っていくこと

になります。この中で、香美市としての意見、そして、広く各市町村の意見等を聞きな

がら、どうすれば負担が大きくならないかなども細かく検討していく期間になろうかと

思いますので、ここに注力していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   これからということですので、保険料が上がらないような

取組、市民の方に負担がかからないようにというところがあろうかと思います。それと、

私はもう一点ですね、どこに住んでいても安心して医療が受けられる体制、これはもう

本当にすごく大事なことで、保険料を支払っているのに医療はないというような状況に

なっては非常に困るわけですが、高知県の医療構想計画にも加味されてくるかと思うん

ですけれども、現在の医療提供体制ですね、物部町には２か所あるんですけれども、そ

ういった体制を維持していくということを確認したいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   おっしゃるとおり、保険料が統一されるわけですから、ど

この地域にいても当然医療が受けられないといけないということで、今回、市町村の中

で、例えば宿毛市の柏島とか診療所しかないようなところで、やはり保険料が高知県全

体であれば、幡多地域からそういう声が多かったんですけれども、そもそも病院がない

ところで、病院にかからないからこそ保険料も安く済んでいるみたいなお話もあったこ

とは事実です。そういったところでいくと、県内全域においてもいろいろな温度差があ

ると思っております。  

  当然、私は香美市長として、大栃診療所、新しい先生が来られていますが、物部町に

ついては歯科医も含めて、しっかり医療を維持していくことが当然集落の活性化の基礎

になると思っておりますので、その点につきましては御安心いただければと考えており

ます。 

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   大変心強い御答弁をいただきましたので、よろしくお願い

いたします。  
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  それでは、③の質問に移ります。  

  国保の運営主体は県になりましたが、保険事業の主たる担い手は今後も市町村となり

ます。医療費や保険料を抑えるには、検診や病気の予防、重症化させない取組など、健

康づくりに力を入れ、健康寿命の延伸をしていく手だてが必要になります。具体的な取

組は、今後、県から示されることになると思いますが、私は生涯学習や生涯スポーツな

どを通じた取組も重要になるのではないかと思います。全ての市町村で取り組む必要が

ありますが、本市として健康づくりの方針と政策が要るのではないでしょうか。今後の

本市の取組計画についてお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  疾病予防や重症化予防には、検診の受診をはじめ、自身の健康状態の把握や生活習慣

の振り返り、また罹患した際の受診や服薬管理など、健康づくりに関連する手だては多

くありますが、生きがいづくり、運動習慣づくりも大切な取組であります。  

  生涯学習や生涯スポーツの取組は健康づくりとの関連も大きく、現在、生涯学習課が

取り組んでいるウォーキング事業検討会への参加をはじめ、検診後の運動教室の開催や、

介護予防を中心とした体操やポールウォーキングの教室なども実施しており、今後も関

係課や関係者とも情報共有し、取組を進めていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）   生涯学習振興課では、誰もが気軽に参加でき

る生涯スポーツに力を入れていこうと考えております。特にウォーキングは、場所や時

間を選ばず、特別な道具も必要としていないので、ふだん運動していない方でも取り組

みやすいスポーツと考え、今年度から初めての取組として、ウォーキングを始めるきっ

かけづくりを兼ねる、探究ウォーキングを開催しております。また、１１月には保育園、

幼稚園のお子さんから高齢の方まで参加できる、ファミリースポーツフェスティバルを

土佐山田スタジアムで開催する予定です。今後も多くの方が一生続けていくことのでき

るスポーツを紹介するきっかけを設けたり、健康介護支援課や市民保険課とも連携しつ

つ、健康づくりにつながるスポーツを推進していきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   私も健康づくりに関して４年前に同様の質問をしたんです。

そのときは、生涯学習振興課とはこれから連携を進めていくということだったんですね。

まだそのときにはかちっと連携が十分できていなかったと思うんですが、連携して取り

組むべきだということで質問したんですけれども、その後、連携しながら進めてきたと

いう捉え方でよろしいでしょうか。また、何か協議の場とかはきちっと設定されて、取

り組んでいるということでよろしいでしょうか。  
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○議長（山本芳男君）    生涯学習振興課長、黍原美貴子さん。  

○生涯学習振興課長（黍原美貴子君）    ウォーキングについては、健康介護支援課や

市民保険課と一緒に会合を２回ほど開いております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   この健康づくりが本当に今後、重要な取組、大切なことに

なってきます。今回私は生涯学習や生涯スポーツということで言いましたけど、ほかに

も様々な健康づくりに関しての取組があるかと思うんですけれども、こういうことが医

療費、保険料の抑制につながっていって、また、香美市民がみんな元気で暮らせるとい

うことが一番大事だと思いますので、ぜひ取組を進めていっていただきたいです。  

  そこで、この健康づくりの取組に関しては、今のところ市の予算の中で行われている

かと思うんですけれども、保険料統一になった場合には、県からこうした健康づくりに

対する補助金なども出てくるのでしょうか。その辺まだ分からないかとは思いますが、

ひょっとお分かりでしたらお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市民保険課長、萩野貴子さん。  

○市民保険課長（萩野貴子君）    お答えいたします。  

  保険料水準が統一になりましても、内容等が、例えば主体が変わるというわけではご

ざいませんので、これになったからといって新しい補助金制度ができるという認識では

ありませんが、また別の意味で健康づくりについての何か県とか国の補助金制度等につ

いては、きちんと把握できるような体制でおりたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   そうした市町村を応援するという仕組みも必要ではないか

と思いますので、また何かの機会にそういう声も出していただきたいと思います。  

  それでは、④の質問に移ります。  

  私は４年前の一般質問の中で、健康づくりの拠点として、健康センターセレネの積極

的な活用に取り組んでほしいと提案しました。そのときの担当課長からは、健康センタ

ーセレネの利用で、健康づくり、介護予防としまして、継続した適量の運動が最も重要

な方法の一つであり、今後もセレネの設備、温水プールやジムなどを、健康づくりのた

めにさらに役立てていきたい。トレーニングルームの機器も入れ替え、今後は四季に合

わせたイベントの企画を進めていく。健康づくりの拠点となる施設にしていきたいとの

趣旨の答弁をいただいておりましたが、その後の状況などをお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  健康センターセレネにつきましては、セレネで心と体の健康づくりをコンセプトとい

たしまして、生活習慣病やメタボリックシンドロームの予防だけではなく、運動には鬱
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病や認知症予防の効果も期待できますことから、積極的に利用していただくために、高

知家健康パスポートへの参加や、毎週土曜日のトレーニング初心者を対象としたトレー

ニング講習などを行っております。また、運営には２時間ごとの除菌、換気を行い、受

付時には検温、健康状態確認の実施、アルコール消毒液、飛沫防止パネルの設置などの

感染症予防を実施していますので、今後ともセレネの各設備、温水プールやトレーニン

グルームなどを、健康づくりのためにさらに役立てていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   あまり変わりがないわけですけれども、何か、さきのとき

にはイベントなどもということでしたが、コロナがあったのでね、なかなかそれは難し

かったと思います。何か新たな企画というようなお話はないのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  前回の答弁からコロナがございましたので、イベント等はなかなか行えない状態であ

りましたが、コロナが収束いたしましたら、現在も行っておりますが、トレーニング講

習の拡充、保健福祉センター香北を利用した床運動やプールを利用した水中運動などの

セレネ運動教室の実施、また、クーポン券などを利用した健康促進キャンペーンなどを

実施したいと考えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   以前は、このセレネを利用しやすいように送迎バスも出て

いたりして、高齢の方が使いやすかったんですけれども、今現在それはないと思うがで

すが、もうちょっと利用しやすいように、送迎というようなことも今後検討していただ

けたらと思うがですが、その点についてはいかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  マイクロバスは現在もございますが、議員がおっしゃるとおり、コロナにより使用し

ておりません。今後はまたコロナ収束を見まして、検討していきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   せっかくの施設で、健康センターという名前までつけられ

ておりますので、ぜひ活発にこれを活用して、市民の皆さんが活用しやすいように、ま

た企画なんかにも取り組んでいただいて、自分の健康に関心が持てるような取組をして

いただきたいと思います。  

  それでは、⑤の質問に移ります。  

  ９月２７日付の地元紙に、大塚製薬と健康づくりや防災強化などに取り組む包括連携
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協定を結んだとの記事が掲載されていました。健康づくりに関して、具体的な取組内容

についてお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先日、大塚製薬株式会社様と健康増進や市民サービスの向

上ということで、主に４項目の連携協定を結ばせていただきました。健康増進、スポー

ツ振興、熱中症予防、防災ということであります。具体的なところに関してはこれから

協議するという段階ではありますが、大塚製薬は全国の自治体と同じような連携協定を

結んでおりまして、そういったところから健康づくりのいい事例なども御紹介いただけ

るものと思っております。  

  具体的なところでいきますと、アルコールに関する啓発についての取組、あるいは災

害時の精神科医療の講演会などを企画したというお話を聞いておりますし、また、熱中

症予防やメンタルヘルス関連も得意分野というふうにお伺いしております。香美市役所

の職員向けのメンタルヘルス研修であるとか、健康づくり事業、あるいは市民向けの講

演会とか、いろいろな可能性があると思っておりますので、今後、しっかりと連携を深

めて、香美市でいろいろな先進的な事例を取り入れるよう努力してまいりたい、連携を

深めてまいりたいと思います。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   これから取り組んでいただけるということですので、お願

いしたいところですが、この協定には何か期間とか、そういったものがあるものなんで

しょうか。ちょっとこの協定のことをお聞きします。 

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   期間とかはございません。むしろ大塚製薬も全国の自治体

と結んでるような協定ですので、こちら側からいろいろと、隣の県でもありますし、し

っかりと連携できるように、期間もないということで認識しております。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それでは、２番目の質問に移ります。選挙に関してお伺い

いたします。  

  ①です。  

  先月、市議会議員選挙がありました。投票率は５１ .６４％でした。４年前は５３ .９

７％、８年前は５７ .９５％となっており、毎回投票率は低下してきています。平成２

８年からは１８歳から投票ができるようになり、若者の政治参加が期待されました。市

議会職員選挙は国政と違い、住民に身近な市議会議員を選ぶ選挙ですが、投票率の低下

をどのように分析し、今後の対策に反映させるお考えか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。 
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○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）   お答えいたします。  

  投票率の問題につきましては、随時質問をいただいておりまして、なかなか明確な答

えができかねる問題です。実は昨年１２月定例会議でも御質問いただきまして、若干お

答えしておりますが、投票率が上がるか上がらないかは、識者の意見によりますと、選

挙の争点だとか、当日の天候、候補者の知名度、それから候補者の顔ぶれ、顔ぶれとい

う言い方がいいのかどうか分かりませんが、というようなことが言われます。けれども、

これが大きな問題ではないのではないかという気もしております。  

  選挙の争点ということで言いますと、郵政選挙のときに投票率が上がりました。それ

から、政権交代のときにも投票率が上がりました。こういうことがあると上がるという

状況は見えておりますが、毎回そうなるということではありません。それで、当市の状

況を見ておりますと、資料をおつけいたしましたが、残念ながら前回の市議会議員選挙

より物部地区を除きまして減少しております。大変残念であります。それから、若者の

投票率につきましては、西村議員の御質問のときにもちらっと申し上げましたが、令和

３年にたまたま取ったやつで見ますと、１０代、２０代で大体三十七、八％、普通の年

代ですと５０代から６０代、高いところは７０代というようなことなので、確かに１０

代、２０代の人が少ないと言えると思います。  

  １８歳からの選挙権ということもありますが、何せ社会的な教育がなかなかちゃんと

受けられているのかどうか、教育長がいる前で言うのも失礼ですけれども、実は随分前、

１９６０年代ですかね、高校から政治的な問題を排除するというような法律ができたり

して、これがずっとそれなりに効いております。政治的中立性のみが言われて、教育の

中における政治的関心の問題については、投票の仕方だとかいう問題にしか振られなか

ったことが、やっぱりある程度響いているのではないかという気がします。  

  主権者教育といって自分で考えるということですが、考えるためには、それに対する

資料等、いろんな提案が要ると思います。一つの方法論としては、ＮＩＥといった新聞

を使った教育なんかも最近はよくやっておりますが、時事問題を中心に取り上げるだと

かいうことが、物すごく求められているのではないかという気がしております。若者に

対してはやっぱりそういうことを常にやりながら、投票率アップについて考えていきた

いと思っています。あと、細かい点もありますが、取りあえず今の大ざっぱな感覚では

そういうことでございます。  

○議長（山本芳男君）   １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   なかなか難しいところではありますが、私もやはりこの若

者の投票率はすごく気になるところで、外国なんかでは政治の話題が若者の間で通常に

出てくるような環境にあるということも聞きます。日本ではなかなかそういうことが言

えないというか、言いにくいのか、そういう環境的な部分もあるのかなとも思うわけで

すけれども、主権者教育という点で言いますと、私ももうちょっとオープンに話せる機

会が教育の場にあっていいのではないかと思うわけですけれども、その点について教育
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長に少し御意見をお伺いしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    教育長、白川景子さん。  

○教育長（白川景子君）   御指名でございますので、お答え申し上げます。  

  本議会におきましても御質問がございまして、お答えさせていただいたとおりでござ

います。主権者教育につきましては、たしか西村議員から御質問をいただいておったと

認識してございます。  

  現在、香美市におきましては、子供たちが身近な社会や暮らしの中に課題を見出して、

その課題をまずは友人たちと、そして先生たちと学級の中でしっかり議論を重ね、そこ

からまちに飛び出して、様々な方々からも御意見を伺い、納得解を見出して行動に移し

ていく教育に取り組んでおりまして、まさに主権者として自分が自分たちの権利をいか

に守り、あるいは住みよいまちにしていくべきか、政治につきましても、しっかり参加

していくべきであるという教育を推進しておるところでございます。  

  この資料の中にございます数値を見ておりますと、物部町は７１％、香北町が６

２.２３％、土佐山田町が４７.６％と、このような割合大きな違いが出ておるのではな

いかと認識いたします。子供たちもしっかり頑張って勉強しておりますので、大人の皆

様方におかれましても、ぜひ物部町の７１％に並ぶぐらいの投票率を確保していただけ

れば、子供たちもより一層主体的に主権者教育について取り組んでまいる環境が整うか

と存じます。なお、私どももこういった現実を受け止めて、教材なども作成しながら、

子供たちと一緒に考えてまいりたいと考えておるところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   すみません、突然お伺いいたしまして。  

  この投票率の表を見まして、前回、同僚議員の質問に対して、香北町、物部町は中山

間地域の危機感があるのではないかということで、投票率が土佐山田町に比べて高いと

いうことでしたけれども、逆に言いますと、土佐山田町はどうしてこれほど低いのかな

と思うわけですけれども、その点について何か分析とかされているでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。 

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）   御質問でございますが、特に分析をしてい

るわけではございません。都会型の選挙は大体減っていくという、その都会型地域の生

活様式の在り方とかが、多分随分違ってきてるんだなと。隣同士とか、上下の関係もし

かり、そういうつながりの違いがやっぱりどうしても出てきているのではないかなと思

っています。それと、やっぱり家族の中での会話だとか、核家族でないところも随分多

いというのが地方でございますので、そういったところの会話によるいろんな意識の変

化がそれなりにされているのではないかと、分析せざるを得ないと思っております。そ

の差がその辺に出ているのではないかと思います。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  
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○１１番（山崎晃子君）   これがどんどん下がり続けていくことになってはいけない

わけですけれども、今後の何か新たな取組に関しては、何かお考えでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    なかなかいい御提案はできそうにもないん

ですが、実は常々思っております選挙管理委員会のまず第一義的な任務としては、投票

環境の整備ということになりますので、そちらにつきましては、この後の期日前の移動

投票所なんかの例もありますが、いろいろ制度、それからシステムをやっぱり何とか投

票率が下がらないような方向で考えるというのが第一義的でございまして、それ以外に

どうするかというのは、なかなか選挙管理委員会の頭だけで考えていっては、いろいろ

女性の推進委員会なんかが啓発に動いたりはしますけれども、そんなに大きく影響する

かというと、なかなか難しいところもございます。  

  基本的には、私が言う話ではないんですけれども、選挙制度の在り方ですとか、もっ

と大きな問題が横たわっているのではないかなという気がします。今の選挙制度が、例

えば戸別訪問は全然駄目だとか、いろんな制限がたくさんあって、選挙期間中に車の中

から連呼しかしないとかですね、まあよく分からない選挙制度です。この辺をやっぱり

根本的に変えないと、何ともしようがないなということになろうかと思います。  

  それから、この間西村議員にもお答えしましたが、多様性ということでありますので、

果たして選挙制度そのものが多様性に対応してるのかどうか、今、小選挙区ですけれど

も、そういうところも含めて再度検討する必要もあるのではないかとの見解を持ってお

ります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   なかなか法律もありまして、思うようにいかないところも

あるかと思いますので、選挙制度の在り方とか、そういった声を出せるところがおあり

のようでしたら、また出していただきたいと思います。  

  それでは、②の質問に移ります。  

  期日前移動投票所は、現在、土佐山田町で２か所、香北町で１か所、物部町で５か所

の計８か所で実施しています。この取組も住民の方に喜ばれておりますし、定着もして

きていると思いますが、投票状況をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    期日前移動投票所ということで、現在８か

所でやっていると思いますが、これは基本的に投票所の統廃合から派生した問題で、や

っぱり選挙するための場所というのは非常に重要ですので、何とかそれをフォローする

方法はないかと。当初は閉鎖してもそういう制度ではやらなかったんですけれども、そ

の後、やっぱりちょっとまずいということで、この制度を採用して、以前に閉鎖したと

ころにも移動投票所をつくるということにして、今８か所です。  

  今回の選挙における大体の投票者数から言いますと、５０％近くの方が投票されてい
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ます。これは移動投票所の投票率ということですが、全体で見ますと、期日前のほかの

ところでやったものとか、当日投票した人を入れると、全体では７８％から７９％ぐら

い、前回より上がってるということで、効果は発揮してるんではないかと思います。  

  こういうところは非常に重点的に我々も取り組みたいと思いますが、今後ますます増

えるということになると、果たして対応可能かどうかという問題が必ずついてまいりま

すので、またその点は今後考えていかないといけないと思っております。  

○議長（山本芳男君）    暫時時間を延長します。  

  １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   私も今お聞きしようと思ったんですが、地域によっては、

やはりもう立会人を出せないからこの取組は非常にいいと、もしも自分らができなくな

った場合には、こうやってまた私たちの地域にも来てくれるろうかというお話を伺うわ

けです。今聞いたところ、なかなか難しいというような御答弁だったかと思いますけれ

ども、その辺りを協議したりする場もあると思うんですが、今後の見通しとしてはどう

ですか、やはり難しい状況ですか。もしそういうお話があった場合の対応をお聞きいた

します。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。 

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    現在もなかなか立会人が出せないとかいう

ことで、ぼちぼちうちもという地区もあるように聞いております。増える可能性は非常

に高いわけですが、全部に移動をかけるとなると、人材の問題だとか、いろいろな問題

があります。それだけではなく、投票環境ということで言いますと、全国的には移動の

手段を提供する、バスなりタクシーなりを提供して登録者が乗っていくという方法もあ

るように聞いておりますので、そういうことも徐々に研究はしております。将来、絶対

そんな問題になってくる可能性がありますので、移動投票所だけではなく、移動手段の

検討なんかも考慮に入れて、ただ、予算的なこともあるので簡単ではないですけれども、

ちょっと検討するに値すると思って今調べております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   投票環境を整えるということは非常に大事なことですので、

またぜひ研究、検討していただきたいと思います。  

  それでは、③の質問に移ります。  

  今回の市議会議員選挙でも、掲示板が少なくなった、投票所に掲示板がない、掲示板

はあるが国道側にあり投票所になる公民館側にないなど、掲示板の設置場所に関する苦

情を多く聞きました。以前の議会でも掲示板の設置箇所に関する質問が取り上げられて

いましたが、今回のことも含め、早急な改善ができないものか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    お答えいたします。  

  昨年３月定例会議のときにもお答えしているようですが、現在のところ、国政、県政
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については３１７か所のポスター掲示場を造っております。市に関しましては１５０か

所ということで随分減らしております。一つには、立候補者が例えば２２人出ますと、

２５枠ぐらいとか２６枠とかいう大きさの投票掲示板を造る必要があります。こうなり

ますと、設置場所がかなり限られてきておりまして、その上で検討しながらつけるとい

うことをやっております。３１７か所の国政と比べましても、場所的な問題もあって取

り付ける位置が随分違っております。その辺を勘案しながら、ここ数年は１５０か所で

やらせていただいているということになります。  

  ただ、要望が時折出ますので、それにつきましては周辺住民の方と相談して変更する

ことはやぶさかではありませんが、設置できるかどうかという問題がありますので、そ

れは検討する必要があると。現在、２か所に要望が出ておりまして、それは変更するよ

うになると聞いております。設置場所につきましては、どうしてここなんだと、どうし

てここにないんだということを上げていただくと、検討のために見に行くことはありま

すが、どこでもつけられるような大きさではないので、なかなか難しい面もあると思い

ます。要望は出していただければと思います。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   そしたら、もう個々に要望ということですか。例えば各自

治会を通して調査していただくとかっていうことではなくて、もう個々に言うていくと

対応していただけるということでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    個々に言うていただいてもいいんですけど、

自治会単位でやっていただくとまとまるのかなという気はせんでもないし、ほかの意見

も入りますのでありがたいかもしれません。そんなにたくさんいつも言われているとは

思っておりませんので、たくさん出るとは思いませんが、意見として出していただいた

ら検討するということになります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   できたら自治会を通してがいいのかもしれないと思います

けれども、改善できるところはしていただきたいと思います。  

  ④の質問に移ります。  

  選挙広報カーについてですけれども、声が小さい、スピードが速く何を言っているか

分からないというような声をお聞きいたしました。この選挙広報カーの運行の仕方につ

いて、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    選挙の広報につきましては、現在、告示日

より一応広報するような体制になっております。土日を除きまして、通常は業務の車に

スピーカーをつけて、業務で移動するときに宣伝しておりますので、ちょっと急いで仕

事に行くとなると、スピードが速いことがあるかもしれません。それと、業務の関係に
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特化しますので、数量的に少ないのかもしれません。私も長いことやっていますが、ず

っと以前は投票所に不在者投票のあれを配ったりして、選挙管理委員会委員が手分けし

て全投票所を回ったことがあるので、そのときは隅々まで行きましたけれども、それも

日曜日だけだったかなという気がします。  

  現在は、土曜日には土佐山田地区を中心に午前、午後２回に分けて広報車を、これは

広報として出しております。それから、日曜日当日の午前８時から午後５時までの間、

土佐山田組と香北・物部組に分けて、その日は一日中広報で回るようにしていますが、

なるべく人家のあるところということでやっております。昔大きな声でやったらうるさ

いと怒られたことがありますので、病院の近くとか小学校とかは小さい声でとかいろい

ろあるんですけど、そういうことも配慮しながら宣伝していきたいと思います。  

  さっきの投票率のアップにも関係しますが、広報カーはもうちょっと何か面白い、ア

ニメの声優で吹き込むとか、何か新しいアイデアも考えながら、みんなに行き届くよう

にしたいと思います。ただ、市議会議員選挙の場合は、当日以外は選挙立候補者の方が

かなり回っておりましたので、広報以上に隅々まで入っているのではないかという気は

しております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   この広報カーも選挙啓発の一つになりますので、効果的に

できればいいかなと思います。またこれについても工夫できるところはしていただきた

いと思います。  

  それでは、⑤の質問に移ります。  

  不在者投票についてですけれども、市民の方から投票したかったができなかったとい

うようなお話をお聞きいたしました。７月、８月は高齢者施設ではクラスターなどが発

生して、不在者投票が見送られたのではないかと考えるところですけれども、このよう

な場合などの対応策についてお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    香美市、それと近隣で不在者投票施設と認

定されているのが、同仁病院、ファミリア、白寿荘、それから三宝荘とありますが、こ

の中の一つで不在者投票が今回できなかったというのは、議員がおっしゃったとおり、

コロナの感染対策がちょっと難しいので、今回見送らせていただくということになった

ようです。実際に不在者投票のあったのは同仁病院だけだったのではないかな。やると

ころについては、いる方にそこで確認をいただいて、不在者投票やる方はここでやりま

すよというようなことでやるんだろうと思います。残念ながら、今回そういうことです。

コロナという特殊事情だとは思っておりますけれども、それ以外でじゃあできるかとい

うと、直接期日前投票所か当日投票にお出かけいただくしか方法がございません、現在

のところ。極力施設に対しては意思確認をしていただくように今後ともお願いをして、

投票機会の損失がないようにはしていきたいと思っております。  
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○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   ほかに今やりようがないということで、ちょっと私もどう

いうやり方があるかと聞かれたら、ちょっと分からないわけですけれども、そうします

と、今回コロナの関係で投票を断念したという方も、投票率に影響することかと思うん

です。そうした方々もおいでるということですよね、投票したくてもできなかった、コ

ロナで不在者投票もできなかったということですので。影響を受けた方が実際おられる

ということで、それは投票率にも関わってきたんじゃないかと思うわけですけれども、

どれぐらいというか、少なからずいたと思いますが、その辺りはどういうふうに思って

おられるでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    数字的にはちょっとつかんでおりませんが、

できなかったところがあったという報告は受けております。それは不在者投票の場所は

今回作りませんということになったので、そこで受付をしなかったということになりま

す。 

  こういった問題は多々出ておりますので、全国選挙管理委員会連合会というのがあり

ますが、そこでもいろいろな要望を出すように今やっております。最近会そのものもで

きていないので、具体的な話はちゃんとつかんでおりませんが、またその会も復活する

と思いますので、この問題についても取り上げていきたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   よろしくお願いしたいと思います。  

  それでは、⑥の質問に移ります。  

  障害の程度が重く投票所に行くことが難しい方は郵便等による不在者投票、及び記入

することができない方は代理記載制度を利用することができます。対象となる方は、身

体障害者手帳か戦傷病者手帳所持者で一定の要件に当てはまる方になっています。平成

１６年３月からは、介護保険の要介護状態区分が要介護５の方にも認められるようにな

りましたが、これらの要件以外の方は対象になりません。  

  手続としては、事前に郵便等投票証明書の交付を選挙管理委員会に申請しておく必要

があります。しかし、条件に該当するけれども、郵便等の投票ができると知らない方も

おいでるのではないでしょうか。郵便等による不在者投票の状況と、どのようにこの制

度の周知をしているのか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    郵便投票につきましては、本来もうちょっ

と枠を広げてやるべきということも、全国選挙管理委員会連合会の中でもよく出ている

課題ではありますが、今おっしゃったように、現在は制限が非常に厳しくて手続も煩雑

でございます。なかなか皆さんやるのがめんどいなという人ばかりですが、ただ、現在、

対象者５人と聞いておりますが、そこには出していただくように一応通知しまして、今
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回４人の方はやられたと聞いております。引き続き今後ともその対象者については御案

内をして、きちっと手続を踏んでやるようにしていきたいと思っております。個人でや

るとなかなか大変なものですから、連絡したいとは思っております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   そしたら、対象になる方へ個々に通知してということです

かね。その方々が５人ですか、何か少ないように思うがですけれども。手帳を持ってい

て該当する人と要介護５の方ですよね、要介護５の方って結構たくさんいるかと思うん

ですけれども、確認します。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    ちょっと私の把握不足ですね。聞いたとこ

ろ５人の登録になっているとお聞きしたものですから、そのようにお答えしたんですが、

要介護５といえばたくさんいらっしゃるかもしれません。ただ、認定されんといかんの

で、認定されていないと、要介護５であろうが何であろうが自動的には多分ならないの

で、人数的にも制限になっているということだろうと思います。ですから、５人という

報告に現在はなってると。要介護５の方に一々全部言って、施設なりでも言ってもらっ

て、やりますかという方法がいいのか、ちょっとその辺はまた聞いて検討してみたいと

思います。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   私は、手帳を取得したときに、対象者であれば投票の際に

はこういうことで投票できますよというようなお手紙を、身体障害者手帳を申請して通

知が来たときに、手帳と福祉のしおりとかが入ってくるんですけれども、ちょっと私も

よう見てないがですが、それと一緒にお手紙を入れるとか。介護認定の場合も、申請し

て認定されたときには、あなたは要介護５で、こういったサービスが使えますよという

お手紙が来ますので、そういった中に投票のお手紙も入れて周知したらいいんじゃない

かなと思ったわけです。どういう形で、登録をしたいということで連絡があってするの

かどうか、ちょっとその辺りの手続的なことは、ちょっと私も十分承知していないんで

すけれども、そういった啓発、周知の仕方もあるのではないかと思いましたが、いかが

でしょうか。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    私も少し細かいことについては勉強不足で

すが、取りあえず選挙人が証明書交付申請をしてということから始まると聞いておりま

すので、身体障害者で対象者になった方に、当初、こういうことが申請できますとかい

う案内が行っているかどうか、ちょっと一遍確認してみます。ただ、そうなると、じゃ

あ要介護５の方には、認定を受けたらそういう案内が行くのかということも含めて、少

し調べさせていただきたいと思います。今ちょっとこの場でお答えできるものを持ち合

わせておりませんので、誠に申し訳ございません。  
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○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   分かりました。 

  そしたら、⑦の質問に移ります。  

  新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養等をしている方で、一定の要件に該当す

る方は、令和３年６月２３日以後の選挙から特例郵便等投票ができるようになりました。

手続は、事前に必要な書類を添付して投票用紙等を請求する必要があります。特例郵便

等投票の状況と、周知はどのようにしているのか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    特例郵便等投票につきましては、コロナに

関連して実施されるようになったと伺っておりますが、今回、２月の県議会議員選挙で

１件、市議会議員選挙では４件の投票実績がございました。実際上は、この間新聞にも

出ておりましたけど、参議院議員選挙では全国で１ ,８００人ぐらいしかしていないと

か、これも手続を４日前までにやってどうこうと、非常にめんどくさいということで、

実は総務省が必要最小限の外出ということで、無症状患者の療養中については投票所で

投票できるという通知も流したようですが、それがうまく通じていないとかいうことも

あって、ちょっと投票をストップされた方もいらっしゃるように聞いております。  

  申請の方法とかはホームページで公開しておりますけど、不在者投票期間に感染した

期間が重なるとか細かいことがいろいろあって、具体的に問合せをしていただければお

答えすることは十分できたんですけど、どの方がそうであるかも分かりませんので。今

後とも広報香美とかいろいろなところで、まだコロナが収束するかどうかも分かりませ

んので、周知する方法をまた考えて徹底したいと思います。原則は、総務省が言うよう

に投票できることにはなっておると思いますけれども、その辺は考えてやっていきたい

と思っております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   そしたら、今回この特例郵便等投票の申請はなかったとい

うことですかね、ちょっともう一回確認します。  

○議長（山本芳男君）   選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    実際、４人の方が申請して投票しておりま

す。 

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   先ほど新聞にも出ていたと言われていたんですが、私もあ

れを見て手続がなかなか煩雑で、私のような一人暮らしになると、これを誰かに頼んで

してもらわないといけないわけなんですよね、できるかどうかというのが非常に心配に

なりました。使いづらい制度ですので、何とかこれは国のほうでも改善をしていただき

たいと思いました。また広報もよろしくお願いしたいと思います。  

  それでは、⑧に移ります。  
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  障害者の参政権保障の取組状況をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    現在、当市では、かがみの育成園と障害者

支援施設白ゆりの方々に、期日前投票をしていただくよう投票期間前へ施設に向けてお

声がけしております。期日前投票に連れてきていただいて、代理投票も含めてやってい

ただくような手続は常にやっておりますので、結構投票に来ていただいているとは思い

ますが、ただ、コロナがちょっと影響したこともあるかと思いますので、遠慮がちにな

った方もいらっしゃるかもしれません。現状ではそういうことです。引き続き、施設に

は意向を伺いながら連絡して、投票を促すようにお願いしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それ以外のところでは、特に取組としてはないということ

ですかね。他県では、障害者の方に向けた分かりやすい主権者教育の手引とかを作った

りしながら、各施設への出前講座とか、特別支援学校なんかにも出前講座に行ったりし

ているケースもあるようですけれども、今お話しされた以外には特に取組はないのか、

今後何か検討しているようなことがあれば、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    現在伺っているのはその２施設ということ

で、ほかの施設はちょっと把握できておりませんので、その辺は選挙管理委員会事務局

のほうで再度確認して、するべきことがあれば随時やっていくようにしたいと思います。

ただ、そういう施設がほかにないとも思えませんけど、今のところ確認まで至らなかっ

たのは、おわびしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   分かりました。今後も参政権保障への取組を続けていただ

きたいと思います。  

  それでは、⑨の質問に移ります。  

  この質問は、初日に同僚議員からも質問がありまして、答弁をいただいたところです

けれども、その中でちょっと確認したいがですが、合併時には時期尚早ということで、

この選挙運動費用の公費負担が見送られたということで、令和２年に公職選挙法の改正

があったとき、ちょっと私が聞き漏らしたんですけれども、検討してできなかったのか

どうかを再度確認したいと思います。  

○議長（山本芳男君）    選挙管理委員会委員長、松尾禎之君。  

○選挙管理委員会委員長（松尾禎之君）    その点は西村議員にもお話ししましたが、

この検討は合併後にも行っております。チラシとか資料も残っておりますが、申し上げ

ましたとおり、町村はそういう対象になっていなかった時代でございましたし、やって

いるところも南国市と高知市ぐらいだったかな、ほとんどがやられていなかったと。隣

の香南市も一切その辺はやらないということで、お答えしたとおり、公報だけをやらせ
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ていただいたと思います。それと、その当時に不正が出たとかいう話もさせていただき

ました。ただ、令和２年に法改正があって、町村が一斉に手を挙げたということは、ち

ょっと私のほうも認識を正確に持っておりませんでしたので、その当時に検討を加えて

いれば、ひょっと今年の選挙にある程度の公営ができたのかもしれないということは、

この間もおわびしたとおりでございます。  

  早速に今後、この点につきましては検討を加えてやっていきたいと思いますが、何せ

費用のかかる問題ですので、どういうバランスで、どういう形で、どういうものをやる

かということはかなり検討しないかんなと。ただ、期間的にはまだありますので、その

間に検討を加えて御報告申し上げたいと。どっちにせよ条例提案をしないといけません

ので、そういうことも含めて検討を加えたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   次回までに検討と言われたかと思いますので、その点はお

願いしたいと思います。 

  それでは、大きな３番目の質問に移ります。べふ峡温泉についてお伺いいたします。  

  ①です。  

  べふ峡温泉では、レストランが料理長不在のため９月からお休みになっています。入

浴と素泊まりでの宿泊は受け付けていると聞きましたが、温泉に入った後、ゆっくり食

事をしたいという声があります。また、来月には紅葉を見に来るお客さんもいるのに、

このまま閉じてしまうのではないかと心配する声も聞かれます。今後の見通しをお聞か

せください。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  料理長の退職により、宿泊者及びレストラン利用客への料理提供ができない状態で、

宿泊プランは素泊まりのみとなっており、現在は持込み食材でのバーベキュー施設の利

用を認めるなどして対応しております。料理長の給料を大幅に引上げ、ハローワーク、

県移住サイトにも掲載し募集しておりましたが、先日、１人の応募があり、面接等を経

て採用したとの連絡がございました。今後、まずは宿泊者への食事提供に向けてメニュ

ー等を調整していき、レストラン再開につきましては、そのほかの従業員不足が解消し

てから協議していくとの連絡を受けております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それはよかったです。私がこの質問の通告をした時点では、

まだ料理長がいないとお聞きしたわけですので、もうこれどうしてもいなかったら、地

元の方を雇用するというのが一番いいわけですけれども、移住相談会なんかでもこうい

ったことを発信していただけたらと思ったんですが、１人採用されたということですの

で、ぜひ頑張っていただきたいと思います。  
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  それでは、②の質問に移ります。  

  ７月より客室の１室がペット同伴で宿泊できるようになりましたが、その問合せや利

用状況をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  ８月にトイプードルを連れた８人家族１組の利用があったと聞いております。問合せ

につきましては、８月に５件ほどありましたが、それ以降はないとのことです。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   早速御利用があったということで、よかったと思いますが、

以前、ペット同伴での宿泊ということが出たときに、ドッグランを造ったらどうかとい

うような提案もあったかと思うんですけれども、その辺りは利用者様から、何かほかに

こういうもんがあったらというような声はなかったでしょうか。御利用してどうだった

かという声を聞いていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    その点についてはべふ峡温泉に確認しておりません

ので、ちょっと分かりません。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   新たな取組ですのでね、利用者がおいでたのであれば、ど

うだったかというふうなことも聞いていただけたらいいんじゃないかなと思います。  

  それでは、③の質問に移ります。  

  駐車場前のトイレは、数年前の災害から今日まで使用できない状態が続いております。

観光においでてくれたお客さんに、多大な御迷惑をおかけしているのではないかと思い

ます。温泉が営業しているときは館内トイレを借りることは可能ですが、常時使用でき

るわけではありません。駐車場前のトイレはいつになったら使用できるようになるでし

ょうか、再開予定をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  駐車場前トイレにつきましては、それこそ二、三年前に漏水が発生しまして、給水を

停止したのと同時期に林間広場の山腹崩壊が発生し、落石等のおそれがあるため、使用

を禁止しております。現在、林間広場の防護柵の復旧工事を実施しており、大型工事車

両が通ることで、今埋設した場合には給水管が重みで破裂するおそれがあるということ

ですので、工事終了後に水道復旧工事を行って、使用を再開する予定になっております。

なお、防護柵の復旧工事につきましては、今のところ令和５年１月をめどにしておりま

す。 

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   復旧工事は令和５年１月ということですが、そしたら、そ

の復旧工事が終わったらすぐに給水管が破裂した部分の工事をして、大体再開はいつ頃

になりますか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    破裂した給水管は大分前に多分埋設されたというこ

とで、破裂した箇所だけを直してもまたどこかが破れる可能性があるため、新設するこ

とになります。また、トイレ自体も長い間ずっと使用禁止にしておりましたので、清掃

等も行ってからやると思います。ちょっと工事にどれぐらいかかるのか、期間は不明に

なっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   なるべく早く再開できるようにお願いしたいと思います。  

  それでは、④の質問に移ります。  

  温泉近くの農林漁業体験実習館には、民具などが展示され、森林鉄道の跡地なども見

ることができます。また、べふ峡温泉内にはいざなぎの間もありますが、あまり知られ

ていないのが残念です。もう少し工夫をして、お客さんに知っていただき、楽しんでい

ただけるような取組が必要ではないでしょうか。例えばですが、簡易な方法で足湯を利

用できるようにすれば、観光客の皆さんに喜んでいただけるのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。べふ峡温泉は大変お湯がよいというお声を聞いておりますので、こ

ういうのも一つの方法じゃないかなという思いで言わさせていただいております。よろ

しくお願いします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  いざなぎ流での観光客誘致を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大

により、地域での受入れが難しく、現在中断しております。今後、コロナの状況を見て、

再開に向けて協議したいと考えております。  

  最近の取組としましては、９月１１日に物部川漁業協同組合と共同で「べふ峡で楽し

む！！物部川アメゴ釣り大会」を開催しまして、小学生２２人、保護者等見学者３３人、

計５５人の参加がありました。参加者からは大変好評で、次回開催を望む声を多くいた

だいておりますので、このようなイベントを通じてべふ峡温泉の利用者増へつなげてい

きたいと考えております。  

  山崎議員から提案のありました足湯の設置につきましては、ただいま従業員不足とい

う当面の問題がございますので、運営体制を整えた後に、燃料費や維持管理費等を考慮

して、協会とともに検討していきたいと考えております。  

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   せっかくの温泉施設ですので、何とかここを盛り上げてい

きたいという思いが私もありまして、盛り上げる材料として取り組んでいただけないか

という思いで足湯について書きました。  

  今、コロナの関係でなかなか厳しいところはあろうかと思います。「シカニクの日」

の行事もできない状況でしたので、このコロナが落ち着いて、そういったことに取り組

めるようになったら、もう少しあそこもにぎわいが戻ってくるのではないかと思うんで

すけれども、べふ峡温泉の周りも森林があるわけですので、ウォーキングなんかにも取

り組んでいけれたらいいと思うんですけれども、何かそういったもう少し工夫のある取

組ができないものかと思うわけです。その点で、何か課長、ちょっとどこか視察された

りして、ひょっといい取組事例がありはしないかと思うんですが、その点何かございま

すでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    那賀町の未来コンビニとか、キャンプ場を運営され

ているところへ視察に行ったり、自分はちょっと行けなかったんですが、仁淀川町の旅

館へ視察に担当職員が行きまして、従業員不足にどういうふうな対応をしているのかと

いうことを確認しております。  

  いろいろ企画をやるのと同時に、やはり受入体制の整備をまず全般的にしないと、特

にこの紅葉シーズンにはべふ峡温泉のほうにも多くのお客さんに来ていただいておりま

すが、今年もやはり希望された宿泊を全て受け入れられる体制が整っていませんので、

受入体制をまず整えて、来ていただいた方に喜んでもらえるようにしてから、また次の

誘客に向けてのいろんな施策を考えていきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それでは、引き続いてよろしくお願いしたいと思います。  

  それでは、大きな４番目の質問に移ります。繁藤地区の活性化策についてお伺いいた

します。  

  ①です。  

  市立若藤保育園は、繁藤わかふじ団地の売出しに合わせ、土佐山田町時代の平成１５

年に移転、新築されたと聞きました。しかし、平成１８年に休園し、１６年が経過しま

した。再開のめどをどのように考えているか、お聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   山崎議員の御質問にお答えいたします。  

  今のところ再開の予定はありませんが、再開のめどとの御質問でございますので、今

後、若藤保育園への入園希望者の増加等、再開が必要な傾向が見られた場合には、再開

のめどについて一定の基準等を検討する必要はあると考えます。  
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  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   増加、一定の基準と言われたんですけれども、今特に基準

は決められていないということでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   今のところ再開予定はありませんので、考えており

ません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   この施設も休園して１６年ですよね。何も使われないまま

この月日がたっていっているという状況で、もちろん保育園として再開するのが最優先

なんですけれども、これこのまま月日がたっていくということでいいのでしょうか。例

えばですよね、再開できるまでの期間、何かに有効活用するとか、何かそういうことも

考えられるんじゃないかとも思うんですが、休園ということですのでほかには使えない

のかもしれないですけれども、その辺りはどうでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  休園中ですので、ほかのことに使うことは考えておりません。ただ、ほかに御利用の

計画、御意見等がございましたら、廃園も含めて検討していかなければならないと思っ

ております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   もちろん保育園としての再開が最優先ですが、有効活用す

る方法もどうかなと思います。そういった声が出た場合には協議をしていくということ

でいいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   そのお声も内容に応じて検討していく必要はあると

考えます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   それでは、次の②の質問に移ります。  

  このわかふじ団地にまた人が来てくださったら一番いいわけですけれども、わかふじ

団地は平成１５年に若者定住のための団地として整備されたと聞いておりますが、その

後約２０年が経過いたしました。途中で要件の変更があったようですが、現在２区画が

売れておりまして、残りが１４区画となっています。繁藤地域は人口減少が深刻な状況

になっておりますが、住民からは、団地に家が建って人口が増えれば地域も元気になる
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との声があります。繁藤地区の活性化を念頭に、わかふじ団地の今後の見通しをお聞か

せください。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  過去の一般質問におきましても同様の質問がございまして、お答えしておりますが、

現在も管財課に具体的な購入等の問合せはありません。今後の見通しについて今の時点

で申し上げることができる状況にないというところは非常に申し訳ないですが、正直な

ところでございます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   なかなか厳しいところで、ここのわかふじ団地が整備され

た当時と現在では、状況なんかも変化してきていると思うんですけれども、何らかの対

応策を検討すべきではないでしょうか。何も考えずと言ったら失礼な言い方ですけれど

も、このままの状態よりかは、団地に人が来てくれるような何らかの対応策を検討する

べきではないでしょうか。再度お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    お答えいたします。  

  実際、ほかのことにも転用されたらという話も以前の質問でございました。また、地

元のほうで具体的に何か別の活用法があれば検討させてもらいたいとも思いますし、実

際に買いたいというお話がございましたら、単価の見直しも含めて対応したいとは考え

ております。ただ、今全く動いてない状況でございますので、なかなか難しいというと

ころもあります。  

  私ども管財課が財産を管理する部署でございますので、営業活動というものがなかな

か難しい状況でございます。以前、定住推進課で何とか受け持ってもらえんろうかとい

う話もしましたけれども、なかなか前向いていかんと。いなかみでも御紹介いただいて

るようなんですが、具体的に話が進んだ事例もないということで、なかなか何か打開し

ていけるような材料が今ないという状況です。地元の方からヒントをいただけるような

ことがありましたら、また話は聞かせていただきたいと思っております。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   繁藤地域の活性化についても、当然、私の責任であると思

っておりまして、先ほど管財課長から話があったとおり、なかなか厳しい状況ではあり

ますが、いろいろな可能性を探っていきたいと思っております。一つ防災拠点という形

で、今いろいろな整備を検討しているところでもありまして、例えば香美森林組合の国

見支所もありますし、何か可能性があるのではないかということで、いろいろな情報を

集めたいと思っております。また、議員の皆様からもいろいろな御提案を賜ればと思っ

ております。  
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  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   最後に市長にお聞きしようと思ったわけですけれども、保

育園の状態もそうですし、団地がこのままというのは非常にもったいないというところ

もありますので、ぜひまた情報収集していただいて、利活用できるようにお願いしたい

と思います。  

  それでは、最後の５番目の質問に移ります。大栃高校の利活用についてお伺いいたし

ます。 

  私は６月定例会議で、他の自治体では廃校後の校舎を水族館や集合住宅、宿泊施設、

シェアオフィスなどに改修して、地域の新しい核として活用している事例があることを

お伝えし、旧大栃高校の施設を地域の核として利活用する研究、協議ができないかと質

問いたしました。物部支所長の答弁は、県有施設であり大部分は活用されているが、施

設の部分的な活用や短期的な活用など、新しい可能性について高知県と協議はできると

考えるという趣旨でした。  

  さらに、９月開会会議での市長の挨拶では、今度の市長会で知事に要望することとし

ている。県が所有する建物ではあるが、香美市の指定緊急避難場所として設置もされて

おり、香美市として有効活用しなければもったいないと思っている。地域活性化につな

がる取組を呼び込むべくチャレンジしていくと、大変心強い発言がありました。６月か

らこの４か月の間に旧大栃高校の利活用について具体的な進展があったかどうか、お伺

いいたします。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   議員からお話がありましたとおり、旧大栃高校の利活用に

つきまして、７日に室戸市で市長会がありましたので、そちらで提案させていただきま

して、１１市全会一致で県に提出されたところであります。県でいろいろな検討をして

いただけるものと思っておりますし、香美市としてもしっかりと活用できるような取組

を準備してまいりたいと思っております。いろいろと検討する課題がございます。耐震

改修や耐震補強であるとか、あとは水道あるいはトイレ、水回り、電気、いろいろなこ

とをクリアしながら、施設の利用に向けて取り組んでまいります。今、県からの情報を

待っているような状況ではありますが、こちらとしてもいろいろな可能性について準備

してまいりたいと考えております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   市長会で利用の要望を出したということですが、その要望

というのは具体的に何かということではないのか、ちょっとお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   先ほど申し上げたとおり、水道の施設であるとか、トイレ

の施設であるとか、今、契約自体が全部を利用するような費用でありますので、利用す
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るとなりますと、当然、香美市が使用料について県にお支払いする形になろうと思いま

す。そういう意味で、香美市の身の丈に合った形で借りられないか、全部の施設を香美

市が受けても、なかなかそれは財政的にも厳しいということもありますので、そういっ

た財政負担も含めて検討をお願いしているところです。  

  また、職員室が使えないかとお話しさせていただいて、大栃高校に入ってすぐの場所

が職員室でありますので、そこを借りられないかということは具体的にお話をさせてい

ただいているところであります。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   具体的に職員室ということが出たんですけれども、何か具

体的にどこかから大栃高校を活用したいというふうな要望のお話が出ているということ

ではないでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   今、民間の方から、利用できればそこを事務所機能として

使って、空き家の改修であるとか、シェアオフィスを誘致しようとかいう話、構想段階

ではありますけれども、そんなお話もいただいております。鶏か卵かみたいな世界では

ありますけれども、場所をしっかり構えることでいろいろなアイデアを呼び込むことが

できるのではないか。現状では全く使える可能性がないというようなところから、一歩

進んだというふうに御理解いただければと思っております。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   ちょっともう一点、耐震改修の件ですけれども、私は体育

館を除いて耐震化はできていると聞いていたんですが、実際はそうではなかったという

ことですか、ちょっと確認したいです。  

○議長（山本芳男君）    市長、依光晃一郎君。  

○市長（依光晃一郎君）   一部分が旧耐震であったということで、耐震化が終わって

いる部分と終わっていない部分が混在しているというところですが、安全面も考慮しま

して、一定確認させていただきたいとお話をしているところであります。また、費用も

どれくらいかかるかというところも、今、県と話合いをさせていただこうと、要望させ

ていただいているところであります。  

  以上であります。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   分かりました。今、市長が言われました一歩進んだという

ことで、私もこれまで中山間対策に関して、この大栃高校も含めて、様々質問や提案を

してきたところなんですけれども、なかなか扉が開いてこない状況がずっとありました

中で、今回、この大栃高校は具体的に扉が開きかけているということをお聞きいたしま

して、大変うれしく思っています。ぜひこの大栃高校が核となって物部地域が活性化で
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きるように、今後も取り組んでいただきたいと思います。  

  以上で私の本日の質問を終わります。 

○議長（山本芳男君）    山崎晃子さんの質問が終わりました。  

  以上で一般質問を終わります。  

  本日の日程は全て終わりました。  

  本日はこれで終了します。  

  次の会議は１０月１７日午前９時から開会します。  

（午後 ４時５８分 散会）  
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議事の経過  
（午前 ９時００分 開議） 

○議長（山本芳男君）   ただいまの出席議員は１８人です。定足数に達していますの

で、これから本日の会議を開きます。  

  議事日程は、お手元にお配りしたとおりでございます。 

  日程第１、議案第５９号、令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定についてか

ら、日程第１２、議案第７０号、令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号）まで、以上１２件を一括議題とします。 

  これらの議案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  日程１３、議案第７２号、香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  日程第１４、議案第７３号、香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  日程第１５、議案第７４号、香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  日程第１６、議案第７５号、高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する

規約について、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  以上で、日程第１、議案第５９号から日程第１６、議案第７５号までの質疑は全て終

わりました。各案件は、タブレットに掲載しました議案審査付託表のとおり、それぞれ

所管の委員会に付託します。  

  お諮りします。付託しました各案件は、１０月２０日までに審査を終えるよう期限を

つけることにしたいと思います。これに御異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、付託の案件は、１０月２０日

までに審査を終えるよう期限をつけることに決定しました。  

  以上で本日の日程は全て終わりました。 
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  本日はこれで散会します。  

（午前 ９時０４分 散会） 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定による署名者  

 

 

          議  長 

 

 

          署名議員  

 

 

          署名議員  



 

 

 

 

 

令和４年第２回香美市議会定例会  

 

 

１０月定例会議会議録（第６号）  

 

 

 

令和４年１０月２１日  金曜日  

 



－1－ 

令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議会議録（第６号）  
招集年月日 令和４年１０月３日（月曜日） 

招集の場所 香美市議会議場  

会議の日時 １０月２１日金曜日（審議期間第１９日） 午前 ９時３０分宣告  

出席の議員  
   １番  有 光 収 三      １０番  比与森 光 俊 

   ２番  公 文 直 樹      １１番  山 崎 晃 子 

   ３番  中 平 麻 衣      １２番  笹 岡   優 

   ４番  西 村 剛 治      １３番  濱 田 百合子 

   ５番  西 山   潤      １４番  山 﨑 龍太郎 

   ６番  森 田 雄 介      １５番  利 根 健 二 

   ７番  山 﨑 眞 幹      １６番  小 松 紀 夫 

   ８番  小 松   孝      １７番  村 田 珠 美 

   ９番  舟 谷 千 幸      １８番  山 本 芳 男 

欠席の議員   な  し 
説明のため会議に出席した者の職氏名  
 【市長部局】  

  市 長  依 光 晃一郎   農 林 課 長  川 島   進 

  総 務 課 長  川 田   学   商 工 観 光 課 長  石 元 幸 司 

  企 画 財 政 課 長  佐 竹 教 人   環 境 課 長  依 光 伸 枝 

  定 住 推 進 課 長  中 山 繁 美   上 下 水 道 局 長  西 村 安 史 

  防 災 対 策 課 長  日和佐 干 城   管 財 課 長  和 田 雅 充 

  税 務 収 納 課 長  猪 野 高 廣   ふれあい交流ｾﾝﾀｰ所長  植 田 佐 智 

  市 民 保 険 課 長  萩 野 貴 子   会計管理者兼会計課長  明 石 清 美 

  福 祉 事 務 所 長  中 山 泰 仁  《香北支所》  

  健康介護支援課健康づくり班長  西 村 昭 彦   支 所 長  前 田 哲 夫 

  建 設 課 参 事  近 藤 浩 伸  《物部支所》  

  建 設 課 長  井 上 雅 之   支 所 長  竹 﨑 澄 人 

 【教育委員会部局】  

  教 育 長  白 川 景 子   教 育 振 興 課 長  公 文   薫 

  教育次長兼学校給食ｾﾝﾀｰ所長  秋 月 建 樹   生涯学習振興課長  黍 原 美貴子  

 【消防部局】 

  消 防 長  宮 地 義 之 

 【その他の部局】  

 な  し 



－2－ 

職務のため会議に出席した者の職氏名  
  議 会 事 務 局 長  一 圓 幹 生   議会事務局書記  藤 川 典  子 

  議会事務局書記  横 田 恵 子 

市長提出議案の題目  
 議案第 ５９号 令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ６０号 令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ６１号 令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 議案第 ６２号 令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 議案第 ６３号 令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 議案第 ６４号 令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の

認定について  

 議案第 ６５号 令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の

認定について  

 議案第 ６６号 令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳

出決算の認定について  

 議案第 ６７号 令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 議案第 ６８号 令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳出

決算の認定について  

 議案第 ６９号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号） 

 議案第 ７０号 令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１

号） 

 議案第 ７２号 香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて  

 議案第 ７３号 香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制

定について  

 議案第 ７４号 香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について  

 議案第 ７５号 高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規約について  

 議案第 ７６号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第７号）  

 議案第 ７７号 令和４年度香美市消防団大栃分団屯所建設工事の請負契約の締結につ

いて 

議員提出議案の題目  
 意見書案第  ９号 学校給食費の無償化を求める意見書の提出について  



－3－ 

 意見書案第１０号 生活保護制度に夏季加算新設を求める意見書の提出について  

 意見書案第１１号 旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治の癒着を徹底的に調査

し、国民に明らかにすることを求める意見書の提出について  

議事日程  
令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議議事日程 

                       （審議期間第１９日目 日程第６号） 

令和４年１０月２１日（金） 午前９時３０分開議 

 日程第１ 諸般の報告 

   （１）専決処分事項の報告について  

      報告第 １２号  損害賠償の額の決定及び和解について  

 日程第２ 議案第 ５９号  令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について  

 日程第３ 議案第 ６０号  令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について  

 日程第４ 議案第 ６１号  令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について  

 日程第５ 議案第 ６２号  令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について  

 日程第６ 議案第 ６３号  令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 日程第７ 議案第 ６４号  令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算の認定について 

 日程第８ 議案第 ６５号  令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入

歳出決算の認定について 

 日程第９ 議案第 ６６号  令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘

定）歳入歳出決算の認定について  

 日程第10 議案第 ６７号  令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について  

 日程第11 議案第 ６８号  令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及

び歳入歳出決算の認定について  

 日程第12 議案第 ６９号  令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号）  

 日程第13 議案第 ７０号  令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第１号）  

 日程第14 議案第 ７２号  香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条

例の制定について  

 日程第15 議案第 ７３号  香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について  



－4－ 

 日程第16 議案第 ７４号  香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 日程第17 議案第 ７５号  高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規

約について  

 日程第18 議案第 ７６号  令和４年度香美市一般会計補正予算（第７号）  

 日程第19 議案第 ７７号  令和４年度香美市消防団大栃分団屯所建設工事の請負契約
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議事の経過  
（午前 ９時３０分 開議）  

○議長（山本芳男君）    おはようございます。ただいまの出席議員は１８人です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。  

  本日の会議の日程につきましては、本日、議会運営委員会が開催されております。協

議結果につきましては、議会運営委員会委員長、小松紀夫君から協議結果報告書が提出

されていますので、御覧いただきたいと思います。  

  議事日程は、タブレットに掲載のとおりです。  

  日程第１、諸般の報告を行います。  

  市長から、地方自治法第１８０条の規定による専決処分事項について、報告第１２号

の報告がありました。  

  これから、報告第１２号について質疑を行います。質疑はありませんか。  

  １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    １３番、濱田です。この件について１点ですけど、バッ

クする際にバックモニターというか、後ろが映るようなモニターが車にもあると思うん

ですけど、この市バスにはそういう装置がないということなんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  この車にはバックモニターもドライブレコーダーもついておったんですが、運転手の

ほうが、なかなか前とお見合いみたいな形になりまして、後続車がいるということに気

づかずに、人為的なミスでございますが、安全運転を怠って後ろにちょっと衝突したと

いうことでございます。 

  なお、物損事故でございまして、乗客の方、そして相手方、運転手も皆さん何もけが

はなかったということでございます。  

○議長（山本芳男君）    １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    ちょっと関連でお伺いします。  

  こういった市営バスの事故がありますと、今度、それこそ１１月１日からあけぼの街

道にもぐるりんバスが走行するということになっておりますので、初めてのところを走

って、バリューとかにも行きますので、せんだって委員会で聞いたときには、文化施設

は駐車場の中に入るということですけれども、量販店についてはなかなかそれが難しい

ので、あけぼの街道沿いに停留所をということをお聞きしたので、なおその辺の安全対

策ということで、停留所の位置なんかもぜひまたお考えいただきたいと思います。ちょ

っと要望したいと思って発言させていただきました。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  安全運転につきましては、それぞれ土佐山田町、香北町、物部町の運行事業者にも改
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めて指導させていただきました。そしてまた、あけぼの街道線のほうも新しい土佐山田

町の運行事業者になりますので、その点もかっちり指導もいたしまして、そしてまた、

今月２６日ぐらいには新車が来る予定になっておりますので、検査で合格しましたら、

また安全運転でちょっと試行運転もしていただくような形でお願いしております。停留

所をすぐにまた変えるということは、公共交通会議とかいろんなことがございますので

難しいところもありますが、今後また検討もしていきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   接触して物損事故ということでしたけれども、車両のほう

はどういう状況になっていますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    お答えいたします。  

  これはＪＡ高知県土佐山田支所から東へ大体２００メートルぐらいの市道で、ちょっ

と幅が狭くなっているところでございまして、そこで両方ともがお見合いしたような形

でよけ合いになりまして、後方不注意で当たったということでございますが、市バスの

ほうは若干前（後に「後部」と訂正あり）のバンパーがへこんでおりました。相手方の

車については、外観は全然損傷がなかったんですけれども、ラジエーターがちょっと壊

れているということで、そこの交換にはなっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。以上で報告に対する質疑を終わります。  

  日程第２、議案第５９号、令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定についてか

ら、日程第１７、議案第７５号、高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更す

る規約についてまで、以上１６件を一括議題とします。  

  初めに、１０月１７日に開催されました、予算決算、総務、教育厚生、産業建設の各

常任委員会での審査結果につきましては、タブレットに掲載しました委員長報告書のと

おりであります。  

  これから、常任委員会委員長に対する質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  日程第２、議案第５９号から、日程第１１、議案第６８号までについては、予算決算
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常任委員会委員長から休会中の審査とする旨の報告がありました。  

  お諮りします。予算決算常任委員会委員長報告のとおり、休会中の審査とすることに

異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、議案第５９号から議案第６８

号までの各案件は、休会中の審査とすることに決定いたしました。  

  これから、日程第１２、議案第６９号から、日程第１７、議案第７５号までの６件を

一括して採決します。  

  以上６議案に対する委員長の報告は可決であります。６議案を委員長報告のとおり決

定することに賛成の方は起立を願います。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    全員起立であります。よって、議案第６９号ほか５件は、委

員長報告のとおり可決されました。  

  お諮りします。日程第１８、議案第７６号、令和４年度香美市一般会計補正予算（第

７号）から、日程第２２、意見書案第１１号、旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と

政治の癒着を徹底的に調査し、国民に明らかにすることを求める意見書の提出について

までの５件は追加案件であります。会議規則第３７条第３項の規定により、委員会の付

託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、日程第１８、議案第７６号か

ら、日程第２２、意見書案第１１号までの５件の案件は、委員会付託を省略することに

決定いたしました。  

  これから、日程第１８、議案第７６号、令和４年度香美市一般会計補正予算（第７号）

を議題とします。  

  まず、執行部から提案理由の説明を求めます。企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）   議案第７６号、令和４年度香美市一般会計補正予算

（第７号）について説明いたします。  

  令和４年度香美市一般会計補正予算（第７号） 

  令和４年度香美市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。  

  （歳入歳出予算の補正）  

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４ ,７０２万８,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１１億４ ,０１５万７,０００円とする。  

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

  （債務負担行為の補正）  

  第２条 債務負担行為の変更は、「第２表  債務負担行為補正」による。  
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  （地方債の補正）  

  第３条 地方債の変更は、「第３表  地方債補正」による。  

  令和４年１０月２１日提出、香美市長  依光晃一郎  

  今回の補正予算は、国の予備費による物価高騰への追加策関連予算及び台風１４号に

よる災害復旧に係る予算の補正のほか、債務負担行為及び地方債の補正を行うものでご

ざいます。  

  なお、第１表、歳入歳出予算補正３ページから９ページまでと、歳入歳出補正予算事

項別明細書１２ページから１４ページまでと、款項目節の内訳１５ページから２２ペー

ジまでにつきましては、議案細部説明書の中で概要をお示ししておりますので、御参照

ください。  

  続きまして、１０ページの第２表、債務負担行為補正につきましては、給食配送車両

更新に係る事項を追加しております。  

  次に、１１ページの第３表、地方債補正につきましては、１事業について変更し、限

度額を２６億４６２万４ ,０００円といたしました。起債の方法、利率、償還の方法に

つきましては、補正前と同じでございます。  

  なお、本年度の一般会計に係る市債の内訳資料につきましては、議案細部説明書にお

示ししているとおりでございます。  

  以上で説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    説明が終わりました。  

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

  ５番、西山 潤君。 

○５番（西山 潤君）   議案細部説明書の４ページの教育総務費、香北中学校のスク

ール・サポート・スタッフで６万４ ,０００円の追加と載っておりますが、ここについ

てちょっと詳しい説明をお願いします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   御質問にお答えいたします。  

  この分につきましては、スクール・サポート・スタッフ事業の追加募集がありまして、

それに伴いまして、新規の配置要件を満たしております香北中学校に、スクール・サポ

ート・スタッフを配置するための予算を計上させていただいたところです。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   非常に香北中学校が忙しいということも関係あるんでしょう

か。 

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   お答えいたします。  

  初めに該当している７校には、もう既にスクール・サポート・スタッフを配置してお
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りまして、そのほかで要件を満たしている学校ということで香北中学校に配置するので、

香北中学校だけがとりわけ忙しくて今回つけさせていただいたというよりも、追加募集

がありましたので、７校のほかに該当はないかというところで配置させていただきまし

た。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ５番、西山 潤君。 

○５番（西山  潤君）   よく分かりました。ただ、ちょっと追加で意見を言わせても

らうと、私も香北中学校の前を通ったときにね、非常に夜遅くまで電気がついていたの

で、これが関係あるのかなと思ったわけですが、できるだけ先生方が早く帰れるように、

このスタッフの方がやっていただけたらと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    先ほどの質疑に関連しまして、この文章中に教員の月平

均時間外在校時間が長時間に達している香北中学校となっていますが、そのスクール・

サポート・スタッフを配置するための条件を満たしていると課長がおっしゃったと思う

んですけれども、その条件を満たす長時間に達しているという部分は、時間がどれぐら

いでしょうか。ちょっともう少し詳しくお願いします。  

○議長（山本芳男君）    教育振興課長、公文 薫さん。  

○教育振興課長（公文  薫君）   要件としまして、令和４年４月から６月の教員の月

平均時間外在校等の時間が４５時間以上となる、市町村立の小中学校及び義務教育学校

と示されております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ２番、公文直樹君。 

○２番（公文直樹君）   ２番、公文直樹です。議案書１９ページ、議案細部説明書３

ページの４款、衛生費、香北健康センターセレネの改修工事に関しまして、議案細部説

明書ではマルチスパのポンプの改修工事となっておりますが、これはもうポンプだけの

改修工事費ということでよろしいでしょうか。 

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  ポンプだけの取替えになっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ２番、公文直樹君。 

○２番（公文直樹君）   ポンプだけということですけれども、この議案が可決された

場合には、部材調達等の時間もかかることもあるかと思いますが、利用者の皆様からは
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早く直してほしいという声がたくさん現場へ寄せられているようですので、速やかに改

修工事を完了していただきたくお願いします。  

  それと、現場には故障という貼り紙がほかにもあちこちに貼られています。屋外のシ

ャワーであったり、トイレであったり、こちらの改修も順次速やかにお願いできればと

思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    健康介護支援課健康づくり班長、西村昭彦君。 

○健康介護支援課健康づくり班長（西村昭彦君）   お答えいたします。  

  現在、香北健康センターセレネにはポンプが１８台ありまして、３０年以上経過して

おりますので順次取替え等を行っております。ほか故障もありますが、そのたびに修繕

等を行っております。ポンプにつきましては、また早急に修理を行うようになっており

ます。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ６番、森田雄介君。 

○６番（森田雄介君）    議案細部説明書９ページでお聞きいたします。議案書は１８

ページになろうかと思います。  

  電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の内容ですけれども、対象世帯５ ,２

００世帯と出ております。これは非課税世帯と、また、それに準ずる世帯であろうかと

思いますが、その内訳と支給方法をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    お答え申し上げます。  

  この給付金の算出式で対象世帯を５ ,２００世帯としておりますところ、この世帯数

につきましては、住民税非課税世帯を５ ,１５０世帯、家計急変世帯数５０世帯と見込

んだもので、令和３年度における住民税非課税世帯への臨時特別給付金事業の実績から

推計した概数でございます。  

  続きまして、この支給方法でございますけれども、本給付金の支給につきましては、

対象となる世帯によって次の２つの方法により実施いたします。まず、住民税非課税世

帯への支給につきましては、市が支給対象世帯を抽出し、電力・ガス・食料品等価格高

騰緊急支援給付金支給要件確認書を世帯主に送付いたします。支給対象者は住民税が課

税されている方の扶養親族のみの世帯でないことを確認し、マイナンバーカードや運転

免許証等の本人確認書類と給付金を受け取る銀行等の口座番号、口座名義人が分かる通

帳やキャッシュカード等の確認書類を添付して市に返送いたします。市は書類内容を確

認の上、給付金を支給いたします。次に、家計急変世帯が支給を受けようとする場合は、

申請時点で居住する所在地の市町村に対して電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給

付金（家計急変世帯分）申請書を提出いたします。その際、本人確認書類のほか、必要
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に応じて家計の状況に関する書類等を添付していただきます。市は支給要件に該当する

かを審査の上、支給を決定し、給付金を支給いたします。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ４番、西村剛治君。 

○４番（西村剛治君）    ４番、西村剛治です。議案書２０ページ、議案細部説明書１

１ページの生活者支援ｋａｍｉｃａ（カミカ）マネー付与事業についてお伺いします。  

  これはコロナ関係の予算を使っていると思うんですが、今回、現金支給ではなく、ｋ

ａｍｉｃａを使っての支給となった経緯を教えてください。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  香美市は、現金支給をすることによって、現金を持って市外、高知市とか南国市で購

入される方がいるということで、市民の方への生活支援としては十分役割を果たしてい

るんですが、やはり消費することによる地域の活性化がなされないということが以前か

らの課題でして、それを解消する一つの手だてとしてｋａｍｉｃａを導入しております。

ですので、今回も市民の方に５ ,０００円のｋａｍｉｃａマネーを付与することで、そ

れを香美市で使っていただいて、事業所支援も同時にやっていきたいという目的があっ

て、ｋａｍｉｃａに付与させていただく予定となっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    以前も全世帯支給をやられていると思うんですが、そのとき

はｋａｍｉｃａ導入時期でして、手元にｋａｍｉｃａカードが確実にあるだろうという

前提で一定量消費されたと思います。年数がたちまして、現在、ｋａｍｉｃａが手元に

ない方、ふだん使ってない方も多くいらっしゃると思います。また、高齢者の方々など

はｋａｍｉｃａを積極的に使える環境にはないと考えておりますが、そういった者に対

しての手当ては何か考えておりますでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  昨年度４月に一度付与させていただいた後、１０月に追加付与したときには、やはり

１回きりで終わったと思ったということで、カードを捨てられている方が多数いらっし

ゃいまして、１０月にもう一度付与しますというときには、かなりの方が再発行に来て

いただいております。今回もカードをもし誤って捨てられた方につきましては、無料で

再発行を本庁、各支所のほうで受け付けておりますので、そういった方にはまた再発行

に来ていただくよう対応したいと思っております。  

  また、やはり制度がちょっと分かりにくいという高齢の方も多数おられますので、今

回議決いただきましたら、早急に制度のＰＲというか、宣伝をして、付与までにこうい
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った事業があることを皆さんにお知らせし、市内で使っていただくようにしていきたい

と思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ４番、西村剛治君。  

○４番（西村剛治君）    先日、家のほうにｋａｍｉｃａのはがきが届いています。こ

れには、再発行ができるよとか、どこどこで手続できるよということは書いていないの

で、ぜひ入れていただきたいというのと、実際それが使われなかった場合、ｋａｍｉｃ

ａポイント失効が今回１月３１日までになっていますが、失効したポイントはどのよう

になるのでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  １月末を過ぎると、使っていない期間限定のチャージしたマネーは、全部ゼロという

形になります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １２番、笹岡 優君。  

○１２番（笹岡 優君）   ちょっと確認なんですが、今回は８万円チャージすると２

万円つくという、１０万円になりますよね。それプラス、今度は５ ,０００円来るとい

うことは１０万５ ,０００円になるんですかね、認識として。そうですよね。２５日か

ら始まると先ほど紹介があったやつを入れたら、そういうことになるんですかね。１０

万５,０００円になるんやないかな、全部で。 

  １月３１日までのポイント関係の精算そのものは、調べたらガソリンスタンドが土佐

山田町にはないんですよね、登録しているところが。ですから、本当に量販店で使うこ

ともあるんですが、ガソリンも含めてですね、そういうときに土佐山田町での加盟とい

うのが今後あるのかどうかも含めてですね、大変ガソリンなんかはありがたいんです、

こう使うときに。そういう見通しがあるかというのが一つと、もう一つは、このポイン

トから先にずっと精算していくという仕組みになっているんでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  １０月２５日から始まるこの第２弾のキャンペーンにつきまして、最高８万円チャー

ジしていただくと２万円分の期間限定ポイントがつきます。２万円分のポイントにつき

ましては１月３１日までに使っていただく。それを過ぎるとゼロ円になってしまいます。

ただ、チャージしていただいた８万円につきましては、４年間、今日使ったら４年後ま

で、明日使ったらまた明日から４年後までというふうに、ずっと期限は延長されますの

で、通常使っていただくときは失効はまずないと考えております。  

  今回出させていただいている５ ,０００円の追加マネーにつきましても、１月３１日
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までですので、チャージしていただいてついたポイント及び今回追加で付与する５ ,０

００円につきましては、１月３１日までに使っていただきたいということで、今のとこ

ろ加盟店のシステムでは、自動的にそれを優先するというふうにはなっていないんです

が、加盟店のほうでは優先して使っていただけるように、お声がけしていただくようま

たお願いします。  

  ガソリンスタンドについては、今のところ加盟店の募集等々は商工会でやっていただ

いておりまして、加盟店が増えるという話は聞いておりませんが、今回、このポイント

付与と期間限定マネーの付与によって、通常使う買物とかはこちらを使っていただいて、

そこで少し浮いた分をガソリン代に充てていただくということで支援していけたらと考

えております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   生活資力がある方々で、８万円の今回のキャンペーン関係

も含めてあるわけですが、加盟してるところの利便性が悪いと、やっぱりなかなかチャ

ージしたものを使うというのは、すごく不便なところがあるんじゃないですか。ですか

ら、このｋａｍｉｃａ関係等でも格差が生まれている部分を、一つは今後考慮していか

ないといかん部分があるんかなとちょっと感じています。先ほど言った、土佐山田町で

はガソリンはなかなか無理やと、わざわざ香北町まで入れに行くのかということになる

わけでしょう、そうですよね。農協もいかんでしょう、当然。ですから、そういうこと

も含めて、金額が大きくなればなるほど、一気に使うやっぱりガソリンって結構大きい

んですよ。あとはもう買物しかないわけですので、先ほど言ったポイント優先というの

は、ぜひちょっと推進してやってください。そうやなかった場合ね、結局流れてしまう

という話になるわけですので。もう一度お願いします。  

○議長（山本芳男君）   商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  確かに土佐山田町のほうにはガソリンスタンドでｋａｍｉｃａを使えるところがない

んですが、その代わり量販店等がありますので、通常使うお買物については量販店等で

買っていただいて、現金で払う部分をガソリンに充てていただく。香北町、物部町につ

いてはガソリンスタンドで使えますので、ｋａｍｉｃａ等のポイントとかマネーをガソ

リンに充てていただいて、現金で買物していただくというふうに、いろいろ支援の方法

はちょっと異なりますが、トータル的に支援はできているかなと思います。あと、期間

限定のポイントマネーのほうを先に使うというのは徹底して、失効がないようにしてい

きたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   関連でお聞きいたします。  
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  今回は５ ,０００円分の付与ということになったんですけれども、かなり物価が高騰

しておる状況にあるので、前回は１万円、１万円ということで出たがですが、この

５,０００円に決めた経緯をお聞かせください。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  やはり国から来る臨時交付金の額、予算的なところもありまして、５ ,０００円と一

応決めさせていただきました。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ６番、森田雄介君。 

○６番（森田雄介君）    関連でお聞きします。  

  この中には商工会が運用するアプリシステム改修というのが９０万円入っていまして、

これは今回のチャージとは関係がないのか、あるとしたらどういう改修なのかというの

が１点と、前回に比べてシステム使用料が上がったなと思って、これは何か令和４年３

月までは０.５％やって、これが０ .７％に上がったんやとちょっと振り返ったところな

んですけれども、確かに郵送でやるよりか安くはなっておるんですが、こうやって一斉

にチャージするときに、この１億３ ,０００万円に０.７％を掛けて９１万円と。こうい

う、何ていうんですか、デジタルでやった場合、費用は浮いておるけど、もっと上限が

あったりとかっていうような形で、もう少し安くできるような可能性はないのかなと、

ちょっと思ったところです。そこに対して、何かこの委託先との話合いとかあるのかな

という点。そして、チャージ負担額は９月１日現在人口で出されています。実際に付与

日は未定ということなんですけれども、議決をすればできるだけ早くとは思うんですが、

その間に例えば亡くなった方なんかは反映されると思うんですけれども、大丈夫なのか

なと。そういったあたり、運用面でお聞きします。  

○議長（山本芳男君）    商工観光課長、石元幸司君。  

○商工観光課長（石元幸司君）    お答えします。  

  １点目の手数料につきましては、商工会がシステム改修を、実際は商工会が行うとい

うよりは、商工会と契約しておりますシステム会社が行います。香美市が直接そのシス

テム会社に改修をお願いすることが今回できませんので、商工会を介してということに

なりますので、手数料で払っていただきます。今回の期間限定マネー付与についてのシ

ステム改修がございます。今までは期間限定ポイントと期間限定マネーを同時にやった

ことがないということで、一つまた新しい箱を構えるという、詳しいことはちょっと分

からないんですが、そういったことで今回またシステム改修をさせていただいています。  

  ２点目のシステム使用料につきましては、もう当初から、初年度については０ .５％、

次年度以降は０ .７％と決まっておりまして、この中から凸版印刷と商工会に手数料と

して払っておりまして、商工会もこの手数料を基に一部運営をしておりますので、これ
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は取決めということで、今後変わらずやっていくような形になります。マネーがより多

くチャージされて使われることによって、ここの使用料が増えまして、それをまたいろ

んな事業に展開していくことができますので、これについては一定この数値でずっとや

っていきたいと思っております。  

  あと、最後、付与基準日は今のところ決まっておりませんが、基準日までに亡くなっ

た方はやはり対象外になりまして、逆にそれまでに生まれた方はまた対象に加えていく

という形で、直前まで調整していく予定になっております。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １２番、笹岡  優君。  

○１２番（笹岡 優君）   議案細部説明書７ページの新型コロナウイルス感染症生活

困窮者自立支援金の関係なんですが、ちょっと確認したいのは、これ例の総合支援資金

としてこの間支給されてきた、緊急小口資金等の特例貸付けをもらってきた方しか対象

にならないという認識でいいんでしょうか。新規は認めないと。そして、これは結局、

これまで告示の関係は社会福祉協議会に委託してきていましたね、今回もその方向にな

っていくのか。それと同じように、次のページにあります生活困窮者就労支援金と一体

と。だから、同じ方々が就労支援にもなるという認識でいいでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）   御説明申し上げます。  

  本支援金の支給対象者は、社会福祉協議会が実施する緊急小口資金等の特例貸付けに

おける総合支援資金の再貸付けを借り終わったこと、総合支援資金の再貸付け申請が不

決定となったこと、再貸付けの相談を行ったものの申請に至らなかったことのいずれか

を理由として貸付けを利用できない方で、収入要件、資産要件、求職活動要件などを満

たす方でございます。支給対象者の情報につきましては、県社会福祉協議会から提供さ

れたものをリスト化しておりますので、こちらから順次個別に御案内を差し上げるとい

う形で周知しておるところでございます。  

  続いて、生活困窮者就労支援金との関係でございますけれども、こちらの支援金の対

象者は県の実施要綱によって定められておりまして、生活困窮者自立支援金の制度をベ

ースにするといったことでございますので、今回の申請期間延長に伴いまして拡大され

た支給対象者が、この支援金の対象者にそのままなろうかと考えておるところです。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    １２番、笹岡 優君。 

○１２番（笹岡 優君）   ということは、これ以外に拡大はないということになるん

ですかね。この７組なんですが、これ以上の拡大はないという認識でいいんでしょうか。

また、リストはこの７組しかなかったということなんですか。それも含めて、社会福祉

協議会が対応するということでいいでしょうか。  
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○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    御説明申し上げます。  

  算定式に用いました積算根拠でございますけれども、これは直近２か月におけるリス

トに登載された人数でございますので、今後これが変動するといったことは十分考えら

れるわけでございますけれども、当面この数字を用いて事業を実施してまいりたいと考

えておるところでございます。  

  以上でございます。 

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）   議案書１０ページの債務負担行為補正について伺います。  

  議案細部説明書にも載っておりますが、給食配送車両の更新ということで説明も書か

れております。実際何年乗ったのかということと、一日の配送距離はどれぐらいなのか

ということ、また、給食の配送ですので、どういう仕様になってるのかなと、そこら辺

をちょっとお尋ねします。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）   学校給食センター香北の車両で

して、どれくらい乗ったかについてはちょっと手持ちがないので、また後ほどお知らせ

したいと思いますが、給食の数なんですが、香北中学校、大宮小学校で教員も合わせて

約４００食弱ぐらいを予定しております。  

  仕様につきましては、以前購入いたしました土佐山田学校給食センターの車両と同じ

物と考えています。 

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。 

○１４番（山﨑龍太郎君）   意図が伝わっていなくて、一日どれぐらい、物部町まで

行きますわね。行かない。物部町は自校やったか、ごめんなさい。そしたら、香北町で

使ってどんだけ一日走るのかなということを聞きたかったんですがね。年式はいつで、

今回買換えに至ったのはどういう経過かなと。もう一点加えて言えば、なかなか車が手

に入ってこんという中で、ある部分、特別に何か車を改造せんといかんというレベルは

ないのかということも踏まえて聞きたかったがですけど、いかがでしょうか。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）   年式については、先ほど申しま

したように、後ほどお答えさせていただきます。配送距離は大宮小学校から長くて香北

中学校までなので、その距離は非常に短い、１キロ前後だと思いますけど、よくバッテ

リー上がるとかいう傷みは多いです。  

  仕様は、荷台について特別にこういった大きさでやってくれということはありますけ

ど、車両本体については特にないです。給食車は給食を入れる荷台のところを改装いた
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します。それについての仕様で作製していただいています。 

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。 

○１４番（山﨑龍太郎君）   給食を運ぶき冷蔵機能とかそういうのは全然ないのか。

それと、走っても一日往復したら２キロメートルばあのもんで、年式は後で調べるとい

うことやけど、そんなに傷んでるのかなという部分が一つ思いとしてあって聞いたんで

すけれども、実際、まあ言うたら契約は今結んでおかんといかんということやけど、来

年度いつぐらいに入る予定ですかね。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    １４か月はかかるというお話で

したので、入れられるような形で契約をしたいと思っています。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １２番、笹岡  優君。  

○１２番（笹岡 優君）   先ほどの新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金

の関係等で、住居確保給付金についても一体で来ていると思うんですが、これも延長に

なりましたわね。これは今後どうなるんかな、もし情報があればお願いします。  

○議長（山本芳男君）    福祉事務所長、中山泰仁君。  

○福祉事務所長（中山泰仁君）    お答え申し上げます。  

  住居確保給付金につきましては、今回の補正とは直接関係がなかったもので、手元に

資料がございません。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  暫時休憩します。  

（午前１０時１５分 休憩） 

（午前１０時２０分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    先ほどの山﨑龍太郎議員の御質

問ですが、平成９年度に購入しておりまして、仕様としましては、学校給食センター香

北のみの仕様になっていますので、土佐山田学校給食センターとの互換性はありません。

それで、現在１万９ ,０００キロメートルほど走っていますが、先ほど言いましたよう

に、バッテリーが上がったりといろいろ問題が出ていまして、老朽化が激しいというこ

とで購入させていただきます。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ６番、森田雄介君。 

○６番（森田雄介君）    今お聞きして、ちょっと確認です。  
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  これは議決されていませんので、見積りは出しちゅうんですけれども、契約はまだな

わけですかね。土佐山田学校給食センターと同じ仕様ということなんですけれども、距

離も非常に短いことを考えたら、小さい車両でという可能性はないがでしょうか。費用

が少しでも安くなるような方法がありはせんろうかと思って、お聞きいたします。  

○議長（山本芳男君）    教育次長兼学校給食センター所長、秋月建樹君。  

○教育次長兼学校給食センター所長（秋月建樹君）    土佐山田学校給食センターとは

違う仕様ということで、ある程度の数を運びますので、特に土佐山田町は２回運んでい

ます。２往復。ということで、車両の大きさは変わらないということになります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、議案第７６号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    全員起立でございます。よって、議案第７６号は、原案のと

おり可決されました。  

  次に、日程第１９、議案第７７号、令和４年度香美市消防団大栃分団屯所建設工事の

請負契約の締結についてを議題とします。  

  まず、執行部から提案理由の説明を求めます。管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   地方自治法第９６条第１項第５号、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、令和４年１０月６

日入札執行、令和４年１０月１３日仮契約の令和４年度香美市消防団大栃分団屯所建設

工事、契約金額１億４ ,２０８万２,６００円の工事請負契約につきまして、御審議をお

願いするものでございます。  

  入札の結果につきましては、別添入札結果記録のとおりとなっております。  

  なお、詳しい事業内容の御質問等がございましたら、消防長よりお答えいたしますの

で、御審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長（山本芳男君）    説明が終わりました。  

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

  １１番、山崎晃子さん。  

○１１番（山崎晃子君）   議案書のほうで聞きますが、制限付一般競争入札というこ

とで、どういった制限なのかということと、それから、入札結果記録のほうで、今回、
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解体工事も一緒にということで出ておるわけですけれども、この解体工事と建設工事の

内訳をお聞きしたいと思います。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。 

○管財課長（和田雅充君）   お答えいたします。  

  制限付一般競争入札につきましては、県内建築工事のＡ級ということで縛りをかけて

おります。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  消防長、宮地義之君。  

○消防長（宮地義之君）   内訳は手元に資料がございません。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ２番、公文直樹君。 

○２番（公文直樹君）   ２番、公文直樹です。工事内容につきまして２点。 

  １点目は、現場の騒音対策についてです。現場のすぐ近くには大栃小学校がありまし

て、小学校では今、感染症対策として窓を開けて授業をしておりますので、そういった

ことも考慮されて騒音対策をされているか、伺います。  

  ２点目は、施設内の安全管理についてです。施設内にはＪＲ大栃駅がございまして、

市営バスが頻繁に往来をしております。また、乗客、利用客の方々がたくさん出入りを

されていますが、この辺も熟慮されて検討されているか、お伺いします。  

○議長（山本芳男君）    消防長、宮地義之君。 

○消防長（宮地義之君）   まだ具体な検討には入っておりませんけれども、騒音対策、

それと安全対策、これから業者と改めて協議をしていく中で、努めてお願いして進める

ようにしたいと思います。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）   管財課長に聞きますけど、現在、解体工事単体の場合は

最低制限基準はありましたかね。いろいろ議員が聞いてきて、今までなかったのを構え

みたいなことがあったけど、今ちょっと確認取れていないけど、現在の状況を聞きます。  

○議長（山本芳男君）    管財課長、和田雅充君。  

○管財課長（和田雅充君）    解体工事単体の工事につきましては、最低制限価格は設

けておりません。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    そしたら、今回の入札結果からいうたら、消防長は分か

らんと言うけど結構大事な視点ですのでね、こちらが予定価格を出すのに、その積算基
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準があると思うんですが、建物の解体からいうたらそんなに大きな費用じゃないと思う

んですけど、実際そこは明確にしてもらわんと、ちょっと議決に至らんのじゃないかと

思いますが、調べることはできませんかね。  

○議長（山本芳男君）    消防長、宮地義之君。  

○消防長（宮地義之君）   少し時間をいただければ、調べて回答するようにします。  

○議長（山本芳男君）    １４番、山﨑龍太郎君。  

○１４番（山﨑龍太郎君）    一応、調べてもろうたほうがいいんじゃないでしょうか、

議決に関わることですので。 

○議長（山本芳男君）    暫時休憩いたします。  

（午前１０時２９分 休憩） 

（午前１０時３２分 再開） 

○議長（山本芳男君）    正場に復します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。  

  消防長、宮地義之君。  

○消防長（宮地義之君）   税抜き価格で解体に係る費用は８００万円です。  

  以上です。  

○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

  先ほどの答弁で定住推進課長から訂正があります。定住推進課長、中山繁美さん。  

○定住推進課長（中山繁美君）    報告第１２号の専決処分事項の報告の中で、市営バ

スの衝突した箇所を「前方」と発言したようで、申し訳ないです。「後部」の一部がち

ょっと破損したということでございます。よろしくお願いします。  

○議長（山本芳男君）    定住推進課長、中山繁美さんから訂正の申し出がありました。

会議規則第６５条の規定により、これを許可することにいたします。  

  ほかに質疑はありませんか。  

  １２番、笹岡 優君。  

○１２番（笹岡 優君）   先ほどの内容で、議案細部説明書の中で、令和５年８月３

１日までかかるかもしれんという説明をしているんですけど、こんな説明したことある

んかなと。当初から、もう年度内無理ですということですので、その辺はどうかな。８

月３１日までに解体工事、また建築工事というのが可能ということも含めて、ちょっと

その辺のこういう説明をした経過を説明いただきたいですが。  

○議長（山本芳男君）    消防長、宮地義之君。  

○消防長（宮地義之君）   ２年前に香北分署を建設したときも同様の経過説明でやら

せていただいておりまして、今回もそれにのっとった形でやっておりました。債務負担

行為についても、２年前の香北分署の流れでそのままやってしまって考えが及んでおり

ませんでしたので、今後、関係課と協議しながら適切に進めたいと考えております。  

  以上です。  
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○議長（山本芳男君）    ほかに質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、議案第７７号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    全員起立であります。よって、議案第７７号は、原案のとお

り可決されました。  

  次に、日程第２０、意見書案第９号、学校給食費の無償化を求める意見書の提出につ

いてを議題とします。  

【意見書案第９号  巻末に掲載】  

  これから、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

  討論がありますので、まず、原案に反対の方の発言を許します。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    次に、原案に賛成の方の発言を許します。討論はありません

か。 

  １３番、濱田百合子さん。 

○１３番（濱田百合子君）    １３番、濱田百合子です。私は日本共産党とくらしと福

祉を守る会を代表し、意見書案第９号、学校給食費の無償化を求める意見書案に賛成の

立場で討論をいたします。  

  教育基本法第１条に、教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の

形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければ

ならないとあります。個人の個性や能力を伸ばし、人格を高めるという側面と、共通の

言語、文化、規範意識など、社会を構成する一人一人に不可欠な基礎的な資質を身につ

けさせることの両面を保障していかなければなりません。  

  給食は当初、貧困対策として重要な役割を担っていましたが、現在においては教育の

一環としての意味合いが大きくなっています。生命、自然を大切にし、環境保全や伝統

文化を身近に感じられる態度を養う教育の一環となっています。憲法第２６条は第２項

で、義務教育はこれを無償とすると定められています。児童憲章の前文にある三原則、

「児童は、人として尊ばれる。児童は、社会の一員として重んぜられる。児童は、よい
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環境の中で育てられる。」を見ましても、よく家庭の責任などと言われがちなものが、

国の側の理念・約束事として書かれていることが分かります。  

  また、国立社会保障・人口問題研究所の第１５回調査（２０１５年）によれば、夫婦

に尋ねた理想的な子供の数を持たない理由の１番は、子育てや教育にお金がかかり過ぎ

るからが５６ .３％で１番でした。消費税の税率が上がっていること、今の物価高の影

響を加味すれば、ますます子育て世帯を含む全世帯の生活負担は増しています。一方で

は、コロナ禍においても内部留保を増やしている企業があります。負担能力のある大企

業や富裕層からの税負担を求める制度設計を含め、子育て世帯を社会全体で支えていく

取組に国の責任が問われるべきところではないでしょうか。  

  よって、本市から国に対して学校給食費の無償化を求める意見書を提出し、早期にこ

の理念の実現を図るように求め、本意見書案への賛成討論といたします。  

○議長（山本芳男君）    ほかに討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、意見書案第９号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    起立少数であります。よって、意見書案第９号は、否決され

ました。  

  次に、日程第２１、意見書案第１０号、生活保護制度に夏季加算新設を求める意見書

の提出についてを議題といたします。  

【意見書案第１０号 巻末に掲載】  

  これから、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、意見書案第１０号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    全員起立であります。よって、意見書案第１０号は、原案の

とおり可決されました。 

  次に、日程第２２、意見書案第１１号、旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治

の癒着を徹底的に調査し、国民に明らかにすることを求める意見書の提出についてを議

題とします。  
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【意見書案第１１号 巻末に掲載】  

  これから、本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

  討論がありますので、まず、原案に反対の方の発言を許します。討論はありませんか。  

  １５番、利根健二君。  

○１５番（利根健二君）   １５番、利根健二です。意見書案１１号に反対の立場で討

論を行います。  

  今回の問題に対しましては、道義的な問題と法律的に議論すべきをきっちり切り分け

ることが重要だと思っております。現在の日本におきまして、法的に曖昧なままでは、

道義的責任ばかり追及していても被害者は救われないし、反社会的団体との関係断絶に

はつながってまいりません。今、政府及び国会に求めるのは、被害者救済・再発防止の

ために足らざる法律の整備を行うこと、そして、それにのっとった適切な対応を取って

いくことだと思っております。前提といたしまして、宗教団体を名乗っている反社会的

な団体の定義をしっかりと定めた上で議論する必要がございます。今回で言えば、旧統

一教会を法律的に反社会的な団体と認定するための法律の制定が必要でございます。  

  現在の日本では、信教の自由など個人の権利に関わる部分、政教分離の判断について

はかなりデリケートな問題となっております。そこで、例えばいい宗教とか悪い宗教と

か、教えの内容を判断するのではなく、その団体が反社会的な行動をしているかどうか

でジャッジをする日本版の反セクト法が必要ではないでしょうか。その他、ロビイスト

規制法の制定、宗教法人格の濫用を防ぐための宗教法人に関する法律の改正、そして被

害者救済法の制定など、必要と思われる対策はたくさんあります。今まさにこの被害者

救済法の制定については、自民・公明・維新・立民４党での与野党協議会が始まります。

この推進に期待をするものであります。  

  こういった現在の状況を見たとき、被害者救済や再発防止を求めていないこの意見書

は、政治的パフォーマンスとも見てとれます。私は、現在の状況において、この内容の

意見書を提出する必要は感じておりません。  

  以上で、反対の立場での討論を終わります。同僚議員の賛同をよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（山本芳男君）    次に、原案に賛成の方の発言を許します。討論はありません

か。 

  １２番、笹岡 優君。  

○１２番（笹岡 優君）   １２番、笹岡 優です。私は日本共産党とくらしと福祉を

守る会を代表して、意見書案第１１号、旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治の

癒着を徹底的に調査し、国民に明らかにすることを求める意見書に賛成の立場で討論を
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行います。  

  旧統一教会と関連団体は反社会的団体と言わざるを得ず、政治家が関わることは、そ

の活動に信用を与え、被害を拡大するもので、許されないことです。全ての政治家の根

本姿勢に関わる問題であり、被害者救済のために避けて通れない意見書である点を最初

に明確に指摘します。  

  東京高等裁判所平成２８年６月２８日判決は、信者の妻が夫の意思に反して夫の相続

財産や給与・退職金などを献金させたことが、旧統一教会の組織的不法行為だと認めて

います。また、札幌地方裁判所平成２６年３月２４日判決及び札幌高等裁判所平成２７

年１０月１６日判決は、旧統一教会の伝道について、教義を刷り込み、信者の自由を侵

害したと認定し、違法な勧誘行為で入信させられ、精神的苦痛と経済的損害を与えたと

して、元信者３人に合計約３ ,８００万円の支払いを命じています。  

  この旧統一教会の教義は祝福と万物復帰ですが、旧統一教会であることを隠した偽装

の勧誘や霊感商法による金銭収奪で、この教団ほど国民と社会に被害を与えてきた宗教

法人は、少なくとも現存するものでは他にないです。憲法の信教の自由は、何人に対し

てもこれを保障するという主権者一人一人の尊厳を大切にする理念です。それに対して、

旧統一教会のこの異質な教義は、洗脳とマインドコントロールによって信者を違法な霊

感商法などによる被害者とし、そして、身近にいる家族・友人・知人などを巻き込み、

財をささげることが救いになると信者を加害者に変えていきます。これは純粋な宗教者

の信教の自由をも奪うという大変危険な反社会的行為です。  

  議院内閣制の下で、政府与党・自民党国会議員の半数近くは反社会的宗教団体との接

点を持っていた。そして、昨日明らかになった、事実上政策協定を結んでいたことは大

変深刻です。日本の政治は危機的と言わざるを得ません。自民党自らが旧統一教会との

関係を徹底して調査し、国民に明らかにすることと明確に関係を断ち切ることなしに、

被害者根絶はあり得ません。日本の政治がこれぐらい憲法とは相入れない、異質で危険

な宗教団体によってむしばまれていることは本当に許されません。  

  政府におかれては、国民の批判を真摯に受け止めて、統一教会から世界平和統一家庭

連合への名称変更問題、そして、当初、こども庁を新設する動きが突然、こども家庭庁

に変更されたことなど、旧統一教会からの働きかけはあったのかどうか、真相を究明す

べきです。そして、宗教法人法の解散命令の要件である、法令に違反して著しく公共の

福祉を害する、宗教団体の目的を著しく逸脱した行為に該当する旧統一教会（世界平和

統一家庭連合）に対し、解散命令請求（宗教法人格取消し）を直ちに行うこと、同時に、

被害者の救済を早急に行うことを強く求めて、賛成討論とします。  

○議長（山本芳男君）    ほかに討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、意見書案第１１号を採決いたします。  
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  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（山本芳男君）    起立少数であります。よって、意見書案第１１号は否決され

ました。  

  日程第２３、議員派遣の件を議題とします。  

  お諮りします。議員派遣の件については、タブレットに掲載したとおり、議員を派遣

することにしたいと思います。これに異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、議員派遣の件は、タブレット

に掲載したとおり派遣することに決定いたしました。  

  この際、お諮りいたします。ただいま決定しました議員派遣の内容につきましては、

諸般の事情により変更が生じる場合は議長に一任をお願いしたいと思いますが、これに

異議ございませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（山本芳男君）    異議なしと認めます。よって、そのように決定しました。  

  以上で、今期定例会議に付された事件は全て議了しました。  

  それでは、散会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。  

  さて、物部町の日本一のユズも黄金色に色づいて、もうすぐ収穫の時期となってまい

りました。物部町では、去る１０月８日に奥ものべ青空市がふれあいプラザで開催され、

中谷 元衆議院議員御夫妻、依光市長、同僚議員をはじめ、市内外から大勢の来場をい

ただきまして、にぎわうことができました。地元の者として厚くお礼を申し上げます。  

  また、１０月１５、１６日の２日間にかけて３年ぶりに刃物まつりが開催され、天候

にも恵まれまして、大勢の来場者でにぎわい、打刃物のまちとしてＰＲができたと思い

ます。 

  さて、１０月３日に開会されました１０月定例会議も、本日までの１９日間、無事終

えることができました。本定例会議では、議案９件、報告３件、意見書案３件におきま

して、それぞれ議員各位の慎重な審議がなされました。そして、令和３年度香美市一般

会計歳入歳出決算の認定についてなど、１０件が休会中の審査となったところでありま

す。１１月１８日の決算認定臨時会議までに審査終えるようにお願いいたします。  

  一般質問では、１５人の議員、また新人議員もそれぞれの立場で市政全般にわたり真

剣に質問されました。執行部におかれましては、しっかり精査していただき、行政運営

に生かしていただきたく思います。  

  新人議員の皆様は緊張の連続の定例会議であったと思います。また、気持ちも新たに

されたと存じます。今後さらなる活躍をお祈りいたします。  

  さて、世の中はコロナ禍など複雑に多様化する社会経済の状況の中であります。こん

なときこそ市民ニーズに応えるために執行機関と議会が一体となり、香美市の発展と福
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祉の向上を目指し、そして、市政を確実に前進させるように、使命感を持って行動して

いただけるようにお願い申し上げます。  

  本日で１０月定例会議も閉会しますが、議員各位におかれましては、議事運営に対し

まして格段の御協力を賜り、閉会することができましたことに感謝を申し上げ、閉会の

挨拶といたします。  

  次に、市長から発言を求められておりますので、これを許可します。市長、依光晃一

郎君。 

○市長（依光晃一郎君）   令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議閉会に当

たりまして、一言御挨拶を申し上げます。  

  今月３日に開会いたしました１０月定例会議も、山本議長の円滑なる会議運営により

まして、本日閉会となりました。定例会議には多くの議案を提案いたしましたが、その

全ての議案につきまして、慎重かつ適切に御審議、御決定を賜りまして、誠にありがと

うございました。厚く御礼を申し上げます。  

  本定例会議は香美市議会改選後の議会でありまして、新たな議員の皆様からの新たな

視点での御意見・御提案、また、ベテラン議員の皆様からの長年の課題を深掘りする議

論など、議員の皆様方に香美市政に対するそれぞれの理想像をお示しいただきました。

私自身、香美市議会の活発な議論につきまして、非常に心強く、頼もしく感じたところ

であります。  

  執行部としましても、議員の皆様から賜りました御指摘や御提案につきまして、しっ

かりと庁内協議をさせていただき、必要に応じて視察を行うなど、議員の皆様方の考え

方を御理解させていただく努力をして、よりよい行政運営、政策立案ができるよう努力

してまいります。引き続きの御指導、御鞭撻を何とぞよろしくお願いいたします。  

  結びに、議員の皆様方のますますの御健勝と御活躍を心より御祈念申し上げまして、

閉会に当たりましての私の御挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。  

○議長（山本芳男君）    ありがとうございました。  

  以上をもちまして、１０月定例会議を終了し、令和４年第２回香美市議会定例会を散

会いたします。  

（午前１０時５８分 散会）  
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地方自治法第１２３条第２項の規定による署名者  

 

 

          議  長 

 

 

          署名議員  

 

 

          署名議員  



     
令和４年第２回香美市議会定例会    

１０月定例会議会議録     
巻  末  掲  載  文  書    



審議期間

 議会運営委員会

 審議期間の決定、会議録署名議員の指名、諸般の報告 ・ 議長の報告

 市長の行政の報告及び議案提案 ・ 提案理由の説明 ・ 初日採決(議案第７１号)

【一般質問通告期限（午前９時）】

【抽選（午後１時）】

 議案精査のため

  第3日 休　 会  　　　　〃

  第4日 休　 会  　　　　〃

  第5日 休　 会  　　　　〃

  第6日 休　 会  休日、議案精査のため

  第7日 休　 会  　　　　〃

  第8日 休　 会  　　　　〃

  第9日 休　 会  議案精査のため

  第10日 本会議 AM9:00  一般質問① 

  第11日 本会議 AM9:00  一般質問② 

  第12日 本会議 AM9:00  一般質問③　会派代表者会議

  第13日 休　 会  休日、議案精査のため

  第14日 休　 会  　　　　〃

 議案質疑 ・ 委員会付託 ・ 予算決算常任委員会 ・ 総務常任委員会 

 教育厚生常任委員会 ・ 産業建設常任委員会

  第16日 休　 会  議案審査整理のため

  第17日 休　 会  　　　　〃

  第18日 休　 会  　　　　〃

AM9:00  議会運営委員会

本会議 AM9:30  議案採決（付託議案の報告～採決 ）

 議案第 ６９・７０号(議案第５９号から第６８号までは１１月４日に質疑）

 議案第 ７２・７３号　

 議案第 ７４号　

 議案第 ７５号　

AM9:00  議案第 ５９・６０・６１・６２・６３・６４・６５・６６・６７・６８号　

 議案第 ５９号　

AM9:00  議案第 ５９・６４・６５・６６・６７号　

AM9:00  議案第 ５９・６０・６１・６２・６３・６８号　

AM9:00  議案第 ５９・６０・６１・６２・６３・６４・６５・６６・６７・６８号　

臨時会議

AM9:30  議案第 ５９・６０・６１・６２・６３・６４・６５・６６・６７・６８号　

 28日（水）

令和４年第２回香美市議会定例会１０月定例会議審議期間予定表

月日（曜日） 会            議           等

 9月26日（月）

　27日（火）

 29日（木）

 30日（金）

 10月1日（土）

   2日（日）

  第1日    3日（月）

11日（火）

本会議 AM9:00

  第2日    4日（火） 休　 会

   5日（水）

   6日（木）

   7日（金）

   8日（土）

  9日（日）

10日（月）

  第19日 21日（金）

12日（水）

 13日（木）

14日（金）

15日（土）

16日（日）

  第15日 17日（月） 本会議 AM9:00

18日（火）

19日（水）

20日（木）

補正予算 ・ 議案審査

 10月17日
（月）

予算決算常任委員会

総務常任委員会

教育厚生常任委員会

産業建設常任委員会

決算審査

  11月 4日（金）
予算決算常任委員会

総務分科会

  11月 7日（月） 教育厚生分科会

  11月 8日（火） 産業建設分科会

 11月17日（木） 予算決算常任委員会

 11月18日（金） 決算認定臨時会議



　１．議　案　関　係

事件の番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 所管委員会 審査結果 備　　考

議案第 59号 令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 60号 令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 61号 令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 62号 令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 63号 令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 64号 令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 65号 令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 66号 令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定につい 予算決算常任委員会 審査中

て

議案第 67号 令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 68号 令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳出決算の認定について 予算決算常任委員会 審査中

議案第 69号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号） 予算決算常任委員会 原案可決 全員賛成

議案第 70号 令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 予算決算常任委員会 原案可決 全員賛成

議案第 72号 香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総 務 常 任 委 員 会 原案可決 全員賛成

議案第 73号 香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総 務 常 任 委 員 会 原案可決 全員賛成

議案第 74号 香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生常任委員会 原案可決 全員賛成

議案第 75号 高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規約について 産業建設常任委員会 原案可決 全員賛成

委員会審査結果一覧表



意見書案第９号 

 

学校給食費の無償化を求める意見書の提出について 

 

 地方自治法第９９条の規定により、衆・参両議院議長及び内閣総理大臣並びに関係

各大臣に対し下記の意見書を提出します。 

 

 令和４年１０月２１日提出 

 

 

香美市議会議長  山 本 芳 男 殿 

 

 

              提出者 香美市議会議員  森 田 雄 介 

 

           賛成者    〃     濱 田 百合子 

 

          賛成者    〃     山 崎 晃 子 

 

 

学校給食費の無償化を求める意見書（案） 

  

 学校給食は、学校給食法第１条に「食育の推進」が、その役割と目的として規定さ

れており、教育活動の一環です。望ましい食習慣は生涯にわたる本人の健康とともに、

地元の旬の食材や有機栽培などのより良い農産物の消費にもつながります。 

 憲法第２６条の教育の無償化に対して、政府は「憲法に定められている義務教育の

無償をできるだけ早く広範囲に実現したい」「学用品、学校給食費、さらには交通費

も」（１９５１年３月）としていますが、いまだ実現していません。 

 保護者負担である学校給食費は、１人年額５～６万円と保護者が学校に収める納付

金の中でも高額であることから、貧困対策はもとより、子育て支援・少子化対策とし

て、小中学校の給食費を全額補助、または一部補助する市町村も増えてきています。 

 しかし、給食費無償化は人件費や消費税、高騰する材料及び燃料費などによって、

市町村の財政を圧迫するなどの懸念が生じる可能性があり、解決すべき問題も多く、

実施に踏み切れない市町村も少なくありません。 



 ２０１７年度「学校給食費の無償化等の実施状況」及び「完全給食の実施状況」の

調査結果では、１,７４０自治体のうち、小中学校とも無償化が７６自治体、それ以外

の一部無償化・補助を実施しているのが４３０自治体、合わせて５０６自治体であり

３割程度であります。 

 よって、国におかれましては、こうした状況に鑑み、財源の確保も含め国の責任に

おいて、全ての市町村が学校給食の無償化を実施できる支援を強く求めます。  
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

 

 令和４年１０月２１日 

 

 

衆 議 院 議 長  細 田 博 之 殿 

参 議 院 議 長  尾 辻 秀 久 殿 

内 閣 総 理 大 臣  岸 田 文 雄 殿 

財 務 大 臣  鈴 木 俊 一 殿 

文 部 科 学 大 臣  永 岡 桂 子 殿 

厚 生 労 働 大 臣  加 藤 勝 信 殿 

農 林 水 産 大 臣  野 村 哲 郎 殿 

内 閣 官 房 長 官  松 野 博 一 殿 

内閣府特命担当大臣  小 倉 將 信 殿 

（こども政策担当） 

 

 

  高知県香美市議会議長  山 本 芳 男 

 



意見書案第１０号 

 

生活保護制度に夏季加算新設を求める意見書の提出について 

 

 地方自治法第９９条の規定により、衆・参両議院議長及び内閣総理大臣並びに関係

各大臣に対し下記の意見書を提出します。 

 

令和４年１０月２１日提出 

 

 

香美市議会議長  山 本 芳 男 殿 

 

 

提出者 香美市議会議員  舟 谷 千 幸 

 

賛成者    〃     山 﨑 龍太郎 

 

賛成者    〃     山 﨑 眞 幹 

   

 

生活保護制度に夏季加算新設を求める意見書（案） 

 

新型コロナウイルス感染症第７波拡大のなか、本年も大変な猛暑が続きました。総

務省･消防庁の資料では、本年８月の熱中症で救急搬送された人は、全国で１万９,９

５３人、６５歳以上の高齢者が約５５％を占め、発生場所は住居が４０％近くを占め

ています。室内での熱中症対策としてエアコンの活用が効果的ですが、生活保護利用

者においては、昨今の円安、物価高騰、エネルギー価格高騰により電気代が大きな負

担となっています。 

厚生労働省は熱中症による健康被害が多く報告されていることを踏まえ、平成３０

年６月に生活保護利用者へ一定の条件を満たす場合にエアコン等の購入費と設置費用

の支給を認めています。しかしながら、暖房代などの支出に対応する冬季加算は認め

られていますが、夏季加算については認められていません。 

よって、国におかれては、猛暑から生活保護利用者の命と健康を守るために、生活

保護制度に夏季加算の新設を行うよう強く求めます。 



以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

 

令和４年１０月２１日 

 

 

衆 議 院 議 長  細 田 博 之 殿 

参 議 院 議 長  尾 辻 秀 久 殿 

内 閣 総 理 大 臣  岸 田 文 雄 殿 

財 務 大 臣  鈴 木 俊 一 殿 

厚 生 労 働 大 臣  加 藤 勝 信 殿 

 

 

高知県香美市議会議長  山 本 芳 男 



意見書案第１１号 

 

旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治の癒着を徹底的に調査し、国民に明ら

かにすることを求める意見書の提出について 

 

 地方自治法第９９条の規定により、衆・参両議院議長及び内閣総理大臣並びに関係

各大臣に対し下記の意見書を提出します。 

 

令和４年１０月２１日提出 

 

 

香美市議会議長  山 本 芳 男 殿 

 

 

提出者 香美市議会議員  西 山   潤 

 

賛成者    〃     笹 岡   優 

 

賛成者    〃     山 崎 晃 子 

   

 

旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治の癒着を徹底的に調査し、国民に明ら

かにすることを求める意見書（案） 

 

 自民党は、所属国会議員３７９人のうち１７９人が旧統一教会と接点があったとす

る点検結果の概要を公表しました。また、１７９人のうち関連団体の会合出席などの

関係を含めた１２１人については氏名を公表しました。 

しかし、公表内容は、議員本人からの申告を集計したもので、党として責任を持っ

た調査ではありません。他の政党とも接点があったことも報道されています。 

 深刻な被害をもたらした反社会的カルト集団がなぜ野放しにされてきたのか、なぜ

解散命令も含む対処が行われてこなかったのか、政府及び国会が徹底的に調査し、国

民に明らかにすることが求められています。こうした真剣な調査を行うことぬきに、

口先で「断絶」を言っても、国民の信頼は得られません。 

 また、全国霊感商法対策弁護士連絡会は、「過去の判例で、信教の自由に対する『重



大な脅威』『許容しがたい不公正な方法』と認定されている」と指摘しています。また、

「教会の伝道教化の過程は、社会的相当性を逸脱したもので、被勧誘者の『信教の自

由』を侵害するものだ」と強調しました。 

よって、国におかれては、旧統一教会(世界平和統一家庭連合)と政治の癒着を徹底

的に調査し、国民に明らかにすることを強く求めます。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

 

令和４年１０月２１日 

 

衆 議 院 議 長  細 田 博 之 殿 

参 議 院 議 長  尾 辻 秀 久  殿 

内 閣 総 理 大 臣  岸  田 文 雄 殿 

総 務 大 臣  寺 田   稔 殿 

法 務 大 臣  葉 梨 康 弘 殿 

文 部 科 学 大 臣  永 岡 桂 子 殿   

内 閣 官 房 長 官  松 野 博 一 殿 

 

 

高知県香美市議会議長  山 本 芳 男 



　１．議　案　関　係

事 件 の
番 号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果
議　決
年月日

  議案
  第 69 号

令和４年度香美市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 4.10.21

  議案
  第 70 号

令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第１号）

原案可決 4.10.21

  議案
  第 71 号

令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第２号）

原案可決 4.10. 3

  議案
  第 72 号

香美市地域公共交通事業に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

原案可決 4.10.21

  議案
  第 73 号

香美市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案可決 4.10.21

  議案
  第 74 号

香美市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 4.10.21

  議案
  第 75 号

高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変更する規約につ
いて

原案可決 4.10.21

  議案
  第 76 号

令和４年度香美市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 4.10.21

  議案
  第 77 号

令和４年度香美市消防団大栃分団屯所建設工事の請負契約の締結
について

原案可決 4.10.21

  意見書案
  第 ９ 号

学校給食費の無償化を求める意見書の提出について 原案否決 4.10.21

  意見書案
  第 10 号

生活保護制度に夏季加算新設を求める意見書の提出について 原案可決 4.10.21

  意見書案
  第 11 号

旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と政治の癒着を徹底的に調
査し、国民に明らかにすることを求める意見書の提出について

原案否決 4.10.21
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